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 北海道ＮＩＥ推進協議会編 

〇〇主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび  

〇〇体体験験的的なな活活動動  

〇〇言言語語能能力力のの育育成成  

〇〇地地域域・・家家庭庭ととのの連連携携  



２２００２２５５年年度度「「北北海海道道 NIE 実実践践報報告告書書」」のの発発刊刊にに寄寄せせてて

北海道 NIE推進協議会

会 長 菊 池 安 吉

（日本 NIE学会 会員）

ＮＩＥ実践報告書「第２９集」を刊行することになりました。

今年度の実践校３４校の先生方が、全道各地において地域や学校の立地条件、児童・生徒

・学生の実態などを考慮し、創意工夫したＮＩＥの実践の成果と課題がまとめられています。

報告書には、２０２０年、小学校から順次実施された学習指導要領の改訂を踏まえて、「主体

的・対話的で深い学び」や「個別最適な学びと協働的な学び」の実現に向けた NIE の取組が

多数掲載されています。また、GIGA スクール構想により１人１台端末が配備され、精力的な授

業改善が行われてきました。しかし、一方では、学ぶ意義を十分に見いだせず、主体的に学びに向

かうことができていない子供の増加や、不登校や外国人児童生徒への支援が不十分な現状、習得し

た知識を現実の事象と関連づけて理解することが弱いなど、課題として顕在化してきたこともあり

ます。学校で身につけるべき力を「実社会でも通用する力」とし、学力観も転換期を迎えて

いますが、学習指導要領の理念や趣旨の浸透は道半ばです。そんな中で、次期改訂に向けて

の論点整理も進められています。

今回の実践報告の中には、日本新聞協会が実施した NIE 学習効果調査の結果と同様に、児童生

徒の「聞く力・話す力」「読む力」「書く力」「理解力・考えを深める力」「主体性」で伸びたと評

価する声が上げられています。一方、全校を巻き込んでの実践や実践頻度を増やすことが今後の課

題とする報告もあります。これまで複数の実践校が学校司書や司書教諭との連携・協力の大切さに

触れています。全校上げての継続的な取組が学力向上に結びつき、学校全体で実践することの効果

と有用性は言うまでもありません。さらに、小・中学校のつながりや家庭・地域との連携を強

化したり、児童生徒会の委員会活動と連動した取組も増えてきました。特別支援学級や特別

支援学校・高等支援学校での実践も増え、その有効性も徐々に見えてきました。

２０２５年夏に開催された第３０回 NIE 全国大会神戸大会のスローガンは、「時代を読み解き

いのちを守る NIE」。大会では、インターネット上で真偽不明の不確かな情報が飛び交う時代に、

ＮＩＥ活動によって「時代を読み解く力」「メディアリテラシー」をどのように育てていくかが話

題となりました。秋の新聞週間の代表標語は「ネット社会 それでも頼る この一面」でした。

新聞の発行部数は、十年前と比較するとおよそ４割減です。今後は、紙媒体とデジタルの活用

をどのように進めるか、対話型生成 AI（人工知能）をどのように活用していくか、偽情報の

拡散をどうやって見抜く力を身につけるか、課題はたくさんありますが、実践の成果と課題

を全道で共有しながら一歩ずつ前に進めていきたいと考えます。速報性があり、記事の鮮度

は高いが玉石混淆のネット記事のみに振り回されることなく、メディアリテラシーを身につ

けさせ、批判的な思考を育て、新聞の持つ信頼性や一覧性のよさ、新聞の魅力を再確認した

いと思います。新聞を開いたときの思いがけない記事との出会いは、フィルターバブルのネ

ット記事検索では遭遇できません。ＮＩＥの裾野を広げ、「ＮＩＥの種蒔き」に今後とも継続

的に取り組んでいきます。

最後に「実践報告書」の発刊に当たったＮＩＥ事務局をはじめ、ＮＩＥ実践校の先生方、

新聞関係者の皆さんに大変お世話になりましたことを報告しお礼申し上げます。
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１． はじめに 

 本本校校はは十十勝勝管管

内内東東部部、、「「ハハルルニニ

レレのの木木」」でで有有名名なな

豊豊頃頃町町のの自自然然にに

囲囲ままれれたた地地域域のの

小小 規規 模模 校校 でで ああ

るる。。    

「「ふふるるささとと豊豊頃頃にに誇誇りりをを持持ちち、、夢夢とと希希望望にに

向向かかっってて挑挑戦戦すするる子子どどもものの育育成成」」ををススロローーガガ

ンンにに、、全全校校児児童童９９７７名名とといいうう少少人人数数ななららでではは

のの児児童童一一人人一一人人のの個個性性をを大大切切ににししたた教教育育をを

行行っってていいるる。。ままたた、、二二宮宮尊尊徳徳のの「「報報徳徳のの教教ええ」」

をを基基盤盤ととししたた人人間間形形成成にに力力をを入入れれてていいるる。。  

  

２． 児童の様子 

素素直直でで人人のの話話ををよよくく聞聞きき、、ののびびののびびととししたた

雰雰囲囲気気のの中中でで学学校校生生活活をを送送っってていいるる児児童童がが

多多いい。。学学習習やや行行事事にに一一生生懸懸命命取取りり組組みみ、、分分かか

ららなないいここととににもも積積極極的的にに挑挑戦戦すするる姿姿がが見見らら

れれるる。。一一方方でで、、文文章章表表現現ににおおいいててはは書書くく力力がが  

  

弱弱いいとといいうう課課題題もも見見らられれ、、校校内内研研修修でではは「「書書  

くく力力のの育育成成」」ををメメイインンテテーーママととししてていいるる。。書書

くく力力をを伸伸ばばすすたためめににはは、、良良質質ななテテキキスストトをを題題

材材ににししたた読読解解力力、、語語彙彙力力のの育育成成がが不不可可欠欠ででああ

りり、、そそのの一一つつととししてて新新聞聞記記事事のの活活用用がが有有効効でで

ああるるとと考考ええるる。。ししかかしし、、新新聞聞をを購購読読ししてていいるる

家家庭庭がが減減少少ししてていいるるたためめ、、学学校校にに多多くくのの新新聞聞

がが届届くくよようう NNIIEE実実践践校校にに参参加加すするるここととととししたた。。  

  

３． 実践の内容 

①① NNIIEEココーーナナーーのの設設置置  

  

 

２２００２２５５年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

  

新新聞聞活活用用にによよるる語語彙彙力力・・読読解解力力・・表表現現力力のの育育成成  
                  豊豊頃頃町町立立豊豊頃頃小小学学校校  教教諭諭  近近藤藤正正晃晃  森森田田昌昌宏宏  
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本本校校でではは、、９９月月かからら２２月月ににかかけけてて２２紙紙ずずつつ

届届くくここととににししてていいるる。。読読売売 KKOODDOOMMOO 新新聞聞とと朝朝

日日小小学学生生新新聞聞、、ままななぶぶんんはは低低学学年年がが見見ややすすいい

よよううにに１１階階ホホーールル、、他他のの新新聞聞  （（一一般般紙紙））はは高高

学学年年ががよよくく通通るる２２階階ホホーールルにに置置くくここととににしし

たた。。ままたた、、新新聞聞にに関関心心ををももちち親親ししんんででももららうう

たためめにに、、担担当当者者がが子子どどももたたちちにに読読まませせたたいい記記

事事をを選選びび、、掲掲示示ししたた。。６６年年生生はは昨昨年年度度知知床床半半

島島のの携携帯帯基基地地局局設設置置のの問問題題ににつついいてて調調べべてて

おおりり、、そそのの続続報報のの記記事事にに興興味味をを持持っってて読読むむ姿姿

がが見見らられれたた。。  

 

②② ３３年年算算数数「「大大ききいい数数ののししくくみみ」」ででのの新新聞聞

活活用用  

 ３３年年算算数数でではは、、「「大大ききいい数数ののししくくみみ」」のの学学習習

ににおおいいてて、、新新聞聞のの中中かからら「「一一番番大大ききなな数数」」をを

見見つつけけるる活活動動にに取取りり組組んんだだ。。そそれれぞぞれれ１１冊冊のの

新新聞聞をを手手にに取取りり、、記記事事のの中中かからら大大ききなな数数をを見見

つつけけてていいたた。。実実生生活活のの中中のの１１００００００００よよりり大大

ききいい数数をを実実感感すするるここととががででききたた。。  

  

③③ ５５年年国国語語「「世世界界遺遺産産白白神神山山地地かかららのの提提言言

－－意意見見文文をを書書ここうう」」  

 身身近近なな話話題題ををテテーーママににすするるとといいうう点点かからら、、

単単元元をを「「北北海海道道釧釧路路湿湿原原かかららのの提提言言」」ととししてて

教教材材化化ししたた。。毎毎日日届届くく北北海海道道新新聞聞ををたたどどりり、、

状状況況ををリリアアルルタタイイムムでで理理解解しし、、ソソーーララーーパパネネ

ルル設設置置ににつついいててやや自自然然保保護護のの取取組組ななどどをを多多

角角的的にに捉捉ええ、、根根拠拠にに基基づづいいたた主主張張をを意意見見文文にに

書書くく力力ががつついいたた。。今今現現在在のの社社会会事事象象にに興興味味をを

ももつつききっっかかけけににももななっったた。。  

 

④④ ５５年年  朝朝のの会会ででののススピピーーチチ活活動動  

  ５５年年生生はは朝朝のの会会ででススピピーーチチ活活動動にに取取りり組組

んんででいいるる。。２２学学期期はは、、よよりり社社会会にに目目をを向向けけよよ

ううとと、、NNIIEE ココーーナナーーににああるる新新聞聞記記事事をを選選びび、、

そそれれをを紹紹介介しし自自分分のの考考ええををみみんんななにに伝伝ええるる

ここととととししたた。。記記事事をを読読みみ込込みみ、、要要約約ししてて話話しし、、

自自分分のの感感想想をを付付けけ加加ええてて伝伝ええるる力力をを付付けけるる

ここととががででききたた。。  
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⑤⑤ ５５年年社社会会  「「情情報報化化ししたた社社会会とと産産業業のの発発展展」」    

  ５５年年特特別別支支援援学学級級でではは社社会会科科でで情情報報メメデデ

ィィアアのの学学習習のの際際にに、、新新聞聞かからら情情報報をを得得るる体体験験

にに取取りり組組んんだだ。。１１時時間間のの中中でで１１冊冊のの新新聞聞をを読読

むむとといいうう授授業業でで、、普普段段はは新新聞聞ににああままりり関関心心をを

示示ささなないい児児童童がが１１時時間間もものの間間、、真真剣剣にに新新聞聞をを

読読むむ姿姿がが見見らられれたた。。  

 

⑥⑥ ５５年年    「「ああななたたがが選選ぶぶ十十勝勝のの１１００大大ニニュュ

ーースス」」投投票票のの取取組組みみ  

 

 

 

 

 

 

  ５５年年生生でではは、、十十勝勝毎毎日日新新聞聞社社がが行行っってていいるる、、

「「ああななたたがが選選ぶぶ十十勝勝のの１１００大大ニニュューースス」」にに投投

票票ししたた。。十十勝勝毎毎日日新新聞聞社社のの候候補補記記事事２２００項項目目

かからら５５点点をを選選びび投投票票すするるももののでで、、子子どどももたたちち

はは、、真真剣剣にに記記事事をを読読みみ、、友友達達とと意意見見交交流流ししなな

ががらら、、タタブブレレッットトをを使使いい、、投投票票ししてていいたた。。よよ

りり社社会会のの出出来来事事にに関関心心ををももつつここととががででききたた。。  

 

⑦⑦ ６６年年  新新聞聞ススククララッッププのの取取組組みみ  

  ６６年年生生はは昨昨年年度度よよりり新新聞聞ススククララッッププにに取取

りり組組んんででいいるる。。ししかかしし、、新新聞聞をを取取っってていいるる家家

庭庭がが少少なないいたためめ、、学学校校ににああるる新新聞聞をを活活用用すするる

児児童童がが多多くく、、時時期期がが大大ききくくずずれれててししままうう場場面面

もも見見らられれたた。。今今年年度度はは、、学学校校にに多多くくのの新新聞聞がが

届届けけらられれてていいるるここととももあありり、、そそのの時時そそのの時時にに

応応じじたた新新聞聞記記事事をを選選ぶぶここととがが増増ええててききてていい

るる。。  

ままたた、、社社会会科科のの授授業業のの中中でで、、「「日日本本がが抱抱ええるる

様様々々なな問問題題ににつついいてて挙挙げげてていいここうう」」のの課課題題にに
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対対ししてて、、多多くくのの課課題題がが発発表表さされれ、、社社会会にに対対すす

るる関関心心がが高高ままっってていいるるとと感感じじてていいるる。。  

 

４． 成果と課題 

（（１１））成成果果  

・・新新聞聞にに対対すするる関関心心のの高高ままりり  

児児童童のの目目にに触触れれるるととこころろにに新新聞聞ががああるるここ

ととでで、、社社会会のの出出来来事事にに関関心心ををももちち、、自自分分のの考考

ええををももっってて話話しし合合うう姿姿がが増増ええたた。。時時にに、、学学習習

ししたたここととがが記記事事ににななっってていいたたりり、、１１００大大ニニュュ

ーーススをを投投票票ししたたりりすするるここととでで、、社社会会的的事事象象をを

よよりりがが身身近近ななももののととししてて感感じじてていいるる姿姿がが見見

らられれたた。。  

・・「「書書くく力力」」のの向向上上  

新新聞聞ににはは、、教教科科書書ににははああままりり出出ててここなないい社社

会会的的なな言言葉葉やや多多様様なな表表現現がが多多くく使使わわれれてておお

りり、、児児童童はは記記事事をを読読むむ中中でで、、新新ししいい言言葉葉にに自自

然然にに出出会会いい、、文文脈脈かからら意意味味をを考考ええたたりり、、調調べべ

たたりりすするる経経験験をを重重ねね、、語語彙彙力力がが向向上上ししたた。。まま

たた、、新新聞聞をを読読むむここととでで、、文文章章をを正正確確にに読読みみ取取

るる力力やや要要点点ををままととめめるる力力がが高高ままっってていいるる。。そそ

ののたためめ、、子子どどももたたちちのの「「書書くく力力」」やや  「「表表現現力力」」

のの育育成成にに寄寄与与ししてていいるるとと考考ええてていいるる。。  

 

（（２２））課課題題  

・・児児童童のの学学年年差差やや読読解解力力のの差差にによよりり、、記記事事選選

びびがが難難ししいい  

  今今年年度度はは「「ここどどもも新新聞聞」」はは１１階階、、本本誌誌はは２２

階階にに掲掲示示ししたたがが、、児児童童がが自自分分でで記記事事をを選選ぶぶとと

いいうう取取りり組組みみががででききななかかっったた。。担担当当者者がが高高学学

年年向向けけにに記記事事をを選選んんだだがが全全校校的的なな取取りり組組みみ

ににななるるよよううなな工工夫夫がが必必要要ででああっったた。。  

・・継継続続的的なな活活用用体体制制づづくくりり  

  現現在在はは担担当当者者２２人人でで進進めめてていいるる状状況況だだがが、、

NNIIEE のの有有用用性性をを全全校校にに広広げげてていいくく必必要要ががああるる。。

そそののたためめににはは積積極極的的にに新新聞聞活活用用のの取取組組みみをを

すすすすめめ、、情情報報発発信信ししてていいくくここととがが大大切切ででああるる。。  

  ままたた、、本本校校はは、、管管内内唯唯一一のの小小中中併併設設校校ででああ

りり、、そそのの特特色色をを生生かかししたた NNIIEEのの取取組組みみををすすすす

めめてていいくくこことともも重重要要ででああるる。。そそののたためめににはは、、

小小学学生生ののみみななららずず、、中中学学生生ににもも対対応応ししたた新新聞聞

記記事事のの掲掲示示やや中中学学校校のの先先生生方方ににもも理理解解をを広広

げげてていいくく取取組組がが必必要要ででああるる。。  

  

５５．． 終終わわりりにに  

本本校校でではは、、NNIIEE のの実実践践をを通通ししてて、、児児童童がが新新

聞聞にに日日常常的的にに触触れれるる学学習習環環境境をを整整ええててききたた。。

そそのの結結果果、、新新聞聞にに対対すするる関関心心がが高高ままりり、、社社会会

のの出出来来事事をを自自分分事事ととししてて捉捉ええ、、自自分分のの考考ええをを

ももっってて話話しし合合うう姿姿がが多多くく見見らられれるるよよううにになな

っったた。。新新聞聞記記事事ににはは多多様様なな表表現現やや社社会会的的なな語語

句句がが多多くく含含ままれれてておおりり、、記記事事をを読読むむ経経験験をを重重

ねねるるここととでで、、語語彙彙力力のの向向上上がが図図らられれたた。。ままたた、、

文文章章をを正正確確にに読読みみ取取りり、、要要点点をを整整理理すするる活活動動

をを通通ししてて読読解解力力のの向向上上ににももつつななががりり、、そそののここ

ととがが、、自自分分のの考考ええをを文文章章でで表表現現すするる書書くく力力のの

育育成成にに大大ききくく寄寄与与ししてていいるるとと考考ええらられれるる。。  

一一方方でで、、学学年年差差やや読読解解力力のの違違いいにによよりり、、児児

童童がが自自らら記記事事をを選選ぶぶここととのの難難ししささやや、、全全校校的的

なな取取組組ととししててのの広広ががりりにに課課題題がが残残っったた。。  

今今後後はは、、小小中中併併設設校校とといいうう本本校校のの特特色色をを生生

かかしし、、小小学学生生かからら中中学学生生ままでで発発達達段段階階にに応応じじ

たた新新聞聞活活用用をを工工夫夫すするるととととももにに、、教教職職員員間間でで

実実践践をを共共有有しし、、継継続続的的にに NNIIEEにに取取りり組組むむ体体制制

をを整整ええるるここととでで、、活活動動ののささららななるる広広ががりりをを目目

指指ししてていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  近近年年、、日日本本国国内内ににおおいいてて、、新新聞聞にに触触れれるるこことと

がが少少ななくくななっってていいるるとと個個人人的的ににはは感感じじてていいるる。。

自自分分のの周周りりににおおいいててもも、、個個別別にに新新聞聞ををととっってていい

るる人人ははほほととんんどどいいなないい状状況況ででああるる。。ネネッットトニニュュ

ーーススをを気気軽軽にに検検索索ででききるるここととやや、、自自分分にに興興味味のの

ああるるここととをを中中心心にに情情報報収収集集すするる環環境境がが整整っってて

いいるるここととななどどがが要要因因ととししてて考考ええらられれるる。。ししかかしし、、

新新聞聞のの魅魅力力はは、、数数多多くくああるる。。そそのの一一つつととししてて、、

最最近近話話題題ににななっってていいるるここととやや、、様様々々なな立立場場かからら

のの情情報報ななどど、、一一度度にに幅幅広広くく情情報報をを手手にに入入れれるるここ

ととががででききるる。。ここれれはは、、自自分分のの興興味味関関心心のの幅幅をを広広

げげるるここととににももつつななががりり、、ままささにに小小学学校校段段階階のの児児

童童ににととっってて必必要要なな手手立立ててななののででははなないいだだろろうう

かか。。本本実実践践でではは、、高高学学年年ででふふれれるる機機会会ががああるる新新

聞聞のの活活用用をを、、低低学学年年ででもも生生かかすすここととががででききるるとと

考考ええ、、年年間間カカリリキキュュララムムをを構構成成ししたた。。  

  

２２．．児児童童のの様様子子  

  実実践践対対象象学学年年はは、、３３年年生生ででああるる。。学学年年はは２２クク

ララススあありり、、年年間間カカリリキキュュララムムをを実実践践ししたたののはは、、

１１ククララススででああるる。。対対象象ククララススのの児児童童にに対対ししてて、、

２２年年生生ままででのの実実態態調調査査ををししたたととこころろ、、以以下下のの結結

果果ととななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

新新聞聞をを読読んんだだここととががああるる児児童童はは、、6666．．77％％とと想想

定定よよりりもも多多かかっったたがが、、興興味味関関心心にに対対すするる質質問問にに

おおいいててはは「「ああままりりももっってていいななかかっったた」」「「全全然然ももっっ

てていいななかかっったた」」のの数数値値がが 4400％％だだっったたここととかからら、、

新新聞聞のの魅魅力力・・有有効効性性のの認認識識がが低低いいここととがが分分かかっっ

たた。。  

  

３３．．実実践践のの内内容容  

①①  朝朝読読書書のの時時間間ににおおけけるる新新聞聞のの提提示示（（常常時時））  

  本本校校でではは、、朝朝のの 1100 分分間間をを読読書書時時間間にに設設定定しし

てていいるる。。そそここでで、、教教師師がが毎毎日日新新聞聞ををテテレレビビにに映映

しし、、いいつつででもも手手にに取取るるここととががででききるるよよううににししたた。。

そそううすするるここととでで、、新新聞聞がが日日々々のの生生活活ににああるるこことと

をを意意識識ででききるるとと考考ええたた。。今今回回使使用用ししたたののはは「「北北

海海道道新新聞聞朝朝刊刊」」ででああるる。。最最初初のの２２週週間間程程度度はは、、

教教師師がが注注目目ししたたニニュューーススななどどをを紹紹介介しし、、どどののよよ

ううなな情情報報がが載載っってていいるるののかかをを教教ええてていいっったた。。ここ

のの取取組組にによよりり、、新新聞聞へへのの興興味味関関心心がが芽芽生生ええ、、次次

のの活活動動へへとと幅幅をを広広げげるるここととににつつななががるる。。ままたた、、

年年間間通通ししてて取取りり組組むむここととでで、、次次第第にに新新聞聞をを手手にに

取取っってて読読むむ子子がが増増ええたたここととかからら、、紙紙媒媒体体だだけけでで

ははななくく、、「「ままなな bbeellll」」もも活活用用ししてていいっったた。。  

  

②②  係係活活動動ととししててのの新新聞聞活活用用（（４４～～９９月月））  

新新聞聞へへのの意意識識付付けけをを継継続続ししたたここととでで、、学学級級でで

のの係係活活動動をを決決めめるる際際、、児児童童のの意意見見のの中中かからら「「情情

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

低低学学年年ににおおけけるる新新聞聞活活用用年年間間カカリリキキュュララムム  
札札幌幌市市立立八八軒軒西西小小学学校校  教教諭諭  宮宮崎崎  世世司司  
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報報発発信信係係」」とといいううももののがが出出ててききたた。。活活動動内内容容はは、、

毎毎朝朝新新聞聞記記事事をを紹紹介介すするるとといいううももののででああるる。。最最

初初はは、、扱扱いいややすすいい天天気気予予報報をを伝伝ええ、、次次第第にに一一面面

のの記記事事やや TTVV 欄欄ななどど、、中中のの記記事事ににももふふれれるるよようう

ににななっってていいっったた。。野野球球がが好好ききなな児児童童ががいいたたこことと

かからら、、ススポポーーツツ欄欄のの記記事事をを紹紹介介すするるここととももあありり、、

新新聞聞をを生生かかししたた TTVV 番番組組ののよよううなな取取りり組組みみへへとと

発発展展ししてていいっったた。。ここのの取取組組はは前前期期終終了了のの９９月月末末

ままでで続続きき、、係係活活動動ととししててのの取取組組がが進進めめらられれたたここ

ととにによよりり、、児児童童ににととっってて新新聞聞ががよよりり身身近近ななもものの

ととななりり、、世世のの中中のの様様々々ななニニュューーススがが３３年年生生とといい

うう発発達達段段階階ににおおいいててももたたくくささんん話話題題ににななっってて

いいっったた。。  

  

  

③③学学年年やや掲掲示示板板ででのの活活用用（（４４～～1122月月））  

  本本校校でではは、、週週一一回回学学年年でで集集ままるる「「学学年年朝朝会会」」

をを設設定定ししてていいるる。。そそのの際際、、教教師師かからら新新聞聞記記事事をを

取取りり上上げげてて話話すすここととでで、、学学年年ととししてて新新聞聞をを身身近近

にに感感じじるるききっっかかけけををつつくくっったた。。隣隣ののククララススへへのの

新新聞聞にに対対すするるアアンンケケーートトをを実実施施ししたたととこころろ、、約約

7700％％のの児児童童がが３３年年生生ににななっってて興興味味がが高高ままっったた

とと回回答答ししてていいるる。。  

掲掲示示板板ににはは、、社社会会科科のの学学習習でで習習っったた道道庁庁やや地地

域域ののススポポーーツツチチーームムででああるるココンンササドドーーレレ札札幌幌

のの記記事事、、間間違違ええ探探ししややククイイズズのの記記事事ななどどをを貼貼りり

出出ししたたここととにによよりり、、学学年年ははももちちろろんん、、全全校校児児童童

ににおおいいててもも、、立立ちち止止ままっってて注注目目すするる児児童童のの姿姿をを

見見るるここととががででききたた。。  

  

  

  

④④新新聞聞のの魅魅力力をを発発信信すするるたためめのの実実践践（（９９～～1122月月））  

単単元元のの導導入入  

９９月月かからら、、「「北北海海道道新新聞聞」」「「北北海海道道小小学学生生新新聞聞」」

「「朝朝日日小小学学生生新新聞聞」」「「産産経経新新聞聞」」「「日日本本経経済済新新聞聞」」

をを毎毎日日手手にに取取るるここととががででききるるよよううににココーーナナーー

をを設設置置ししたた。。児児童童はは色色々々なな種種類類のの新新聞聞ががああるるここ

ととにに驚驚きき、、そそれれがが身身近近ににああるるここととのの凄凄ささをを実実感感

ししてていいたた。。そそのの気気持持ちちとと４４月月のの自自分分たたちちのの新新聞聞

へへのの思思いいをを比比較較ささせせるるここととでで、、「「みみんんななににもも広広

めめたたいい」」とといいうう気気持持ちちがが生生ままれれてていいっったた。。  

単単元元のの前前半半  

  単単元元のの学学習習問問題題ととししてて設設定定ししたた「「新新聞聞のの魅魅力力

をを伝伝ええるる」」たためめにに、、ままずずはは９９月月いいっっぱぱいいのの期期間間

でで、、新新聞聞をを読読みみ続続けけ、、気気ににななるる記記事事ややおおすすすすめめ

ししたたいい新新聞聞をを探探すす活活動動をを行行っったた。。何何気気ななくく話話しし

ててききたたニニュューーススににつついいてて振振りり返返りり、、そそのの記記事事をを

ここれれままででのの新新聞聞にに目目をを通通ししてて探探すす児児童童のの姿姿もも

あありり、、ここだだわわりりををももっってて記記事事をを探探ししてていいたた。。  
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単単元元のの後後半半  

1100月月かかららはは、、そそのの記記事事をを参参考考ににしし、、「「ままななbbeellll」」

ににああるる新新聞聞をを作作るるここととががででききるるアアププリリをを活活用用

ししてて「「新新聞聞のの魅魅力力をを伝伝ええるる新新聞聞」」をを作作成成ししたた。。

完完成成ししたたももののをを掲掲示示板板にに貼貼りり出出しし、、ままずずはは隣隣のの

ククララススにに読読んんででももららううたためめにに、、知知ららせせにに行行っったた。。

読読みみ終終わわりり次次第第付付箋箋をを活活用用しし、、ココメメンントトをを書書いい

ててももららっったたここととでで、、自自分分達達のの思思いいがが伝伝わわっったたとと

いいうう達達成成感感やや全全校校ににもも広広めめたたいいとといいうう発発信信意意

欲欲のの向向上上がが見見らられれたた。。  

  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①興興味味関関心心のの幅幅のの拡拡大大  

  学学習習をを終終ええてて、、新新聞聞にに対対すするる実実態態調調査査をを行行っっ

たたととこころろ、、以以下下ののよよううににななっったた。。  

  

  

最最初初はは、、教教師師かかららののアアププロローーチチががメメイインンだだっっ

たたがが、、児児童童のの活活動動がが増増ええたたここととやや、、学学習習をを通通しし

てて新新聞聞のの魅魅力力がが認認識識ででききたたここととかからら、、自自分分かからら

親親ししむむ態態度度をを生生むむここととががででききたたとといいええるる。。特特にに

新新聞聞へへのの興興味味関関心心ににつついいててはは、、ククララスス全全員員がが前前

向向ききなな姿姿勢勢へへとと変変化化ししてていいるる。。継継続続すするるここととにに

よよるる向向上上ははももちちろろんんああるるがが、、よよりり自自分分事事にに結結びび

付付けけたたここととにによよるる高高ままりりもも大大ききいいとといいええるる。。そそ

のの点点ででいいええばば、、新新聞聞のの魅魅力力をを発発信信すするるとといいうう実実

践践はは、、大大変変有有効効ででああっったたとといいええるる。。  

  

低低学学年年とといいうう発発達達段段階階のの児児童童のの姿姿ととししてて、、世世

のの中中でで話話題題ににななっってていいるるここととがが日日常常会会話話にに出出

ててくくるるななどど、、日日々々のの話話題題のの質質がが変変容容ししたたここととはは、、

新新聞聞活活用用ががそそのの一一助助ににななっってていいたたとと考考ええるる。。  
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②②資資料料活活用用力力のの向向上上  

本本校校ににはは、、宿宿題題のの代代わわりりにに、、自自分分でで課課題題をを設設

定定しし取取りり組組むむとといいうう「「ママイイチチャャレレンンジジ」」とといいうう

学学習習ががああるる。。そそのの中中ででもも新新聞聞ををききっっかかけけににししてて

学学習習ををししてていいるる児児童童ががいいたたりり、、新新聞聞記記事事をを根根拠拠

にに自自分分のの考考ええをを確確立立ししたたりりすするる児児童童ももいいたた。。新新

聞聞をを資資料料とと位位置置付付けけ、、課課題題設設定定やや自自己己表表現現にに生生

かかそそううととすするる力力がが身身にに付付くくききっっかかけけととななっったた。。  

  

（（２２））課課題題  

①①取取組組にに対対すするる学学年年のの限限界界  

  年年間間をを通通ししたた活活動動をを行行ううににああたたりり、、１１・・２２年年

生生ででのの実実施施はは困困難難ででああるるとと感感じじるる。。そそのの根根拠拠とと

ししてて、、今今回回活活用用ししたたののがが「「北北海海道道新新聞聞のの朝朝刊刊」」

がが主主ででああるるとといいうう点点だだ。。本本実実践践ににおおいいてて、、活活用用

ででききたたととははいいええ、、３３年年生生ににととっっててハハーードドルルがが高高

いい部部分分がが多多くくああっったたとと感感じじてていいるる。。たただだしし、、振振

りり仮仮名名ががああるる小小学学生生新新聞聞をを活活用用すするるここととががでで

ききれればば、、年年間間ででのの取取組組もも可可能能ででああるるののででははとと考考

ええるる。。  

  

②②活活動動時時数数ににつついいてて  

  今今回回のの実実践践でではは、、国国語語科科のの授授業業時時数数とと総総合合的的

なな学学習習のの時時間間のの時時数数をを合合わわせせてて行行っったた。。学学習習指指

導導要要領領かからら外外れれなないいここととをを前前提提ととししつつつつ、、教教材材

化化をを工工夫夫すするるここととでで時時数数をを調調整整ししててききたた。。たただだ

しし、、他他のの学学校校ででもも実実践践ででききるるよよううにに一一般般化化すするる

たためめににはは、、今今回回のの年年間間カカリリキキュュララムムををベベーーススにに

ししつつつつ、、児児童童のの実実態態にに合合わわせせてて柔柔軟軟にに対対応応すするる

ここととがが求求めめらられれるる。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

  本本実実践践をを通通ししてて、、新新聞聞をを活活用用ししたた年年間間カカリリキキ

ュュララムムのの確確立立はは可可能能ででああるるととととももにに、、そそのの効効果果

はは子子どどももたたちちのの資資質質・・能能力力をを高高めめるるここととににつつなな

ががるるとと考考ええるる。。ここれれままでではは、、高高学学年年かかららのの活活用用

がが一一般般的的だだっったたがが、、低低学学年年かかららででもも実実践践ででききるる

ここととがが分分かかっったた。。むむししろろ、、低低学学年年かからら段段階階的的にに

積積みみ重重ねねてていいくくここととでで、、よよりり質質のの高高いい力力をを身身にに

付付けけるるここととががででききるる。。学学年年・・学学級級ににととどどままららずず、、

学学校校全全体体でで促促進進すするるこことともも視視野野にに入入れれてて計計画画

ししてていいくくこことともも検検討討すすべべききででああるる。。  

  今今回回はは、、広広くく親親ししままれれてていいるる「「北北海海道道新新聞聞」」

やや「「産産経経新新聞聞」」ななどどをを扱扱いい、、同同時時にに「「ささっっぽぽろろ

1100区区トトーークク」」やや「「週週間間ままななぶぶんん」」ななどどもも合合わわせせ

てて子子どどももたたちちにに提提示示ししたた。。ここちちららのの想想定定以以上上にに

興興味味ををももっってていいるる姿姿をを見見てて、、読読みみややすすささやや身身近近

ななニニュューーススななどど、、親親ししみみややすすいいももののをを教教材材化化すす

るるここととがが大大切切ででああるるとと改改めめてて思思っったた。。  

  

  

  本本実実践践でで活活用用ししたた「「ままなな bbeellll」」はは、、様様々々なな教教

科科等等でで有有効効にに活活用用ででききるるとと実実感感ししたた。。本本実実践践のの

後後、、冬冬休休みみのの図図書書貸貸出出にに向向けけてて、、おおすすすすめめのの本本

をを紹紹介介すするるたためめのの新新聞聞づづくくりりをを行行っったたりり、、６６年年

生生でではは、、修修学学旅旅行行のの振振りり返返りりととししててのの新新聞聞づづくく

りりををししたたりりししてて活活用用ししてていいるる。。子子どどももたたちちのの学学

習習ののままととめめにに最最適適ででああるるとと再再確確認認ででききたた。。 
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１１．．ははじじめめにに  

 本本校校はは昭昭和和 6611 年年、、上上浦浦幌幌地地区区にに点点在在ししてて

いいたた 55 校校がが統統合合しし開開校校いいたたししままししたた。。そそのの後後、、

児児童童数数のの減減少少がが進進むむななかか、、ここのの地地ででよよりり豊豊かか

なな学学びびをを実実現現すするるたためめ、、令令和和 88 年年度度 44 月月よよりり

隣隣接接すするる上上浦浦幌幌中中学学校校とと統統合合しし、、義義務務教教育育学学

校校「「上上浦浦幌幌学学園園」」ととししてて新新たたににススタターートトすするる

予予定定でですす。。  

今今年年度度はは閉閉校校事事務務とと開開校校準準備備がが重重ななりり、、新新

たたなな実実践践へへのの着着手手はは容容易易ででははあありりまませせんんでで

ししたたがが、、統統合合相相手手校校ででああるる上上浦浦幌幌中中学学校校がが

NNIIEE（（教教育育にに新新聞聞をを））実実践践校校ででああっったたここととをを踏踏

ままええ、、本本校校ででもも伝伝統統ああるる新新聞聞づづくくりりやや新新聞聞活活

用用授授業業をを継継続続ししてて実実践践ししててままいいりりままししたた。。小小

規規模模校校ゆゆええののささささややかかなな歩歩みみででははあありりまますす

がが、、義義務務教教育育学学校校化化へへ向向けけたた本本校校のの取取りり組組みみ

のの一一端端ををごご紹紹介介いいたたししまますす。。  

  

  

  

  

  

  

２２..児児童童のの実実態態かからら  

本本校校でではは、、児児童童がが学学びびのの連連続続性性やや必必要要感感、、

関関連連性性をを自自覚覚ししななががらら学学習習意意欲欲をを高高めめらられれ

るるよようう、、興興味味・・関関心心にに沿沿っったた「「子子どどももがが主主体体

ととななるる授授業業づづくくりり」」をを推推進進ししてていいまますす。。一一方方

でで、、学学力力検検査査のの分分析析等等かからら、、学学力力向向上上がが喫喫緊緊

のの課課題題ととななっってていいまますす。。具具体体的的ににはは、、問問題題をを

正正ししくく認認識識すするるここととやや、、問問題題文文のの解解釈釈にに時時間間

をを要要すするるななどど、、情情報報をを時時間間内内にに的的確確にに処処理理でで

ききなないいここととがが要要因因のの一一つつとと考考ええらられれまますす。。ここ

ううししたた現現状状をを踏踏ままええ、、本本校校でではは以以下下のの二二点点にに

重重点点をを置置きき、、授授業業改改善善をを図図っってていいまますす。。  

  

• 意意欲欲的的にに学学びび続続けけるる児児童童のの育育成成  

• 道道筋筋をを自自らら立立てて、、課課題題解解決決ででききるる力力のの

育育成成  

  

特特にに日日々々のの授授業業ににおおいいててはは、、児児童童自自ららがが膨膨

大大なな情情報報かからら必必要要ななももののをを取取捨捨選選択択・・整整理理しし、、

課課題題解解決決へへのの道道筋筋をを立立てて、、互互いいのの考考ええをを伝伝ええ

合合いいななががらら学学びびをを深深めめるる力力のの育育成成をを目目指指しし

てていいまますす。。加加ええてて、、語語彙彙力力のの定定着着やや読読解解力力のの

向向上上もも重重要要なな課課題題ででああるるたためめ、、そそのの一一環環ととしし

てて新新聞聞をを活活用用ししたた学学習習活活動動（（NNIIEE））をを展展開開ししてて

いいまますす。。ここれれららのの課課題題はは中中学学校校とともも共共通通ししてて

いいるるここととかからら、、現現在在はは小小中中学学校校がが連連携携ししたた研研

修修をを進進めめ、、義義務務教教育育学学校校化化をを見見据据ええたた指指導導体体

制制のの充充実実にに努努めめてていいまますす。。  

  

  

  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

  主主体体的的にに学学びび、、互互いいにに考考ええをを伝伝ええ合合うう児児童童のの育育成成      

              浦浦幌幌町町立立上上浦浦幌幌中中央央小小学学校校  教教諭諭  丸丸  矢矢    進進  
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３３．．実実践践のの内内容容  

①①  新新聞聞ココーーナナーーのの活活用用  

本本校校でではは、、地地元元紙紙ででああるる「「十十勝勝毎毎日日新新

聞聞」」ををははじじめめ、、「「朝朝日日小小学学生生新新聞聞」」「「北北海海道道

小小学学生生新新聞聞」」のの計計 33 紙紙をを購購読読ししてていいまますす。。  

ささららにに、、提提供供いいたただだいいてていいるる全全国国紙紙やや

「「北北海海道道新新聞聞」」もも併併せせ、、児児童童玄玄関関前前にに「「新新

聞聞ココーーナナーー」」をを設設置置しし、、児児童童がが自自由由にに閲閲覧覧

ででききるる環環境境をを整整ええてていいまますす。。  

今今年年度度よよりり本本町町ででのの毎毎日日新新聞聞のの提提供供ががなな

くくななるるとといいうう変変化化ももあありりままししたたがが、、子子どどもも

たたちちはは休休みみ時時間間やや下下校校前前ののススククーールルババススをを

待待つつひひととととききななどどにに、、自自らら新新聞聞をを手手にに取取

りり、、そそれれぞぞれれがが興興味味をを持持っったた記記事事をを読読むむ姿姿

がが、、日日常常のの光光景景ととななっってていいまますす  

  

      

②②  体体験験活活動動とと連連続続ししたた新新聞聞づづくくりり  

本本校校でではは、、伝伝統統的的にに「「新新聞聞づづくくりり」」をを通通しし

たた教教育育活活動動にに力力をを注注いいででおおりり、、全全校校児児童童ががそそ

れれぞぞれれのの発発達達段段階階にに合合わわせせてて新新聞聞づづくくりりにに

取取りり組組んんででいいまますす。。  

低低学学年年ににおおいいててはは、、生生活活科科のの授授業業やや校校外外学学

習習でで体体験験ししたた内内容容をを、、絵絵とと文文章章ででわわかかりりややすす

くくままととめめるる活活動動をを行行っってていいまますす。。具具体体的的ににはは、、

国国語語やや生生活活科科のの時時間間にに「「ははががききササイイズズ」」ののミミ

ニニ新新聞聞づづくくりりにに取取りり組組みみ、、書書くくここととのの楽楽ししささ

をを学学んんででいいまますす。。  

  

中中学学年年でではは、、今今年年度度でで閉閉校校をを迎迎ええるる本本校校のの

歴歴史史やや、、郷郷土土・・上上浦浦幌幌地地区区ににつついいててのの学学習習をを

進進めめままししたた。。そそのの一一環環ととししてて、、地地域域のの方方々々をを

ゲゲスストトテティィーーチチャャーーととししてておお招招ききししたたりり、、保保

護護者者ににイインンタタビビュューーをを行行っったたりりししてて取取材材をを

重重ねね、、学学校校のの思思いい出出をを「「かかべべ新新聞聞」」ににままととめめ

ままししたた。。  

  

高高学学年年でではは、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるる

「「ふふるるささとと学学習習」」ののままととめめととししてて、、かかべべ新新聞聞

づづくくりりにに取取りり組組みみままししたた。。  

特特にに、、町町内内のの様様々々なな産産業業をを体体験験ししたた「「民民泊泊

学学習習」」にに焦焦点点をを当当ててたたテテーーママをを設設定定しし、、現現地地

でで取取材材ししたた貴貴重重なな内内容容をを詳詳細細ににままととめめまましし

たた。。完完成成ししたた新新聞聞はは単単ななるる掲掲示示ににととどどめめずず、、

浦浦幌幌小小学学校校のの児児童童ととのの交交流流学学習習にに活活用用すするる

ななどど、、自自ららのの学学びびをを相相手手にに伝伝ええ、、表表現現すするる活活

動動をを推推進進ししままししたた。。  
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③③  新新聞聞ススククララッッププ活活動動  

３３・・４４年年生生でではは、、文文章章のの読読解解力力向向上上やや語語

彙彙力力のの拡拡充充をを目目指指しし、、朝朝日日新新聞聞のの「「ししつつもも

んん！！ドドララええももんん」」をを活活用用ししたた新新聞聞ススククララッッ

ププ活活動動にに取取りり組組んんででいいまますす。。ここののココーーナナーー

はは、、社社会会のの多多様様なな話話題題ををククイイズズ形形式式でで紹紹介介

すするる人人気気記記事事でであありり、、子子どどももたたちちににととっってて

はは楽楽ししみみななががらら取取りり組組めめるる教教材材ととななっってていい

まますす。。ここのの記記事事をを活活用用すするるここととでで、、正正確確なな

読読解解力力をを身身にに付付けけるるととととももにに、、多多岐岐ににわわたた

るる情情報報をを得得らられれるる「「新新聞聞ななららででははのの良良ささ」」

をを実実感感すするる貴貴重重なな機機会会ととななっってていいまますす。。  

  

  

  
学学習習のの具具体体的的なな流流れれととししててはは、、ままずず児児童童がが

自自らら新新聞聞をを手手にに取取りり、、掲掲載載さされれてていいるる「「質質問問

内内容容」」をを正正確確にに確確認認すするるここととかからら始始めめまますす。。    
質質問問のの意意味味やや意意図図ををししっっかかりりとと把把握握ししたた

後後はは、、解解答答をを見見つつけけ出出すすたためめにに紙紙面面ををめめくくりり、、

隅隅々々ままでで目目をを通通ししななががらら目目当当ててのの記記事事をを探探

ししてていいききまますす。。   
ここのの「「問問いいにに対対ししてて答答ええをを探探すす」」とといいううププ

ロロセセススがが、、情情報報をを主主体体的的にに読読みみ取取るる力力をを育育むむ

大大切切ななスステテッッププととななっってていいまますす。。   

切切りり抜抜いいたた解解答答

のの記記事事とと関関連連すするる

紙紙面面をを整整理理ししたた

後後、、各各自自がが選選んんだだ

台台紙紙にに丁丁寧寧にに貼貼りり

付付けけまますす。。  

最最後後にに、、そそのの記記

事事のの内内容容をを自自分分なな

りりにに要要約約ししたたりり、、

読読んんだだ感感想想やや気気づづききをを「「ココメメンントト」」ととししてて

記記入入ししたたりりすするるここととでで、、学学習習ののままととめめをを行行

いいまますす。。最最後後にに、、完完成成ししたたススククララッッププ記記事事

をを友友達達同同士士でで交交換換しし、、得得たた情情報報をを共共有有しし合合

いいまますす。。おお互互いいののままととめめ方方やや感感想想をを読読みみ合合

ううここととでで、、自自分分ととはは異異ななるる視視点点にに触触れれたた

りり、、新新たたなな知知識識へへのの関関心心をを深深めめたたりりすするる貴貴

重重なな対対話話のの場場ととななっってていいまますす。。  

４４．．成成果果とと課課題題  

【【成成果果】】  体体験験活活動動とと連連動動ししたたアアウウトトププッットト

をを行行ううここととでで、、学学びびのの定定着着がが図図らられれ

ままししたた。。ままたた、、新新聞聞をを日日常常的的にに手手にに

すするる環環境境づづくくりりにによよりり、、児児童童のの興興

味味・・関関心心がが大大ききくく高高ままりりままししたた。。    

【【課課題題】】    今今後後はは、、ここれれららのの実実践践をを義義務務教教育育

学学校校のの教教育育課課程程にに系系統統的的にに位位置置づづ

けけ、、９９年年間間をを見見据据ええたた情情報報活活用用能能力力

のの育育成成ププロロググララムムをを構構築築ししてていいくく

ここととがが重重要要ででああるるとと考考ええてていいまますす。。    

 

５．おわりに 

 本本校校ででののここれれままででのの実実践践はは、、今今年年度度ををももっっ

ててひひととつつのの区区切切りりをを迎迎ええまますす。。ししかかしし、、ここれれ

ままでで積積みみ上上げげててききたた実実践践とと伝伝統統はは、、新新たたにに開開

校校すするる「「上上浦浦幌幌学学園園」」へへとと引引きき継継ががれれまますす。。      

総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「知知愛愛」」のの要要ととししててここれれ

ららのの活活動動をを位位置置づづけけ、、99 年年間間をを通通じじ、、児児童童・・

生生徒徒のの確確かかなな学学びびとと健健ややかかなな成成長長へへととつつなな

げげてていいききたたいいとと思思いいまますす。。 
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新聞スクラップ学習 
【単元の目標・指導計画】 2 時間  
・文章の読解力向上や語彙力の拡充。 
・興味を持った情報をまとめ、自分の意見を表現する。 
 
【本時の目標・本時の展開】  

目標 質問の内容を理解し、関係する情報をまとめよう。  
 
 「記事をみつけよう」  
   ・質問コーナーを見つける。     
   ・解答につながる記事を見つける。  
 
 「記事を読んで内容をまとめよう」 
   ・記事の中から必要な情報を見つけてラインをひく。  
   ※写真や見出しをヒントにする。  
 
 「要約文を書こう」  
   ・選んだ記事の要約文を書く。（簡単にまとめる）  
   ※文章の長さは問わない。自分の言葉で表現する。    
 
 「記事を丁寧に貼りつける」  
   ※自由にはる アイデア・工夫 OK 
   ※必ず出展となる新聞の題字や利用した記事の日時など  
    必要な情報も記入する。（切り取って貼ってもよい）  
 
 「発表しよう」  
   ・自分のスクラップ記事を紹介する。  
   ・友達の作品の良いところを評価（コメント）する。  
 
 「ふりかえろう」 
   ・本時の学習を振り返る。  
   ※質問や解答の要約が上手にできているか。  
   ※自分の考えが相手に伝わる文書となっているか。  
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１．はじめに 

 本校は、札幌市北区に位置する自然豊かな

百合が原公園に近い中規模の学校である。今

年度はどの子も楽しく学び合い、挨拶と笑顔

あふれる学校を目指すために、「主体的に学

び合う あったか百合が原」を学校教育重点

目標に掲げ、子どもの声を聴くことを教育活

動の重点とした教育を進めている。 

 

２.児童の様子 

 ５年生の児童と学習を行っている。何事に

も前向きに取り組む子どもたちであるが長

い文章を読むことに対する苦手意識をもっ

ている子が多い。 

事前に取ったアンケート（Google  form）

では新聞をとっている家庭が学年全体の 

３０％であった。 

 

 

 

 

 

 

 

また、新聞は好きですか？という質問に全

体の約７０％の人が「いいえ」と答えた。イ 

 

ンターネットが発展していることもあり、新

聞に親しみをもつ子どもは少ないことが分

かる。 

 

 

 

 

 

 

 

新聞はどんなイメージですか？という質

問では、 

「役に立つ」（３４.２％） 

「難しい」（３２.９％） 

「つまらない」（１５.２％） 

が上位３つの回答であった。新聞は役に立

つという認識ではあるが、文字が多いことか

ら漠然と難しそうな読み物というイメージ

をもつ子どもが多かった。  

                    

３．実践の内容 

①国語科での実践 

単元「新聞を読もう」（光村図書）では教科

書に載っているものを読むだけでなく、実際

に本物の新聞を自由に読む時間をとった。子

どもたちは「いろんな国のことが書いてあ

る！」、「野球のページがある！」、「戦争のこ

とが書いてある！」と様々なページに興味を

もち、夢中で新聞を読んでいた。１０分くら

い経って、読む時間を終わろうとすると「ま

だ読みたい」という声がたくさんあった。「意

外と面白いと思った人～？」と子どもたちに

２０２５年度 NIE 実践報告 

    簡単に取り入れられる NIE 

         札幌市立百合が原小学校 教諭 藤部 萌 

18



聞聞いいててみみるるとと９９割割のの手手がが挙挙ががっったた。。事事前前ののアア

ンンケケーートトでではは新新聞聞へへののイイメメーージジがが良良くくなないい

子子どどももがが多多かかっったたがが、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを作作

っっててああげげれればば、、  

新新聞聞のの必必要要性性をを  

感感じじたたりり、、新新聞聞  

をを読読みみたたいいとといい  

うう気気持持ちちやや新新聞聞  

でで調調べべててみみよようう  

とといいうう気気持持ちちをを  

育育ててるるここととががででききるるののででははなないいかかとと考考ええらら

れれるる。。  

  

  

  

  

  

  

②②  特特別別のの教教科科  道道徳徳ででのの実実践践  

 「「光光輝輝のの告告白白」」（（光光文文書書院院））はは、、いいじじめめににつつ

ななががるる内内容容のの教教材材ででああるる。。「「いいじじめめだだとと思思っっ

てていいななくくててもも、、いいじじめめのの加加害害者者ににななっっててししまま

うう可可能能性性ががああるる」」とといいううここととにに気気付付かかせせるるここ

ととををねねららいいととししてて授授業業をを行行っったた。。本本時時でではは新新

聞聞のの二二つつのの記記事事をを導導入入ととままととめめにに使使っったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  導導入入でではは、、北北海海道道新新聞聞のの不不登登校校ににつついいててのの

記記事事をを扱扱っったた。。北北海海道道のの不不登登校校のの児児童童生生徒徒数数

がが年年々々増増ええてていいるるここととがが分分かかるるググララフフをを子子

どどももたたちちとと一一緒緒にに見見たた。。そそここかかららななぜぜ増増ええたた

ののかか原原因因をを考考ええささせせるるここととでで、、いいじじめめがが関関係係

ししてていいるるののででははなないいかかとといいうう考考ええををももつつよよ

ううににななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  北北海海道道新新聞聞  22002255 年年 88 月月 1188 日日  

  

いいじじめめてていいるるつつももりりでで  

ななくくててもも、、相相手手がが嫌嫌ががっっ  

てていいるるののででああれればばいいじじ  

めめににななっっててししままううここととをを学学んんだだ後後、、ままととめめでで

はは、、道道内内ののいいじじめめのの件件数数がが５５万万件件以以上上ああるるここ

ととがが分分かかるる記記事事をを読読んんだだ。。いいじじめめはは身身近近ななとと

こころろでで起起ききててししままううここととかかももししれれなないいとといい

ううここととをを感感じじささせせ、、自自分分ははいいじじめめをを起起ここささなな

いいとといいうう意意志志をを強強くくももたたせせたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

  北北海海道道新新聞聞  22002255 年年 1100 月月 3300 日日  
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４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

 ①①新新聞聞ををままるるごごとと活活用用  

  国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」のの学学習習でではは特特にに内内容容

ななどどをを選選ばばずず、、二二人人にに一一部部ああたたるるよようう新新聞聞をを

用用意意ししたただだけけででああっったた。。教教科科書書にに載載っってていいるる

新新聞聞だだけけをを見見るるよよりり、、実実際際のの新新聞聞がが手手元元ににああ

るるここととでで、、子子どどももたたちちはは興興味味ををももっってて、、どどんん

ななここととがが書書いいててああるるののだだろろううととわわくくわわくくすす

るる気気持持ちちでで新新聞聞をを読読むむここととががででききたた。。簡簡単単にに

準準備備ががででききるるののでで、、今今後後教教科科書書にに新新聞聞がが載載っっ

てていいるる学学習習をを行行ううととききはは迷迷わわずず実実際際のの新新聞聞

をを用用意意ししててああげげたたいい。。ままたた、、ななるるべべくく少少なないい

人人数数でで見見るるよよううににすするるここととでで、、自自分分がが見見たたいい

ペペーージジををととここととんん読読めめるるよよううににししててああげげたた

いい。。そそうういいっったた活活動動がが増増ええるるここととでで、、子子どどもも

たたちちがが新新聞聞にに親親ししみみををももててるるよよううににななるるとと

考考ええるる。。  

    

②②学学習習内内容容にに合合わわせせたた記記事事のの活活用用  

  特特別別のの教教科科  道道徳徳「「光光輝輝のの告告白白」」でで不不登登校校

ややいいじじめめのの記記事事をを扱扱っったたここととははかかななりり効効果果

的的ででああっったた。。文文をを読読むむここととがが苦苦手手なな子子どどももたた

ちちななののでで、、ままずずググララフフだだけけをを提提示示ししたた。。みみんん

ななででググララフフをを読読みみ取取っったたああととににみみんんななでで一一

緒緒にに記記事事をを読読むむよよううににししたたここととでで、、記記事事をを理理

解解しし、、みみんんななががいいじじめめにに対対すするる考考ええのの土土台台をを

作作るるここととががででききたた。。教教材材にに合合うう記記事事をを使使っったた

ここととでで教教科科書書のの教教材材のの中中だだけけでで話話をを終終わわらら

せせずず、、実実際際ににああるる事事、、自自分分事事ととししてて考考ええるるここ

ととにに役役立立っったた。。  

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

（（２２））課課題題  

子子どどももたたちちがが新新聞聞にに苦苦手手意意識識ををももつつ理理由由

のの一一つつととししてて、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが少少なないいかか

ららとといいううここととがが挙挙げげらられれるる。。  

子子どどももたたちちのの実実態態にによよっっててはは、、NNIIEE タタイイムム

ななどどをを設設けけてて新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを継継続続的的にに

作作るるここととでで新新聞聞にに親親ししみみををももててるるよよううにになな

るるかかももししれれなないい。。ししかかしし、、新新聞聞をを読読むむここととをを

強強制制さされれるるここととがが続続くくとと新新聞聞がが嫌嫌ににななるる子子

がが出出ててくくるるこことともも考考ええらられれるる。。今今担担任任ををししてて

いいるる学学級級のの子子どどももたたちちはは後後者者ででああるる。。そそここでで

普普段段のの学学習習のの中中でで新新聞聞ををププチチ活活用用すするる時時間間

をを散散りりばばめめ、、少少ししずずつつ新新聞聞にに慣慣れれてていいくくこことと

がが大大切切だだとと考考ええるる。。ししかかしし、、教教師師がが日日々々のの授授

業業をを準準備備ししてていいるる中中でで記記事事をを探探すすここととははかか

ななりり大大変変ででああるる。。子子どどももだだけけででななくく教教師師もも新新

聞聞をを読読むむ習習慣慣をを付付けけるるとといいううこことともも必必要要でで

ははああるるがが、、活活用用ででききるる記記事事とと関関連連ししたた単単元元のの

リリスストトななどどががああれればば、、NNIIEE をを進進めめ、、広広げげるるここ

ととががででききるるののででははなないいかか。。子子どどももたたちちにに継継続続

的的にに新新聞聞にに触触れれささせせるるたためめにに教教師師間間でで共共有有

ででききるるアアイイテテムムがが必必要要ででああるるとと考考ええるる。。  

  

５５．．終終わわりりにに  

  子子どどももがが新新聞聞にに苦苦手手意意識識ををももつつこことととと同同

じじくく教教師師もも新新聞聞をを教教育育にに取取りり入入れれるるここととをを

難難ししくく考考ええてていいるる。。簡簡単単にに少少ししのの時時間間でで活活用用

ででききるる方方法法やや教教材材をを教教師師でで共共有有ししてていいくく必必

要要ががああるる。。  
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【【本本時時のの目目標標】】  
・ぼくがこの状況を変える決心をした時の気持ちを考える活動を通して、自分の行為が意図していなくても、人によ
っては嫌な気持ちになることが分かり、差別や偏見を持たず相手の気持ちを想像して行動しようとする道徳的な判
断力や心情を育てる。（実践意欲と態度） 

【【本本時時のの展展開開】】  
子子どどもものの学学習習活活動動  教教師師のの関関わわりり  

○新聞記事を読む。（北海道新聞２０２５年８月１８日） 
 
 
 
 
 
〇「光輝の告白」を読む。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○新聞記事を読む。 
（北海道新聞２０２５年１０月３０日） 

 

 
 
 
 
○振り返り 
（いじめにつなげないために、自分はどんなことに気を付ける？） 

【子どもが自ら関わりたくなる教材化】 
○導入で新聞に掲載されている不登校
のデータを取り扱い、なぜ不登校にな
るのかを考えさせることで、今回のテ
ーマのいじめについて意識を向ける。 

 
〇教材文の内容は人によってはいじめ
か否か分かれる内容。この内容がいじ
めか否かを考えさせることで子ども
たちと一緒に課題を作る。 

 
〇状況を整理してから、ぼくが思い込ん
でいた光輝の気持ちと本当の光輝の
気持ちをみんなで考える。 

 
【学びをつなげる教師の関わり】 
○全体交流では、一つの考えにも複数人
で意見を付け加えたり、共感するとこ
ろで意思表示をさせたりすることで
考えを広げたり深めたりする。 

 
〇新聞に掲載されている道内のいじめ
のデータを扱うことで、自分たちの地
域でもいじめがたくさんあることを
知り、気を付けないと当たり前に起こ
ることだということを実感させる。 

 
〇本時の学びを今後の生活につなげて
考えられるよう振り返る。 

 

光輝が嫌がっているなら止めるべき！ 
 

【本時の評価】 
意図しなくても自分が加害者になり得ること、見て見ぬふりをすることも加担していることになるということや「いじめ」を
なくすためには、気付いたときに行動することが大切だということを考えている。（ワークシート・発言） 

道道徳徳『『光光輝輝のの告告白白』』  
令令和和７７年年度度 1122 月月２２２２日日（（月月））６６校校時時  

55 年年 11 組組  ３３００名名  
指指導導者者  藤藤部部  萌萌  

 

何のグラフかな？ 

登校できない人の数だ。 
北海道だけで１．４万人。 

どうして登校できなく
なったのだろう、、、。 

体調、勉強、いじめなどが原因
なのかな？ 

いじめではないと思う。 いじめだったのかな？ 

迷った顔 

気が乗らない 

いつもと違う表情 

後には引けない。 

我慢したほうが、、、 無視はされたくない。 

いじめではないけど いじめになってしまうかも 

踊りたいわけじゃなかった 

光輝を助けるために、、、 

みんなに「やめよう」と言う。 先生に相談する。 

光輝が本当は嫌がっていることをみんなに伝える。 

光輝の気持ち 

なぜぼくはこの状況を変えようと思ったのかな？ 

褒めるつもりだったけど、、、 
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、北北海海道道札札幌幌市市豊豊平平区区にに位位置置すするる

全全校校児児童童２２７７８８名名のの私私立立小小学学校校ででああるる。。「「世世

界界にに挑挑戦戦すするる１１２２歳歳」」をを教教育育理理念念にに掲掲げげ、、

校校地地内内のの四四季季いいろろどどりり豊豊かかなな森森をを生生かかししたた

生生活活科科のの学学習習やや、、会会社社運運営営体体験験をを通通じじてて、、

仲仲間間をを募募りり、、社社会会問問題題にに対対ししてて行行動動しし、、社社

会会貢貢献献ををすするるここととをを目目指指すす総総合合的的なな学学習習

「「LLIINNKK学学習習」」ななどどをを実実践践ししてていいるる。。ままたた、、

校校地地内内ににはは「「ここりりっっつつ認認定定ここどどもも園園」」ががああ

りり、、交交流流活活動動もも行行っってていいるる。。  

  

２２..児児童童のの様様子子  

  MMNNII教教育育はは、、イインンタターーネネッットトだだけけででははなな

くく、、人人やや紙紙ももメメデディィアアとと捉捉ええるるここととでで、、進進

んんでで社社会会参参加加すするる子子どどももをを育育ててるるここととをを目目

的的ととししたた教教科科横横断断的的なな学学習習ででああるるがが、、ここのの

中中でで、、本本校校のの子子どどももたたちちはは、、自自らら表表現現すするる

たためめににメメデディィアアをを使使うう。。IICCTT活活用用のの情情報報技技  

術術やや情情報報リリテテララシシーーにに加加ええ、、書書籍籍やや新新聞聞なな

どどのの活活用用をを通通ししてて知知識識をを深深めめ、、社社会会にに向向けけ

てて自自ららをを表表現現すするる活活動動ももままたた、、大大切切ななメメデデ

ィィアアととししててのの学学びびとと位位置置付付けけてていいるる。。  

  今今年年度度はは、、「「メメデディィアアとと共共にに、、かかわわるる

WWaattaasshhii」」をを研研究究テテーーママととしし、、以以下下ののよよううなな

仮仮説説をを立立ててるるここととでで、、「「子子どどももががももつつ私私ららしし

ささ≒≒WWaattaasshhii」」をを育育むむ学学びびをを実実践践ししたた。。  

①①生生成成 AAIIをを情情報報メメデディィアアのの一一部部とと捉捉ええ、、活活

用用すするるここととでで、、子子どどももはは思思考考をを広広げげるるここ

ととががででききるる。。  

②②他他メメデディィアアをを活活用用ししたたりり、、仲仲間間とと交交流流しし

たたりりすするるここととでで、、思思考考をを深深めめるるここととががでで

ききるる。。  

③③ここののよよううななメメデディィアアにに働働ききかかけけてていいくく活活

動動をを通通ししてて、、自自らら変変革革ししてていいくく WWaattaasshhii

ららししいい学学びび方方をを身身にに付付けけるる。。  

生生成成 AAIIををメメデディィアアととししてて扱扱うう上上でで、、児児童童

にに正正ししいい情情報報源源をを得得るるたためめのの情情報報活活用用技技術術

やや情情報報をを読読みみ解解くく読読解解力力・・語語彙彙力力にに加加ええ、、

道道徳徳心心・・倫倫理理観観をを涵涵養養すするる必必要要ががああるる。。併併

せせてて、、教教職職員員のの教教育育専専門門性性のの研研鑽鑽ももままたた、、

求求めめらられれるるとと考考ええてていいるる。。そそここでで、、以以下下のの

点点にに留留意意ししてていいるる。。  

・・情情報報のの正正確確性性のの問問題題にに対対ししててののみみ、、子子どど

もも用用のの生生成成 AAIIをを活活用用すするるここととががででききるる。。  

・・学学年年にに応応じじてて、、生生成成 AAIIのの取取りり扱扱いいをを規規制制

すするる。。  

（（１１））児児童童各各自自がが生生成成 AAIIをを取取りり扱扱うう活活動動がが

ででききるるののはは、、読読解解力力・・漢漢字字・・情情報報モモ

ララルルのの観観点点かからら、、５５年年生生後後期期かかららとと

すするる。。  

（（２２））４４年年生生はは、、限限定定的的なな環環境境ででのの生生成成 AAII

操操作作にに留留めめるる。。  

・・個個人人情情報報保保護護にに関関ししてて、、本本校校のの生生成成 AAII使使

用用ガガイイドドラライインンのの作作成成ををすするる。。  

  

３３..実実践践内内容容  

本本校校のの MMNNII教教育育でではは、、発発達達段段階階にに応応じじ

てて、、メメデディィアアをを「「活活用用すするる」」「「向向きき合合うう」」

「「表表現現ににつつななげげるる」」とといいうう学学びびをを段段階階的的にに

２２００２２５５年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

メメデディィアアとと共共にに、、かかわわるるWWaattaasshhii  
田田中中学学園園立立命命館館慶慶祥祥小小学学校校  教教諭諭  北北  風風太太  
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構構成成ししてていいるる。。  

理理科科６６年年でではは IICCTTやや AARRをを用用いいてて予予想想・・資資

料料選選択択・・新新聞聞にによよるる発発信信活活動動をを行行いい、、情情報報

活活用用能能力力のの深深化化をを図図っったた。。  

算算数数５５年年ででははデデーータタ可可視視化化ツツーールルをを用用いい

てて比比例例ででははなないい数数量量関関係係をを視視覚覚化化しし、、統統計計

的的なな問問題題解解決決ににつつななががるる見見方方をを育育ててたた。。  

社社会会４４年年でではは廣廣井井勇勇のの防防波波堤堤づづくくりりをを基基

にに問問題題づづくくりりをを行行いい、、AAIIのの評評価価やや助助言言にによよ

りり理理解解とと定定着着をを高高めめたた。。  

道道徳徳３３年年でではは生生成成 AAIIととのの関関わわりり方方ににつついい

てて話話しし合合いい、、主主体体的的なな判判断断態態度度をを育育成成しし

たた。。  

国国語語１１年年でではは AAIIイイララスストトやや振振りり返返りり機機能能

をを活活用用しし、、安安心心ししてて表表現現にに向向かかうう学学習習をを行行

っったた。。  

  

４４..具具体体的的なな実実践践例例  

単単元元名名：：ききせせつつののここととばば「「冬冬ががいいっっぱぱ

いい」」（（光光村村図図書書  国国語語２２年年））  

本本単単元元でではは、、身身近近なな冬冬ららししいいももののをを見見つつ

けけてて感感想想ををカカーードドにに書書くく活活動動をを通通しし、、自自分分

のの感感動動のの基基ととななるる体体験験をを振振りり返返っってて言言葉葉にに

ししたたりり、、伝伝ええたたいいここととをを明明確確ににししななががらら必必

要要なな事事柄柄をを集集めめたたりり確確かかめめたたりりすするるここととがが

ででききるるよよううににななるるここととをを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（１１））新新聞聞のの記記事事をを活活用用ししたた導導入入  

単単元元のの導導入入でではは、、新新聞聞記記事事かからら冬冬ららししささ

ににつついいてて想想像像すするる活活動動をを行行っったた。。「「すすっっぽぽ

りり」」「「ドドカカ雪雪」」ななどど、、新新聞聞記記事事ににもも様様子子をを表表

すす言言葉葉がが用用いいらられれてていいるるここととをを知知るるとととともも

にに、、「「すすっっぽぽりりとと目目がが見見ええななくくななるるくくららいいのの

雪雪かかなな。。」」「「大大ききなな雪雪がが崩崩れれてて、、埋埋ままららなないい

よよううにに気気ををつつけけててだだとと思思ううよよ。。」」ななどどとと、、記記

事事がが伝伝ええるる内内容容にに興興味味をを引引くく手手立立ててととななっっ

たた。。ままたた、、新新聞聞記記事事のの内内容容をを小小学学校校２２年年生生

ででもも理理解解ででききるるよよううににリリラライイトトすするる際際にに、、

教教師師がが AAIIをを活活用用ししてていいるる。。  

子子どどももたたちちはは、、様様子子をを表表すす言言葉葉やや写写真真かか

らら記記事事がが伝伝ええたたいい内内容容をを予予想想しし、、リリラライイトト

ししたた記記事事でで答答ええ合合わわせせををすするるここととでで、、語語彙彙

をを増増ややすすここととにに役役立立ててるるここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））新新聞聞記記事事風風カカーードドのの作作成成  

導導入入でで新新聞聞記記事事をを活活用用ししたたここととでで、、「「感感想想

をを新新聞聞記記事事風風ににカカーードドにに書書ききたたいい」」とといいうう

子子どどももたたちちのの意意欲欲喚喚起起ががででききたた。。  

札札幌幌市市内内全全域域かかららババススやや公公共共交交通通機機関関をを

利利用用ししてて通通学学ししててくくるる本本校校のの２２年年生生はは、、凍凍

結結ししたたつつるるつつるる路路面面ななどどのの「「冬冬のの困困っったたここ

とと」」やや、、ドドカカ雪雪ののおおかかげげでで、、ググララウウンンドドにに

大大ききなな雪雪だだるるままをを作作るるここととががででききたた「「冬冬のの

よよささ」」ななどど、、様様々々なな「「冬冬ららししささ」」をを想想像像

しし、、カカーードドにに書書ききたたいい内内容容をを明明確確ににすするるここ

ととががででききたた。。  

ままたた、、考考ええたた文文章章をを読読みみ合合いいななががらら書書くく

過過程程でで、、様様子子をを表表すす言言葉葉をを用用いいるるここととはは、、

自自分分がが伝伝ええたたいい「「冬冬ららししささ」」のの経経験験やや体体験験

北海道新聞 １２月５日 
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かからら得得たた感感動動がが伝伝わわりりややすすくくななるる効効果果ににもも

気気づづくくここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（３３））目目的的意意識識をを明明確確ににししたた  

道道新新ワワーーククシシーートトのの活活用用  

 完完成成ししたた新新聞聞記記事事風風のの感感想想カカーードドをを交交流流

しし終終ええたた後後にに、、「「ままなな bbeellll」」のの新新聞聞記記事事デデーー

タタベベーーススをを活活用用ししてて記記事事をを検検索索すするる活活動動

やや、、意意図図ををももっっててワワーーククシシーートトにに取取りり組組むむ

活活動動をを位位置置付付けけたた。。  

  

  

  

  

  

  

上上記記デデーータタベベーーススのの活活用用のの際際にに、、膨膨大大なな

記記事事のの中中かからら擬擬音音語語やや擬擬態態語語、、比比喩喩表表現現なな

どどのの「「様様子子をを表表すす言言葉葉」」がが目目にに留留ままっったたもも

ののをを児児童童がが選選択択すするる活活動動やや、、複複数数ああるるワワーー

ククシシーートトのの中中かからら様様子子をを表表すす言言葉葉がが用用いいらら

れれたたももののにに取取りり組組むむ活活動動ととななるるよようう、、児児童童

がが課課題題をを選選択択すするる機機会会をを取取りり入入れれたた。。そそうう

すするるここととでで、、「「様様子子をを表表すす言言葉葉」」のの語語彙彙をを豊豊

かかににすするるだだけけででななくく、、そそのの記記事事ののテテキキスストト

をを通通しし、、記記者者のの方方とと児児童童がが繋繋ががるるここととでで、、

読読者者にに伝伝ええたたかかっったた内内容容をを受受けけ止止めめるるこことと

ががででききたた。。  

【【児児童童のの感感想想カカーードド文文章章例例】】  

□□  雪雪がが２２００セセンンチチくくららいいつつももるるとと、、ままるるでで

土土ののよよううににななりりまますす。。雪雪ははととててももややわわらら

かかいいかからら、、色色んんなな遊遊びびががででききるるよよううにになな

りりままししたた。。ししかかしし、、最最高高気気温温がが００°°くくらら

いいななののでで、、ささむむいいでですす。。  

□□  冬冬ににななっってて、、みみんんなな寒寒いいかからら、、車車をを使使うう

よよううににななりりままししたた。。すするるとと、、車車ががススリリッッ

ププししたたりり、、渋渋滞滞でで混混んんだだりりししてて、、道道路路がが

ぎぎゅゅううぎぎゅゅううににななっったたここととがが大大変変ででしし

たた。。ああとと、、地地面面ととかかももつつるるつつるるでで、、滑滑りり

ままししたた。。『『地地面面  つつるるつつるる  道道路路  ぎぎゅゅ

ううぎぎゅゅうう』』冬冬のの悩悩みみととはは、、ここののここととだだとと

思思いいままししたた。。  

５５..成成果果とと課課題題  

（（１１））児児童童のの語語彙彙力力がが豊豊かかにに  

「「ききせせつつののここととばば『『秋秋ががいいっっぱぱいい』』」」でで

はは、、今今回回のの「「ききせせつつののここととばば『『冬冬ががいいっっぱぱ

いい』』（（本本単単元元））」」とと同同様様にに、、児児童童がが感感じじたた秋秋

ららししささににつついいてて、、印印象象にに残残っったたここととをを感感想想

カカーードドにに書書くく活活動動をを行行っってていいるる。。そそここでで、、

『『秋秋ががいいっっぱぱいい』』とと『『冬冬ががいいっっぱぱいい』』のの二二

つつのの感感想想カカーードドのの文文章章のの中中でで、、文文章章中中にに用用

いいらられれたた様様子子をを表表すす言言葉葉（（①①擬擬音音語語やや擬擬態態

語語②②比比喩喩やや隠隠喩喩））のの数数をを比比較較ししたた所所、、以以下下

ののよよううなな結結果果ととななっったた。。  

「「ききせせつつののここととばば『『秋秋ががいいっっぱぱいい』』」」  

  

□□  擬擬音音語語やや擬擬態態語語  ７７３３％％  

□□  比比喩喩やや隠隠喩喩      ３３５５％％  

「「ききせせつつののここととばば『『冬冬ががいいっっぱぱいい』』」」  

□□  擬擬音音語語やや擬擬態態語語  ８８８８％％  

□□  比比喩喩やや隠隠喩喩      ５５４４％％  

  

ここののここととかからら、、新新聞聞記記事事をを活活用用ししたた導導入入

をを通通しし、、様様子子をを表表すす言言葉葉がが新新聞聞記記事事ででもも用用

いいらられれるるここととをを知知るる活活動動のの有有無無とと、、文文章章をを
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書書くく際際にに、、児児童童自自ららがが様様子子をを表表すす言言葉葉をを使使

うう目目的的意意識識ををももつつここととにに相相関関関関係係ががああっったた

とと考考ええるる。。雪雪がが積積ももるる様様子子やや足足元元がが滑滑るる様様

子子をを連連想想しし、、自自分分ななりりのの様様子子をを表表すす言言葉葉をを

考考ええるるききっっかかけけ作作りりととししてて、、効効果果的的ででああっっ

たた。。  

【【児児童童のの振振りり返返りりよよりり】】  

□□  私私はは、、新新聞聞記記事事をを読読んんでで、、大大事事ななととこころろ

をを見見つつけけままししたた。。そそれれはは、、「「どどここでで、、どど

ううななっってていいるるかからら、、どどううすすれればばいいいいかか」」

ににつついいてて、、様様子子をを表表すす言言葉葉（（すすっっぽぽりりなな

どど））がが使使わわれれてていいるる所所でですす。。様様子子をを表表すす

言言葉葉がが書書かかれれてていいるる所所はは、、大大事事ななののかかなな

とと思思いいままししたた。。私私がが新新聞聞をを書書くく時時ににはは、、

最最初初のの新新聞聞ののよよううにに、、大大事事なな所所にに様様子子をを

表表すす言言葉葉をを使使いいたたいいでですす。。ままたた、、絵絵やや写写

真真もも真真似似ししててみみたたいいでですす。。  

□□  新新聞聞っってて色色々々ななここととをを伝伝ええてていいるるけけれれ

どど、、タタイイトトルルとと記記事事でではは、、自自分分がが考考ええたた

ここがが変変わわるるここととががああるるんんでですす。。例例ええばば、、

「「すすっっぽぽりり」」はは、、初初めめはは、、雪雪にに「「すすっっぽぽ

りり」」足足ががははままるるだだとと思思っってていいままししたた。。でで

すすがが、、記記事事をを読読むむとと、、本本当当はは雪雪にに「「すすっっ

ぽぽりりとと」」包包ままれれるるとといいうう意意味味ででししたた。。ああ

とと、、新新聞聞はは、、一一度度見見るるとと、、１１００分分くくららいい

はは目目がが離離せせななくくななるるののでで、、人人をを引引ききつつけけ

るる力力ががああっってて、、すすごごいいななとと思思いいままししたた。。  

□□  僕僕はは、、AAIIととみみんんななののアアドドババイイススののおおかかげげ

でで上上手手にに書書けけままししたた。。考考ええたた文文章章をを読読みみ

合合うう場場面面でで、、AAII（（児児童童がが作作成成ししたた文文章章にに

つついいてて、、表表現現をを磨磨くくヒヒンントトをを提提示示すするる補補

助助拡拡張張ののツツーールルととししてて教教師師がが活活用用ししてて提提

示示））にに、、「「冬冬のの楽楽ししみみとと冬冬のの悩悩みみをを比比べべ

ててみみるるとといいいいでですす。。」」ととアアドドババイイススさされれ

たたののでで、、そそのの通通りりににややっっててみみままししたた。。そそ

ううすするるとと、、ととててもも読読みみややすすくくよよりりよよくくなな

っったたとと友友達達にに言言わわれれたたののでで、、アアドドババイイスス

をを聞聞いいててよよかかっったたとと思思いいままししたた。。  

（（２２））指指導導事事項項をを踏踏ままええたた  

効効果果的的なな新新聞聞活活用用へへ  

本本実実践践ののよよううにに、、新新聞聞のの本本物物のの言言葉葉にに触触

れれ、、自自分分のの言言葉葉のの言言いい換換ええをを考考ええななががらら表表

現現力力をを養養うう実実践践のの他他、、新新聞聞のの正正確確なな情情報報をを

活活用用ししてて読読解解やや要要約約をを行行うう実実践践やや、、自自分分のの

体体験験のの事事実実とと感感動動をを新新聞聞ににままととめめるるここととでで

創創造造力力をを養養うう実実践践でで、、効効果果的的なな新新聞聞のの活活用用

のの仕仕方方ががででききててききたた。。  

一一方方でで、、新新聞聞のの社社会会性性をを生生かかししてて、、視視点点

をを変変更更ししななががらら多多角角的的なな思思考考ががででききるるよようう

なな実実践践やや、、新新聞聞かからら現現実実課課題題をを知知りり、、探探究究

ししてていいくく実実践践ななどど、、各各教教科科のの指指導導事事項項をを踏踏

ままええたた効効果果的的なな新新聞聞活活用用のの実実践践はは、、ままだだまま

だだ少少なないい。。  

そそのの上上でで、、思思考考支支援援やや表表現現拡拡張張とといいうう AAII

のの特特徴徴をを効効果果的的にに組組みみ合合わわせせるるここととはは、、新新

聞聞をを活活用用ししたた情情報報活活用用のの力力をを一一層層伸伸ばばすすここ

ととががででききるるののででははなないいかか。。  

  

６６..おおわわりりにに  

本本研研究究はは、、メメデディィアア活活用用をを通通ししてて子子どどもも

がが「「正正ししくく知知るる」」ここととにに留留ままららずず、、「「自自分分はは

どどうう感感じじ、、どどうう伝伝ええたたいいののかか」」とといいうう

WWaattaasshhiiのの変変容容をを伴伴うう学学びびへへととつつななががるる可可能能

性性をを示示ししたた。。  

新新聞聞記記事事にに触触れれるるここととでで、、子子どどももはは社社会会

とと接接点点をを持持ちち、、生生成成 AAIIやや仲仲間間ととのの対対話話をを通通

ししてて思思考考をを磨磨いいてていいくく。。そそのの積積みみ重重ねねがが、、

自自分分のの言言葉葉でで社社会会とと関関わわろろううととすするる姿姿勢勢をを

育育ててるる。。  

本本校校がが目目指指すす「「世世界界にに挑挑戦戦すするる１１２２歳歳」」

にに向向けけてて、、今今後後もも〈〈人人〉〉とと〈〈人人〉〉ををつつななぐぐ

メメデディィアアのの価価値値をを再再定定義義しし続続けけたたいい。。  
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２２００２２５５年年度度  NNIIEE  実実践践報報告告  

実実践践テテーーママ  学学校校図図書書館館ででのの新新聞聞のの活活用用  
 

旭旭川川市市立立永永山山小小学学校校    教教諭諭  澤澤井井  俊俊博博      
                    学学校校司司書書  中中島島    環環   

１ はじめに 

 本本校校はは、、明明治治３３１１年年にに開開校校しし、、112200 年年以以上上のの
歴歴史史をを誇誇るる伝伝統統ああるる小小学学校校ででああるる。。『『永永山山』』のの
地地名名はは「「永永山山武武四四郎郎」」のの姓姓にによよるる。。開開拓拓耳耳朶朶のの
校校舎舎がが永永山山屯屯田田本本部部跡跡地地にに建建ててらられれたたここととももああ
りり、、地地名名ががそそののまままま校校名名ととななっってていいるる。。児児童童数数
はは 552222名名（（令令和和 77 年年 44 月月））でで旭旭川川市市内内でではは大大規規
模模校校ででははああるるがが、、児児童童数数はは年年々々減減っってていいるる。。  
 
２ アンケートの実施 

今今年年度度はは、、図図書書館館でで新新聞聞をを活活用用すするるここととをを実実
践践すするる計計画画ででああっったたたためめ、、図図書書館館をを利利用用すするる児児
童童ののみみのの実実態態ににななっっててししままううここととかからら、、全全校校児児
童童にに簡簡単単ななアアンンケケーートト調調査査ををししたた。。教教員員ににもも同同
時時期期にに実実施施ししたた。。児児童童はは 447744 名名、、教教員員 3311 名名かか
らら回回答答をを得得たた。。（（回回答答率率児児童童 9900％％、、教教員員・・8800％％
支支援援補補助助員員含含むむ））  
回回答答かからら、、新新聞聞ががどどののよよううななももののかか知知ららなないい  
児児童童がが 1133％％いいるる。。66 割割のの家家庭庭でで新新聞聞をを購購読読ししてて
おおりり、、家家族族がが新新聞聞をを読読んんででいいるる姿姿をを認認識識ししてていい
るる。。新新聞聞をを読読んんだだここととががああるるとと答答ええたた児児童童がが購購
読読ししてていいるる割割合合ととほほぼぼ同同じじででああっったたここととかからら、、
身身近近ににああるるここととがが新新聞聞をを読読むむききっっかかけけととななるるここ
ととはは間間違違いいなないい。。新新聞聞をを購購読読すするる家家庭庭がが減減るるなな
かかでで、、学学校校図図書書館館でで新新聞聞かからら情情報報をを読読みみ取取るる経経
験験をを重重ねねるるここととはは意意義義ののああるるここととだだ。。教教員員のの回回
答答でではは半半数数がが新新聞聞のの購購読読ををししてていいたた。。購購読読ししてて
いいなないい理理由由はは、、情情報報をを他他のの手手段段（（テテレレビビ、、携携
帯帯））でで得得らられれてていいるる。。購購読読料料がが高高いい。。ななどどががああ
げげらられれてていいたた。。新新聞聞をを読読むむ暇暇ががなないい。。購購読読料料がが
高高いい。。がが多多かかっったた。。ししかかしし、、99 割割のの教教員員がが新新聞聞
はは必必要要ななメメデディィアアででああるるとと回回答答ししてていいるる。。そそのの
理理由由ににははネネッットトのの情情報報のの不不確確かかささ、、情情報報のの偏偏りり
ががああげげらられれてていいたた。。購購読読のの理理由由でではは、、様様々々なな情情報報  

をを得得らられれるるこことと。。社社説説ななどどでで新新聞聞社社のの意意見見をを聞聞
くくここととががででききるる。。（（文文責責ががははっっききりりししてていいるる））
地地方方のの話話題題がが貴貴重重なな情情報報源源ににななっってていいるるななどどがが
ああげげらられれてていいたた。。新新聞聞はは必必要要だだとと感感じじるるがが、、新新
聞聞以以外外のの手手段段ででもも情情報報がが簡簡単単にに手手にに入入るる、、時時代代
がが変変わわっってていいるる。。ななどどのの意意見見ももああっったた。。  

児童アンケートより 

 

 

 

職員アンケートより 

 

 

新聞はどのようなものかしっていますか？ 

家で新聞をとっていますか？ 

新聞を購読していますか？ 
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 文文字字よよりりもも絵絵やや写写真真はは、、文文章章をを読読むむ手手掛掛かかりりにに
ななるる。。写写真真がが大大ききくく掲掲載載さされれてていいるる記記事事はは、、子子
どどももたたちちがが立立ちち止止ままるる率率がが高高いい。。  
 

３ 図書館での取り組み例 

 新新聞聞をを子子どどももにに見見せせるるとと、、「「文文字字がが多多すすぎぎてて
読読むむ気気ががししなないい」」とと言言わわれれるるここととががああるる。。  
読読書書がが嫌嫌いいなな子子どどももににととっっててはは、、一一般般紙紙ををそそのの
まままま置置いいてておおくくだだけけでではは、、興興味味をを持持っっててももららうう
ここととはは難難ししいい。。ままずず、、子子どどももたたちちがが見見ててくくれれるる
よよううなな記記事事ををピピッッククアアッッププすするるここととかかららははじじめめ
たた。。  
【赤いランドセル男の子はだめ？】 

北北海海道道新新聞聞  22002255 年年 44月月 1188 日日（（金金））掲掲載載  
ラランンドドセセルルのの色色選選びびにに、、無無意意識識のの偏偏見見ががああるる

とといいうう記記事事をを関関連連すするる本本とと展展示示ししたた。。  
実実際際にに何何色色ののラランンドドセセルルをを使使っってていいるるののかかもも聞聞
いいたた。。女女子子はは定定番番のの赤赤、、ピピンンククのの他他、、水水色色、、
白白、、紫紫、、紺紺ななどど男男子子にに比比べべてて選選ぶぶ色色のの幅幅がが広広
いい。。ししかかしし、、男男子子ががピピンンククののラランンドドセセルルははいいなな
かかっったた。。記記事事ののググララフフとと似似たた結結果果ででああるるこことと
がが、、記記事事をを読読むむききっっかかけけににななりり、、関関連連ししたた本本をを
借借りりるるここととににつつななががっったた。。  
 

【漂う「幽霊漁具ゴーストギア」 

           海のリスクに】 

朝朝日日新新聞聞 22002255年年 55月月 1166日日（（金金））掲掲載載  
ゴゴミミのの問問題題、、環環境境のの問問題題はは学学習習テテーーママにになな

っってていいるる。。国国語語のの教教科科書書ににもも本本がが掲掲載載さされれてて
いいるる。。生生きき物物にに網網ががかかららんんででししままっってていいるる写写
真真。。ゴゴミミだだららけけのの海海。。どどううししててそそううななっったたのの
かかをを知知るるここととがが、、考考ええるるききっっかかけけににななるる。。一一
緒緒ににおおいいたた本本もも写写真真がが多多くく掲掲載載さされれてていいるる。。  

【こども新聞】 

わわかかりりややすすいい言言葉葉でで書書かかれれてていいるる子子どどもも向向
けけのの新新聞聞ををももっっとと読読んんででほほししいいとと思思っってていい
るる。。新新聞聞をを気気軽軽にに閲閲覧覧ででききるるよよううにに、、ここどどもも
新新聞聞がが来来るる月月ににはは机机にに広広げげてて展展示示ししたた。。短短いい
休休みみ時時間間でではは、、借借りりたたいい本本をを選選ぶぶここととをを目目的的
ににししてていいるる児児童童ががほほととんんどどでで、、記記事事をを読読むむここ
ととににななかかななかかつつななががららなないい現現状状ががああるる。。文文章章
をを読読むむののがが好好ききなな子子どどももはは、、時時々々新新聞聞もも読読んん
ででいいるるがが、、数数人人ににののみみででああっったた。。知知っっててほほしし
いい内内容容のの記記事事はは、、補補足足のの PPOOPP ををつつけけるるななどど
ししてていいるるがが、、ももっっとと興興味味をを持持つつよよううなな仕仕掛掛けけ
がが必必要要だだとと考考ええてていいるる。。  
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【戦後八十年】 

  平平和和をを考考ええるる本本やや、、戦戦争争ををテテーーママににししたた本本はは
数数多多くくああるる。。「「戦戦争争日日記記」」「「いいええ」」「「ししああわわせせなな
ととききのの地地図図」」ななどど本本校校ににもも、、多多数数のの蔵蔵書書ががああ
るる。。今今年年はは戦戦後後 8800年年とといいうう節節目目のの年年ででああるるここ
ととかからら、、戦戦争争のの記記憶憶ををののここすす記記事事がが多多くく掲掲載載ささ
れれてていいたた。。資資料料ととししてて、、フファァイイルルににままととめめたた。。
今今後後、、新新聞聞ををススククララッッププししたた後後のの活活用用がが課課題題
だだ。。先先生生方方へへのの周周知知もも必必要要だだ。。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【新聞を使った遊び】休み時間 

 新新聞聞記記事事ででわわかかららなないい言言葉葉をを、、広広辞辞苑苑でで調調べべ
るるここととにに挑挑戦戦ししたた。。最最初初はは切切りり抜抜きき記記事事のの中中かか
らら難難ししいい言言葉葉ををママーーカカーーででチチェェッッククししたたももののをを
渡渡ししたた。。そそのの後後、、切切りり抜抜きき記記事事だだけけ用用意意しし、、自自
分分がが知知りりたたいい言言葉葉、、意意味味ののわわかかららなないい言言葉葉をを選選
んんでで辞辞書書をを引引いいててももららっったた。。ここれれはは、、偶偶然然広広辞辞
苑苑早早引引ききををししてて遊遊んんででいいたた子子どどももたたちちにに、、言言葉葉
ののおお題題ををだだすすここととかからら始始ままっったた遊遊びびだだっったた。。新新
聞聞記記事事のの選選びび方方でで、、語語彙彙もも増増ええ、、短短いいココララムムなな
どどはは、、読読みみ切切っってていいるるよよううだだっったた。。  

 
 
【恐竜好きはいつの時代も】 

 古古生生物物のの中中ででもも、、恐恐竜竜はは小小学学生生にに人人気気だだ。。  
北北海海道道大大学学のの小小林林快快次次教教授授がが、、モモンンゴゴルル・・ゴゴビビ
砂砂漠漠でで調調査査ををしし、、テティィララノノササウウルルススのの新新種種をを発発
見見ししたたとといいうう記記事事をを展展示示しし、、恐恐竜竜のの本本ををおおいい
たた。。恐恐竜竜好好ききのの子子どどももははそそののニニュューーススをを知知っってて
おおりり、、興興味味をを示示ししてていいたた。。子子どどももたたちちのの興興味味やや
好好みみはは一一人人一一人人違違うう。。展展示示内内容容はは様様々々ななジジャャンン
ルルでで考考ええるるここととがが必必要要だだ。。  
 
 
 
 

 

 

【地域のこと】 

北北海海道道のの話話題題のの記記事事もも、、図図書書館館のの展展示示ににははかか
かかせせなないい。。今今年年度度はは、、外外来来生生物物ののこことと、、農農産産品品
ののこことと、、博博物物館館ののここととななどどをを活活用用ししたた。。そそのの中中
でで『『夕夕張張石石炭炭博博物物館館』』のの記記事事はは１１つつのの記記事事かからら
複複数数ののジジャャンンルルのの本本をを一一緒緒にに展展示示すするるここととににつつ
ななががっったた。。炭炭鉱鉱のの歴歴史史はは日日本本のの近近代代化化のの歴歴史史でで
ももああるる。。環環境境問問題題のの本本もも関関連連すするる。。ままたた、、石石炭炭
はは化化石石ででああるるこことともも知知るるここととでで、、自自然然科科学学のの分分
野野へへのの関関心心ににつつななががるるとと考考ええたた。。ささららにに、、実実物物
のの触触れれるる石石炭炭をを用用意意ししたたここととでで子子どどももたたちちにに興興
味味をを持持たたせせるるここととががででききたた。。  

 
左 朝日新聞 2025年 8月 21 日  

右 朝日新聞 2025年 8月 3 日 

朝日新聞 2025 年
8 月 27 日 毎日新聞 2025 年 6 月 12 日（木） 
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４ おわりに  

図図書書館館でで新新聞聞をを活活用用すするるここととをを考考ええたたとと
きき、、私私自自身身がが新新聞聞をを細細読読ししてていいたた。。新新聞聞のの
記記事事はは世世界界のの状状況況、、日日本本のの出出来来事事ななどど、、最最新新
のの情情報報ももああれればば、、地地域域のの話話題題、、時時間間ををかかけけ
てて取取材材さされれたたももののななどどささままざざままででああるるこことと
をを改改めめてて認認識識ででききたた。。学学校校図図書書館館にに新新聞聞がが
あありり、、誰誰ででもも自自由由にに読読めめるるここととはは、、非非常常にに
有有意意義義ででああるるとと考考ええるる。。世世のの中中をを知知りり世世界界
ととつつななががるるツツーールルととししてて、、子子どどももたたちちのの身身
近近ななももののににででききよようう考考ええてていいききたたいい。。知知識識
だだけけででははななくく、、新新聞聞ににははたたくくささんんのの人人のの思思
いいもも詰詰ままっってていいるる。。読読みみ取取っってて自自分分とと比比較較しし
たたりり、、重重ねねたたりりすするるここととももああるる。。心心にに響響くく
スストトーーリリーーもも子子どどももたたちちにに感感じじててほほししいいここ
ととののひひととつつだだ。。  

【環境問題と災害の記憶】 

 環環境境問問題題とと自自然然災災害害はは合合わわせせてて学学びびたたいいこことと
だだとと考考ええてていいるる。。環環境境のの悪悪化化ががももたたららすす異異常常気気
象象、、自自然然災災害害もも多多くくななっってていいるる。。温温暖暖化化でで集集中中
的的にに雪雪がが降降るるニニュューーススももよよくく聞聞かかれれるるよよううにになな
っっててききたた。。本本でで知知るるここととにに加加ええてて、、新新聞聞記記事事でで  
新新ししいい情情報報をを得得るるこことともも子子どどももたたちちにに必必要要なな学学
びびだだとと考考ええてていいるる。。ググララフフななどど統統計計資資料料がが掲掲載載
さされれてていいるる記記事事はは小小学学五五年年生生国国語語統統計計資資料料のの読読
みみ方方ででもも活活用用ししたた。。  

日本経済新聞 2025 年 1 月 19 日 

 「「記記憶憶やや思思いい旭旭川川でで「「風風化化ささせせぬぬ」」とといいうう記記
事事がが、、北北海海道道新新聞聞 22002255年年 33月月 1111 日日にに掲掲載載さされれ
てていいたた。。記記事事のの中中でで「「震震災災をを風風化化ささせせなないい。。そそ
ののたためめにに自自分分のの経経験験やや記記憶憶をを伝伝ええ続続けけたたいい。。」」
のの文文ががああっったた。。旭旭川川にに自自主主避避難難せせざざるるををええななかか
っったた女女性性のの言言葉葉だだ。。ここのの記記事事ははぜぜひひ子子どどももたたちち
にに読読んんででほほししいいとと思思っったた。。東東日日本本震震災災のの記記事事とと
共共にに紹紹介介ししたた。。今今回回はは、、図図書書館館ででのの紹紹介介だだっったた
がが、、ももっっとと多多くくのの子子どどももにに見見ててももららううたためめにに、、
高高学学年年のの教教室室だだけけででもも巡巡回回をを考考ええたたいい。。  

 

北海道新聞 

2025年 3月 11日 

 

北海道新聞 2025年 3月 11 日 

 

北海道新聞 

2025 年 3 月
11 日 
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１１  ははじじめめにに  

 今今年年度度、、岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校はは NNIIEE 実実践践

指指定定校校 77 年年目目ととななっったた。。今今年年度度もも中中央央小小でではは、、

333333 名名のの全全校校児児童童にに対対すするる NNIIEE のの取取組組をを全全教教

職職員員総総意意ののももとと進進めめるるここととががででききたた。。本本校校はは

長長年年実実践践指指定定校校ととししてておお世世話話ににななっっててききたた

がが、、今今年年度度でで一一旦旦区区切切りりををつつけけるるここととととななりり、、

ここのの 77 年年間間でで得得たた多多くくのの学学びびやや成成果果ををレレポポーー

トトととししててままととめめたたいい。。  

  本本校校はは実実践践校校ととななっったた初初年年度度かからら一一貫貫しし

てて「「全全校校でで取取りり組組むむこことと」」をを掲掲げげててききたた。。学学

校校全全体体ととししてて取取りり組組むむここととでで、、よよりり多多くくのの子子

どどもも達達をを変変容容ささせせるるここととががででききるるとと考考ええたた

かかららででああるる。。NNIIEE をを知知ららなないい教教職職員員ももいいるる中中、、

「「ままずずははややっっててみみよようう」」かかららススタターートトしし、、幸幸

運運ににもも教教職職員員がが価価値値をを実実感感ししてて長長年年取取りり組組

むむここととがが出出来来たた。。ままたた、、ここのの取取りり組組みみをを根根付付

かかせせるるたためめにに、、次次のの 22 点点ををポポイインントトととししてて取取

組組をを推推進進ししててききたた。。  

  

１１  教教育育課課程程にに位位置置付付けけるる  

  ～～『『学学力力向向上上』』とといいうう共共通通目目標標をを持持ちち現現

在在のの指指導導事事項項ととののリリンンククをを明明確確ににすす

るる  

２２  校校務務分分掌掌にに位位置置付付けけるる  

  ～～個個のの取取組組かからら学学校校のの取取組組へへ、、年年数数ををかか

けけてて学学校校のの文文化化にに定定着着ささせせるる  

  

実実際際にに宿宿題題やや朝朝自自習習、、国国語語やや社社会会ななどどでで積積  

  

  

  

  

  

  

  

  

極極的的にに活活用用ししてていいくくここととでで国国語語学学力力ののポポイイ

ンントトがが伸伸びび、、記記述述回回答答にに対対すするる粘粘りり強強ささがが表表

れれててききたた。。ままたた公公務務分分掌掌のの研研修修部部・・学学力力向向上上

係係にに位位置置付付けけるるここととでで、、学学校校のの中中にに NNIIEE やや校校

内内新新聞聞展展示示会会がが根根付付くくここととににななっったた。。  

  

２２  定定着着ししたた本本校校のの実実践践  

77 年年間間のの中中でで、、全全教教職職員員がが子子どどもものの実実態態にに

応応じじてて創創意意工工夫夫ををししてて多多くくのの実実践践をを行行っってて

ききたた。。そそのの中中ででもも数数年年ににわわたたりり定定着着ししてて取取りり

組組めめたたももののをを 33 点点ににままととめめたた。。  

①①  全全校校新新聞聞展展示示会会  

  ココロロナナ禍禍でで他他者者ととのの交交流流ががももちちににくくいい中中、、

「「年年間間でで 11 枚枚個個人人新新聞聞をを作作りり、、一一斉斉にに展展示示をを

行行うう」」取取組組をを毎毎年年 22 月月にに始始めめ、、ここれれはは 66 年年間間

続続いいてていいるる。。  

  友友達達やや異異学学年年のの作作品品をを見見てて、、付付箋箋にに褒褒めめるる

ココメメンントトをを書書いいてて貼貼るる、、学学校校外外のの方方にに来来てていい

たただだきき（（中中学学校校のの先先生生・・新新聞聞販販売売所所のの方方・・新新

聞聞社社のの方方等等））最最優優秀秀作作品品をを学学年年 11 作作品品選選んんでで

ももららうう、、とといいっったた活活動動をを通通じじてて、、他他者者ととののつつ

ななががりりをを再再確確認認すするるここととががででききたた。。  

  ままたた、、新新聞聞をを書書くく経経験験がが文文章章力力やや構構成成力力、、

要要約約力力とといいっったた力力をを育育んんででいいるる。。  

②②  朝朝自自習習やや家家庭庭学学習習  

特特にに高高学学年年でで、、ワワーーククシシーートトのの取取組組ややココララ

ムムのの書書きき写写ししをを朝朝自自習習やや家家庭庭学学習習でで継継続続的的

にに取取りり組組んんだだ。。書書くく力力やや思思考考力力をを伸伸ばばししたた。。  

22002255 年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

NNIIEE がが学学校校ににももたたららししたたもものの    
岩岩見見沢沢市市立立中中央央小小学学校校  主主幹幹教教諭諭  冨冨樫樫  いいずずみみ  
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③③  外外部部ととのの連連携携  

NNIIEE セセミミナナーーのの会会場場校校ととししててのの授授業業（（22 回回））、、

66 年年生生全全員員にによよるる空空知知ここどどもも新新聞聞ののここどどもも記記

者者のの取取組組、、55 年年生生にによよるる北北海海道道新新聞聞社社訪訪問問等等、、

外外部部のの方方とと関関わわっってて学学びびをを深深めめるる機機会会ををいい

たただだいいたた。。  

ままたた前前述述のの全全校校新新聞聞展展示示会会でではは外外部部のの方方

にに作作品品のの評評価価ををいいたただだいいてていいるるがが、、じじっっくくりり

見見てて審審査査ししててくくだだささるる外外部部のの方方々々ののおお褒褒めめ

のの言言葉葉をを、、子子どどもも達達とともも共共有有ししてていいるる。。学学校校

外外のの方方とと関関わわるる機機会会がが、、子子どどもも達達のの自自己己肯肯定定

感感やや幅幅広広いい経経験験をを支支ええててももららっってていいるる。。  

  

３３  今今年年度度のの各各学学年年のの取取組組  

 以以下下はは今今年年度度実実際際にに行行っったた取取組組とと NNIIEE のの

成成果果等等ににつついいてて記記述述ししたたももののででああるる。。  

11 年年生生  

＜＜取取りり組組みみ内内容容＞＞  

・・88 月月国国語語「「ししららせせたたいいここととををかかここうう」」生生活活

「「ききせせつつととななかかよよしし  ははるる  ななつつ」」（（ググルルーー

ププ））※※道道新新新新聞聞ココンンテテスストト応応募募。。  

・・1111 月月国国語語「「ししららせせたたいいなな、、いいききももののののひひみみ

つつ」」生生活活「「ななかかよよくくななろろううねね小小ささななととももだだちち」」

（（個個人人））  

・・１１月月国国語語「「ははじじめめててししっったた学学校校ののこことと」」生生

活活「「ももううすすぐぐ 22 年年生生」」（（ググルルーーププ））  

＜＜成成果果＞＞  

33 学学期期にに行行わわれれるる「「校校内内新新聞聞展展示示会会」」にに向向

けけてて、、ままずずはは、、88 月月ににググルルーーププでで作作成成ししたた。。

1111 月月ににはは、、AA33 のの紙紙にに枠枠をを印印刷刷しし、、新新聞聞ににはは、、

見見出出ししやや記記事事、、算算数数のの学学習習をを生生かかししててググララフフ

をを載載せせるるとと読読みみ手手ににわわかかりりややすすくくななるるななどど

のの経経験験ががででききたた。。知知ららせせたたいいここととををどどののよようう

にに伝伝ええたたららいいいいかか楽楽ししみみななががらら新新聞聞をを作作るる

ここととがが出出来来たた。。  

＜＜課課題題＞＞  

新新聞聞をを書書くく作作業業はは、、11 年年生生ににととっっててはは個個人人

差差がが大大ききくく、、時時数数のの確確保保がが必必須須でで、、教教科科横横断断

的的にに取取りり組組むむ必必要要ががああるる。。  

新新聞聞ををととっってていいなないい家家庭庭がが多多くくななっってていい

るるここととでで、、新新聞聞にに馴馴染染みみががなないい子子もも多多いい。。発発

達達段段階階的的にに新新聞聞をを読読むむこことともも難難ししいいたためめ、、定定

期期的的にに配配付付さされれるる小小学学生生用用のの新新聞聞をを読読むむ時時

間間をを確確保保しし、、新新聞聞のの読読みみ方方をを伝伝ええるる必必要要ががああ

るる。。  

22 年年生生  

＜＜取取りり組組みみ内内容容＞＞  

６６月月  生生活活科科  ままちちがが大大すすききたたんんけけんんたたいい  

「「給給食食ししんんぶぶんんづづくくりり」」  

９９ 月月   生生 活活 科科   めめ ざざ せせ 生生 きき もも のの はは かか せせ    

国国語語「「生生きき物物ククイイズズ」」ででししららせせよようう  「「どどうう

ぶぶつつ新新聞聞づづくくりり」」    

＜＜成成果果＞＞  

６６月月、、岩岩見見沢沢学学校校給給食食共共同同調調理理所所にに見見学学にに行行

くくににああたたっってて、、質質問問ししたたいいここととをを事事前前にに考考ええ

たた。。見見学学当当日日はは質質問問のの答答ええののほほかか、、説説明明ししてて

ももららっってて学学んんだだここととをを壁壁新新聞聞ににししててままととめめ

たた。。  

９９月月  札札幌幌円円山山動動物物園園にに見見学学にに行行きき、、調調べべたた

いい動動物物をを決決めめたた。。学学校校でで国国語語のの「「生生きき物物ククイイ

ズズ」」でで図図書書館館のの図図鑑鑑ななどどをを使使っってて調調べべたた経経験験

をを活活かかししてて図図鑑鑑でで詳詳ししくく調調べべてて壁壁新新聞聞ににまま

ととめめたた。。  
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＜＜課課題題＞＞  

昨昨年年度度もも同同じじ取取りり組組みみををししたたがが、、反反省省をを生生かか

ししてて、、給給食食新新聞聞づづくくりりでではは質質問問をを事事前前ににワワーー

ククシシーートトにに書書いいてて準準備備ししてていいたたののでで、、メメモモをを

取取るるののがが苦苦手手なな子子もも、、見見学学後後のの書書くくここととををググ

ルルーーププ補補完完ししああっっててメメモモをを作作るるここととががでできき

たた。。そそののたためめ何何をを書書いいてていいいいかかわわかかららなないい子子

がが少少ななくくななっったた。。  

どどううぶぶつつ新新聞聞づづくくりりででもも見見学学当当日日はは写写真真だだ

けけととっってて、、学学校校でで調調べべななおおすす形形ににししたたこことととと、、

事事前前にに国国語語のの生生きき物物ククイイズズでで調調べべ学学習習ををしし

たた経経験験がが生生ききてて、、昨昨年年度度よよりり比比較較的的子子どどもも達達

ががススムムーーズズにに活活動動ででききたた。。課課題題ととししててはは、、やや

ははりり書書くくここととがが苦苦手手なな子子ににはは、、小小ささななママススでで

のの壁壁新新聞聞ははハハーードドルルがが高高かかっったたののでで、、来来年年度度

はは用用紙紙をを工工夫夫すするる必必要要ががああるる。。  

33 年年生生  

＜＜取取りり組組みみ内内容容＞＞  

1100 月月：：１１組組→→社社会会  ススーーパパーー新新聞聞（（ググルルーーププ））

２２組組→→共共友友  商商店店街街新新聞聞（（ググルルーーププ））  

1111 月月：：共共友友  見見学学旅旅行行新新聞聞づづくくりり（（個個人人））  

＜＜成成果果＞＞  

1111 月月ににはは、、班班ごごととにに社社会会科科見見学学ででススーーパパーー

ママーーケケッットトやや商商店店街街にに行行っってて学学んんだだここととをを

ししおおりりをを見見ななががらら新新聞聞にに書書いいたた。。班班ででのの新新聞聞

でではは、、班班ごごととにに割割りり付付けけをを考考ええ、、分分担担ししてて記記

事事をを書書いいたた。。苦苦手手なな子子はは、、班班でで協協力力ししてて一一緒緒

にに考考ええたたりりアアイイデデアアをを出出しし合合っったたりりししてて取取

りり組組むむここととががででききてていいたた。。  

1111 月月ににはは、、見見学学旅旅行行でで行行っったた青青少少年年科科学学

館館・・防防災災セセンンタターーででのの学学びびをを活活かかしし、、個個人人でで

のの新新聞聞づづくくりりにに取取りり組組んんだだ。。班班ででのの新新聞聞をを作作

っったたああととだだっったたののでで、、どどんんなな記記事事をを書書いいたたらら

よよいいかかアアイイデデアアやや割割りり付付けけのの作作業業はは取取りり組組

みみややすすいい様様子子だだっったた。。下下書書ききはは、、紙紙かかロロイイロロ

かか選選択択ししてて取取りり組組んんだだ。。  

＜＜課課題題＞＞  

・・ママススがが小小ささくく用用紙紙がが大大ききかかっったたののでで苦苦手手なな

子子はは一一人人でで取取りり組組むむののがが難難ししかかっったた。。支支援援がが

必必要要なな子子ににはは、、少少しし大大ききめめののママススをを描描いいたたりり、、

文文字字のの目目安安にに○○をを書書いいたたりりししてて支支援援すするる必必

要要ががああっったた。。  

・・班班ででのの新新聞聞にに比比べべてて取取りり組組みみ時時間間やや内内容容にに

個個人人差差ががああっったた。。  

・・３３年年生生はは見見学学旅旅行行やや社社会会科科見見学学がが立立てて続続けけ

ににああっったたののでで、、新新聞聞ををつつくくるる時時期期がが少少ししああとと

ににななっっててししままっったた。。  

44 年年生生  

＜＜取取りり組組みみ内内容容＞＞  

・・77 月月  作作ろろうう学学級級新新聞聞（（一一斉斉））  

・・77 月月  総総合合  岩岩見見沢沢のの歴歴史史見見学学新新聞聞（（個個人人））  

・・99 月月  社社会会・・国国語語・・総総合合  見見学学旅旅行行新新聞聞（（ググ

ルルーーププ））  

＜＜成成果果＞＞  

・・77 月月ははロロイイロロノノーートトススククーールルをを活活用用ししてて下下

書書ききをを作作成成しし、、そそれれをを紙紙のの新新聞聞にに書書くく形形でで作作

っったた。。最最初初かからら手手書書ききににすするるよよりりもも文文をを書書きき

始始めめややすすそそううににししてていいるる児児童童ががいいたた。。  

・・99 月月はは 44 人人ググルルーーププでで作作業業のの分分担担をを話話しし合合

いいななががらら進進めめささせせたた。。書書くくののがが苦苦手手なな児児童童もも

周周りりののササポポーートトをを受受けけたたりり声声ををかかけけらられれたた

りりししななががらら取取りり組組んんででいいたた  

・・学学習習発発表表会会時時期期のの取取りり組組みみををググルルーーププににしし

たたここととでで、、時時間間的的なな余余裕裕がが生生ままれれたたののででははなな

いいかか。。  

＜＜課課題題＞＞  

・・前前年年度度のの良良いい新新聞聞ががああるるととモモデデルルととななっってて

よよかかっったたとと思思うう。。  

・・ロロイイロロノノーートトススククーールルにによよるる下下書書ききはは苦苦手手

なな児児童童へへのの下下支支ええととななっったたがが、、そそれれででもも取取りり

組組みみにに対対すするる個個人人差差がが大大ききかかっったた。。  
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55 年年生生  

＜＜取取りり組組みみ内内容容＞＞  

・・５５月月  国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」（（一一斉斉））  

・・７７月月  総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「北北海海道道新新聞聞社社

見見学学」」（（一一斉斉））「「見見学学旅旅行行ままととめめ新新聞聞づづくくりり」」

（（個個人人））  

・・１１月月  社社会会「「新新聞聞社社ののははたたららきき」」（（一一斉斉））  

＜＜成成果果＞＞  

・・国国語語「「新新聞聞をを読読ももうう」」はは、、教教科科書書にに沿沿っってて

内内容容指指導導をを行行いい、、新新聞聞ににつついいてて興興味味関関心心をを持持

つつ第第一一歩歩ととななっったた。。  

・・総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「見見学学旅旅行行」」でではは、、新新

聞聞社社のの見見学学をを行行いい、、カカメメララママンンのの仕仕事事ににつついい

ててやや新新聞聞社社のの歴歴史史、、記記事事のの作作成成やや見見出出ししのの検検

討討場場面面、、紙紙面面編編集集やや校校正正作作業業ななどどをを説説明明ししてて

ももららいい、、充充実実ししたた学学習習ととななっったた。。  

・・総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「見見学学旅旅行行ままととめめ新新聞聞

づづくくりり」」はは、、見見学学旅旅行行のの最最初初かからら「「新新聞聞づづくく

りりををすするる」」ここととをを言言語語活活動動のの柱柱ととししてて取取りり組組

んんだだ。。そそれれままでで学学習習ししたた新新聞聞のの構構成成をを理理解解しし

てて新新聞聞作作りりをを行行ううここととががででききたた。。ままたた、、作作っっ

たた新新聞聞をを「「新新聞聞ココンンテテスストト」」にに出出すすとといいうう目目

的的をを持持つつここととでで、、意意欲欲的的にに取取りり組組むむここととがが出出

来来たた。。  

＜＜課課題題＞＞  

・・国国語語でで新新聞聞をを学学習習すするる段段階階でで「「新新聞聞ややだだ！！」」

「「大大変変だだかからら書書ききたたくくなないい！！」」とといいうう声声がが少少

ななかかららずずああっったた。。新新聞聞ににつついいてて楽楽ししくく学学習習すす

るるううちちにに苦苦手手意意識識もも少少しし薄薄れれたた感感ががああっったた

がが、、４４年年生生ままででのの新新聞聞作作りりのの中中でで「「書書くくののがが

大大変変」」「「書書きき終終わわるるままでで時時間間ががかかかかるる」」とといいうう

イイメメーージジががつついいててししままっってていいるるののがが本本末末転転

倒倒だだとと感感じじたた。。せせっっかかくくのの取取りり組組みみななののでで、、

自自分分にに合合わわせせたた形形でで書書いいたたりり達達成成感感がが感感じじ

らられれたたりりししたたららももっっとと子子どどももたたちちにに意意義義をを

感感じじててももららええるるののででははなないいかか。。  

66 年年生生  

＜＜取取りり組組みみ内内容容＞＞  

・・５５月月ググララフフのの読読みみ取取りり                        

・・６６月月～～７７月月  炭炭鉄鉄港港新新聞聞作作りり～～修修学学旅旅行行をを

終終ええてて  

＜＜成成果果＞＞  

・・「「アアイイススはは暑暑いいほほどどおおいいししいい」」でではは、、ググララフフ

をを読読みみ取取りり、、気気温温とと、、アアイイススががおおいいししくく感感じじ

るる関関係係をを考考ええたた。。ままたた、、そそののググララフフのの有有効効性性

をを理理解解しし、、新新聞聞にに生生かかすすたためめののググララフフをを作作成成

ししたた。。・・炭炭鉄鉄港港でではは自自分分がが特特にに強強くく興興味味をを持持

っったた部部分分ににつついいててググルルーーププごごととにに調調べべたた。。同同

じじ興興味味をを持持つつググルルーーププがが集集ままるるここととにによよっっ

てて、、調調べべ学学習習、、記記事事のの作作成成をを意意欲欲的的ににすすすすめめ

るるここととががででききたた。。  

＜＜課課題題＞＞  

最最終終的的ににはは、、個個（（ひひととりり））ででのの新新聞聞作作成成をを行行

いいたたかかっったたがが、、新新聞聞をを作作成成すするるたためめのの情情報報量量

がが多多くく、、ググルルーーププででのの学学習習ととななっったた。。児児童童ひひ

ととりりひひととりりがが、、情情報報をを収収集集、、分分析析、、表表現現ししてて

いいけけるる力力がが必必要要とと感感じじたた。。  

  

４４  おおわわりりにに  

実実践践校校ととししてて長長期期間間活活動動ささせせてていいたただだくく

中中でで、、学学校校のの中中でで確確実実にに NNIIEE のの取取組組をを定定着着ささ

せせらられれたたここととはは大大ききなな成成果果とと捉捉ええるる。。一一方方、、

職職員員がが毎毎年年入入れれ替替わわりりススタターートト時時ににはは創創意意

工工夫夫とと情情熱熱をを持持っったた取取組組だだっったたももののがが、、捉捉ええ

方方とと取取組組にに差差がが生生ままれれててききててししままっったたこことと

もも否否めめなないい。。区区切切りりををつつけけるるここととでで、、全全校校とと

ししてて NNIIEE へへのの向向きき合合いい方方をを新新たたににしし、、改改めめてて

教教育育効効果果のの可可能能性性をを模模索索しし、、全全教教職職員員でで共共有有

ををししななががらら学学校校全全体体ととししてて創創意意工工夫夫しし実実践践

をを重重ねねてていいききたたいい。。  
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  ２２００２２５５年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告 

    実実践践テテーーママ 

      新新聞聞記記事事ををももととにに、、社社会会的的事事象象へへのの関関心心をを高高めめよようう 

旭旭川川市市立立春春光光台台中中学学校校  教教諭諭  庭庭瀬瀬  奈奈穂穂美美  

 

１．はじめに 

 本本校校３３学学年年生生徒徒はは、、８８７７名名在在籍籍ででああるる。。

年年度度当当初初にに、、社社会会科科のの学学習習にに関関連連すするるアア

ンンケケーートト調調査査ををししてていいるる。。そそのの調調査査項項目目

のの１１つつにに、、新新聞聞をを購購読読ししてていいまますすかか？？とと

いいうう質質問問をを設設定定ししてていいるる。。ここのの問問いいにに対対

すするる返返答答はは、、購購読読ししてていいるる家家庭庭はは、、約約 3355

％％ででああっったた。。ここののアアンンケケーートトはは、、2255 年年ほほ

どど前前かからら、、毎毎年年継継続続ししてていいるるがが、、新新聞聞購購

読読ををししてていいるる家家庭庭がが減減少少しし続続けけてていいるるここ

ととががわわかかるる。。ままたた、、社社会会でで起起ききてていいるる出出

来来事事ににつついいてて、、どどののよよううににししてて知知りりまますす

かか？？とといいうう質質問問もも設設置置ししてていいるる。。ここれれにに

対対すするる返返答答はは、、最最もも多多かかっったたももののがが、、ネネ

ッットトニニュューーススででああっったた。。  

  ここののよよううなな状状況況をを踏踏ままええたた上上でで、、社社会会

的的事事象象にに関関心心ををももつつこことと、、興興味味ををももっったた

社社会会的的事事象象ににつついいてて、、客客観観的的にに複複数数のの視視

点点かからら理理解解すするる資資質質・・能能力力をを身身にに付付けけささ

せせるるここととがが喫喫緊緊のの課課題題でであありり、、ここのの課課題題

のの改改善善ののたためめにに、、新新聞聞をを活活用用すするるここととがが

有有効効ででああるるとと考考ええたた。。ここののここととがが、、学学習習

指指導導要要領領でで求求めめらられれてていいるる「「公公民民的的資資質質

のの基基礎礎」」をを涵涵養養すするるここととにに繋繋ががるるとと考考ええ、、  

実実践践をを行行っったた。。  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ２２．．実実践践のの概概要要  

（（１１））提提供供さされれたた新新聞聞のの閲閲覧覧ににつついいてて  

３３学学年年生生徒徒のの教教室室ががああるる学学年年ホホーールルにに長長

机机をを設設置置しし、、原原則則ととししてて日日付付順順にに並並べべ、、休休

みみ時時間間ななどどにに、、生生徒徒がが自自由由にに閲閲覧覧ででききるる

よよううににししたた。。ままたた、、授授業業内内容容とと関関連連ののああるる

記記事事やや、、地地域域のの話話題題にに触触れれてていいるるももののはは、、

見見ややすすいい場場所所にに設設置置ししたたりり、、授授業業時時にに教教

室室にに持持ちち込込んんでで紹紹介介ししたたりりししたた。。特特にに、、夏夏

のの甲甲子子園園にに旭旭川川志志峯峯高高校校がが出出場場ししたた際際にに

はは、、本本校校卒卒業業生生もも紙紙面面でで紹紹介介さされれてていいたた

ここととかからら、、掲掲示示板板にに張張りり出出しし、、新新聞聞にに親親しし

むむここととをを促促すすななどど、、「「新新聞聞」」にに対対すするる生生徒徒

達達のの心心理理的的なな障障壁壁をを下下げげるる工工夫夫ししたた。。  

  ままたた、、読読解解力力にに課課題題をを抱抱ええるる生生徒徒もも少少

ななかかららずずいいるるここととかからら、、小小学学生生新新聞聞をを提提

供供ししてていいたただだいいたたここととはは、、非非常常にに有有効効でで

ああっったた。。文文章章がが平平易易でで読読みみややすすいいこことと、、イイ

ララスストトやや写写真真がが豊豊富富にに使使用用さされれてていいるるここ

ととかからら、、生生徒徒もも親親ししみみややすすくく、、理理解解ししややすす

かかっったた。。  

（（２２））学学習習活活動動ととししててのの位位置置付付けけ  

  本本実実践践はは、、１１年年間間のの公公民民のの学学習習をを中中心心

にに位位置置づづけけてておおりり、、夏夏休休みみ中中のの活活動動もも含含

めめてて、、大大ききくく分分けけてて、、３３部部構構成成ととししてていい

るる。。具具体体的的ににはは、、以以下下のの通通りりででああるる。。  
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（（３３））実実践践のの具具体体  

  ①①単単元元名名「「私私たたちちのの暮暮ららししとと現現代代社社会会」」    

のの学学習習ででのの調調べべ学学習習（（３３時時間間））  

  ここのの単単元元はは、、公公民民的的分分野野のの最最初初のの単単元元

ででああるる。。生生徒徒ににはは、、ままずず、、「「現現代代社社会会をを一一

言言でで表表すすとと??」」とと発発問問しし、、直直感感的的にに浮浮かかぶぶ、、

語語句句やや短短文文でで答答ええささせせたた。。正正解解・・不不正正解解

ででははななくく、、一一人人一一人人がが、、どどののよよううなな視視点点

ををももっってていいるるかかにによよっってて、、多多様様なな言言葉葉でで

表表現現ででききるるここととをを説説明明ししたたううええでで、、取取りり

組組まませせたた。。  

  ここれれをを踏踏ままええてて、、自自分分がが現現代代社社会会のの特特

徴徴をを表表すすとと考考ええたた「「語語句句」」がが、、新新聞聞でではは使使

用用さされれてていいるるかか、、どどののよよううなな場場面面でで紹紹介介

さされれてていいるるかかをを調調査査すするる学学習習ととししたた。。膨膨

大大なな量量のの新新聞聞記記事事かからら該該当当すするる記記事事をを探探

しし出出すすここととはは難難ししいいののでで、、新新聞聞社社ののホホーー

ムムペペーージジかからら検検索索しし、、記記事事掲掲載載のの月月日日をを

絞絞りり込込んんだだううええでで、、記記事事をを探探すす取取組組をを行行

っったた。。ままたた、、どどううししててもも記記事事そそののももののがが

探探せせなないい生生徒徒ににつついいててはは、、新新聞聞社社ののホホーー

ムムペペーージジ上上のの記記事事紹紹介介もも使使用用許許可可ととしし

たた。。  

  ここここでで探探しし出出ししたた記記事事をを読読解解しし、、端端的的

ににどどののよよううなな内内容容がが記記載載さされれてていいるるののかか

をを「「ススラライイドド」」ににままととめめささせせたた。。ここここでで

はは、、後後のの学学習習（（新新聞聞ススククララッッププ・・レレポポーートト

作作成成））ににつつななげげるるたためめにに、、調調べべ方方・・ままととめめ

方方をを身身にに付付けけささせせたたいいととのの意意図図ががああっったた

たためめ、、ススラライイドドのの分分量量はは２２枚枚ままででととしし、、

学学習習方方法法のの習習得得にに重重点点ををおおいいたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  生生徒徒はは、、新新聞聞記記事事をを検検索索すするるととこころろまま

でではは、、順順調調にに学学習習をを進進めめるる生生徒徒がが多多かかっっ

たたがが、、実実際際にに新新聞聞記記事事をを「「読読むむ」」とといいうう段段

階階でで抵抵抗抗感感がが見見らられれたた。。文文字字がが小小ささいい・・文文

章章がが長長いい、、多多いい・・意意味味ののわわかかららなないい言言葉葉がが

使使わわれれてていいるる。。とといいうう声声がが教教室室のの各各所所かか

らら聞聞ここええたた。。イインンタターーネネッットト上上でで情情報報をを

得得るるここととがが多多いい中中学学生生ににととっってて、、若若干干、、ハハ

ーードドルルのの高高いい学学習習ででああっったた。。 

 

②②新新聞聞ススククララッッププづづくくりり 

  授授業業のの中中にに位位置置づづけけたたいいととこころろででああるる

がが、、時時数数のの問問題題ももあありり、、授授業業のの中中でではは、、１１．．

５５時時間間程程度度、、時時間間をを確確保保しし、、そそのの後後はは、、夏夏

休休みみ中中にに実実施施ししてていいるる学学習習会会をを活活用用しし

てて、、新新聞聞ススククララッッププにに取取りり組組んんだだ。。ここのの学学

年年のの生生徒徒はは、、１１学学年年・・２２学学年年のの時時もも、、新新聞聞

ススククララッッププのの経経験験ははああるる。。自自分分のの興興味味がが

ああるる記記事事をを集集めめてて、、見見ややすすくく紹紹介介すするるだだ

けけだだっったた１１学学年年次次よよりり少少ししずずつつレレベベルルアア

ッッププしし、、３３学学年年のの今今回回はは、、テテーーママをを設設定定しし

てて、、テテーーママにに基基づづくく記記事事ををススククララッッププしし

たた。。①①でで選選択択ししたた記記事事をを活活用用すするるここととでで、、

記記事事のの検検索索にに時時間間ををかかけけすすぎぎなないいよよううにに

しし、、生生徒徒のの負負担担をを少少ししででもも減減少少ささせせるる工工

夫夫ををししたた。。ままたた、、本本校校ににはは、、旭旭川川市市立立大大学学

のの学学生生がが定定期期的的にに来来校校しし、、夏夏休休みみやや放放課課

後後のの学学習習会会ををササポポーートトししててくくれれてていいるるたた

めめ、、大大学学生生とと一一緒緒にに記記事事をを選選ぶぶ姿姿もも見見らら

れれたた。。 

  実実際際にに生生徒徒がが作作成成ししたた新新聞聞ススククララッッププ

のの作作品品はは以以下下のの通通りりででああるる。。 
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生生徒徒がが作作成成ししたたススククララッッププはは、、道道北北新新聞聞ススククララッッププココンンククーールルにに応応募募ししたた。。ココンンククーールル

へへのの応応募募もも生生徒徒へへのの意意欲欲をを高高めめるるここととににはは効効果果的的ででああっったたとと考考ええてていいるる。。新新聞聞ススククララッッププ

のの作作品品ををつつくくるるにに当当たたっってて、、自自分分ののテテーーママのの記記事事をを探探ししてていいるる途途中中でで、、自自分分のの友友人人ががテテーー

ママととししてていいるる記記事事がが目目ににととままりり、、記記事事ががああるるここととをを友友人人にに伝伝ええるる姿姿がが見見らられれたたりり、、自自分分がが

探探ししてていいるるテテーーママででははなないい記記事事がが目目ににととままりり、、そそのの場場でで読読みみ進進めめるる姿姿もも見見らられれたた。。 

③③「「終終章章  持持続続可可能能なな未未来来とと私私たたちち」」ののレレポポーートト作作成成 

  ①①②②のの取取組組をを土土台台ととししてて、、公公民民のの教教科科書書のの最最後後のの単単元元  終終章章「「持持続続可可能能なな未未来来とと私私たたちち」」

ににつつななげげてていいるる。。ここのの単単元元でではは、、自自分分がが考考ええるる「「現現代代社社会会のの課課題題」」はは何何かか？？そそれれにに対対ししてて、、

自自分分ははどどののよよううなな提提案案ををすするるかかににつついいてて、、レレポポーートトをを作作成成中中ででああるる。。レレポポーートト作作成成にに当当たた

っっててはは、、根根拠拠をを明明確確ににすするるここととをを重重点点ににおおいいてていいるる。。ももちちろろんん、、イインンタターーネネッットト上上のの情情報報

のの使使用用もも問問題題なないいがが、、必必ずず信信頼頼ででききるる情情報報ををももととにに、、レレポポーートトをを作作成成すするる取取組組をを実実施施中中でで

ああるる。。 
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  ３３．．成成果果とと課課題題 

  （（１１））成成果果 

    ①①学学年年のの廊廊下下にに新新聞聞をを設設置置すするるここ

ととでで、、いいつつででもも新新聞聞をを手手にに取取るるここ

ととががででききるる環環境境がが設設定定ででききたた。。選選

挙挙のの時時期期ににはは、、新新聞聞記記事事をを見見なながが

らら、、選選挙挙のの候候補補者者ににつついいてて会会話話すす

るる姿姿もも見見らられれるるななどど、、ネネッットトニニュュ

ーーススでで見見たたここととやや何何ととななくく聞聞いい

てて知知っってていいるるここととをを新新聞聞でで確確認認

しし、、会会話話すするる姿姿がが見見らられれたた。。 

    ②②新新聞聞をを手手ににととりり、、記記事事をを読読みみ、、現現    

代代社社会会のの状状況況をを客客観観的的にに把把握握すす

るるここととににつつななげげらられれたた。。ままたた、、社社

会会的的事事象象にに対対すするる興興味味・・関関心心のの向向

上上ににつつななががっったたとと考考ええらられれるる。。 

 

  （（２２））課課題題 

    ①①分分量量のの多多いい文文章章をを読読むむここととにに抵抵

抗抗ががああっったたりり、、意意味味ののわわかかららなないい

語語句句がが記記載載さされれてていいるる場場合合にに、、記記

事事をを読読むむここととをを断断念念ししててししままっっ

たたりりすするる例例もも見見らられれたた。。 

    ②②中中学学生生ににととっっててはは、、イインンタターーネネッッ    

トトにに触触れれてていいるる時時間間がが長長くく、、慣慣れれ    

てていいるるここととやや手手軽軽ささももあありり、、新新聞聞    

ががめめんんどどううくくささいいとと感感じじるる生生徒徒    

もも見見らられれたた。。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ここれれららをを踏踏ままええてて、、今今後後、、記記事事のの検検索索

ののハハーードドルルをを下下げげるるたためめににもも、、可可能能ででああ

れればば、、「「ままななべべるる」」がが使使用用ででききるるとと、、可可

能能性性がが広広ががるるとと考考ええらられれるる。。ままたた、、自自分分

がが興興味味ををももっったたここととだだけけををピピンンポポイインン

トトでで調調査査すするるだだけけででななくく、、新新聞聞ががももつつ一一

覧覧性性とといいうう特特徴徴をを活活用用しし、、生生徒徒たたちちがが視視

野野をを広広げげるるここととににつつななげげてていいききたたいいとと

考考ええるる。。ここののここととはは、、中中学学社社会会科科でで求求めめ

らられれてていいるる多多面面的的・・多多角角的的にに社社会会的的事事象象

をを捉捉ええるるここととのの第第一一歩歩ににななるるとと考考ええるる。。 

  次次年年度度はは、、じじっっくくりりとと考考ええ、、どどののよようう

なな意意図図でで記記載載さされれたた記記事事ななののかかをを考考ええ

ささせせたたりり、、同同一一のの事事象象をを扱扱っったた複複数数のの新新

聞聞社社のの記記事事をを読読みみ比比べべたたりり、、イインンタターーネネ

ッットト上上のの記記載載ののさされれ方方とと比比較較すするるとといい

っったた実実践践にに取取りり組組みみ、、多多様様なな視視点点かからら社社

会会的的事事象象をを把把握握すするる力力をを育育てててていいききたた

いい。。 
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１ はじめに 

  本本校校はは、、北北海海道道のの太太平平洋洋にに面面ししたた日日高高管管

内内中中部部ににああるる。。人人口口約約２２万万人人のの町町でで、、軽軽種種

馬馬業業やや漁漁業業をを基基幹幹産産業業ととししてていいるる。。牧牧場場にに

囲囲ままれれ、、太太平平洋洋をを一一望望ででききるる校校舎舎でで生生徒徒はは

生生活活ししてていいるる。。現現在在のの生生徒徒数数はは７７５５名名。。  

    今今年年度度、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校１１年年目目ででＮＮＩＩ

ＥＥのの良良ささやや実実践践手手法法をを校校内内でで共共有有しし、、少少しし

ずずつつ根根付付きき始始めめたた実実践践のの一一部部をを紹紹介介すするる。。  

 
２ 生徒の様子 

 校校長長講講話話のの時時やや外外部部講講師師がが全全校校生生徒徒へへ第第

一一声声、、挨挨拶拶ををししたた時時にに大大ききなな声声でで挨挨拶拶ででききるる

集集団団ででああるる。。全全校校合合唱唱をを披披露露ししたた際際はは、、保保護護

者者ののみみななららずず教教職職員員かかららもも感感動動ししたたととのの感感

想想ががああががるる。。  

新新聞聞購購読読家家庭庭はは全全体体のの約約４４割割でで、、学学校校にに来来

てて新新聞聞をを読読むむ機機会会がが増増ええたたとと答答ええたた生生徒徒がが

約約６６割割ににののぼぼっったた。。  

全全国国学学力力学学習習状状況況調調査査結結果果分分析析かからら、、正正しし

いい漢漢字字やや言言葉葉をを選選びび、、使使ううここととをを得得意意ととししてて

いいるるがが、、読読みみ手手のの立立場場にに立立っってて根根拠拠をを明明確確にに

ししてて文文章章をを整整ええるるここととやや、、自自分分のの考考ええををわわかか

りりややすすくく明明確確にに伝伝ええるる工工夫夫ををすするるここととをを苦苦

手手ととししてていいるる。。  

  

 

 

 

３ 実践の内容 

① 気になった新記事の紹介（社会科） 

授授業業者者のの「「今今日日のの新新聞聞紹紹介介はは○○○○ささ～～んん！！」」

のの発発声声とと生生徒徒のの拍拍手手かからら授授業業ははススタターートトすす

るる。。拍拍手手がが響響くく教教室室はは活活気気づづきき、、生生徒徒たたちちはは

仲仲間間ががどどんんなな記記事事をを紹紹介介すするるののかか楽楽ししみみにに

ししてていいるる。。  

生徒が新聞記事を紹介している  

 

そそのの日日のの紹紹介介者者はは、、事事前前にに記記事事をを選選んんでで要要

約約しし、、読読めめなないい漢漢字字ををチチェェッッククすするるななどど読読むむ

練練習習ををししてて、、「「ななぜぜ興興味味をを持持っったたののかか」」「「ここのの

記記事事をを読読んんだだ感感想想」」ににつついいててののココメメンントト原原稿稿

をを作作るる準準備備をを自自主主的的ににししてていいるる。。発発表表はは毎毎時時

間間、、名名簿簿順順でで行行いい、、記記事事をを実実物物投投影影機機でで写写しし、、

全全員員にに見見せせななががらら行行うう。。  

紹紹介介さされれるる内内容容ははトトッッププ記記事事やや事事件件・・事事故故、、

裁裁判判のの判判決決、、ススポポーーツツ、、地地元元のの話話題題ななどど様様々々。。

周周りりのの反反応応もも様様々々でで、、笑笑いいがが起起ここるる日日、、「「そそうう

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

実実践践指指定定校校のの取取組組をを校校内内外外へへ広広げげるるたためめのの実実践践  
新新ひひだだかか町町立立三三石石中中学学校校  教教諭諭  川川上上  知知子子  
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だだそそううだだ！！」」とと共共感感がが起起ここるる日日、、真真剣剣にに考考ええ

よよううととすするる表表情情をを見見せせるる日日ももああるる。。紹紹介介がが終終

わわるるとと全全員員でで感感想想をを交交流流ししてていいるる。。生生徒徒ににとと

っってて「「選選択択すするる楽楽ししささ」」やや「「自自分分ななりりにに考考ええ

ををももつつ」」良良ささががあありり、、現現代代社社会会へへ関関心心ををももつつ

よよううににななっってていいるる様様子子がが見見らられれるる。。  

紹介された新聞記事の内容について  

感想を交流する  

生徒が作成した原稿（レポート）を  

廊下に掲示  

 
②どの生徒も新聞に親しめる環境整備 

毎毎朝朝、、閲閲覧覧台台ににセセッットトししててくくだだささるる校校務務補補

ささんんののおおかかげげでで、、誰誰ででもも玄玄関関でで新新聞聞をを閲閲覧覧でで

ききるるよよううににななっってていいるる。。  

  冬冬、、玄玄関関がが冷冷ええるるののがが難難点点ででああるるがが、、ここここ

がが本本校校ににととっっててののベベスストトポポジジシショョンンででああるる。。

新新聞聞がが玄玄関関ににああるるここととををどどのの生生徒徒ももわわかかっっ

てていいるるしし、、授授業業でで使使うう新新聞聞記記事事をを探探すす３３年年生生

のの姿姿やや、、そそのの姿姿をを見見てていいるる下下級級生生たたちちににととっっ

てておお互互いいににいいいい刺刺激激ににななっってていいるるよよううででああ

るる。。  

新新聞聞がが身身近近ににああるる日日常常でではは、、色色んんなな人人がが新新

聞聞にに触触れれ、、ペペーージジををめめくくるる音音がが聞聞ここええるる。。通通

りりすすががりりにに目目にに入入っったた記記事事をを読読むむたためめ足足がが

止止ままるる生生徒徒。。興興味味をを惹惹かかれれたた広広告告記記事事をを見見つつ

めめるる生生徒徒。。授授業業のの合合間間ににほほっっとと一一息息、、じじっっくく

りり記記事事をを読読むむ先先生生。。本本校校のの新新聞聞閲閲覧覧台台前前でではは

色色々々なな新新聞聞模模様様がが見見らられれるる。。  

  

③新聞と関連図書で魅力的な空間提供 

～ 学校図書館司書との連携 ～ 

 学学校校図図書書館館読読書書関関連連事事業業でで、、新新ひひだだかか町町図図

書書館館かからら読読書書ササポポーートトににいいららししてていいるる新新井井

田田司司書書とと学学校校図図書書館館ででのの新新聞聞活活用用方方法法ををとと

ももにに考考ええたた。。  

  図図書書館館のの一一角角にに「「新新聞聞ののつつくくりり」」「「トトッッププ記記

事事をを比比べべててみみよようう」」「「新新聞聞とと関関連連すするる本本」」ココーー

ナナーーをを設設けけててみみたた。。  

  新新聞聞のの紙紙面面とと関関連連本本をを並並べべるるここととでで、、普普段段

読読ままなないい分分野野のの書書籍籍やや、、新新ししいい情情報報へへのの興興味味
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をを自自然然にに引引きき出出すすここととががででききそそううだだ。。ままたた、、

新新聞聞ををききっっかかけけにに専専門門性性のの高高いい書書籍籍、、雑雑誌誌等等

へへとと読読書書のの幅幅のの広広ががりりをを期期待待ででききそそううだだ。。今今

後後「「今今週週ののニニュューースス」」「「特特集集・・地地域域のの課課題題」」なな

どど、、明明確確ななテテーーママにに基基づづいいてて本本をを選選定定しし、、PPOOPP

ななどどでで紹紹介介すするる予予定定ででああるる。。  

  

新井田司書作成の新聞×本コーナー  

 

④教科や単元に関連する記事の授業活 

用を積極的に先生方に薦めてみる 

 本本校校はは１１，，２２年年社社会会科科をを布布村村教教諭諭がが、、３３年年

社社会会科科をを私私がが担担当当ししてていいるる。。  

  令令和和７７（（22002255 年年））1111 月月 33 日日読読売売新新聞聞１１面面

にに「「アアママゾゾンン火火災災９９月月急急増増」」のの見見出出ししのの記記事事

がが掲掲載載。。ちちょょううどど１１年年生生地地理理的的分分野野「「南南アアメメ

リリカカ州州」」のの単単元元でで活活用用ででききるるとと考考ええ、、布布村村教教

諭諭にに該該当当記記事事をを手手渡渡しし活活用用ののねねららいいやや活活用用

方方法法のの例例をを伝伝ええるるとと「「そそれれいいいいねねぇぇ！！」」とと快快

諾諾。。授授業業でで使使用用ししててくくれれたた。。  

記事内容から白抜き部分の語句を探す  

生徒  

布布村村教教諭諭はは、、森森林林とと耕耕地地面面積積のの変変化化をを持持続続

可可能能なな開開発発にに関関わわるる一一般般的的課課題題ととブブララジジルル

ににおおけけるる地地域域特特有有課課題題のの両両面面かからら捉捉ええささせせ

るるたためめ、、記記事事見見出出ししのの文文字字のの「「アアママゾゾンン」」だだ

けけをを隠隠しし（（白白抜抜ききににししてて））記記事事をを読読んんでで、、隠隠

ししたた文文字字がが何何かかをを見見つつけけささせせるる学学習習活活動動をを

授授業業ののははじじめめにに行行っったた。。  

膨膨大大なな文文字字量量にに抵抵抗抗感感をを示示ししてていいるる生生徒徒

やや、、記記事事以以外外のの広広告告等等にに関関心心ががううつつるる生生徒徒もも

いいたたがが（（授授業業でではは該該当当記記事事ののみみ切切りり抜抜いいてて活活

用用すするるここととををおおすすすすめめししまますす））粘粘りり強強くく記記事事

にに向向きき合合いい、、漢漢字字のの読読みみ方方をを教教ええ合合いい、、読読みみ

解解いいたたここととをを仲仲間間とと相相談談しし学学習習にに取取りり組組むむ

様様子子もも見見らられれたた。。  

記記事事かからら必必要要なな情情報報をを読読みみ取取るる学学習習をを通通

ししてて、、文文字字やや言言葉葉のの力力をを伸伸ばばすすとと同同時時にに、、  

生生ききたた情情報報をを通通ししてて社社会会へへのの視視野野をを広広げげるる

効効果果がが期期待待ででききるる。。教教科科書書ははたたくくささんんののこことと

をを教教ええててくくれれるる。。教教科科書書でで基基礎礎をを学学びび、、習習っっ

てて身身にに付付いいたた知知識識がが現現実実ののニニュューーススととどどうう
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関関わわっってていいるるののかか。。新新聞聞のの最最新新情情報報やや社社会会のの

多多様様なな意意見見にに触触れれささせせ、、生生徒徒のの学学力力向向上上やや論論

理理的的思思考考力力がが養養わわれれてていいくくとと考考ええるる。。  

 

⑤日胆地区セミナーでの授業公開 

 令令和和７７（（22002255 年年））1100 月月 1177 日日にに本本校校でで第第

1199 回回日日胆胆地地区区セセミミナナーーをを開開催催。。教教員員やや地地元元

新新聞聞販販売売関関係係者者ななどど約約 2200 名名がが参参加加ししたた。。３３

年年生生公公民民的的分分野野「「国国会会のの仕仕事事①①  法法律律のの制制定定

とと予予算算のの議議決決」」のの授授業業をを私私がが公公開開ししたた。。  

国国会会のの仕仕事事とと私私たたちちのの生生活活がが実実際際ににどどのの

よよううにに関関わわっってていいるるかか考考ええるるたためめ、、成成立立しし

たた予予算算やや制制定定さされれたた法法律律をを新新聞聞記記事事かからら読読

みみ取取りり、、主主権権者者のの私私たたちちははどどののよよううにに政政治治

とと関関わわるるととよよいいののかかをを生生徒徒ととととももにに探探求求すす

るるここととををねねららいいととししたた。。  

  

以以下下はは令令和和７７（（22002255 年年））1100 月月 1188 日日、、  

北北海海道道新新聞聞朝朝刊刊のの記記事事よよりり抜抜粋粋。。  

  

「「授授業業でではは、、生生徒徒 1199 人人がが近近年年制制定定さされれ   

たた法法律律ななどどのの記記事事をを読読みみ、、自自分分たたちちのの生生

活活ににどどうう影影響響すするるかかななどどをを議議論論ししたた。。授授

業業後後、、見見学学ししたた教教員員ららはは教教育育現現場場ででのの新新

聞聞活活用用法法ににつついいてて意意見見をを交交換換。。『『要要約約ししたた

ももののででははななくく、、記記事事そそののももののにに触触れれささせせ

るる経経験験はは大大切切』』『『時時間間ががかかかかるるたためめ、、事事前前

にに新新聞聞をを読読みみ込込まませせててもも良良いいののでではは』』なな

どどのの声声がが上上ががっったた。。（（福福島島なななな））」」   

 
 

 

 

  

令和７（2025 年）6 月 24 日  
日本経済新聞  
※授業で使用した新聞の一例  
 

４ 成果と課題 

新新聞聞をを有有効効にに活活用用すするるここととでで、、生生徒徒ににととっっ

てて興興味味やや関関心心をを持持ちちににくくいい課課題題ででああっっててもも

学学習習意意欲欲をを高高めめ「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび」」

にに導導けけるる資資料料ににななるるとと実実感感ししてていいるる。。  

５ おわりに 

NNIIEE のの良良ささをを校校内内外外にに広広めめらられれるるよよううにに、、

私私自自身身のの実実践践もも含含めめ、、日日本本新新聞聞協協会会認認定定アア

ドドババイイザザーーやや実実践践ししてていいるる方方のの取取組組等等をを見見

ててももららええるるよよううにに今今後後もも色色々々なな形形でで紹紹介介しし

てていいくくここととをを継継続続ししたたいい。。  

ままたた、、児児童童生生徒徒のの学学びびををよよりり豊豊かかににししてて

いいけけるるよよううにに、、新新聞聞のの新新たたなな活活用用方方法法やや切切

りり口口をを開開発発ででききるるよようう努努力力ししてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

 本本校校はは、、札札幌幌市市中中央央区区ににああるる小小規規模模校校ででああるる。。周周

りりをを山山にに囲囲ままれれ、、校校地地内内にに川川がが流流れれるる自自然然豊豊かかなな環環

境境にに恵恵ままれれてていいるる。。ままたた、、円円山山競競技技場場やや円円山山動動物物園園、、

大大倉倉山山ジジャャンンププ場場、、本本郷郷新新記記念念札札幌幌彫彫刻刻美美術術館館等等

様様々々なな教教育育施施設設ににもも恵恵ままれれてておおりり、、そそのの環環境境やや地地域域

をを生生かかししたた学学びびをを実実践践ししてていいるる。。  

  本本校校はは、、教教育育目目標標ででああるる「「自自立立・・共共生生・・未未来来志志向向

～～自自らら立立ちち、、ととももにに生生ききるるここととをを学学びび、、明明日日をを志志すす

生生徒徒」」のの実実現現にに向向けけてて、、実実践践をを重重ねねてていいるる。。子子どどもも

がが「「主主体体」」のの学学校校をを目目指指しし、、学学びびをを実実社社会会ににつつななげげ

るるたためめのの取取組組もも多多くく行行っってていいるる。。ままたた、、今今年年度度はは生生

成成ＡＡＩＩパパイイロロッットト校校ににもも認認定定さされれ、、ＡＡＩＩをを用用いいたた協協

働働的的なな学学びびやや個個別別支支援援ににつついいててもも研研修修とと実実践践をを重重

ねねてていいるる。。  

  ここううししたた恵恵ままれれたた環環境境とと先先進進的的なな試試みみがが、、生生徒徒たた

ちちのの自自分分をを取取りり巻巻くく社社会会にに対対すするる関関心心ををももつつ素素地地

ととななりり、、ＮＮＩＩＥＥのの活活動動ににおおいいててもも大大ききなな成成果果ををああげげ

てていいるる。。ＮＮＩＩＥＥ指指定定校校ととししてて３３年年目目をを迎迎ええたた今今年年度度

はは、、昨昨年年度度ままででのの蓄蓄積積をを更更にに発発展展ささせせ、、よよりり質質のの高高

いい実実践践をを展展開開すするるここととががででききたた。。  

  

２２..生生徒徒のの様様子子  

  本本校校のの生生徒徒はは、、自自然然豊豊かかなな環環境境でで小小規規模模校校ののよよささ  

  

  

をを生生かかししたた教教育育ののももとと、、伸伸びび伸伸びびとと学学校校生生活活をを送送っっ

てていいるる。。学学習習へへのの意意欲欲がが高高くく、、授授業業でではは真真剣剣にに課課題題

にに取取りり組組んんだだりり、、友友達達ととのの交交流流のの中中かからら新新たたなな課課題題

をを見見いいだだしし、、考考ええをを深深めめたたりりすするる姿姿ががみみらられれるる。。  

自自分分のの考考ええをを表表現現すするる機機会会もも多多くく、、生生徒徒もも意意欲欲的的

にに言言葉葉をを探探ししななががらら文文章章でで表表現現ししよよううととししてていいるる。。

「「学学習習ななどどにに関関すするるアアンンケケーートト」」のの結結果果にによよるるとと、、

当当該該学学年年（（２２学学年年））でではは「「意意見見をを書書くくととききににはは、、そそ

のの理理由由ををははっっききりりささせせてて書書くくよよううににししてていいるる」」「「意意

見見をを発発言言すするる前前にに、、自自分分のの考考ええががううままくく伝伝わわるるよようう

にに、、話話のの順順序序をを考考ええてていいるる」」とといいうう生生徒徒がが８８５５％％をを

超超ええてていいるる。。一一方方、、基基本本的的なな読読解解力力やや語語彙彙力力、、表表現現

力力にに課課題題ががああるる生生徒徒もも少少ななくくなないいののがが現現状状ででああるる。。

そそののたためめ国国語語科科だだけけででななくく、、各各教教科科やや日日常常のの様様々々なな

活活動動をを通通ししてて「「言言葉葉のの力力」」をを高高めめるるたためめのの工工夫夫やや取取

組組をを行行っってていいるる。。  

 

３．実践の内容 

①①  「「新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーー」」のの設設置置  

「「新新聞聞にに親親ししむむこことと」」「「身身近近なな話話題題やや国国内内外外ののニニ

ュューーススにに関関心心ををももつつこことと」」をを目目的的ととししてて、、本本校校２２階階

２２００２２５５年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

「「時時事事をを知知りり、、意意見見ををももつつ」」たためめのの新新聞聞のの活活用用  

                              ～～よよりり多多様様なな方方法法でで情情報報をを得得るるたためめにに～～  

  

                  札札幌幌市市立立宮宮のの森森中中学学校校  教教諭諭  桑桑山山  美美由由紀紀  
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図図書書室室前前にに新新聞聞閲閲覧覧台台をを設設置置ししてていいるる。。ままたた、、司司書書

ががピピッッククアアッッププししたた記記事事をを掲掲示示しし、、多多種種多多様様なな話話題題

にに触触れれらられれるるよよううににななっってていいるる。。一一人人一一台台端端末末がが導導

入入さされれたたここととにによよりり、、生生徒徒のの調調べべ学学習習ががととももすすれればば

ネネッットト上上のの情情報報ののみみにに頼頼りりががちちににななっっててししままうう中中、、

よよりり多多様様なな情情報報にに触触れれるる一一助助ととななっったた。。  

  

②②  社社会会科科ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥレレポポーートト  

  社社会会科科でではは、、定定期期的的にに「「ＮＮＩＩＥＥワワーーククシシーートト」」をを

用用いいたた取取組組をを行行っってていいるる。。ままずず、、社社会会科科のの教教師師がが記記

事事ををピピッッククアアッッププすするる。。今今年年度度はは、、「「市市街街地地にに出出没没すす

るる熊熊」」やや「「美美瑛瑛ののオオーーババーーツツーーリリズズムム」」ななどど、、北北海海

道道内内のの課課題題をを扱扱っったたももののやや、、公公民民でで学学習習すするる内内容容とと

関関連連ししたた記記事事をを扱扱っったた。。  

活活動動でではは、、記記事事のの内内容容をを要要約約ささせせたたりり、、そそのの記記事事

をを参参考考にに取取りり上上げげたた事事柄柄をを説説明明ささせせたたりりししたた後後にに

記記事事ににつついいててのの意意見見をを述述べべささせせてていいるる。。  

  ここののよよううにに、、様様々々なな教教科科でで新新聞聞にに触触れれるるここととでで、、

生生徒徒たたちちのの新新聞聞をを読読むむここととにに対対すするる抵抵抗抗感感がが軽軽減減

さされれてていいるるとと感感じじるる。。  

  

③③国国語語科科ににおおけけるる実実践践  

【【単単元元のの目目標標・・指指導導計計画画（（単単元元構構成成））】】  

  
１１．．単単元元名名  「「根根拠拠のの適適切切ささをを考考ええてて書書ここうう～～意意見見文文をを書書くく」」  
  
２２．．単単元元計計画画  

時 主な学習内容・活動 

１ ①① 課課題題をを決決めめ、、調調べべるる  

自分の「まいとぴっくす」ノートから注目するニュースを選び、課題に

関する情報を集め、それに対する意見をもつ。 

２ ①① 構構成成をを考考ええるる  

適切な根拠を選んで、意見と根拠を整理し、交流を行う。交流したこと

をもとに整理して構成を考える。 

３・４ ①① 意意見見文文をを書書くく 

５ ①① 交交流流すするる  

書いた文章を互いに読み合い、題材のとらえ方や観点の立て方、情報の

選択の仕方などについて意見を述べたり、自分の表現の参考にしたりす

る。 

  

本本単単元元をを効効果果的的にに行行ううたためめにに、、  

（（１１））  地地域域やや社社会会でで話話題題やや問問題題ににななっってていいるるここととななどどのの中中かからら課課題題をを決決めめるる。。  

（（２２））  適適切切なな根根拠拠をを選選びび、、「「理理由由づづけけ」」をを合合わわせせてて示示すす。。  

上上記記のの２２つつのの活活動動をを行行うう際際にに、、新新聞聞をを活活用用ししたた。。  

（（１１））「「ままいいととぴぴっっくくすす」」のの取取組組  

  本本校校でではは、、ＡＡ３３ノノーートトにに自自分分がが注注目目ししたた新新聞聞記記事事をを貼貼っってて感感想想やや意意見見をを書書くく「「ままいいととぴぴっっくくすす」」のの取取組組をを

続続けけてていいるる。。そそのの活活動動のの中中でで、、新新聞聞記記事事をを読読んんでで気気ににななるる用用語語をを調調べべたたりり、、関関連連すするるニニュューーススをを書書きき留留めめたた
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りりししてていいるる。。今今回回ははここれれままでで蓄蓄積積ししててききたた新新聞聞記記事事のの中中かからら自自分分がが最最もも注注目目すするる記記事事ににつついいてて課課題題をを設設定定しし

たた。。ままたた、、「「ままいいととぴぴっっくくすす」」のの活活動動時時ははおお互互いいににノノーートトをを見見合合いい、、ままととめめ方方のの工工夫夫やや他他者者のの考考ええにに触触れれるる機機

会会をを設設けけたた。。そそれれにによよりり、、学学習習をを重重ねねるるごごととにに内内容容にに深深ままりりがが見見らられれるるよよううににななっったた。。最最初初はは、、自自分分がが知知らら

なないい言言葉葉をを意意味味調調べべののよよううにに書書いいてていいたた生生徒徒もも、、他他のの人人ののノノーートトをを参参考考ににししななががらら専専門門用用語語をを調調べべるるよよううにに

ななっったたりり、、そそのの記記事事のの背背景景ににつついいてて更更にに深深くく調調べべたたりりすするるよよううににななっったた。。  

 

  

 

（（２２））「「ままなな bbeellll」」のの活活用用  

  自自分分がが設設定定ししたた課課題題にに対対すするる意意見見文文をを書書くくににはは、、説説得得力力をを高高めめるるたためめのの工工

夫夫がが必必要要ででああるる。。そそれれににはは客客観観的的でで信信頼頼性性のの高高いい事事実実をを根根拠拠ととすするる必必要要ががああ

るる。。課課題題にに関関すするる情情報報をを集集めめるる中中でで、、生生徒徒ははイインンタターーネネッットトにに頼頼りりががちちだだがが、、

よよりり信信頼頼性性のの高高いい情情報報をを集集めめるるににはは、、複複数数のの情情報報源源でで調調べべるるここととがが効効果果的的だだ。。

検検索索エエンンジジンンををももつつ「「ままなな bbeellll」」はは関関連連記記事事をを調調べべるるののにに適適ししてていいるる。。生生徒徒

たたちちはは、、「「ままなな bbeellll」」をを活活用用ししてて関関連連記記事事をを調調べべ、、必必要要なな内内容容ををノノーートトにに整整理理

ししななががらら書書きき留留めめてていいっったた。。  

（（３３））根根拠拠のの吟吟味味  

  集集めめたた情情報報ををももととにに「「自自分分のの意意見見」」とと「「意意見見をを支支ええるる根根拠拠」」をを整整理理すするる中中でで注注目目ししたたののはは、、「「意意見見」」とと「「根根

拠拠」」をを結結びび付付けけるる「「理理由由づづけけ」」ででああるる。。生生徒徒のの中中ににはは、、ここのの「「理理由由づづけけ」」にに難難ししささをを抱抱ええるる生生徒徒がが多多いい。。つつ

いい主主観観にに基基づづいいたた判判断断ををししててししままっったたりり、、論論理理のの飛飛躍躍ががああっったたりり、、「「理理由由」」とと「「根根拠拠」」ががずずれれてていいたたりりすするるケケ

ーーススががああるる。。ここのの点点はは生生徒徒本本人人でではは中中々々気気付付けけなないい。。そそここでで少少人人数数ののググルルーーププでで交交流流しし、、他他者者のの視視点点でで「「意意

見見」」とと「「根根拠拠」」、、そそれれををつつななぐぐ「「理理由由づづけけ」」をを吟吟味味ささせせたた。。  

  ままたた、、意意見見文文にによよりり説説得得力力ををももたたせせるる工工夫夫ととししてて、、想想定定さされれるる反反論論ととそそれれにに対対すするる意意見見をを述述べべるるここととがが挙挙

げげらられれるる。。ここのの交交流流ででもも「「意意見見」」にに対対すするる「「反反論論」」をを付付箋箋にに書書いいてていいっったた。。自自分分一一人人でではは中中々々反反論論をを想想定定すす

るるここととはは難難ししいいがが、、仲仲間間とと交交流流ししななががららそそれれぞぞれれのの考考ええををよよりり深深めめるるここととががででききたた。。  
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（（４４））支支援援がが必必要要なな生生徒徒にに対対ししてて  

  身身近近なな話話題題かからら課課題題をを決決めめたたりり自自分分のの意意見見ををももっったたりりすするるここととがが困困難難なな生生徒徒ににととっってて、、ここれれままでで自自分分がが注注

目目ししたた記記事事をを集集めめたた「「ままいいととぴぴっっくくすす」」ノノーートトがが有有効効ででああっったた。。選選択択肢肢のの幅幅がが限限らられれるるここととでで、、必必要要以以上上にに

迷迷ううここととななくく課課題題設設定定ををすするるここととががででききたた。。  

  意意見見のの構構築築やや適適切切なな根根拠拠をを選選ぶぶここととがが難難ししいい生生徒徒ににはは、、生生成成ＡＡＩＩをを使使っってて「「壁壁打打ちち」」をを行行わわせせたた。。生生成成ＡＡ

ＩＩとと協協働働ししななががらら自自分分のの意意見見にに足足りりなないいととこころろをを補補っったたりり、、根根拠拠のの適適切切ささににつついいててアアドドアアイイススををももららっったたりり

ししたたここととがが効効果果的的ででああっったた。。  

 

４．成果と課題 

（１）成果 

① 新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが大大幅幅にに増増ええたた 

ＮＮＩＩＥＥのの活活動動のの成成果果ととししてて、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが

大大幅幅にに増増ええたたここととがが挙挙げげらられれるる。。新新聞聞をを購購読読ししてていい

るる家家庭庭はは年年々々減減少少しし、、多多くくのの生生徒徒ににととっってて「「新新聞聞」」

とといいうう情情報報媒媒体体がが身身近近ななももののででははなないいとといいうう現現状状

ががああるる。。ニニュューーススやや情情報報をを見見たたりり集集めめたたりりすするるとときき

もも、、イインンタターーネネッットトをを使使ううここととがが一一般般的的ににななっってていい

るる。。そそののよよううなな中中でで、、校校内内にに「「新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーー」」

をを設設置置ししたたりり、、授授業業でで新新聞聞をを活活用用ししたたりりすするるここととでで

新新聞聞にに親親ししむむ生生徒徒がが増増ええたたここととがが成成果果だだとと考考ええるる。。 

 

② メメデディィアアリリテテララシシーー教教育育 

  新新聞聞かかららもも情情報報をを得得るる機機会会がが増増ええるるににつつれれ、、新新聞聞

ややイインンタターーネネッットト、、テテレレビビ等等様様々々ななメメデディィアアのの特特性性

をを理理解解しし、、そそれれをを考考ええななががらら多多様様なな方方法法でで情情報報をを集集

めめるるここととががででききるるよよううににななっったた。。新新聞聞記記事事ととイインンタタ

ーーネネッットトのの記記事事をを比比較較ししたたりり、、新新聞聞記記事事のの情情報報ををイイ

ンンタターーネネッットトでで更更にに詳詳ししくく調調べべてて補補っったたりりすするるここ

ととでで、、よよりり多多様様なな視視点点でで検検討討ししななががらら自自分分のの意意見見をを

構構築築すするるここととががででききるる生生徒徒がが増増ええたた。。  

 

（２）課題 

① 習習慣慣化化のの難難ししささ 

様様々々なな取取組組をを行行っったたがが、、ややははりり新新聞聞にに親親ししんんだだりり、、

読読んんだだりりすするるここととのの習習慣慣化化ににはは至至っってていいなないい。。本本校校

のの生生徒徒はは「「読読書書がが好好ききででああるる」」とといいうう生生徒徒がが 77割割程程

度度ににととどどままっってていいるる。。読読書書にに限限ららずず、、「「読読むむ」」機機会会がが  

少少なないい生生徒徒、、「「読読むむ」」ここととにに困困難難をを抱抱ええるる生生徒徒ににととっっ  

  

ててはは、、新新聞聞記記事事にに対対すするるハハーードドルルがが高高いいとと言言わわざざるる

ををええなないい。。生生徒徒がが日日常常的的にに新新聞聞をを読読よよううににななるるままでで

ににははままだだ時時間間ががかかかかるる。。  

  

② 情情報報リリテテララシシーー教教育育のの一一層層のの充充実実 

先先ほほどどもも述述べべたたよよううにに、、ＮＮＩＩＥＥのの活活動動にによよりり情情報報

リリテテララシシーーににつついいててもも学学習習すするる機機会会がが増増ええ、、的的確確なな

情情報報をを探探ししたたりり、、正正確確なな情情報報をを得得てて整整理理・・分分析析ししたた

りりすするる力力のの育育成成ににつつななががっったた。。ししかかししななががらら、、ＩＩＣＣ

ＴＴをを活活用用ししたた学学習習活活動動がが増増ええるるににつつれれ、、情情報報リリテテララ

シシーーににつついいててもも一一層層力力をを入入れれるる必必要要ががああるるとと感感じじ

たた。。特特にに、、生生成成ＡＡＩＩをを活活用用すするる生生徒徒もも増増ええててききてていい

るる。。そそのの中中でで、、ＡＡＩＩのの回回答答をを鵜鵜呑呑みみににししてて一一次次情情報報

にに当当たたららずずにに根根拠拠ととすするる生生徒徒ややＡＡＩＩのの意意見見ををそそのの

まままま取取りり入入れれよよううととししててししままうう生生徒徒ももおおりり、、危危ううささ

をを感感じじるる。。ここのの先先、、生生成成ＡＡＩＩががここれれままでで以以上上にに身身近近

なな存存在在ににななるるここととがが考考ええらられれるる。。上上手手にに付付きき合合ううたた

めめににもも、、情情報報にに関関すするる指指導導のの継継続続がが必必要要ででああるるとと痛痛

感感ししたた。。  

  

５．おわりに 

  情情報報社社会会をを生生ききるる生生徒徒たたちちににととっってて、、多多様様なな媒媒体体

かからら情情報報をを得得るるここととややそそれれをを通通じじてて情情報報リリテテララシシ

ーーをを身身にに着着けけるるここととはは必必須須課課題題ででああるる。。  

  一一人人一一台台端端末末のの導導入入はは学学校校現現場場ににととっってて大大ききなな

変変化化でであありり、、画画期期的的ななここととででああっったた。。ししかかしし一一方方でで、、

イインンタターーネネッットトかかららででししかか情情報報をを得得るるここととががなないい

とといいうう生生徒徒がが増増ええたたこことともも事事実実ででああるる。。NNIIEE のの活活動動

にによよりり、、そそのの状状況況にに一一石石をを投投じじるるここととががででききたたののでで

ははなないいかかとと考考ええるる。。今今後後のの方方向向性性をを模模索索ししたたいい。。 
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１１．．ははじじめめにに  

  南南茅茅部部中中学学校校のの全全校校生生徒徒はは 7744 名名ででああるる。。

北北海海道道 NNIIEE 推推進進協協議議会会のの実実践践校校のの指指定定（（２２年年

目目））をを受受けけ、、複複数数紙紙のの新新聞聞のの提提供供をを受受けけたた。。

ままたた、、昨昨年年度度かからら新新潟潟県県上上越越市市立立中中郷郷中中学学校校

（（以以下下中中郷郷中中））とと、、新新聞聞作作りりをを通通ししたた交交流流をを

継継続続しし、、両両校校でで協協働働しし、、ＮＮＩＩＥＥにに取取りり組組んんだだ。。  

  今今年年度度のの実実践践はは、、第第２２学学年年社社会会科科のの地地理理的的

分分野野（（北北海海道道地地方方のの特特色色））のの発発展展学学習習とといいうう

位位置置づづけけでで、、単単元元をを構構成成ししたた。。対対象象学学級級のの生生

徒徒はは 2244 名名ででああるる。。  

本本年年度度はは両両校校のの共共通通テテーーママをを「「高高齢齢者者とと災災

害害」」ととししたた。。理理由由ととししてて、、第第一一にに、、中中郷郷中中がが

総総合合的的なな学学習習のの時時間間でで、、防防災災学学習習にに取取りり組組んん

ででいいるるこことと。。第第二二にに、、昨昨年年度度にに南南茅茅部部中中がが作作

成成ししたた新新聞聞でで、、津津波波対対策策ととししてて、、急急斜斜面面にに設設

置置さされれたた避避難難階階段段やや、、漁漁港港のの防防波波堤堤をを記記事事にに

ししたた班班ががああっったたこことと。。第第三三にに、、両両校校のの地地域域がが、、

少少子子高高齢齢化化とといいうう同同様様のの課課題題をを抱抱ええてていいるる

こことと。。第第四四にに学学校校規規模模がが同同規規模模（（各各学学年年１１クク

ララススでで、、１１ククララスス２２００～～２２５５名名程程度度））でであありり、、

新新聞聞のの作作成成ややググルルーーププ分分けけななどど、、交交流流ががししやや

すすいいここととででああるる。。  

 

２２、、実実践践のの内内容容  

（（１１））単単元元目目標標  

「「他他地地域域のの問問題題のの解解決決にに向向けけたた新新聞聞づづくく

りりをを通通ししてて、、自自分分のの地地域域のの高高齢齢者者とと災災害害にに関関

わわるる課課題題をを理理解解すするる」」ととししたた。。   
 

 

（（２２））単単元元計計画画とと授授業業のの実実際際  

第第１１次次（（第第１１時時～～第第２２時時））     

「「新新聞聞づづくくりりのの基基礎礎をを学学ぼぼうう」」  

  

第第１１時時でではは、、新新聞聞のの作作成成にに先先立立っってて、、災災害害

時時のの避避難難訓訓練練（（高高齢齢者者福福祉祉施施設設））のの記記事事をを執執

筆筆ししたた北北海海道道新新聞聞のの記記者者ににごご協協力力ををいいたただだ

いいたた。。学学習習内内容容ととししてて、、第第一一にに、、取取材材をを行行うう

前前のの準準備備段段階階でで何何ををすするるかか（（過過去去のの避避難難訓訓練練

にに関関すするる記記事事をを検検索索すするる、、法法律律やや条条例例のの改改正正

状状況況をを把把握握すするる等等））。。第第二二にに、、取取材材時時のの注注意意点点

（（取取材材対対象象ををどどのの自自治治体体ののどどのの施施設設ににすするる

かか、、取取材材対対象象者者をを誰誰ににすするるかか等等））。。第第三三にに、、情情

報報のの精精査査ととししてて、、取取材材でで得得たた情情報報のの裏裏取取りり

（（文文献献ややイインンタターーネネッットト（（特特にに国国のの研研究究機機関関

ののササイイトトをを検検索索））をを行行ううこことと））。。第第四四にに、、発発信信

（（どどここにに焦焦点点をを絞絞っってて記記事事をを書書くくかか、、どどのの専専

門門家家のの意意見見をを掲掲載載すするるかか、、見見出出ししをを何何ににすするる

かか等等））をを行行ううここととななどどをを学学ぶぶここととががででききたた。。  

  

第第２２次次（（第第３３時時～～第第４４時時））   

  「「取取材材計計画画をを立立てて、、取取材材ををししよようう」」  

    

第第３３時時～～第第４４時時でではは、、職職場場体体験験をを活活用用しし、、

体体験験先先にに高高齢齢者者とと防防災災ににつついいてて取取材材をを行行っっ

たた。。      

４４つつののググルルーーププにに分分かかれれ、、取取材材でで集集めめたた情情

報報をを基基ににししてて、、個個人人でで記記事事をを分分担担・・作作成成しし、、

見見出出ししややレレイイアアウウトトをを考考ええ、、ググルルーーププでで１１つつ

のの新新聞聞をを作作成成ししたた。。新新聞聞のの作作成成ソソフフトトはは「「どど

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        

高高齢齢者者とと災災害害ををテテーーママととすするる新新聞聞作作りり  
          

函函館館市市立立南南茅茅部部中中学学校校    教教諭諭  中中川川  証証子子  

北北海海道道教教育育大大学学函函館館校校  講講師師  野野嵜嵜  雄雄太太  
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ううししんん  ままなな bbeellll」」をを活活用用ししたた。。  

具具体体的的なな取取材材活活動動ととししてて、、生生徒徒たたちちはは職職場場

体体験験学学習習のの訪訪問問先先でで、、高高齢齢者者がが災災害害時時ににどどのの

よよううにに避避難難すするるののかかをを尋尋ねねたた。。そそししてて、、記記事事

ととししてて整整理理ししてていいくくここととががででききたた。。高高齢齢者者施施

設設ややホホテテルル、、行行政政機機関関ななどど、、場場所所にによよっってて、、

対対策策がが異異ななるるここととががわわかかっったた。。次次のの図図１１～～４４

はは、、各各ググルルーーププがが作作成成ししたた新新聞聞ででああるる。 

  

第第３３次次  第第５５時時～～第第６６時時    

「「各各校校でで作作成成ししたた新新聞聞をを交交換換しし、、質質問問をを考考

ええよようう」」「「オオンンラライインンでで対対話話ししよようう」」  

  

  第第５５時時でではは、、上上越越市市立立中中郷郷中中がが作作成成ししたた新新

聞聞をを読読みみ、、疑疑問問点点やや質質問問事事項項ををままととめめたた。。そそ

ししてて、、オオンンラライインンにによよるる交交流流時時にに相相手手のの中中学学

生生かかららのの質質問問にに回回答答ででききるるよよううににししたた。。  

  第第６６時時でではは、、おお互互いいにに作作成成ししたた新新聞聞をを基基にに

ししてて、、オオンンラライインンでで意意見見交交換換ををししたた。。生生徒徒をを

２２つつののググルルーーププにに分分けけ、、ググルルーーププごごととににオオンン

ラライインンででつつななぎぎ、、おお互互いいのの記記事事ににつついいてて質質問問

とと回回答答をを行行っったた。。記記事事のの内内容容をを詳詳ししくく聞聞いいたた

りり、、記記事事ににつついいててのの疑疑問問点点をを尋尋ねねたたりりししたた。。  

  

第第４４次次  第第７７時時    

「「取取材材先先へへのの情情報報提提供供とと取取材材先先かかららココメメ

ンントトををももららおおうう」」  

  

  オオンンラライインン対対話話後後、、取取材材先先をを再再訪訪しし、、相相手手

のの中中学学校校かからら得得たた情情報報でで、、取取材材先先ににもも役役にに立立

つつとと考考ええらられれるる情情報報をを伝伝ええたた。。取取材材先先かかららココ

メメンントトををいいたただだきき、、自自分分のの作作成成ししたた記記事事のの振振

りり返返りりをを行行っったた。。  

 

 

 

図図１１  １１班班のの作作成成ししたた新新聞聞  

図図２２  ２２班班がが作作成成ししたた新新聞聞  
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図図３３  ３３班班がが作作成成ししたた新新聞聞  

図図４４  ４４班班がが作作成成ししたた新新聞聞  

 

３３、、成成果果  

  昨昨年年度度にに作作成成さされれたた先先輩輩たたちちのの新新聞聞のの内内

容容をを、、発発展展ささせせるるここととががででききるるよよううにに、、本本年年

度度はは取取材材とと記記事事のの内内容容ににここだだわわりり、、新新聞聞をを作作

成成ししたた。。生生徒徒たたちちはは、、自自分分がが取取材材ししてて集集めめたた

情情報報ををどどののよよううにに記記事事ににままととめめてていいくくののかか

苦苦労労ししななががらら書書いいてていいたた。。特特にに事事実実だだけけででなな

くく、、自自身身のの見見解解をを書書くくここととにに重重点点をを置置きき、、推推

敲敲をを重重ねねたた。。  

  新新聞聞をを作作成成すするる際際ににはは、、取取材材でで質質問問ししたた平平

常常時時・・緊緊急急時時・・外外部部連連携携のの三三つつのの観観点点かからら記記

事事をを作作成成ししたた。。特特にに避避難難訓訓練練ををどどののよよううにに行行

っってていいたたののかかをを詳詳ししくく書書くくよよううににししてていいたた。。  

ままたた、、学学校校ののああるる地地域域がが海海にに近近いいここととかからら、、

津津波波発発生生時時をを想想定定ししたた対対応応をを重重点点的的にに聞聞きき

取取っったた。。22002255 年年７７月月下下旬旬ににロロシシアア・・カカムムチチャャ

ツツカカ半半島島付付近近でで起起ききたた地地震震でで発発表表さされれたた津津

波波警警報報ででのの実実体体験験かからら、、自自力力避避難難がが困困難難なな方方

へへのの支支援援やや、、高高いい場場所所へへのの移移動動がが課課題題ででああるる

とと気気づづかかさされれたたよよううだだ。。高高齢齢者者のの命命をを守守るるにに

はは施施設設内内だだけけででななくく、、地地域域住住民民ととのの密密なな連連携携

がが不不可可欠欠だだとと感感じじたた生生徒徒がが多多かかっったた。。  

  次次のの資資料料１１、、資資料料２２はは、、オオンンラライインン対対話話のの

様様子子ででああるる。。ホホワワイイトトボボーードドをを準準備備しし、、質質問問

内内容容をを表表示示すするるななどど、、工工夫夫ししてて交交流流にに臨臨むむここ

ととががででききたた。。  

    

４４、、今今後後のの課課題題  

 今今後後はは、、両両校校のの生生徒徒にに授授業業前前後後にに実実施施ししたた

アアンンケケーートト、、授授業業でで作作成成ししたたワワーーククシシーートトへへ

記記述述、、作作成成ししたた新新聞聞記記事事のの内内容容ななどど、、生生徒徒のの

学学習習活活動動をを振振りり返返りり、、授授業業のの効効果果をを検検証証すするる

ここととででああるる。。そそししてて、、ＮＮＩＩＥＥのの授授業業開開発発やや次次

年年度度のの社社会会科科公公民民的的分分野野（（基基本本的的人人権権やや地地方方

自自治治等等））のの学学習習にに活活かかせせるるよよううににすするるここととでで

ああるる。。  
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 資料１ オンラインで遠隔地の中学生と対話している様子① 

資料２ オンラインで遠隔地の中学生と対話している様子②
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１．はじめに 

  本本校校はは、、自自らら考考ええるる生生徒徒（（創創造造））、、思思いいややるる

生生徒徒（（誠誠実実））、、行行動動すするる生生徒徒（（自自主主））、、ききたたええ

るる生生徒徒（（健健康康））とといいうう教教育育目目標標ののももととでで、、以以

下下ののよよううなな特特色色ああるる教教育育活活動動をを行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

＜＜キキャャリリアア教教育育・・ユユネネススココススククーールルのの実実践践＞＞  

地地域域のの団団体体のの力力をを借借りりたた職職場場体体験験学学習習をを

実実施施ししてていいるる。。自自己己設設定定ししたたテテーーママにに基基づづきき、、

職職業業ににつついいてて調調べべ学学習習をを行行いい、、地地域域事事業業所所等等

でで職職場場体体験験をを実実施施ししたたりり、、西西部部地地区区生生涯涯学学習習

振振興興会会のの主主催催ででソソククララテテススミミーーテティィンンググをを

実実施施しし、、１１００数数名名のの職職業業人人のの話話をを聞聞いいてて将将来来

にに向向けけてて具具体体的的にに今今何何ををすすべべききかかをを考考ええたた

りりししてていいるる。。ままたた、、カカボボチチャャ農農園園作作業業をを通通しし

たたＥＥＳＳＤＤ環環境境教教育育実実践践ととししてて、、カカボボチチャャをを種種

かからら育育てて、、栽栽培培、、収収穫穫かからら地地域域へへのの寄寄贈贈やや社社

会会貢貢献献とといいうう持持続続可可能能なな循循環環型型社社会会をを目目指指

すす環環境境教教育育をを実実践践ししてていいるる。。ささららにに、、人人権権・・

福福祉祉・・環環境境・・平平和和・・国国際際理理解解教教育育のの実実践践ととしし

てて、、ＳＳＤＤＧＧｓｓをを意意識識ししたた取取組組をを行行っってていいるる。。

人人権権教教室室やや命命のの大大切切ささににつついいててのの学学習習・・福福祉祉

体体験験やや福福祉祉学学習習のの充充実実・・ＥＥＳＳＤＤ・・平平和和やや国国際際  

  

理理解解教教育育（（道道内内大大学学留留学学生生ととのの交交流流やや市市内内ＡＡ

ＬＬＴＴをを活活用用ししててのの授授業業））にに力力をを入入れれてていいるる。。  

  

＜＜ココミミュュニニテティィ・・ススククーールル（（ＣＣＳＳ））のの推推進進＞＞  

  文文科科省省、、北北広広島島市市のの指指定定をを受受けけ、、ココミミュュニニ

テティィ・・ススククーールル事事業業をを推推進進。。小小中中９９年年間間のの発発

達達やや学学びびをを支支ええるる教教育育のの充充実実をを目目指指しし、、小小学学

校校、、地地域域のの関関係係機機関関等等とと連連携携ししななががらら「「地地域域

ととととももににああるる学学校校づづくくりり」」をを進進めめてていいるる。。地地

域域のの人人材材活活用用、、地地域域貢貢献献、、ＣＣＳＳをを利利用用ししたた学学

力力向向上上やや生生活活改改善善策策、、情情報報発発信信活活動動にに力力をを入入

れれてていいるる。。  

  

＜＜小小中中一一貫貫教教育育のの取取組組＞＞  

  ９９年年間間をを見見通通ししたた指指導導計計画画及及びび小小中中乗乗りり

入入れれ授授業業やや、、中中学学校校区区ででのの西西部部ススタタンンダダーードド

のの実実践践、、家家庭庭地地域域とと連連携携をを図図っったた生生活活習習慣慣のの

確確立立、、ＣＣＳＳととのの連連携携にによよるる小小中中合合同同のの交交流流活活

動動をを通通ししてて、、確確かかなな学学力力やや豊豊かかなな心心、、体体力力向向

上上、、開開かかれれたた学学校校づづくくりりをを目目指指ししてていいるる。。特特

ににＣＣＳＳ防防災災訓訓練練ややＣＣＳＳ災災害害図図上上訓訓練練ななどどはは、、

小小中中合合同同でで行行っってていいるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        新新聞聞のの活活用用とと対対話話・・協協働働学学習習  
      

                    北北広広島島市市立立西西部部中中学学校校  教教諭諭  野野田田朝朝日日那那  
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２.生徒の様子と授業づくり 

  本本校校はは、、小小学学１１年年生生かからら中中学学３３年年生生ままででのの

９９年年間間をを、、ほほぼぼ変変わわららぬぬメメンンババーーでで過過ごごすすここ

ととににななるる。。そそののたためめ、、ググルルーーププででのの話話しし合合いい

ななどどはは、、活活発発にに行行わわれれ、、自自分分たたちちでで課課題題のの解解

決決にに向向けけてて活活動動をを進進めめるるここととががででききるる。。おお互互

いいのの良良ささもも十十分分にに理理解解ししてていいるるいいっっぽぽううでで、、

一一度度関関係係がが拗拗れれててししままううとと修修復復がが難難ししくく、、苦苦

労労ししてていいるる様様子子もも見見らられれるる。。ままたた、、関関係係がが変変

わわららずず、、環環境境がが少少ししででもも変変わわるるここととへへのの不不安安

やや、、新新ししいいももののをを受受けけ入入れれるるここととがが不不得得手手なな

面面ががあありり、、新新たたなな人人間間関関係係をを構構築築ししてていいくくここ

ととへへのの苦苦手手意意識識ををももっってていいるる。。慣慣れれたた環環境境をを

好好むむここととかからら、、今今よよりりももももっっとと集集団団ととししてて向向

上上ししよよううとといいうう意意欲欲にに乏乏ししいいととこころろももああるる。。

ここののよよううなな背背景景かからら、、本本校校でではは、、「「主主体体的的にに学学

びび、、未未来来をを切切りり拓拓くく、、生生ききるる力力」」のの育育成成をを、、

重重点点教教育育目目標標にに掲掲げげ、、「「互互いいのの考考ええをを認認めめ合合

いい、、高高めめ合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成～～対対話話・・協協働働学学

習習のの工工夫夫をを通通ししてて～～」」とといいうう研研究究主主題題ののももとと

でで、、研研究究をを進進めめてていいるる。。対対話話協協働働学学習習にに力力をを

入入れれ、、対対話話のの質質をを高高めめるるたためめののフファァシシリリテテーー

シショョンンのの研研修修をを行行ううななどどししてて、、工工夫夫をを凝凝ららしし

てていいるる。。生生徒徒自自身身がが、、自自分分のの考考ええをを表表現現すするる

ここととにに加加ええてて、、他他者者のの意意見見をを傾傾聴聴しし、、尊尊重重すす

るるここととをを大大切切ににすするる授授業業づづくくりりをを行行っってていい

るる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（国国語語のの授授業業ででののデディィベベーートトのの様様子子））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（国国語語のの授授業業ででののススパパイイダダーー討討論論のの様様子子））  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（国国語語のの授授業業ででのの「「敬敬語語」」をを使使っったた対対話話のの様様子子））  

  

同同じじ教教材材やや場場面面をを読読んんででもも、、感感じじ方方やや捉捉ええ

方方はは人人そそれれぞぞれれでで、、そそのの価価値値観観のの相相違違をを交交流流

しし、、認認めめ合合ううここととががででききるるよよううににななるるここととがが

重重要要ででああるる。。新新聞聞記記事事をを活活用用しし、、読読みみ回回ししなな

どどををすするるここととでで、、いいろろいいろろなな考考ええにに触触れれ、、「「新新

ししいい視視点点」」でで事事象象ををととららええるる、、とといいうう体体験験をを

すするるここととががででききたた。。ささららにに、、昨昨今今のの日日本本やや世世

界界情情勢勢にに興興味味やや関関心心ををももつつききっっかかけけににももなな

っったた。。  

生生徒徒はは、、ネネッットト社社会会でで生生ききてておおりり、、文文字字をを

読読むむとといいうう習習慣慣ががななくく、、語語彙彙力力のの不不足足もも感感じじ

らられれるる。。新新聞聞記記事事ににはは、、中中学学生生ににししててははやややや

難難ししいい単単語語もも多多いいがが、、たたくくささんんのの種種類類のの語語にに

触触れれるるここととがが何何よよりり大大切切ででああるるとと感感じじるる。。  
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３．実践の内容 

①①  学学校校ででのの展展示示のの工工夫夫  

  本本校校でではは、、図図書書館館にに新新聞聞ののババッッククナナンンババーー

をを保保管管しし、、いいつつででもも活活用用ででききるるよよううににししてていい

るる。。最最新新版版はは、、常常設設ししてていいるる新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナ

ーーにに展展示示ししてていいるる。。子子どどもも新新聞聞やや、、季季節節等等にに

合合わわせせたた書書籍籍ももととももにに展展示示しし、、閲閲覧覧ででききるるよよ

ううににししてていいるる。。学学習習委委員員がが毎毎日日、、新新聞聞のの入入れれ

替替ええ等等をを行行っってていいてて、、誰誰ししももがが気気軽軽にに手手にに取取

れれるる環環境境ににああるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

今今年年度度かからら、、従従来来のの新新聞聞閲閲覧覧ココーーナナーーにに加加

ええてて、、ホホーールルにに特特設設ココーーナナーーをを設設けけ、、全全校校生生

徒徒おおよよびび全全教教職職員員がが、、気気軽軽にに新新聞聞をを手手ににすするる

ここととががででききるるよよううににししたた。。新新聞聞のの読読みみ方方にに関関

すするる書書籍籍やや、、複複数数のの新新聞聞をを置置くくここととでで、、よよりり

興興味味をを示示しし、、休休みみ時時間間にに新新聞聞をを開開いいててみみるる生生

徒徒やや授授業業でで活活用用ししててくくだだささるる先先生生がが増増ええたた。。  

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

②②  国国語語・・書書写写のの授授業業ででのの継継続続的的なな取取組組  

１１））ぶぶんんぶぶんん ttiimmee へへのの投投稿稿  

一一昨昨年年かからら、、ままずずはは新新聞聞にに興興味味ををももっっててもも

ららううたためめ、、「「ぶぶんんぶぶんん ttiimmee（（タタイイムム））」」をを読読みみ、、

中中高高生生がが新新聞聞をを創創っってていいるるとといいううここととをを感感

じじててももららいい、、実実際際ににテテーーママにに沿沿っったた作作文文をを書書

くく授授業業をを定定期期的的にに行行っったた。。実実際際にに掲掲載載さされれたた

生生徒徒ははととててもも喜喜びび、、学学習習ののモモチチベベーーシショョンンにに

ななっってていいたた。。ままたた、、周周りりのの友友人人もも、、そそのの生生徒徒

がが書書いいたた作作文文にに興興味味関関心心をを示示しし、、自自身身のの創創作作

にに生生かかししてていいたた。。掲掲載載さされれたた記記事事はは、、各各学学級級

やや校校内内のの掲掲示示板板でで全全校校生生徒徒おおよよびび全全教教職職員員

にに周周知知ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２））いいっっししょょにに読読ももうう！！作作文文ココンンククーールル  

毎毎年年、、継継続続応応募募ししてておおりり、、様様々々なな新新聞聞記記事事

にに触触れれ、、自自分分のの考考ええををももちち、、表表現現すするるとといいうう

機機会会をを設設けけててききたた。。たたくくささんんああるる新新聞聞のの中中かか

らら、、自自分分のの興興味味やや関関心心ががああるる記記事事をを選選択択しし、、

そそのの記記事事ににつついいててのの考考ええをを自自分分のの言言葉葉ででまま

ととめめたた。。ままたた、、そそのの記記事事をを他他者者（（友友人人やや家家族族））

ににもも読読んんででももららいい、、どどののよよううにに考考ええてていいるるかか

をを知知るるここととでで、、自自身身のの考考ええをを深深めめたた。。  

３３））卓卓上上四四季季トトレレーーニニンンググ  

学学力力テテスストト等等でで、、書書きき抜抜きき問問題題ででのの誤誤答答がが

目目立立つつここととかからら、、早早くく正正確確にに書書くく力力をを養養いいたた

いいとと思思いい、、「「語語彙彙力力・・集集中中力力・・速速記記力力・・正正確確にに

書書くく力力」」のの向向上上をを掲掲げげ、、書書きき写写しし学学習習用用のの卓卓

上上四四季季ノノーートトをを用用いいてて、、卓卓上上四四季季をを視視写写すするる

とといいうう取取組組をを実実施施ししたた。。  
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今今年年度度はは、、北北海海道道新新聞聞社社のの方方にに、、出出前前授授業業

をを依依頼頼しし、、回回しし読読みみをを行行っったた。。「「新新聞聞にに触触れれるる

機機会会ををももつつ」」、、「「知知ららなないい言言葉葉にに出出会会うう」」、、「「自自

分分のの考考ええのの整整理理」」、、「「価価値値観観のの違違いいをを理理解解すするる」」

とといいうう点点でで、、非非常常にに有有意意義義なな取取組組ととななっったた。。

新新聞聞をを読読むむとといいううここととにに慣慣れれてていいなないい、、活活字字

をを読読むむここととがが苦苦手手、、とといいうう生生徒徒もも、、回回しし読読みみ

ををししてて新新聞聞づづくくりりををすするるここととでで、、楽楽ししくく学学習習

すするるここととががででききてていいたた。。ままたた、、回回しし読読みみををすす

るるここととでで、、ココミミュュニニケケーーシショョンンのの必必然然性性がが生生

ままれれたたこことともも良良かかっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

４．成果と課題 

（１）成果 

６６社社のの新新聞聞をを購購読読ささせせてていいたただだいいたたこことと

でで、、記記事事のの比比較較ををししたたりり、、記記事事をを選選ぶぶ際際のの選選

択択肢肢がが増増ええたたりりななどど、、授授業業ででのの活活用用のの幅幅がが広広

ががっったた。。ままたた、、複複数数のの教教科科でで、、活活用用すするるこことと

にによよりり、、生生徒徒のの新新聞聞にに触触れれるる機機会会がが増増ええたた。。

以以前前よよりりはは文文字字をを読読むむここととやや資資料料ななどどかからら

情情報報をを得得るるここととににななれれててききたた様様子子ででああるる。。  

紙紙媒媒体体ののももののををめめくくるるとといいうう経経験験がが乏乏しし

いい生生徒徒もも多多いい時時代代だだがが、、新新聞聞をを通通ししてて「「紙紙をを

めめくくるる」」とといいうう経経験験をを積積むむここととががででききたた。。  

回回しし読読みみななどど、、ググルルーーププ交交流流のの際際ににはは、、一一

つつのの記記事事にに対対ししててそそれれぞぞれれのの意意見見ががああるるとと

いいううここととをを知知りり、、価価値値観観のの違違いいをを知知るるここととがが

他他者者理理解解ににもも繋繋ががっったた。。  

「「文文字字をを読読むむ」」とといいうう活活動動をを通通ししてて、、日日常常

会会話話でではは使使わわなないいがが、、社社会会でで必必要要ととさされれるる語語

にに出出会会いい、、わわかかららなないいここととをを調調べべるる良良いい機機会会

ににももななりり、、知知ららなないい語語にに触触れれるる、、語語彙彙をを増増やや

すす大大変変良良いい機機会会ににななっったた。。記記事事ににはは、、図図表表もも

多多くく用用いいらられれてていいるるここととかからら、、情情報報をを正正ししくく

読読みみ取取るる力力のの育育成成ににももつつななががっったた。。学学力力テテスス

トトやや、、チチャャレレンンジジテテスストト、、全全国国学学力力・・学学習習状状

況況調調査査ななどど、、求求めめらられれてていいるる力力のの育育成成にに結結びび

付付くくももののががああっったた。。  

  

（２）課題 

新新聞聞のの記記事事はは、、ああるる程程度度のの文文字字数数ががああるるたた

めめ、、読読みみ取取りりにに時時間間をを要要すするるここととかからら、、活活動動

のの時時間間のの確確保保にに課課題題がが残残っったた。。ままたた、、新新聞聞のの

活活用用がが適適切切なな場場面面にに位位置置づづけけらられれてていいたたかか

ななどど、、次次年年度度にに向向けけてて見見直直ししがが必必要要だだとと感感じじ

たた。。ささららにに、、十十分分なな成成果果をを得得るるたためめににもも、、体体

制制のの不不十十分分ささをを解解消消しし、、複複数数のの教教科科・・教教員員でで

実実践践ししてていいくく必必要要ががああるる。。  

  

５．おわりに 

取取組組方方法法等等ににつついいててはは、、前前年年度度のの反反省省ををいい

かかししてて取取りり組組むむここととががででききたた。。いいっっぽぽううでで、、

新新聞聞のの活活用用のの場場面面がが適適切切かかどどううかかににつついいてて、、

課課題題もも多多くく残残っったた一一年年ににななっったた。。新新聞聞のの活活用用

ががよよりり有有意意味味ななももののににななるるよようう、、成成果果とと課課題題

をを常常にに分分析析しし、、学学校校全全体体でで活活用用ををししてていいききたた

いい。。ままたた、、生生徒徒自自身身がが、、新新聞聞活活用用のの取取組組にによよ

りり、、「「力力ががつついいたた」」とと実実感感ででききるるよよううなな実実践践をを

模模索索ししてていいききたたいい。。 
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１．はじめに 

現現代代社社会会はは、、生生成成 AAII ををははじじめめととすするる急急激激

なな社社会会変変化化のの中中でで、、断断片片的的なな情情報報にに振振りり回回ささ

れれややすすいい状状況況ににああるる。。そそののたためめ、、事事象象をを一一面面

的的にに捉捉ええるるののででははななくく、、背背景景やや構構造造にに目目をを向向

けけ、、「「ななぜぜそそううななっってていいるるののかか」」「「そそのの構構造造はは

何何かか」」とと問問いい続続けけななががらら、、本本質質をを捉捉ええるる力力がが

ここれれままでで以以上上にに求求めめらられれてていいるる。。  

社社会会科科教教育育ににおおいいててもも、、知知識識のの量量的的なな習習得得

ににととどどままららずず、、生生徒徒がが社社会会事事象象をを広広いい視視野野でで

捉捉ええ、、背背後後ににああるる構構造造やや関関係係性性をを踏踏ままええてて考考

ええ、、判判断断ししよよううととすするる姿姿勢勢をを育育むむここととがが重重要要

ででああるる。。生生徒徒がが社社会会をを表表層層的的にに理理解解すするる段段階階

をを超超ええ、、事事象象をを構構造造的的にに捉捉ええるる社社会会認認識識をを形形

成成ししてていいくくここととがが、、社社会会科科のの役役割割ででああるるとと考考

ええるる。。  

ここううししたた課課題題意意識識ののももとと、、本本研研究究でではは、、社社

会会科科教教育育ににおおけけるる NNIIEE をを、、生生徒徒がが社社会会事事象象とと

継継続続的的にに向向きき合合いい、、背背景景やや構構造造をを手手ががかかりりにに

考考察察をを深深めめるるたためめのの有有効効なな手手立立ててととししてて位位

置置付付けけたた。。新新聞聞はは、、信信頼頼性性のの高高いい一一次次情情報報でで

ああるるとと同同時時にに、、複複数数のの視視点点やや立立場場をを内内包包ししてて

おおりり、、事事象象をを社社会会のの仕仕組組みみやや関関係係性性のの中中でで捉捉

ええ直直すす学学びびをを可可能能ににすするる。。本本実実践践はは、、NNIIEE をを

通通ししてて、、生生徒徒がが社社会会事事象象をを構構造造的的にに理理解解しし、、

判判断断やや行行動動へへととつつななげげてていいくく社社会会認認識識をを育育

成成すするるここととをを目目指指ししたた。。  

 

２．児童（生徒）の様子 

  第第 11 学学年年のの生生徒徒をを対対象象にに、、社社会会科科のの学学習習にに

おおいいてて生生徒徒がが自自覚覚ししてていいるる力力ににつついいてて実実態態  

  

調調査査をを行行っったたととこころろ、、以以下下ののよよううなな結結果果がが得得

らられれたた。。（（※※44 件件法法〈〈ととててももそそううででああるる・・そそうう

ででああるる・・どどちちららかかとと言言ええばばそそううででああるる・・そそうう

ででははなないい〉〉をを用用いい、、好好意意的的なな回回答答〔〔33・・44〕〕のの

割割合合をを示示ししてていいるる。。））  

  

【【ググララフフ１１】】生生徒徒へへののアアンンケケーートト  

以以上上のの結結果果かからら、、生生徒徒はは社社会会的的事事象象そそののもも

ののをを理理解解すするる力力ににつついいててはは一一定定程程度度身身にに付付

けけてていいるるもものののの、、事事象象をを社社会会構構造造やや背背景景とと結結

びび付付けけてて捉捉ええ、、多多面面的的・・多多角角的的にに考考察察すするる段段

階階ににはは十十分分にに至至っってていいなないいここととがが明明ららかかとと

ななっったた。。  

ここののここととはは、、出出来来事事をを個個別別のの事事実実ととししてて理理

解解すするる段段階階かからら、、社社会会構構造造をを手手ががかかりりにに時時代代

やや地地域域のの特特徴徴をを捉捉ええるるとといいうう社社会会認認識識のの在在

りり方方そそののももののにに課課題題ががああるるここととをを示示ししてていい

るる。。  

  

３３．．実実践践のの内内容容  

①①校校内内掲掲示示をを利利用用ししたた継継続続的的なな取取組組  

  「「物物事事のの表表層層ににととどどままららずず、、本本質質やや構構造造をを

捉捉ええるるここととののででききるる生生徒徒」」をを育育成成すするるたためめにに、、

新新聞聞記記事事にに対対すするる考考ええやや視視点点をを共共有有すするる場場

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

  
  

社社会会認認識識のの深深化化をを促促すす新新聞聞活活用用  
  
  

              北北海海道道教教育育大大学学附附属属旭旭川川中中学学校校  教教諭諭  吉吉田田  雅雅風風 
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ととししてて掲掲示示板板をを継継続続的的にに活活用用ししたた。。掲掲示示板板にに

はは毎毎月月、、「「環環境境問問題題」」「「ススポポーーツツ」」「「テテククノノロロジジ

ーー」」ななどど、、生生徒徒のの関関心心とと社社会会構構造造ととをを結結びび付付

けけややすすいいテテーーママにに沿沿っったた新新聞聞記記事事をを掲掲示示すす

るるととととももにに、、「「事事象象のの背背景景やや構構造造にに目目をを向向けけ

るるたためめのの視視点点（（教教師師ののメメモモ））」」をを併併せせてて提提示示しし

たた。。ここれれにによよりり、、生生徒徒はは記記事事のの内内容容そそののもものの

だだけけででななくく、、「「ななぜぜそそううななっってていいるるののかか」」「「どど

ののよよううなな立立場場やや仕仕組組みみがが関関わわっってていいるるののかか」」

とといいっったた問問いいををももっってて記記事事にに向向きき合合ううよようう

ににななりり、、掲掲示示板板のの前前でで自自然然とと立立ちち止止ままりり、、意意

見見をを交交わわすす姿姿がが見見らられれるるよよううににななっったた。。  

  生生徒徒同同士士のの対対話話をを通通ししてて、、多多様様なな見見方方やや考考

ええ方方にに触触れれるる機機会会がが生生ままれれ、、事事象象をを一一面面的的にに

捉捉ええるる段段階階かからら、、背背景景やや構構造造をを意意識識ししてて考考ええ

よよううととすするる姿姿勢勢へへととつつななががっってていいっったた。。  

 

 

 

 

 

 

 

  【写真 1】掲示板の様子 

②②  社社会会的的事事象象のの背背景景にに着着目目ささせせるる教教材材ととししててのの  

新新聞聞活活用用  

社社会会科科のの授授業業ににおおいいててはは、、生生徒徒がが事事象象をを表表

層層的的にに捉捉ええるる段段階階をを超超ええ、、社社会会のの背背景景やや構構造造

にに目目をを向向けけてて考考ええるるここととががででききるるよよううににすす

るるたためめ、、新新聞聞をを教教材材ととししてて意意図図的的にに活活用用ししたた。。

具具体体的的ににはは、、授授業業のの導導入入場場面面おおよよびび展展開開場場面面

のの二二つつのの段段階階でで新新聞聞をを位位置置付付けけたた。。  

（（11））授授業業のの導導入入場場面面ににおおけけるる新新聞聞活活用用  

授授業業のの導導入入でではは、、学学習習内内容容とと関関連連のの深深いい新新

聞聞記記事事をを提提示示しし、、ここれれかからら学学ぶぶ内内容容がが実実社社会会

ととどどののよよううににつつななががっってていいるるののかかをを意意識識ささ

せせたた。。教教科科書書のの内内容容とと重重ねね合合わわせせななががらら新新聞聞

記記事事をを読読みみ取取るるここととでで、、抽抽象象的的ににななりりががちちなな

学学習習内内容容をを、、現現実実社社会会のの具具体体的的なな事事象象ととししてて

捉捉ええるるここととがが可可能能ととななっったた。。  

  そそのの結結果果、、生生徒徒はは社社会会科科のの学学習習にに対対ししてて高高

いい関関心心ををももっったた状状態態でで授授業業にに臨臨むむよよううにになな

りり、、経経済済のの仕仕組組みみやや選選挙挙制制度度、、国国際際問問題題ななどど

ににつついいてて、、学学習習内内容容をを実実社社会会とと結結びび付付けけてて発発

言言すするる姿姿がが見見らられれるるよよううににななっったた。。  

（（22））授授業業のの展展開開場場面面ににおおけけるる新新聞聞活活用用  

授授業業のの展展開開場場面面でではは、、生生徒徒がが課課題題解解決決やや考考

察察をを行行うう際際のの資資料料のの一一つつととししてて新新聞聞記記事事をを

提提示示ししたた。。例例ええばば、、経経済済分分野野のの授授業業ににおおいいてて

はは、、財財政政政政策策にによよるる経経済済のの安安定定化化ににつついいてて理理

解解をを深深めめるるたためめ、、現現在在のの金金利利変変動動にに関関すするる新新

聞聞記記事事をを扱扱っったた。。  

  教教科科書書のの記記述述とと新新聞聞記記事事をを関関連連付付けけてて読読

みみ取取るるここととでで、、生生徒徒はは制制度度やや仕仕組組みみをを単単ななるる

知知識識ととししててででははななくく、、今今のの社社会会でで実実際際にに機機能能

ししてていいるる構構造造ととししてて捉捉ええ、、理理解解をを深深めめてていいたた。。  

ささららにに、、今今年年度度はは英英字字新新聞聞もも併併せせてて活活用用しし、、

同同一一のの社社会会事事象象をを国国内内外外のの視視点点かからら比比較較すす

るる学学習習をを行行っったた。。日日本本語語のの新新聞聞とと英英字字新新聞聞をを

読読みみ比比べべるるここととでで、、扱扱わわれれるる事事実実はは同同じじででああ

っっててもも、、着着目目点点やや論論のの組組みみ立立てて方方がが異異ななるるここ

ととにに気気付付きき、、事事象象をを一一つつのの見見方方にに固固定定せせずず、、

多多面面的的・・多多角角的的にに捉捉ええたたりりやや相相互互依依存存関関係係にに

着着目目ししたたりりすするるここととににつつななががっったた。。  

授授業業後後のの生生徒徒のの記記述述をを以以下下にに示示すす。。  

 

 

 

 

 

 

 

【資料 1】生徒の WS の記述（一部） 

③③  新新聞聞ススククララッッププ活活動動をを通通ししたた探探究究的的なな学学びび  

本本校校でではは、、昨昨年年度度にに引引きき続続きき、、道道北北新新聞聞スス

ククララッッププココンンククーールルにに第第１１学学年年のの全全生生徒徒がが

アアフフリリカカはは暑暑くくてて自自然然がが多多いい地地域域だだとと思思っってていいたた

がが、、新新聞聞ででレレアアメメタタルルのの記記事事をを読読んんでで、、日日本本ののススママーー

トトフフォォンンやや車車とと関関係係ががああるるここととがが分分かかっったた。。   

  日日本本はは資資源源がが少少なないいののでで、、アアフフリリカカかからら資資源源をを輸輸

入入ししてて生生活活ししてていいるる。。   

  アアフフリリカカのの問問題題はは遠遠いい国国ののここととででははななくく、、日日本本のの

便便利利なな生生活活をを支支ええてていいるる地地域域だだとと感感じじたた。。   
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参参加加すするる取取組組をを行行っったた。。本本実実践践でではは、、新新聞聞とと

いいうう信信頼頼性性のの高高いい一一次次情情報報をを基基にに、、生生徒徒がが自自

らら関関心心ををももっったた社社会会事事象象をを選選択択しし、、テテーーママをを

設設定定ししてて掘掘りり下下げげるるここととでで、、物物事事のの背背景景やや構構

造造にに目目をを向向けけてて考考ええるる力力をを育育成成すするるここととをを

目目的的ととししたた。。  

授授業業内内でではは、、生生徒徒一一人人一一人人がが新新聞聞記記事事をを選選

びび、、そそのの内内容容をを要要約約ししたた上上でで、、自自身身のの問問いいやや

考考察察をを加加ええたたススククララッッププをを作作成成ししたた。。記記事事のの

選選定定かかららテテーーママ設設定定、、整整理理、、考考察察にに至至るるままでで

をを生生徒徒自自身身のの判判断断にに委委ねねたたここととでで、、活活動動全全体体

にに主主体体性性がが生生ままれれ、、生生徒徒はは非非常常にに意意欲欲的的にに、、

楽楽ししみみななががらら取取組組にに向向かかうう姿姿がが多多くく見見らられれ

たた。。特特にに、、「「テテーーママをを決決めめてて掘掘りり下下げげるる」」過過程程

をを重重視視ししたたここととでで、、生生徒徒はは同同一一テテーーママにに関関すす

るる複複数数のの記記事事をを構構造造的的にに整整理理・・比比較較ししななががらら

考考察察をを深深めめ、、単単ななるる感感想想ににととどどままららずず、、社社会会

のの仕仕組組みみやや背背景景、、因因果果関関係係にに目目をを向向けけたた記記述述

をを行行ううよよううににななっったた。。ここののよよううなな追追究究すするる学学

びびをを通通ししてて、、生生徒徒はは事事象象をを表表層層的的にに捉捉ええるる段段

階階をを超超ええ、、背背景景やや構構造造をを踏踏ままええたた深深いい社社会会認認

識識をを形形成成ししてていいっったた。。  

扱扱わわれれたたテテーーママはは、、経経済済、、政政治治、、自自然然環環境境、、

人人権権、、テテククノノロロジジーーななどど多多岐岐ににわわたたりり、、中中にに

はは英英字字新新聞聞をを用用いいてて国国内内外外のの報報道道をを比比較較しし、、

視視点点のの違違いいにに着着目目すするる生生徒徒もも見見らられれたた。。ここうう

ししたた多多様様ななテテーーママ設設定定はは、、生生徒徒のの幅幅広広いい興興味味

関関心心をを起起点点ととししななががららもも、、一一つつのの事事象象をを深深くく

追追究究すするる学学びびへへととつつななががっってていいたた。。  

ままたた、、完完成成ししたたススククララッッププををククララスス内内でで共共

有有しし、、互互いいののテテーーママやや考考察察をを紹紹介介しし合合うう交交流流

活活動動をを行行っったた。。生生徒徒はは、、他他者者のの視視点点にに触触れれるる

ここととでで、、自自分分ににははななかかっったた見見方方やや問問いいにに気気付付

きき、、多多面面的的・・多多角角的的なな捉捉ええ方方のの重重要要性性をを実実感感

ししてていいたた。。  

  ささららにに、、本本取取組組でで作作成成ししたたススククララッッププをを道道

北北新新聞聞ススククララッッププココンンククーールルにに応応募募ししたたとと

こころろ、、各各部部門門ににおおいいてて最最優優秀秀賞賞・・優優秀秀賞賞をを受受

賞賞すするるななどど、、高高いい評評価価をを得得るるここととががででききたた。。  

  

  【【写写真真２２】】ススククララッッププココンンククーールルのの作作品品  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

本本研研究究でではは、、第第 11 学学年年生生徒徒 110022 名名をを対対象象にに、、

社社会会事事象象をを多多面面的的・・多多角角的的にに捉捉ええよよううととすするる

意意識識おおよよびび、、事事象象をを事事実実やや背背景景・・構構造造にに基基づづ

いいてて捉捉ええるる力力のの変変化化ををアアンンケケーートト調調査査にによよ

りり検検証証ししたた。。そそのの結結果果、、「「事事象象をを多多面面的的・・多多角角

的的にに捉捉ええよよううとと意意識識ででききてていいるる」」とと回回答答ししたた

生生徒徒はは、、事事前前調調査査のの 6655％％かからら事事後後調調査査でではは

9911％％へへとと上上昇昇ししたた。。ままたた、、「「社社会会的的事事象象のの背背景景

にに着着目目ししたた理理解解」」ががででききてていいるるとと回回答答ししたた生生

徒徒もも、、4400％％かからら 7766％％へへとと増増加加ししたた。。ここれれららのの

結結果果かからら、、新新聞聞をを活活用用ししたた継継続続的的なな学学びびがが、、

生生徒徒のの社社会会事事象象にに対対すするる認認識識をを、、表表層層的的理理解解

かからら構構造造的的理理解解へへとと深深化化ささせせるる上上でで一一定定のの

効効果果ををももたたららししたたここととがが分分かかるる（（ググララフフ 22））。。  

  

  

  

  

  

  

  

【【ググララフフ２２】】生生徒徒へへののアアンンケケーートト結結果果  

ままたた、、掲掲示示板板ででのの意意見見共共有有やや新新聞聞ススククララッッ

ププ活活動動をを通通ししてて、、生生徒徒はは同同一一テテーーママにに関関すするる
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複複数数のの記記事事をを比比較較・・整整理理ししななががらら考考察察をを進進めめ

るるよよううににななりり、、事事象象をを断断片片的的にに捉捉ええるるののでではは

ななくく、、背背景景やや因因果果関関係係にに目目をを向向けけたた記記述述がが多多

くく見見らられれるるよよううににななっったた。。特特にに、、テテーーママをを自自

らら設設定定しし掘掘りり下下げげるる探探究究的的なな学学習習過過程程ににおお

いいててはは、、主主体体的的にに楽楽ししみみななががらら学学びびにに没没頭頭すす

るる姿姿がが顕顕著著でであありり、、そそのの過過程程がが結結果果ととししてて深深

いい社社会会認認識識のの形形成成ににつつななががっってていいたた。。  

ささららにに、、新新聞聞とといいうう日日常常的的なな媒媒体体をを教教材材とと

ししてて用用いいたたここととでで、、世世界界やや地地域域でで起起ききてていいるる

出出来来事事をを自自ららのの生生活活とと結結びび付付けけてて捉捉ええるる姿姿

勢勢がが育育ままれれ、、社社会会をを「「知知るる対対象象」」かからら「「関関わわ

りり、、考考ええるる対対象象」」ととししてて捉捉ええ直直すす契契機機ととななっっ

たた。。以以上上ののここととかからら、、本本実実践践はは、、社社会会科科ににおお

けけるる新新聞聞活活用用のの意意義義をを改改めめてて示示すすももののででああ

るるとと言言ええるる。。  

（（２２））課課題題  

一一方方でで、、本本実実践践をを通通ししてて、、今今後後にに向向けけたたいい

くくつつかかのの課課題題もも見見ええててききたた。。  

  一一つつ目目はは、、新新聞聞記記事事のの読読みみ取取りりにに難難ししささをを

感感じじるる生生徒徒へへのの支支援援ででああるる。。新新聞聞はは有有効効なな教教

材材ででああるる一一方方、、内内容容やや表表現現がが難難ししくく、、理理解解にに

時時間間をを要要すするる生生徒徒もも見見らられれたた。。今今後後はは、、記記事事

のの要要点点をを絞絞っったたりり、、補補足足資資料料をを用用いいたたりりすするる

ななどど、、理理解解をを助助けけるる工工夫夫がが必必要要ででああるる。。  

二二つつ目目はは、、事事象象をを事事実実やや背背景景にに基基づづいいてて捉捉

ええるる力力のの定定着着ででああるる。。実実践践後後ののアアンンケケーートトでで

はは、、多多くくのの生生徒徒にに変変化化がが見見らられれたたもものののの、、十十

分分にに身身にに付付いいたたととはは言言いい切切れれなないい生生徒徒ももいい

たた。。ここううししたた力力はは、、一一度度のの実実践践でで身身にに付付くくもも

ののででははなないいたためめ、、今今後後もも継継続続的的にに学学習習のの中中でで

扱扱っってていいくく必必要要ががああるる。。  

三三つつ目目はは、、学学びびのの成成果果のの捉捉ええ方方ででああるる。。生生

徒徒のの考考ええのの深深ままりりやや視視点点のの広広ががりりをを、、どどののよよ

ううにに評評価価しし、、次次のの学学習習ににつつななげげてていいくくかかににつつ

いいててはは、、ささららななるる工工夫夫がが求求めめらられれるる。。ままたた、、

掲掲示示板板やや新新聞聞ススククララッッププとといいっったた取取組組をを教教

科科内内ににととどどめめずず、、学学校校全全体体でで共共有有ししてていいくく方方

法法ににつついいててもも検検討討ししてていいききたたいい。。ここれれららのの取取

組組がが一一時時的的なな活活動動にに終終わわららなないいよようう、、継継続続的的

にに社社会会事事象象とと向向きき合合ええるる学学習習環環境境をを整整ええてて

いいくくここととがが今今後後のの課課題題ででああるる。。  

 

５５．．おおわわりりにに  

本本実実践践はは、、新新聞聞とといいううリリアアルルタタイイムム性性とと多多

様様なな視視点点ををももつつ教教材材をを通通ししてて、、生生徒徒がが社社会会事事

象象をを表表層層的的にに捉捉ええるる段段階階をを超超ええ、、背背景景やや構構造造

にに目目をを向向けけてて考考ええるるここととをを可可能能ににししたた。。掲掲示示

板板ででのの継継続続的的なな意意見見交交流流やや授授業業内内ででのの活活用用、、

新新聞聞ススククララッッププにによよるる追追究究的的なな学学びびをを重重ねね

るるここととでで、、生生徒徒はは事事象象をを多多面面的的・・多多角角的的にに捉捉

ええよよううととすするる意意識識をを高高めめるるととととももにに、、事事実実にに

基基づづいいてて考考ええ、、自自分分ななりりのの意意見見をを形形成成ししよようう

ととすするる姿姿勢勢をを身身にに付付けけてていいっったた。。  

ここののここととはは、、生生徒徒がが社社会会事事象象へへのの関関心心をを深深

めめ、、社社会会をを単単ななるる事事実実のの集集積積ととししてて理理解解すするる

段段階階かからら、、背背景景やや因因果果関関係係をを踏踏ままええ、、社社会会のの

構構造造やや全全体体像像ととししてて捉捉ええ直直すす社社会会認認識識をを形形

成成ししつつつつああるるここととをを示示ししてていいるる。。新新聞聞をを教教育育

にに取取りり入入れれるるここととはは、、単単ななるる知知識識のの習習得得ににとと

どどままららずず、、現現実実社社会会とと学学びびととをを結結びび付付けけなながが

らら、、社社会会認認識識のの質質をを高高めめるる有有効効なな手手段段ででああるる

ここととがが明明ららかかととななっったた。。  

ととりりわわけけ、、複複数数のの記記事事をを比比較較しし、、視視点点やや立立

場場のの違違いいをを意意識識ししななががらら考考察察すするる学学びびはは、、事事

象象をを一一面面的的にに判判断断すするるののででははななくく、、背背景景やや構構

造造をを踏踏ままええてて捉捉ええよよううととすするる力力のの育育成成ににつつ

ななががっったた。。ここううししたた力力はは、、不不確確実実性性のの高高いい現現

代代社社会会をを生生ききるる上上でで不不可可欠欠なな資資質質・・能能力力ででああ

りり、、2211 世世紀紀型型のの学学びびととししてて位位置置付付けけるるここととがが

ででききるる。。  

今今後後もも、、新新聞聞とといいうう身身近近でで信信頼頼性性のの高高いい媒媒

体体をを活活用用ししななががらら、、生生徒徒がが社社会会のの本本質質をを見見極極

めめ、、構構造造的的にに社社会会をを捉捉ええ続続けけ、、よよりりよよいい社社会会

のの在在りり方方をを構構想想ししてていいくく力力をを育育成成すするる実実践践

をを継継続続ししてていいききたたいい。。  

57



 
 
 
 
 
 
 
１．はじめに 

  本本校校はは、、札札幌幌市市北北区区のの端端にに位位置置すするる、、生生徒徒

数数 666600 人人程程度度のの中中規規模模なな学学校校ででああるる。。少少しし行行

けけばば石石狩狩市市とと接接ししてていいてて、、札札幌幌市市とと石石狩狩市市双双

方方のの魅魅力力をを感感じじらられれるる地地域域ででももああるる。。  

  NNIIEE 実実践践はは実実践践指指定定校校ととななるる前前かかららもも、、取取

りり組組ままれれてておおりり NNIIEE のの土土壌壌ははででききてていいるる。。しし

かかしし、、新新聞聞購購読読家家庭庭はは年年々々減減少少すするる傾傾向向ににはは

歯歯止止めめががかかかかららなないい。。  

  そそののよよううなな環環境境のの中中でで、、新新聞聞にに親親ししまませせるる

こことと、、新新聞聞記記事事にに触触れれささせせるるここととはは効効果果ががああ

るるとと実実感感ししてていいるる。。                                

 

２.生徒の様子 

  本本校校はは、、新新聞聞をを購購読読ししてていいなないい家家庭庭がが多多いい

がが、、校校内内にに新新聞聞がが手手にに取取れれるるよよううにに置置かかれれてて

いいるるこことと、、書書写写やや美美術術のの授授業業でで新新聞聞紙紙をを使使っっ

てていいるるここととかからら新新聞聞紙紙をを手手にに取取るるここととはは多多

いい。。そそののよよううなな授授業業のの中中でで、、たたままたたまま見見つつけけ

たた新新聞聞記記事事にに目目ををととおおしし興興味味をを示示すす生生徒徒もも

少少ななくくなないい。。  

  ままなな bbeellll はは教教科科ににととどどままららずず、、総総合合的的なな

学学習習のの時時間間ににもも活活用用ししてていいるるののでで、、新新聞聞記記事事

検検索索やや新新聞聞作作成成ににはは慣慣れれてていいるる。。  

                      

３．実践の内容 

①①学学校校司司書書とと連連携携ししたた取取りり組組みみ  

  本本校校でではは学学校校司司書書がが、、階階段段のの踊踊りり場場、、図図書書

館館前前のの机机・・廊廊下下をを使使っってて新新聞聞をを生生徒徒がが読読みみやや

すすいい環環境境をを作作っってていいるる。。通通りりががかかりりにに読読んんでで

いいるる生生徒徒もも数数多多くくいいるる。。  

 

階階段段のの踊踊りり場場にに掲掲示示さされれてていいるる記記事事 

特特にに猫猫ピピッッチチャャーーはは人人気気ががああるる  

 

    連連載載「「シシゴゴトトビビトト」」ををフファァイイルルにに入入れれてて  

    過過去去ににささかかののぼぼっってて読読めめるるよよううににししてて

いいるる  

  

  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        図図書書館館とと連連携携ししたた新新聞聞活活用用  
      

              札札幌幌市市立立屯屯田田北北中中学学校校  教教諭諭  福福井井  剛剛史史  
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  図図書書館館前前のの廊廊下下にに置置かかれれたた中中高高生生新新聞聞・・

KKOODDOOMMOO 新新聞聞とと全全国国紙紙のの閲閲覧覧台台  

  

昼昼休休みみににはは多多くくのの生生徒徒がが図図書書館館にに訪訪れれるる

ととももにに新新聞聞をを手手にに取取っってていいるる姿姿ががああるる。。ささらら

にに廊廊下下のの壁壁をを使使っってて、、時時事事ネネタタのの新新記記事事とと中中

高高生生新新聞聞付付録録のの時時事事王王でで時時事事問問題題にに対対すするる

興興味味をを高高めめてていいるる。。  

  

  

  

②②教教員員にに新新聞聞をを使使っっててももららうう取取りり組組みみ  

  実実践践指指定定校校ととししてて届届いいたた新新聞聞とと学学校校でで購購  

読読ししてていいるる新新聞聞がが同同じじ時時ににはは職職員員室室のの机机にに  

新新聞聞をを広広げげてて、、職職員員がが読読めめるるよよううににししてていいるる。。  

ここれれにによよっってて、、新新聞聞をを手手にに取取っったたりり、、読読むむ  

職職員員がが少少ししずずつつだだがが増増ええててききたた。。  

  

③③総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににおおけけるるままなな bbeellll のの  

活活用用  

  11，，22 年年生生でではは総総合合的的なな学学習習のの時時間間ににままなな

bbeellll をを使使っってて、、新新聞聞記記事事検検索索とと新新聞聞作作成成をを行行

っったた。。  

  作作成成ししたた新新聞聞をを以以下下にに紹紹介介すするる。。  
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４．成果と課題 

（１）成果 

 本本校校のの取取りり組組みみととししてて、、学学校校図図書書館館ととのの連連

携携はは強強みみででああるる。。学学校校司司書書とと教教員員がが連連携携しし、、

生生徒徒がが興興味味をを持持ちちそそううなな記記事事をを選選びび、、掲掲示示しし

てていいるる。。  

  おお互互いいののセセンンススをを生生かかししななががらら、、11 人人でで取取

りり組組むむよよりりもも負負担担もも少少ななくく NNIIEE 活活動動をを進進めめるる

ここととががででききてていいるる。。  

  ままなな bbeellll はは教教科科のの授授業業ののみみななららずず、、総総合合

的的なな学学習習のの時時間間ににもも活活用用すするるここととでで、、過過去去のの

新新聞聞記記事事ににもも興興味味をを持持つつここととががででききたた。。生生徒徒

のの新新聞聞（（ニニュューースス））にに対対すするる意意識識がが変変わわっってて

来来てていいるるとと感感じじるる。。  

 

（２）課題 

  一一方方、、課課題題ととししててままなな bbeellll のの新新聞聞づづくくりり

をを複複数数のの教教員員でで指指導導ししたたたためめ、、指指導導にに差差がが出出

ててししままっったたここととががああげげらられれるる。。新新聞聞づづくくりりにに

慣慣れれてていいるる先先生生はは、、写写真真やや図図のの配配置置ななどど細細かか

いいととこころろままでで簡簡単単にに指指導導ででききるるがが、、不不慣慣れれなな

教教師師はは、、既既存存ののレレイイアアウウトト通通りりのの指指導導ににととどど

ままっっててししままうう面面ががああっったた。。  

  次次年年度度はは、、教教員員内内ででよよりり細細かかなな計計画画をを共共有有

ししてて進進めめるるここととととししたたいい。。  

  ままたた、、ままなな bbeellll のの時時間間制制限限もも課課題題ででああるる。。

家家庭庭学学習習でで取取りり組組まませせるるここととがが難難ししかかっったた。。

いいつつででもも使使ええるるままなな bbeellll ににななるるここととをを望望むむ。。  

  

５．おわりに 

 本本校校でではは、、数数年年ににわわたたりり実実践践指指定定校校ととししてて

NNIIEE にに取取りり組組んんででききたた。。新新聞聞のの紙紙ををめめくくるる経経

験験、、新新聞聞をを作作るる経経験験、、そそれれららはは必必ずず生生徒徒のの力力

ににななるるとと信信じじてていいるる。。  

次次年年度度以以降降もも新新聞聞（（新新聞聞紙紙））のの良良ささをを感感じじ

ささせせるる取取りり組組みみをを考考ええてていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

  本本校校のの実実践践はは今今年年度度でで５５年年目目ででああるる。。「「三三

角角ロロジジッックク」」をを主主ととししたた実実践践をを３３年年間間行行いい、、

生生徒徒のの読読むむ力力とと書書くく力力のの育育成成にに努努めめたた。。昨昨年年

度度はは、、文文章章をを書書くく際際のの情情報報とと情情報報のの関関係係性性とと

ししてて、、「「具具体体」」とと「「抽抽象象」」ににつついいてて取取りり上上げげてて

資資質質・・能能力力のの育育成成にに努努めめたた。。  

  今今年年度度はは、、情情報報社社会会をを生生ききてていいくく子子供供たたちち

ににととっってて、、未未来来のの教教育育にに必必要要なな力力ととししてて「「情情

報報をを適適切切にに選選びび取取るるこことと」」をを課課題題ととししてて取取りり

組組んんだだ。。ここれれはは、、普普段段目目ににししてていいるる情情報報のの偏偏

りりやや、、自自分分のの考考ええをを伝伝ええるるたためめのの「「根根拠拠」」のの

取取りり上上げげ方方、、必必要要なな情情報報をを集集めめるる際際のの妥妥当当性性

がが、、ここれれかかららのの時時代代にに必必要要なな力力だだとと考考ええたたたた

めめででああるる。。ここのの取取組組はは、、今今年年度度だだけけでで終終わわらら

ずずにに、、中中学学校校３３年年間間をを通通ししてて深深めめてていいくくもものの

ととししたたいい。。ままたた、、学学習習活活動動でで生生徒徒がが感感じじてていい

るる課課題題をを適適切切にに取取りり上上げげ、、学学びびをを深深めめてていいけけ

るるよよううににししたたいい。。  

 

２.生徒の様子 

  現現在在中中学学１１年年生生をを担担当当ししてておおりり、、学学年年でで約約

１１５５００名名ほほどど在在籍籍ししてていいるる。。国国語語のの学学習習にに意意

欲欲的的にに励励むむ生生徒徒がが多多くく、、時時ににはは楽楽ししみみななががらら

学学習習をを進進めめてていいるる様様子子がが見見らられれるる。。一一方方でで、、

自自分分のの考考ええをを表表現現すするるここととにに課課題題をを感感じじてて

いいるる生生徒徒がが多多いい。。原原因因ととししてて、、「「意意見見」」とと「「事事

実実」」のの区区別別にに難難ししささをを感感じじてておおりり、、情情報報とと情情

報報のの関関係係性性ににつついいてて理理解解にに課課題題がが見見らられれてて

いいるる。。「「意意見見」」とと「「事事実実」」のの情情報報とと情情報報のの関関係係

性性をを入入口口ににししてて、、根根拠拠のの妥妥当当性性やや正正当当性性ままでで  

  

  

考考ええをを深深めめてていいけけるるよよううににししてていいききたたいい。。  

                      

３．実践の内容 

①①  情情報報のの関関係係にに気気付付くく  

新新聞聞記記事事をを用用いいたた授授業業をを行行うう前前にに、、教教科科書書

のの「「言言葉葉ををももつつ鳥鳥、、シシジジュュウウカカララ」」をを用用いいてて、、

「「事事実実」」とと「「意意見見」」のの関関係係性性やや、、文文章章のの構構成成

ににつついいてて特特徴徴にに気気がが付付いいたたりり、、理理解解をを深深めめたた

りりすするるここととををねねららっったた。。  

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        「「情情報報」」とと「「情情報報」」のの関関係係性性とと妥妥当当性性  
      

              札札幌幌市市立立真真栄栄中中学学校校  教教諭諭  遠遠藤藤  翔翔太太  
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ここれれはは、、新新聞聞記記事事とと同同様様にに段段落落ごごととのの関関係係

やや文文章章のの展展開開がが明明確確ででああるるこことととと、、教教科科書書とと

いいうう身身近近なな教教具具をを用用いいるるここととでで、、新新聞聞記記事事にに

向向きき合合うう前前にに「「読読みみ方方」」がが見見つついいてていいててほほしし

いい願願いいかかららででああるる。。  

 

②②  「「ままなな bbeellll」」でで新新聞聞記記事事にに向向きき合合うう  

 教教科科書書のの教教材材でで「「シシジジュュウウカカララ」」がが取取りり上上

げげらられれてていいたたののでで、、生生物物ととししてて関関連連ののああるる

「「熊熊」」をを取取りり上上げげてて授授業業をを行行っったた。。ここれれはは、、

授授業業をを行行っったた時時期期にに、、新新聞聞にに限限ららずずテテレレビビなな

どどででもも報報道道さされれるるここととがが多多かかっったたここととかからら、、

生生徒徒がが記記事事をを選選定定ししたた経経緯緯ががああるる。。  

  教教師師側側ののねねららいいととししてて、、熊熊にに対対すするる事事件件のの

報報道道やや、、熊熊ととかかかかわわりりののああるる立立場場のの考考ええななどど、、

様様々々なな角角度度かかららのの記記事事がが多多いいここととでで、、最最終終的的

なな目目標標のの根根拠拠のの妥妥当当性性・・正正当当性性ににせせままりりたたいい

かかららででああるる。。  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

    

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

 生生徒徒はは、、札札幌幌市市内内でで起起ききたた事事件件ででああるるこことと

もも手手伝伝っってて、、熊熊のの恐恐ろろししささをを早早々々にに捉捉ええてていい

たた。。そそここでで、、アアイイヌヌ民民族族ととヒヒググママのの関関係係がが書書

かかれれたた記記事事をを取取りり上上げげたた。。そそここかからら別別のの記記事事

をを探探ししははじじめめ、、立立場場のの違違いいにによよっってて主主張張がが違違

ううここととにに気気がが付付いいてていいたた。。ままたた、、ヒヒググママへへのの

対対策策のの記記事事をを取取りり上上げげるるここととでで、、地地域域住住民民のの

立立場場ににたたちち、、別別のの角角度度かかららのの主主張張をを捉捉ええてていい

たた。 

 ここれれららのの記記事事をを踏踏ままええてて、、生生徒徒はは「「主主張張」」

をを支支ええるるたためめににはは「「関関連連のの深深いい根根拠拠」」をを使使わわ

なないいとと伝伝わわららなないい、、とといいううここととにに気気がが付付いいてて

いいたた。。そそここかからら、、「「根根拠拠」」ととししててどどううななののかか、、

とといいうう声声ががああががっったたたためめ、、別別のの根根拠拠でで主主張張をを

伝伝ええるるここととははででききなないいののかか検検証証すするるこことととと

ししたた。。  

 結結果果ととししてて、、ほほととんんどどのの記記事事のの根根拠拠はは妥妥当当

ででああるる、、とといいうう結結論論にに至至っったた。。ししかかしし、、根根拠拠

のの適適切切ささはは、、生生徒徒ががああるる程程度度のの情情報報をを保保持持しし

てていいるる、、ままたたはは、、そそのの分分野野ににつついいてて明明るるいいここ

〈生徒Ａ 説明文の取組２〉  
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とともも条条件件ととししてて考考ええらられれるるたためめ、、「「ヒヒググママ」」とと

いいうう生生徒徒ににととっっててそそここままででななじじみみ深深くくなないい

テテーーママでではは、、ままだだ図図りり切切れれてていいなないいよよううにに思思

わわれれるる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果と課題 

（１）成果 

  生生徒徒がが文文章章をを読読みみ取取るる中中でで、、情情報報とと情情報報のの

関関係係のの理理解解をを深深めめるる様様子子がが見見らられれたた。。ままたた、、

教教科科書書教教材材でで読読みみ方方にに対対すするる理理解解をを深深めめたた

ここととでで、、普普段段ななかかななかか目目ににすするる機機会会がが少少ななくく

ななっったた新新聞聞記記事事ででもも、、情情報報のの関関係係性性やや論論理理のの

展展開開にに目目がが向向いいてていいたた。。ままたた、、新新聞聞記記事事ははそそ

のの時時期期のの応応じじたた内内容容ににななっってていいるるたためめ、、生生徒徒

がが楽楽ししみみななががらら学学習習活活動動をを行行っってていいたたこことと

もも大大ききいいよよううにに思思うう。。  

ままたた、、新新聞聞記記事事がが「「ヒヒググママ」」のの記記事事がが豊豊富富

ででああっったたこことともも手手伝伝っってて、、「「主主張張」」とと「「根根拠拠」」

をを組組みみ替替ええるる学学習習活活動動がが、、「「根根拠拠のの妥妥当当性性」」にに

生生徒徒がが気気付付くく大大ききなな要要因因だだっったた。。新新聞聞記記事事はは

一一つつのの考考ええにによよららずず、、様様々々なな立立場場かかららのの主主張張

（（意意見見））ががああるるここととがが、、ととててもも有有効効だだっったたよよ

ううにに思思うう。。ここれれはは、、立立場場がが違違ううここととでで、、主主張張

にに至至るるままででのの道道筋筋やや根根拠拠ととのの関関係係性性をを、、慎慎重重

にに読読みみ捉捉ええるるここととががででききたたたためめででああるる。。  

 

（２）課題 

一一方方でで、、情情報報のの妥妥当当性性・・正正当当性性にに迫迫るるこことと

ががででききななかかっったたここととはは課課題題ででああるる。。生生徒徒のの中中

にに生生ままれれたた「「問問いい」」ががそそちちららにに向向いいてていいたただだ

けけにに、、残残念念ででああっったた。。生生徒徒はは、、根根拠拠のの妥妥当当性性

ににつついいてて気気付付くく様様子子はは見見らられれたた。。ししかかしし、、今今

回回のの学学習習活活動動でではは、、そそここにに迫迫るるここととははででききなな

かかっったた。。原原因因ととししてて考考ええらられれるるののはは、、情情報報のの

妥妥当当性性・・正正当当性性はは、、自自分分がが表表現現すするる立立場場ででなな

いいとと考考ええるるここととがが難難ししいいののででははなないいかか、、とと考考

ええてていいるる。。ここれれはは、、自自分分ににととっってて「「必必要要なな情情

報報」」ととししてて捉捉ええるる必必要要ががああるる、、とといいううここととがが

大大ききいいたためめだだとと考考ええるる。。  

たただだ、、生生徒徒のの気気付付ききやや考考ええがが向向いいてていいるるのの

はは事事実実ななののでで、、別別のの学学習習活活動動でで引引きき続続きき学学びび

をを深深めめてていいききたたいい。。  
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＜指導案・指導計画などの資料編＞ 

 
【単元の目標・指導計画（単元構成）】  
Ⅰ「言葉をもつ鳥、シジュウカラ」〈４時間〉  
 ※「事実」と「意見」などの情報と情報の関係を、段落同士の関係

から捉える。  
 ※筆者の論理の展開について、根拠を示しながら自分の考えを書

く。  
 
Ⅱ「まな bell」での、新聞記事の読み取り〈２時間〉  
 
【本時の目標・本時の展開】  
・段落同士の関係を捉えるための因果や具体と抽象、「根拠」と「主

張」などの考え方について理解を深める。 〔知識及び技能（２）ア〕 
 
・段落同士の関係性やその並び順にかかわる筆者の意図について、

自分の考えをもつ。 〔思考力，判断力，表現力等  Ｃ（１）ウ〕  
 
①「ヒグマ」について書かれた新聞記事を、３つ探す。 

②選んだ新聞記事の、段落の関係性や論理の展開を読み取る。  

③３つの文章を比較して、それぞれの特徴を捉える。  

④３つの新聞記事の、「主張」と「根拠」を入れ替えて、根拠の妥当

性について考える。 
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、十十勝勝平平野野西西部部にに位位置置しし、、６６学学級級１１

４４３３名名のの生生徒徒がが学学校校生生活活をを送送っってていいまますす。。   

今今年年度度ももＮＮＩＩＥＥ実実践践校校のの指指定定をを受受けけ、、授授業業

等等ででのの新新聞聞記記事事のの活活用用やや新新聞聞複複数数紙紙にによよるる

閲閲覧覧ココーーナナーーのの充充実実、、新新聞聞制制作作をを継継続続ささせせるる

ここととががででききままししたた。。   

今今回回のの実実践践報報告告でではは、、戦戦後後８８００年年にに関関わわっっ

てて『『戦戦争争とと未未来来』』ににつついいててのの学学びびをを深深めめるるたた

めめにに行行っったた『『新新聞聞をを活活用用ししたた実実践践』』ににつついいてて

紹紹介介ししまますす。。   

 

 

２２．．実実践践のの内内容容  

（（１１））社社会会科科（（歴歴史史的的分分野野））のの授授業業   

①①  歴歴史史のの教教科科書書かからら、、戦戦争争ににつついいてて学学ぶぶ。。   

【【第第二二次次世世界界大大戦戦】】   

満満州州事事変変、、日日中中戦戦争争、、太太平平洋洋戦戦争争をを題題

材材にに、、戦戦争争のの流流れれ、、歴歴史史的的事事項項やや戦戦時時下下

のの人人々々のの生生活活ななどどににつついいてて、、教教科科書書のの記記

述述内内容容やや写写真真・・ググララフフ等等のの資資料料かからら基基礎礎

的的基基本本的的なな学学習習内内容容ににつついいてて学学びびままししたた。。  

②②  新新聞聞記記事事「「現現代代のの視視点点でで紙紙面面化化」」かからら、、戦戦

争争のの状状況況やや当当時時のの様様子子ににつついいてて学学ぶぶ。。   

22002255 年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

戦戦争争とと未未来来ににつついいててのの学学びびをを深深めめるる新新聞聞活活用用のの実実践践  

～～新新聞聞ででつつななががるる、、教教科科横横断断的的なな平平和和ににつついいててのの学学びび～～  

芽芽室室町町立立芽芽室室西西中中学学校校  教教諭諭   掛掛水水成成幸幸    

戦争の流れ、歴史的

事項や戦時下の生活

などについて、教科

書や新新聞聞記記事事

の内容から学ぶ。  

朝朝日日新新聞聞記記事事デデーータタ

ベベーースス「「声声   語語りりつつ

ぐぐ戦戦争争」」をを活活用用し、

戦時中の家族への思

いについて、関連す

る記事を見つけ出

し、様々な記事を読

んで学ぶ。  

施設訪問し、施設利

用者へ『昔のこと、

戦争について聞いて

みよう』で、直接聞

いた声から学ぶ。  

聞聞いいたたこことととと同同じじよよううなな内内容容のの記記事事ががああるるののかか、、   

記記事事デデーータタベベーーススでで再再度度様様々々なな記記事事をを読読みみ、、調調べべるる。。   

戦戦争争とと未未来来にに対対しし、、   

多多角角的的ににととららええ、、   

理理解解をを深深めめるるここととがが   

ででききるる。。  

新新聞聞デデーータタベベーーススのの活活用用   

新新聞聞デデーータタベベーーススのの活活用用   

新新聞聞記記事事のの活活用用   
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【【資資料料】】北北海海道道新新聞聞 22002255 年年 88 月月 1155 日日  

（（ 11994455 年年 88 月月 1155 日日をを現現代代のの視視点点でで紙紙面面化化）） 

 

【【紙紙面面をを読読んんででのの生生徒徒のの感感想想】】   

 日日本本はは何何度度もも戦戦争争ををしし、、多多くくのの人人々々をを失失

っっててききたたとといいううここととががわわかかっったた。。ここううしし

たた経経験験かからら日日本本はは戦戦争争ををししなないい宣宣言言ををしし、、

平平和和主主義義ににななっったたののかかななとと思思っったた。。   

 戦戦争争がが終終わわららせせらられれたたここととががちちゃゃんんととしし

たた言言葉葉でで綴綴らられれてていいてて、、本本当当ににああっったた話話

ななんんだだとと実実感感ししたた。。写写真真がが当当時時のの辛辛ささをを

伝伝ええてていいてて、、よよりり見見てていいてて悲悲ししいい気気持持ちち

ににななっったた。。戦戦争争はは終終わわっったたけけれれどどそそのの戦戦

争争のの被被害害はは多多くく、、生生きき残残っったた人人ははどどんんなな

気気持持ちちだだっったただだろろううとと考考ええささせせらられれたた。。   

 戦戦争争でで日日本本やや他他国国ににもも多多大大ななるる被被害害がが出出

たたここととをを忘忘れれててははななららなないいとと思思ううしし、、戦戦

争争をを知知りり、、二二度度ととししててははいいけけなないいとといいうう

ここととをを再再確確認認ででききたた。。   

 原原爆爆三三発発目目のの投投下下ににつついいててのの記記事事をを読読みみ、、

札札幌幌がが第第一一候候補補ににななっってていいたたここととをを知知っっ

てて驚驚いいたたしし、、戦戦争争がが続続いいてていいたたらら北北海海道道

ははどどううななっってていいたたののかかとと考考ええるるとと、、ととてて

もも怖怖くくななっったた。。   

 玉玉音音放放送送ににつついいててわわかかりりややすすくく、、当当時時のの

出出来来事事ががよよくく伝伝わわっっててききたた。。特特にに、、教教科科

書書でで習習っったたここととだだけけででははわわかかららなないい放放送送

内内容容やや騒騒乱乱ののここととをを知知っってて驚驚いいたた。。   

 ななぜぜソソ連連とと日日本本軍軍のの樺樺太太部部隊隊はは終終戦戦のの詔詔

令令がが発発布布さされれたたににももかかかかわわららずず戦戦闘闘をを続続

けけたたののかか、、ななぜぜ自自分分勝勝手手にに領領土土をを広広げげよよ

ううととソソ連連はは攻攻撃撃にに動動いいたたののかか、、そそここがが疑疑

問問にに思思っったた。。   

【【ここのの実実践践ににつついいててのの考考察察】】   

ポポツツダダムム宣宣言言やや玉玉音音放放送送ななどどのの歴歴史史的的事事

項項にに当当時時のの人人々々ががどどののよよううにに関関わわっったたののかか、、

ままたた原原子子爆爆弾弾がが北北海海道道ににもも投投下下がが計計画画さされれ

てていいたたここととななどど、、教教科科書書ででははわわかかららなないいこことと

がが掲掲載載さされれてていいてて、、生生徒徒ににはは戦戦争争ががよよりり身身近近

ななももののにに感感じじらられれ、、よよりり知知識識をを深深めめるるここととがが

ででききままししたた。。   

  

（（２２））道道徳徳（（家家族族愛愛））のの授授業業   

①①  朝朝日日新新聞聞記記事事デデーータタベベーーススをを活活用用すするる。。   

 

▲▲朝朝日日新新聞聞記記事事デデーータタベベーースス『『声声   語語りりつつぐぐ戦戦争争』』   

②②  戦戦時時下下のの生生活活のの中中のの、、家家族族へへのの思思いいににつつ

いいてて、、様様々々なな記記事事をを読読んんでで学学ぶぶ。。   

 

▲▲記記事事デデーータタベベーーススでで記記事事をを検検索索すするる生生徒徒   
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【【生生徒徒のの感感想想とと、、ここのの実実践践ににつついいててのの考考察察】】  

 戦戦争争体体験験のの重重要要性性   

「「ユユーーチチュューーブブととかかじじゃゃわわかかららなないい戦戦争争

をを体体験験ししたた人人のの実実際際にに体体験験ししたたここととががたたくく

ささんんああっってていいろろんんななここととをを知知るるここととががでできき

たた」」とといいううよよううにに、、実実際際のの体体験験談談をを通通じじてて戦戦

争争ののリリアアルルなな状状況況をを理理解解ででききたたここととがが強強調調

さされれてていいままししたた。。   

 多多様様なな視視点点のの提提供供   

「「日日本本だだけけででなないい、、アアジジアアななどどのの太太平平洋洋

戦戦争争のの様様子子もも理理解解ででききるるよよううなな投投稿稿だだっったた」」

とと述述べべらられれてていいてて、、戦戦争争にに関関すするる多多様様なな視視

点点やや地地域域のの体体験験がが紹紹介介さされれてていいるるここととがが評評

価価さされれてていいままししたた。。   

 戦戦争争のの恐恐ろろししささのの再再認認識識   

「「戦戦争争ががどどれれだだけけ悲悲惨惨だだっったたかかわわかかっったた」」

とといいうう感感想想かからら、、戦戦争争のの悲悲惨惨ささややそそのの影影響響

をを深深くく理理解解すするるここととががででききたたここととがが伝伝わわりり

ままししたた。。   

 次次世世代代へへのの継継承承のの重重要要性性   

「「戦戦争争をを体体験験ししたた人人ははももううおお年年寄寄りりのの人人

たたちちばばかかりりでで次次のの世世代代にに伝伝ええるる人人がが少少ななくく

ななっってていいるるがが、、ここのの『『声声   語語りりつつぐぐ戦戦争争』』をを

今今のの若若いい人人たたちちややそそのの後後のの世世代代がが見見るるこことと

でで忘忘れれらられれななくくななっってていいらられれれればばいいいいななとと

思思っったた」」とと、、体体験験談談をを通通じじてて次次世世代代にに戦戦争争のの

記記憶憶をを伝伝ええるる重重要要性性がが述述べべらられれてていいままししたた。。  

 戦戦争争にに対対すするる意意識識のの変変化化   

「「戦戦争争ははややっっててもも何何もも得得ににななららなないいしし関関

係係なないい人人ままでで苦苦ししむむののははどどううかかとと思思うう」」とと

いいうう意意見見かからら、、戦戦争争にに対対すするる意意識識がが変変わわりり、、

戦戦争争をを避避けけるるべべききだだとといいうう強強いい思思いいがが表表現現

さされれてていいままししたた。。   

 

ここののよよううにに、、多多くくのの生生徒徒がが、、戦戦争争のの悲悲惨惨ささ

ややそそのの影影響響をを再再認認識識ででききままししたた。。戦戦争争体体験験のの

投投稿稿をを通通じじてて得得たた知知識識やや感感情情がが多多角角的的にに表表

現現さされれてておおりり、、戦戦争争のの恐恐ろろししささややそそのの教教訓訓をを

次次世世代代にに伝伝ええるるここととのの重重要要性性がが強強調調さされれてて

いいままししたた。。   

※※ここのの活活動動はは新新聞聞紙紙面面にに掲掲載載さされれままししたた。。   

【【資資料料１１】】朝朝日日新新聞聞 22002255 年年 1100 月月 2266 日日  

 

（（３３））総総合合的的なな学学習習（（福福祉祉体体験験学学習習））のの時時間間のの授授業業  

①①  高高齢齢者者へへののイインンタタビビュューーかからら、、戦戦争争ににつつ

いいてて学学ぶぶ。。   

高高齢齢者者ににつついいてて学学習習ししたたここととををももととにに、、

施施設設訪訪問問しし高高齢齢者者とと交交流流ししままししたた。。高高齢齢者者

へへののイインンタタビビュューー『『昔昔ののここととににつついいてて聞聞いい

ててみみよようう』』かからら、、戦戦争争ののこことと、、戦戦争争でで食食べべ物物

ななどど必必要要ななももののがが少少ななくく生生活活がが大大変変だだっったた

ここととななどど、、高高齢齢者者のの声声かからら学学びびままししたた。。   

高高齢齢者者ととのの交交流流をを通通じじてて戦戦争争やや日日常常生生活活

ににつついいててのの貴貴重重なな体体験験をを共共有有すするるここととががでで

ききままししたた。。生生徒徒のの感感想想でではは、、対対話話をを通通じじてて得得

たた戦戦争争のの実実情情やや平平和和のの重重要要性性、、歴歴史史のの継継承承

ににつついいててのの気気づづききをを見見るるここととががででききままししたた。。  

※※ここのの活活動動はは紙紙面面にに掲掲載載さされれままししたた。。   

【【資資料料２２】】十十勝勝毎毎日日新新聞聞 22002255 年年 1100 月月 1155 日日   

 

②②  体体験験でで学学んんだだここととををももととにに再再度度調調査査しし、、

戦戦争争・・平平和和にに対対すするる理理解解をを深深めめるる。。   

直直接接聞聞いいたたこことととと同同じじ内内容容のの記記事事ががああるる

かか、、記記事事デデーータタベベーーススでで再再度度調調べべままししたた。。   

 

【【生生徒徒のの感感想想】】   

イインンタタビビュューーをを通通ししてて、、戦戦時時中中はは食食事事ががなな

くくてて、、大大変変だだっったたとといいううここととががわわかかっったた。。   

記記事事デデーータタベベーーススのの「「今今生生ききてていいるるののはは闇闇

米米ののおおかかげげ」」かからら、、配配給給だだけけでではは生生ききてていいけけ

ずず、、食食料料をを闇闇市市かからら買買いい、、そそれれにによよっってて生生きき
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るるここととががででききたたとと書書いいててあありり、、そそれれだだけけ食食料料

がが不不足足ししてていいたたここととががわわかかっったた。。   

私私たたちちはは食食事事ののあありりががたたみみやや普普段段ししてていい

るるここととはは当当たたりり前前ででははなないい、、とといいううここととをを感感

じじ、、感感謝謝しし、、戦戦争争体体験験者者がが減減少少ししてていいるるななかか、、

若若いい世世代代がが戦戦争争のの悲悲惨惨ささ、、二二度度とと戦戦争争ををししてて

ははいいけけなないいとといいううここととをを伝伝ええななけけれればばなならら

なないい。。   

【【ここのの実実践践ににつついいててのの考考察察】】   

様様々々なな記記事事をを再再度度読読みみかかええすすここととでで、、戦戦争争

にに対対ししてて多多角角的的ににととららええ、、過過去去のの戦戦争争ににつついい

ててよよりり実実感感すするるここととががででききままししたた。。多多くくのの生生

徒徒はは戦戦争争ににつついいててのの理理解解とと、、ここれれかかららのの未未来来

ににつついいててのの考考ええをを深深めめるるここととががででききままししたた。。  

  

（（４４））戦戦争争とと未未来来ににつついいててのの学学びびをを深深めめるる   

ここううししたた戦戦争争ににつついいててのの活活動動をを通通ししてて、、生生

徒徒たたちちはは次次ののよよううにに感感じじてていいままししたた。。   

①①  戦戦争争のの理理解解のの深深化化   

授授業業をを通通じじてて戦戦争争のの恐恐ろろししささやや過過酷酷ささをを

理理解解しし、、「「戦戦争争ががどどんんななにに恐恐ろろししいいももののななのの

かかとといいううここととががととててももよよくくわわかかりりままししたた」」とと

感感じじてていいままししたた。。   

②②  未未来来へへのの願願いい   

生生徒徒たたちちはは、、戦戦争争をを経経験験ししてていいるる人人々々かからら

話話をを聞聞きき、、戦戦争争のの恐恐ろろししささをを伝伝ええてていいくくこことと

がが大大切切だだとと考考ええ、、「「戦戦争争をを完完全全ににななくくすすとといい

ううここととはは難難ししいいがが、、ななくくししてていいくくここととはは一一人人

ひひととりりがが他他人人にに対対ししててのの思思いいややりりががああれればば

徐徐々々ににななくくななっってていいくく」」とといいうう願願いいがが見見らられれ

ままししたた。。   

③③  次次世世代代へへのの継継承承   

最最後後にに、、戦戦争争のの恐恐ろろししささをを次次のの世世代代にに伝伝ええ

るる必必要要性性をを強強調調しし、、「「ここのの授授業業はは次次のの世世代代にに

もも知知っっててももららううたためめににここれれかかららもも続続けけななけけ

れればばいいけけなないいももののだだとと思思いいままししたた」」とと結結論論づづ

けけてていいまますす。。  ここののよよううにに、、生生徒徒たたちちはは戦戦争争にに

つついいててのの理理解解をを深深めめ、、未未来来へへのの希希望望とと使使命命をを

持持っってていいるるここととがが伝伝わわりりままししたた。 

３３．．成成果果とと今今後後   ＜＜実実践践のの考考察察かからら＞＞  

今今回回はは、、社社会会科科・・道道徳徳・・総総合合的的なな学学習習のの時時

間間にによよるるももののでで、、教教科科横横断断的的にに行行ううこことととと確確

かかなな情情報報ににももととづづくく新新聞聞記記事事をを活活用用すするるここ

ととにによよりり、、戦戦争争にに対対すするる理理解解をを深深めめ、、戦戦争争とと

未未来来ににつついいてて多多角角的的にに考考ええ、、平平和和をを尊尊重重すするる

ここととのの大大切切ささににつついいてて自自覚覚すするる生生徒徒をを育育成成

すするるここととががででききたたとと考考ええまますす。。   

ここううししたた実実践践をを行行ううににああたたりり、、新新聞聞社社のの方方

ににはは記記事事のの提提供供やや授授業業のの取取材材、、紙紙面面へへのの掲掲載載

ななどど様様々々なな面面でで丁丁寧寧にに協協力力ししてていいたただだききまま

ししたた。。今今後後もも新新聞聞社社とと連連携携ししななががらら新新聞聞記記事事

をを活活用用ししたた実実践践をを行行いい、、生生徒徒のの学学びびをを深深めめるる

取取りり組組みみをを継継続続ささせせたたいいでですす。。  

４４．．資資料料   ＜＜新新聞聞紙紙面面にに掲掲載載さされれままししたた＞＞  

 

 

資料２  十勝毎日新聞 

（ 2025 年 10 月 15 日）  

資料１  朝日新聞 

（ 2025年 10月 26日） 
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＊＊ははじじめめにに＊＊ 
 本本校校でではは５５年年目目のの新新聞聞提提供供事事業業をを受受けけててのの

ＮＮＩＩＥＥ実実践践ととななりりままししたた。。 

  ２２００２２３３年年度度のの実実践践がが認認めめらられれ、、次次年年度度当当

初初のの全全道道ＮＮＩＩＥＥ研研究究大大会会のの折折にに、、実実践践発発表表をを

ささせせてていいたただだくく機機会会をを得得ままししたた。。 

  そそのの際際、、次次年年度度以以降降のの課課題題ととししててああげげたた中中

にに、、「「新新聞聞電電子子版版をを活活用用ししたた情情報報収収集集とと整整理理」」

とといいううももののががあありりままししたた。。 

 今今ままででのの実実践践ででああるる紙紙媒媒体体のの新新聞聞活活用用やや新新

聞聞作作りりにに加加ええ、、デデジジタタルル版版のの新新聞聞記記事事のの活活用用

をを新新たたにに加加ええままししたた。。 

今今年年度度のの国国語語科科ででのの実実践践をを中中心心にに、、国国語語科科

をを核核ととししたた横横断断的的なな学学習習（（道道徳徳、、特特別別活活動動、、学学

校校行行事事））のの実実践践例例をを報報告告ししまますす。。 

 

新新図図書書室室開開設設にに向向けけてて改改装装 

～～ 新新聞聞等等のの閲閲覧覧 ～～ 

 本本校校はは次次年年度度よよりり、、地地域域のの小小学学校校ととととももにに

義義務務教教育育学学校校へへ移移行行ししまますす。。校校舎舎はは本本校校をを活活

用用すするるたためめ、、内内部部のの改改装装がが急急ピピッッチチでで進進めめらら

れれてて来来ままししたた。。そそのの中中ででもも、、図図書書室室はは１１～～９９年年

生生ままででがが活活用用すするるススペペーーススにに生生ままれれ変変わわりりまま

すす。。改改装装にに向向けけててのの希希望望がが通通りり、、窓窓側側はは全全面面学学

習習カカウウンンタターーととななりりままししたた。。 

 

（（右右のの写写真真➡➡）） 

  そそここでで今今年年度度はは半半

分分ののススペペーーススをを活活用用

しし、、実実践践指指定定校校ととしし

てて提提供供さされれるる新新聞聞のの

配配置置並並びびにに閲閲覧覧ススペペ

ーーススととししてて活活用用。。そそしし

てて３３年年前前かからら各各学学年年でで

実実践践をを継継続続しし

てていいるる「「ココララムム

視視写写」」にに関関わわるる

「「ココララムムススペペ

ーースス」」 

（⬅左の写真） 

をを新新設設。。教教師師側側でで生生徒徒のの興興味味がが持持ももててそそううなな

ココララムムをを選選定定しし配配置置ししままししたた。 

 

記記事事だだけけででははなないい新新聞聞活活用用 
～新新聞聞広広告告・・ココララムムのの活活用用をを通通ししてて～ 

（（１１））広広告告にに学学びび広広告告をを作作るる 

  国国語語のの授授業業でですすかからら「「言言葉葉」」へへのの着着目目・・着着想想

がが大大切切ににななりり、、語語彙彙をを豊豊かかににししてていいくくここととにに

もも繋繋ががるる授授業業でですす。。ささららにに、、横横断断的的なな学学習習ととしし

てて、、総総合合的的なな学学習習ののままととめめななどどででパパワワーーポポイイ

ンントトななどどをを作作るるととききににももイインンパパククトトののああるる言言

葉葉をを駆駆使使ししまますすがが、、ここここででのの授授業業がが大大いいにに役役

立立っっててききまますす。。 

  授授業業でではは、、広広告告をを作作るる要要素素ととししてて「「ビビジジュュアア
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ルル」」、、「「キキャャッッチチココピピーー」」、、「「補補助助ととななるる情情報報

（（言言葉葉））」」をを中中心心にに考考ええをを広広げげてていいききまますす。。 

教教科科書書でではは１１・・２２点点のの例例ししかか掲掲載載さされれてていい

まませせんん。。ここれれでではは子子どどももたたちちのの思思考考もも広広ががりり

まませせんん。。そそここでで提提供供さされれてていいるる新新聞聞各各社社がが掲掲

載載すするる「「全全面面広広告告」」がが大大変変役役立立ちちまますす。。 

  半半年年かかけけてて収収集集ししたた新新聞聞広広告告をを壁壁一一面面にに張張

りり巡巡ららしし、、じじっっくくりり観観察察ささせせまますす。。最最初初ははややはは

りりビビジジュュアアルルがが目目にに飛飛びび込込みみまますすがが、、次次第第にに

キキャャッッチチココピピーーやや補補助助ととななるる文文面面ととのの関関連連にに

思思考考がが移移りり、、自自分分ななりりにに根根拠拠ををももっってて｢｢ここれれがが

いいいい」」とと判判断断ししてていいききまますす。。 

  ここれれららのの学学習習のの集集大大成成ととししてて、、最最後後はは広広告告

をを創創作作ししまますす。。次次年年度度よよりり義義務務教教育育学学校校ととなな

るるここととをを踏踏ままええ、、今今年年

度度はは小小学学生生ににもも分分かかりり

ややすすいい｢｢保保健健室室のの広広告告」」

ををメメイインンテテーーママにに制制作作

ししままししたた。。 

  完完成成作作品品はは保保健健室室

前前のの廊廊下下にに張張りり出出ささ

れれ、、学学校校訪訪問問にに訪訪れれたた

小小学学生生もも見見学学ししてていい

ききままししたた。。ままたた、、養養護護

教教諭諭のの計計ららいい（（呼呼びびかか

けけ））でで、、２２・・３３年年生生がが創創作作広広告告へへののココメメンントトをを

書書いいててくくれれままししたた。。上上級級生生はは自自分分たたちちもも通通っっ

ててききたた学学習習ななののでで、、そそれれもも踏踏ままええエエーールルののよよ

ううななココメメンントトをを書書きき込込んんででくくれれままししたた。。 

 

 

（（２２））「「ココララムムのの速速読読＆＆視視写写」」かからら 

            批批判判的的なな考考ええをを書書くく学学習習へへ 

 一一学学期期はは、、どどのの学学年年もも朝朝日日新新聞聞社社ののココララムム

『『天天声声人人語語』』をを１１００分分間間でで視視写写すするるここととをを、、週週

のの初初めめにに行行いいままししたた。。たただだ、、内内容容ががよよくく分分かからら

ななかかっったたりり、、何何をを選選んんだだらら面面白白いいののかかもも分分かか

ららななかかっったたよよううだだっったたののでで、、６６月月かかららはは教教師師

のの方方ででココララムムをを選選定定ししままししたた。。内内容容はは、、作作家家でで

ああるるととかか、、北北海海道道にに関関わわるるこことと、、子子どどももたたちちがが

興興味味ののああるるここととななどどをを取取りり上上げげままししたた。。  そそ

れれととととももにに、、何何カカ所所かかママーーカカーーででポポイインントトとと

ななるる言言葉葉にに印印をを付付けけてていいききままししたた。。ここののアアシシ

スストトはは、、生生徒徒もも興興味味ののああるる言言葉葉ががすすぐぐにに目目にに

入入るるののでで選選びびややすすかかっったたよよううでですす。。 

  『『天天声声人人語語』』用用ののノノーートトをを活活用用ししたたたためめ、、最最

初初はは天天声声人人語語がが多多かかっったたののでですすがが、、慣慣れれててくく

るるとと他他社社ののココララムムもも自自分分のの興興味味・・関関心心にに合合わわ

せせてて選選ぶぶよよううににななりりままししたた。。 

 

 

 

 

 

 

 

   

２２学学期期かかららはは学学年年ごごととにに少少ししずずつつ内内容容をを変変ええ

ままししたた。。１１年年生生はは視視写写にに加加ええ、、見見出出ししをを一一カカ所所

のの言言葉葉をを使使っってて作作るる。。２２・・３３年年生生はは二二カカ所所以以上上

のの言言葉葉をを組組みみ合合わわせせてて見見出出ししをを作作るる。。 

  ３３学学期期かかららはは、、２２・・３３年年生生ははココララムムととととももにに

記記事事もも使使いいななががらら、、視視写写にに変変ええてて、、速速読読とと内内容容

かからら筆筆者者のの考考ええをを捉捉ええたた上上でで批批判判的的なな文文章章をを

書書くくとといいううここととをを１１００分分間間でで書書くく取取組組ににししまま

ししたた。。学学年年差差ははあありりまますすがが、、３３年年生生はは、、 

「「２２００００字字ほほどどのの文文をを２２段段落落でで書書くく」」こことともも

ででききるるよよううににななっってていいききままししたた。。 
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デデジジタタルル記記事事へへのの挑挑戦戦 
～記記事事⇒⇒学学びび⇒⇒思思いいをを伝伝ええるる朗朗読読劇劇へへ～ 

 学学校校行行事事精精選選のの波波はは、、本本校校ににもも押押しし寄寄せせてて

ききままししたた。。行行事事をを作作るる時時間間のの短短縮縮にに加加ええ、、次次年年

度度かからら義義務務教教育育学学校校ににななるるたためめにに文文化化祭祭的的なな

行行事事はは小小学学生生もも含含めめててのの時時間間分分割割ととななりり、、大大

ききなな精精選選がが求求めめらられれままししたた。。そそれれままでで行行っってて

ききたた中中学学校校全全校校生生徒徒にによよるる演演劇劇もも中中止止ととななりり

ままししたた。。 

  ししかかしし、、総総合合芸芸術術とともも言言わわれれるる表表現現活活動動とと

ししててのの演演劇劇活活動動はは、、生生徒徒ににととっってて横横断断的的なな学学

びびのの集集大大成成をを披披露露すするる活活動動ででももあありりまますす。。そそ

ここでで、、舞舞台台狭狭ししとと動動ききののああるる演演劇劇ででははななくく、、

『『朗朗読読（（群群読読））劇劇』』をを提提案案ししままししたた。。 

  ５５００分分かかかかっってていいたた時時間間もも半半分分以以下下にに。。しし

かかしし内内容容はは濃濃くく、、演演じじるる（（朗朗読読すするる））側側もも受受けけ

取取るる側側もも充充実実ししたた舞舞台台ををとと考考ええままししたた。。 

  ままたた、、今今年年度度はは「「戦戦後後８８００年年」」のの節節目目のの年年でで

ももあありりままししたた。。ししたたががっってて、、そそのの新新聞聞社社もも数数年年

ををかかけけてて記記事事やや特特集集をを準準備備ししてておおりり、、時時代代やや

社社会会をを学学ぶぶ絶絶好好ののチチャャンンススででももああるるとと考考ええまま

ししたた。。 

  そそここでで次次ののよよううなな流流れれをを考考ええ、、実実践践にに挑挑みみ

ままししたた。。 

  ①①  戦戦後後８８００年年ををふふままええ｢｢戦戦争争とと平平和和｣｣ににつつ 

      いいてて考考ええるる。。 

 ②②  考考ええるる根根拠拠ののななるる資資料料ととししてて、、デデジジタタ 

      ルル版版のの記記事事をを活活用用すするる(NIE) 

 ③③  全全校校生生徒徒がが各各自自でで記記事事をを選選びび、、自自分分のの 

     考考ええををももちち、、仲仲間間とと考考ええをを共共有有すするる(NIE) 

  ④④  ３３年年生生がが先先にに「「戦戦争争とと平平和和」」をを感感じじらら 

      れれるる詩詩をを授授業業をを通通ししてて学学びび、、何何点点かかをを 

選選 定定しし、、群群読読ををすするる脚脚色色をを創創作作すするる 

  ⑤⑤  全全校校生生徒徒でで群群読読ののパパタターーンンをを変変ええ、、 

学学園園祭祭でで『『朗朗読読劇劇』』ととししてて発発表表すするる 

以以上上のの流流れれでで、、国国語語科科・・道道徳徳・・総総合合的的なな学学習習

のの時時間間ををつつなないいでで横横断断的的にに学学習習ししたたここととをを、、

行行事事（（学学校校祭祭＝＝文文化化的的行行事事））でで発発信信すするるこことととと

ししままししたた。。 

（（１１））デデジジタタルル版版のの活活用用 

  一一時時間間のの全全校校道道徳徳でで、、「「戦戦後後８８００年年  戦戦争争とと

平平和和かからら今今をを考考ええるる」」とと題題ししてて、、朝朝日日新新聞聞社社のの

デデジジタタルル記記事事をを活活用用ししたた授授業業ででススタターートトししまま

ししたた。。使使用用ししたたののはは、、朝朝日日新新聞聞デデジジタタルル版版『『声声  

語語りり継継ぐぐ戦戦争争』』でですす。。 

   

 

  

 

 

ここのの中中のの「「開開戦戦／／軍軍隊隊・・軍軍備備／／ 戦戦場場でで／／銃銃後後

のの暮暮ららしし／／戦戦時時のの学学校校／／戦戦禍禍／／終終戦戦のの中中かか

らら」」よよりり、、生生徒徒そそれれぞぞれれががここのの中中かからら一一つつのの声声

をを選選びび、、文文面面をを要要約約しし、、感感想想をを書書ききまますす。。 

  そそのの後後、、学学年年のの入入りり交交じじっったた３３ググルルーーププ（（各各

４４～～５５名名））でで発発表表ををしし合合いい３３つつのの観観点点ででままとと

めめ、、全全体体でで発発表表しし（（往往還還））、、最最後後にに授授業業でで考考ええ

たたここととををままととめめままししたた。。 

＜＜考考ええるる３３つつのの観観点点＞＞ 

ＡＡ  平平和和をを維維持持すするるたためめにに私私たたちちののででききるる  

こことと 

ＢＢ  戦戦争争がが起起ききなないいよよううにに私私たたちちががででききるる  

こことと 

ＣＣ  平平和和ととはは何何だだろろうう 

 

 

 

①読み取った内

容と感想を班内

で発表し、個の

思いを往還する 
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（（２２））詩詩のの選選定定 

 今今年年度度のの各各社社のの記記事事でで目目立立っったたののはは、、どどのの

新新聞聞社社もも「「沖沖縄縄戦戦」」ののここととをを多多くく取取りり上上げげてていい

たたここととででししたた。。「「ココララムム視視写写」」ににおおいいてて生生徒徒がが

取取りり上上げげたたココララムムのの中中ににもも、、いいくくつつかか見見らられれ

ままししたた。。そそここでで、、道道徳徳のの時時間間ににもも少少しし触触れれたたここ

ととももあありり、、「「沖沖縄縄戦戦」」がが関関わわるる詩詩もも選選考考にに入入れれ

ままししたた。。 

  選選定定ししたた一一つつはは、、３３年年生生のの国国語語教教科科書書『『語語りり

継継ぐぐもものの』』のの中中ににああるる原原民民喜喜氏氏のの『『永永久久ののみみどど

りり』』。。そそししててここのの詩詩をを含含むむ詩詩集集『『原原爆爆小小景景』』のの

中中かからら３３編編、、計計４４編編をを３３年年生生がが選選びびままししたた。。 

  そそししてて「「沖沖縄縄戦戦」」にに関関わわるる詩詩ととししてて、、毎毎年年「「沖沖

縄縄戦戦没没者者追追悼悼式式典典」」でで朗朗読読さされれてていいるる児児童童生生

徒徒のの創創作作ししたた詩詩。。ここのの中中かからら本本校校生生徒徒たたちちにに

のの年年齢齢にに近近いい作作者者でで、、言言葉葉のの分分かかりりややすすいい詩詩

をを選選択択。。今今回回はは高高校校１１年年生生がが創創作作ししたた『『ここれれかか

らら』』とといいうう作作品品ででししたた。。 

 道道徳徳ででのの全全校校生生徒徒でで出出さされれたた思思いいをを柱柱にに、、

選選んんだだ５５編編のの詩詩をを３３年年生生がが手手分分けけををししてて群群読読

へへ脚脚色色ししままししたた。。原原氏氏のの３３編編のの詩詩はは、、学学年年ごごとと

のの朗朗読読へへ。。そそれれぞぞれれのの担担当当ととななっったた３３年年生生がが

説説明明・・指指導導ととととももにに仲仲間間にに加加わわりりままししたた。。 

ままたた、、原原氏氏のの『『永永久久ののみみどどりり』』（（短短編編））とと高高校校

生生のの創創作作ししたた『『ここれれかからら』』（（長長編編））はは、、全全校校生生

徒徒でで群群読読すするるよよううにに脚脚色色ししままししたた。。 

  学学園園祭祭当当日日はは、、小小学学生生やや保保護護者者ははももちちろろんん、、

地地域域のの方方々々ににもも聴聴いいてていいたただだくくここととががででききまま

ししたた。。取取りり上上げげたた内内容容もも、、生生徒徒たたちちのの表表現現ももしし

っっかかりり伝伝わわっったたよよううでで、、賛賛辞辞のの拍拍手手やや声声ををいい

たただだくくここととももででききままししたた。。 

  学学園園祭祭後後のの振振りり返返りりととままととめめででもも、、再再度度デデ

ジジタタルル版版のの「「声声  語語りり継継ぐぐもものの」」をを検検索索しし読読みみ

直直ししままししたた。。ままととめめのの中中ににもも、、自自分分たたちちがが少少しし

ででもも語語りり継継いい

ででいいくくここととがが

大大切切ででああるるこことともも

書書かかれれてていいまましし

たた。。 

  ＊＊＊＊ ままととめめににかかええてて ＊＊＊＊ 

  私私事事ににななりりまますすがが、、全全国国新新聞聞教教育育研研究究大大会会

ににおおいいてて２２度度のの授授業業公公開開ををささせせてていいたただだききまま

ししたた。。１１度度目目がが、、「「『『戦戦後後５５００年年決決議議案案』』をを報報

じじたた各各新新聞聞記記事事のの比比較較読読みみ」」。。２２度度目目はは、、「「『『戦戦

後後７７００年年～～戦戦争争体体験験者者のの語語りり継継ぐぐ声声』』のの記記事事

とと、、取取材材とと執執筆筆ををししたた記記者者のの講講話話をを聞聞きき、、自自分分

はは何何をを伝伝ええるるかか」」とといいうう内内容容ででししたた。。 

  そそししてて今今年年度度、、偶偶然然ににもも「「戦戦後後８８００年年」」のの特特

集集記記事事をを活活用用ししたた授授業業をを、、国国語語科科をを柱柱にに横横断断

的的なな学学習習ととししてて行行ううここととががででききままししたた。。 

  ままたた、、模模索索ししななががららででししたたががデデジジタタルル版版のの

記記事事のの初初めめててのの活活用用。。ここここかかららここれれかかららのの NIE

ののあありり方方をを考考ええるるここととももででききままししたた。。新新聞聞活活

用用等等のの教教育育現現場場ででのの NIE ととのの出出逢逢いいにに心心よよりり

感感謝謝しし、、報報告告とと致致ししまますす。。 

④課題ごとに各班で

まとめられた内容 

③全体での発

表～班でのま

とめを全員で

共有する。 

②班全員の思いが出

るようにまとめる。 
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１１．．ははじじめめにに   

本本校校はは、、「「小小樽樽市市立立北北山山中中学学校校」」「「小小樽樽

市市立立末末広広中中学学校校」」のの２２校校がが統統合合しし、、新新設設

校校ととしし ててススタターー トトをを切切っっ ててかからら９９ 年年 目目

をを迎迎ええたた。。教教育育目目標標をを「「小小樽樽のの未未来来ををつつ

くくるる北北陵陵生生のの育育成成」」とと定定めめ、、「「深深くく学学びび、、

考考ええ、、表表現現ででききるる生生徒徒」」「「豊豊かかにに人人ととつつ

ななががりり、、思思いいややりりののああるる生生徒徒」」「「たたくくまま

ししくく心心身身をを鍛鍛ええ、、自自ららをを律律すするる生生徒徒」」をを

目目指指すす べべきき姿姿とと 捉捉ええ、、故故郷郷 小小樽樽のの まま ちち

づづくくりり のの担担いい手手 ととななるる生生徒徒 のの育育成成 にに 努努

めめてていいるる。。   

ししかかしし、、全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの結結

果果かからら、、本本校校のの生生徒徒はは、、国国語語科科でではは「「書書

くくこことと」」「「読読むむこことと」」のの領領域域がが全全国国平平均均

をを下下回回 りり、、数数学学 科科ににおおいい ててもも理理由由 をを 説説

明明すするる 問問題題でで無無 解解答答率率がが 高高いいななどど のの 課課

題題がが明明ららかかににななっってていいるる。。ままたた「「語語彙彙」」

がが不不足足 ししてていいたた りり、、言言葉葉をを 紡紡ぐぐ術術 がが 未未

熟熟だだっったたりり、、物物事事のの発発想想のの基基ととななるる「「実実

体体験験」」 にに乏乏ししかか っったたりりとと多多 くくのの課課 題題 をを

抱抱ええてていいるる。。   

ここれれらら のの課課題題をを 解解決決すするる一一 つつのの 方方法法

ととししてて、、教教育育課課程程のの中中にに、、週週にに一一度度ののＮＮ

ＩＩＥＥタタイイムムをを設設定定しし、、「「書書くく活活動動」」「「読読みみ

取取るる活活動動」」にに取取りり組組みみ、、９９年年目目をを迎迎ええたた。。  

２２ ..  実実践践のの概概要要   

（（１１））教教育育課課程程へへのの位位置置づづけけ   

「「 小小 樽樽 のの 未未 来来 をを つつ くく るる 北北 陵陵 生生 のの 育育 成成 」」  

  

  

をを目目指指しし、、本本校校生生徒徒のの「「書書くくこことと」」とと

「「読読むむこことと」」のの領領域域のの課課題題解解決決をを目目指指しし、、

教教育育課課程程のの中中にに「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」をを設設定定

しし、、毎毎週週金金曜曜日日にに３３種種類類ののワワーーククシシーートト

にに取取りり組組んんででいいるる。。   

  

（（２２））「「１１２２ののススキキルル」」ととＮＮＩＩＥＥ活活動動   

本本 校校 のの 生生 徒徒 にに 身身 にに つつ けけ ささ せせ たた いい スス キキ

ルルをを「「１１２２ののススキキルル」」ととししてて提提示示ししてておお

りり、、学学年年ごごととにに重重点点をを設設けけ、、教教育育活活動動全全

般般でで取取りり組組んんででいいるる。。   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

そそ のの 中中 でで もも ＮＮ ＩＩ ＥＥ 活活 動動 とと 特特 にに 関関 わわ りり

のの深深いい項項目目はは次次のの二二つつででああるる。。   

「「主主体体的的にに学学ぶぶ力力をを育育てて、、高高めめるる」」とと

２２００２２５５年年度度   ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告   

読解力、表現力を高めるための新聞活用 

                             

小樽市立北陵中学校  教諭  井浦  敦士  
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いいうう柱柱でではは、、３３年年生生のの重重点点ととししてて、、「「人人のの

意意見見をを聞聞きき、、自自ららのの考考ええをを深深めめるるここととがが

ででききるる」」ここととをを挙挙げげてていいるる。。ここののススキキルル

をを身身ににつつけけるるたためめにに、、ＮＮＩＩＥＥのの活活動動をを通通

ししてて新新聞聞記記事事かからら意意見見をを読読みみ取取りり、、そそれれ

にに つつ いい てて 自自 分分 自自 身身 のの 考考 ええ をを 持持 つつ 練練 習習 がが

大大ききくく役役立立っってていいるるとと考考ええらられれるる。。   

まま たた 、、「「 ココ ミミ ュュ ニニ ケケ ーー シシ ョョ ンン 能能 力力 をを 向向

上上ささせせ、、社社会会性性をを高高めめるる」」とといいうう柱柱でではは、、

２２年年生生のの重重点点項項目目ととししてて「「様様 々々なな人人やや多多

様様なな考考ええをを受受けけ入入れれ、、関関わわりり合合ううここととがが

ででききるる」」ここととをを挙挙げげてていいるる。。ＮＮＩＩＥＥのの活活

動動をを通通ししてて新新聞聞をを読読むむここととでで、、多多様様なな考考

ええ にに 触触 れれ るる 機機 会会 をを 得得 るる ここ とと にに つつ なな がが っっ

てていいるる。。   

  

（（３３））「「ＮＮＩＩＥＥタタイイムム」」でで使使用用すするる   

３３種種類類ののワワーーククシシーートトととそそのの   

ねねららいい   

  

【【 ①① 小小 樽樽 にに つつ いい てて のの 記記 事事 をを 読読 んん でで 考考 ええ

るる】】   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【 ②② ココ ララ ムム をを 読読 んん でで 自自 身身 のの 意意 見見 をを 書書 くく 】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（朝朝日日中中高高生生新新聞聞 22002255 年年 88 月月 2299 日日））   

  

  

  

  

  

  

  

  

（（北北海海道道新新聞聞 22002255 年年 55 月月 1133 日日））   
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【【 ③③ ささ まま ざざ まま なな 情情 報報 にに 触触 れれ 視視 野野 をを 広広 げげ

るる】】   

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（北北海海道道新新聞聞 22002255 年年 55 月月 55 日日））  

  

  

  

【【ワワーーククシシーートト①①～～③③ののねねららいい】】   

今今年年度度はは、、33 種種類類ののワワーーククシシーートトにに絞絞りり、、

取取りり組組むむここととととししたた。。厳厳選選すするるここととにによよ

っってて、、生生徒徒ににそそれれぞぞれれののねねららいいをを意意識識しし

なな がが らら 取取 りり 組組 むむ ここ とと をを 期期 待待 しし てて 設設 定定 しし

てていいるる。。   

  

（（４４））日日常常的的にに新新聞聞をを目目ににすするる環環境境

作作りり   

新新 聞聞 をを 取取 っっ てて いい なな いい 家家 庭庭 がが 年年 々々 増増 ええ

てていいくく中中、、生生徒徒がが新新聞聞にに触触れれるる機機会会ををなな

るるべべくく多多くく持持つつここととががででききるるよよううにに、、図図

書書室室ににはは常常にに新新ししいい新新聞聞をを、、複複数数紙紙おおいい

てて閲閲覧覧ででききるるよよううににししてていいるる。。ままたた、、下下

段段 にに はは 昨昨 年年 度度 とと 同同 様様 のの 形形 でで ババ ッッ クク ナナ ンン

ババーーをを設設置置ししてていいるる。。   

  

        ワワーーククシシーートト   ねねららいい   

①①   小小 樽樽 にに つつ いい てて のの

記記 事事 をを 読読 んん でで 考考

ええ るる ワワ ーー クク シシ ーー

トト   

自自 分分 たた ちち のの ふふ

るる ささ とと でで ああ るる

小小 樽樽 にに つつ いい てて

考考ええるる。。  

②②   新新 聞聞 のの ココ ララ ムム をを

読読 んん でで 、、 文文 章章 をを

書書 くく ワワ ーー クク シシ ーー

トト   

 

読読 みみ 取取 っっ たた ここ

とと にに つつ いい てて 自自

分分 のの 意意 見見 をを 持持

ちち、、そそれれをを的的確確

にに 表表 現現 すす るる 力力

をを身身ににつつけけるる。。  

③③   ささ まま ざざ まま なな 記記 事事

をを 読読 みみ 、、 情情 報報 をを

読読 みみ 取取 るる ワワ ーー クク

シシーートト  

幅幅 広広 いい 社社 会会 のの

動動 きき にに 視視 野野 をを

広広げげ、、情情報報をを的的

確確 にに 読読 みみ 取取 るる

力力 をを 身身 にに つつ けけ

るる。。   
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（（図図書書室室のの新新聞聞ココーーナナーー））   

 

（（５５））「「どどううししんん記記事事デデーータタベベーーススまま

なな bbeellll」」のの活活用用   

  北北海海道道新新聞聞のの「「ままなな bbeellll」」でではは、、過過去去

のの 新新 聞聞 記記 事事 をを キキ ーー ワワ ーー ドド 検検 索索 すす るる ここ とと

ががででききるるたためめ、、課課題題にに応応じじたた情情報報収収集集やや、、

生生 徒徒 のの 興興 味味 関関 心心 にに 応応 じじ たた 自自 主主 的的 なな 情情 報報

収収集集活活動動をを行行ううここととががででききてていいるる。。   

  社社会会科科でではは、、授授業業中中のの短短いい時時間間でで、、授授

業業 内内 容容 にに 応応 じじ たた 新新 聞聞 記記 事事 をを 検検 索索 すす るる 場場

面面をを設設定定ししてていいるる。。そそううすするるここととでで、、「「今今、、

学学 習習 しし てて いい るる ここ とと がが 実実 際際 のの 社社 会会 でで はは どど

のの よよ うう にに 報報 道道 ささ れれ てて いい るる のの かか 。。」」 とと いい うう

客客 観観 的的 なな 視視 点点 をを 持持 つつ ここ とと がが でで きき るる とと 考考

ええてていいるる。。   

  国国語語科科でではは昨昨年年度度にに続続きき、、タタブブレレッットト

端端末末をを利利用用ししてて、、興興味味・・関関心心をを持持っったた記記

事事ににつついいてて、、自自分分のの考考ええををままととめめてて作作文文

をを書書くく活活動動をを行行っったた。。作作文文作作成成やや作作文文提提

出出ににつついいててもも、、「「ままなな bbeellll」」をを利利用用ししてて

幅幅 広広 いい 時時 間間 にに 取取 りり 組組 むむ ここ とと がが でで きき るる たた

めめ、、そそのの日日のの新新聞聞をを読読んんでで興興味味をを持持っったた

記記事事ををももととにに作作文文をを書書きき、、そそのの日日ののううちち

にに 作作 文文 をを 提提 出出 すす るる 生生 徒徒 もも 多多 くく 見見 らら れれ たた 。。  

  国国語語科科やや社社会会科科にに関関わわららずず、、他他教教科科にに

おおいいててもも「「ままなな bbeellll」」をを活活用用ででききるる場場面面

ががなないいかかをを探探しし、、具具体体的的なな活活用用方方法法ににつつ

いい てて 検検 討討 をを 重重 ねね てて いい きき たた いい とと 考考 ええ てて いい

るる。。   

  

３３ ..  今今年年度度（（９９年年目目））のの成成果果とと課課題題   

ＮＮＩＩＥＥをを通通ししてて付付けけたたいい力力はは主主にに、、   

①①イインンププッットトすするる力力（（速速くく、、正正確確にに読読

みみ取取るる力力））、、   

②②ままととめめるる力力（（キキーーワワーードドをを基基ににイイメメ

ーージジすするる力力））、、   

③③アアウウトトププッットトすするる力力（（思思いいをを分分かかりり

ややすすくく伝伝ええるる力力））のの３３点点ででああるる。。   

  

①①ににつついいててはは、、難難ししいい語語句句のの補補足足説説明明

ななどどがが必必要要ででははああるるもものののの、、毎毎週週のの取取組組

をを経経るるここととでで、、すすばばややくく読読めめるるよよううにに成成

長長ししてていいくく姿姿がが見見らられれるる。。   

②②ににつついいててはは、、文文章章のの内内容容がが自自分分たたちち

にに とと っっ てて 身身 近近 でで はは なな いい 話話 題題 等等 はは 要要 点点 をを

掴掴みみかかねねてていいるる生生徒徒がが見見らられれるる。。回回数数をを

重重 ねね るる ここ とと でで 内内 容容 理理 解解 がが 進進 むむ 様様 子子 がが 見見

らられれてていいるる。。   

③③ににつついいててはは、、課課題題ががああるる。。新新聞聞記記事事

をを 読読 むむ ここ とと でで 内内 容容 をを 理理 解解 すす るる ここ とと がが でで

ききたたがが、、そそここかからら自自分分のの思思いいやや考考ええをを持持

ててななかかっったた生生徒徒達達もも多多くくいいたた。。ここれれかからら

もも 新新 聞聞 記記 事事 をを 通通 しし てて 多多 様様 なな 考考 ええ 方方 にに 触触

れれるるここととやや、、仲仲間間ととのの意意見見交交流流をを行行ううここ

ととでで、、自自分分ななりりのの根根拠拠をを持持っってて考考ええをを書書

くく ここ とと がが でで きき るる よよ うう にに なな っっ てて いい けけ るる よよ

ううににししてていいききたたいい。。   

週週 一一 回回 のの 取取 組組 でで すす ぐぐ にに 力力 がが つつ くく もも のの

ででははなないいたためめ、、次次年年度度ににつついいててもも複複数数のの

取取組組をを継継続続・・発発展展ささせせるるここととでで生生徒徒達達のの

読読解解力力・・表表現現力力をを伸伸ばばししてていいききたたいい。。
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22002255 年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

世世のの中中とと子子どどももたたちちををつつななぐぐ新新聞聞学学習習  
～～「「教教室室ででのの学学びび」」ををイイメメーージジ化化すするる「「新新聞聞ででのの学学びび」」～～  

 

安安平平町町立立早早来来学学園園  教教諭諭  片片  岡岡  鉄鉄  也也     
 

《はじめに》 
教教室室でで学学ぶぶここととににはは、、新新聞聞ややニニュューーススでで報報

道道さされれてていいるるここととがが少少ななくくなないい。。ししかかしし、、子子

どどももににととっってて、、教教室室でで学学ぶぶ世世のの中中のの出出来来事事とと

実実際際のの出出来来事事ととのの間間ににはは「「距距離離」」ががああるる。。そそ

れれ故故にに、、世世のの中中のの出出来来事事とと自自分分をを「「つつななぐぐ」」

ここととががででききずず、、「「他他人人事事」」ににななっっててししままうう。。  
「「教教室室ででのの学学びび」」がが「「新新聞聞ででのの学学びび」」ををイイ

メメーージジししややすすくくししたたりり、、逆逆にに、、「「新新聞聞ででのの学学びび」」

がが「「教教室室ででのの学学びび」」をを目目にに見見ええるるももののににししたた

りりすするる。。ここのの２２つつのの学学びびがが双双方方向向にに作作用用すするる

ここととでで、、世世のの中中ののイイメメーージジ化化をを図図りり、、子子どどもも

たたちちのの手手にに「「世世のの中中」」をを届届けけるるたためめにに、、授授業業

ででのの新新聞聞活活用用にに取取りり組組んんだだ。。  
本本報報告告でではは、、①①新新聞聞をを活活用用ししたた主主体体的的なな

学学習習、、②②新新聞聞にに関関心心ををももつつ国国語語学学習習、、③③報報

道道かからら振振りり返返るる震震災災学学習習ににつついいてて報報告告ししたた

いい。。  
 
《実践報告》 

1. 新聞を活用した主体的な学習 
(1) 活動の概要 

〔目的〕 
66 年年生生のの社社会会科科教教科科書書でではは、、基基本本的的人人権権やや

税税金金ななどど身身近近なな政政治治にに関関すするるここととやや、、少少子子

高高齢齢化化やや町町づづくくりり、、そそししてて、、災災害害かかららのの復復

興興ななどど、、住住民民やや自自治治体体がが取取りり組組んんででいいるる現現

代代のの課課題題ににつついいてて取取りり扱扱わわれれてていいるる。。そそのの

たためめ、、世世のの中中でで起起ここっってていいるる出出来来事事にに目目をを

向向けけるるここととはは、、主主権権者者ととししてて自自分分のの町町ををどど

ののよよううなな町町ににししてていいききたたいいののかか考考ええてていいくく

上上でで、、新新聞聞をを活活用用すするるここととはは非非常常にに有有効効なな

手手立立ててととななるる。。  

そそここでで「「読読売売新新聞聞教教育育ネネッットトワワーークク」」のの

「「読読売売新新聞聞ワワーーククシシーートト通通信信」」をを利利用用しし、、

いいまま社社会会でで何何がが起起ききてていいるるののかか、、教教科科書書でで

学学習習ししたた内内容容とと「「今今」」ととをを「「接接続続」」ささせせるる

ここととでで、、主主体体的的にに学学ぶぶ姿姿勢勢、、ひひいいててはは主主権権

者者ととししてて意意識識をを高高めめてていいくく第第一一歩歩ととししたた。。  

 

〔手順〕 

①① 毎毎週週水水曜曜日日、、高高学学年年ででもも取取りり組組めめそそううなな

内内容容ののワワーーククシシーートトをを３３枚枚選選ぶぶ。。  

②② １１枚枚ののププリリンントトににままととめめ、、印印刷刷ししてて配配

りり、、取取りり組組むむ。。  

〔12 月・1 月分のワークシート記事内容〕 

日付 記事見出し 

12/ 3 
国際連合 80 年 
10 大ニュースを選ぼう！  
陶器製湯たんぽ 身も心も温かく 

12/10 

秘境感満ちた看板 人気に 
海賊版 配信サービスに賠償命令 
サルも夢気分 
＜たのしい英語＞be up to 

12/17 

史上最も暑い夏 
「シマウシ」にイグ・ノーベル賞 
富士山 初冠雪 
Sumo returns to London's Royal Albert 
Hall 

 1/14 

わらって わらって（今年の干支） 
輪島塗 次代へつなぐ(能登地震 2 年) 
太宰府 願う人波 
Students re-create 19th-century recipes 
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(2) 活動の振り返り 

〔成果〕 

・ 新新聞聞記記事事をを通通ししてて、、世世のの中中でで起起ききてていいるる

様様々々なな出出来来事事のの関関係係性性をを発発見見ででききたた。。  
・ 新新聞聞記記事事をを読読むむここととでで、、教教科科書書でで学学んんだだ

内内容容をを振振りり返返るるここととががででききたた。。  
 

〔課題〕 

・ 小小学学校校とと中中学学校校のの学学習習内内容容ににはは、、重重複複しし

てていいるるここととがが多多いい（（例例ええばば少少子子高高齢齢化化））。。

小小学学校校でで学学習習しし、、新新聞聞記記事事でで関関心心をを広広げげ

てていいっったた児児童童がが、、中中学学生生ににななっってて少少子子高高

齢齢化化をを学学んんだだととききにに、、小小学学校校ででのの新新聞聞活活

用用ががつつななががるるよよううにに、、小小中中ののカカリリキキュュララ

ムムのの連連携携をを図図っってていいくく。。  
 

〔生徒の振り返りから〕 

・ 教教科科書書でで勉勉強強ししたた政政治治ののここととがが新新聞聞記記事事

ににななっってていいたたののでで、、記記事事のの内内容容ががよよくくわわ

かかりりままししたた。。  
・ 新新聞聞をを読読んんでで、、米米ががななぜぜ値値上上ががりりすするるかか

わわかかりりままししたた。。授授業業ででおお米米ののここととをを勉勉強強

ししたたらら、、すすぐぐ値値段段ののここととががわわかかるるとと思思いい

ままししたた。。  
 
2. 新聞に関心をもつ国語学習 

～新聞の紙面づくりの工夫を知ろう！～ 

(1) 活動の概要 

〔目的〕 
昨昨年年度度、、ここのの紙紙面面でで、、中中学学校校ででのの学学習習

内内容容がが、、実実際際のの社社会会ででははどどののよよううににおおここ

っってていいるるののかかをを「「知知るる」」場場面面でではは全全国国紙紙

をを、、学学習習内内容容をを深深めめるる場場面面でではは小小学学生生新新

聞聞をを活活用用しし、、学学習習目目標標にに応応じじてて使使いい分分けけ

るる実実践践をを報報告告ししたた  
ししかかしし、、新新聞聞購購読読ししてていいるる家家庭庭もも少少なな

くくななっっててききたた昨昨今今、、新新聞聞にに普普段段かからら親親しし

むむここととはは難難ししくくななっっててききたた。。  
そそここでで、、小小学学校校４４年年生生国国語語のの「「新新聞聞をを

作作ろろうう」」のの単単元元でで、、実実際際のの新新聞聞記記事事のの紙紙

面面をを読読んんでで、、どどんんなな工工夫夫ががさされれてていいるるかか

調調べべ、、新新聞聞にに関関心心ををももつつ機機会会ととししたた。。  
 

〔手順〕 
①① 新新聞聞をを見見てて、、紙紙面面ににははどどののよよううななここととがが

書書かかれれてていいるるかか知知るる。。  

  
②② ググルルーーププでで話話しし合合っってて、、記記事事のの見見せせ方方をを

考考ええたたりり、、知知ららせせたたいいここととがが、、読読むむ人人にに

分分かかりりややすすくく伝伝ええたたりりすするるたためめににはは、、どど

ののよよううなな工工夫夫ががさされれてていいるるかか考考ええるる。。  
③③ 新新聞聞のの紙紙面面づづくくりりでで工工夫夫さされれてていいるるこことと

をを参参考考ににししてて、、新新聞聞ををつつくくっっててみみるる。。  

読売新聞ワークシート通信は、「読売新聞」や英字紙

「The Japan News」に掲載されたさまざまな記事に、

問題と解答記入欄をつけたワークシート教材。国語、

社会、英語などの教科に合わせる形で、難易度が異

なる５枚がセットになっている。 

新新聞聞名名・・発発行行日日・・発発行行者者・・見見出出しし  
写写真真・・絵絵・・図図・・表表ななどど  
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(2) 活動の振り返り 

〔成果〕 

・ 実実際際にに新新聞聞をを作作るるここととでで、、読読むむ人人にに一一番番

知知ららせせたたいい記記事事がが、、目目立立つつととこころろにに割割りり

付付けけらられれるるここととをを知知りり、、世世のの中中でで今今注注目目

さされれてていいるる出出来来事事がが何何ででああるるかか新新聞聞紙紙面面

かからら読読みみ取取れれるるよよううににななっったた。。  
〔課題〕 

 今今回回はは、、国国語語のの授授業業だだけけででああっったたがが、、新新

聞聞ににふふれれるる機機会会をを増増ややししてていいくくここととでで、、

世世のの中中でで起起ここっってていいるるここととにに興興味味やや関関

心心ををももててるるよよううににししてていいききたたいい。。  

 

3. 報道から振り返る震災学習 
～２つの被災地から考える防災学習～ 

（修学旅行事前学習） 

(1) 活動の概要 

本本学学園園はは、、99 年年生生（（中中 33））のの修修学学旅旅行行でで、、

東東日日本本大大震震災災でで強強いい揺揺れれとと津津波波にによよっってて甚甚

大大なな被被害害がが生生じじたた宮宮城城県県（（石石巻巻市市南南浜浜地地区区

とと大大川川地地区区））とと岩岩手手県県（（釜釜石石市市鵜鵜住住居居地地区区

とと宮宮古古市市田田老老地地区区））をを隔隔年年でで訪訪れれ、、震震災災学学

習習をを行行うう。。令令和和 88 年年度度はは、、岩岩手手県県をを訪訪問問すす

るるののでで、、そそのの事事前前学学習習ととししてて新新聞聞をを活活用用しし

たた震震災災学学習習にに取取りり組組んんだだ。。  
 

〔目的〕 

①① ハハザザーードドママッッププのの想想定定をを超超ええるる津津波波にに

よよるる被被害害ににああっったた釜釜石石市市鵜鵜住住居居地地区区。。

ししかかしし、、多多くくのの子子どどももたたちちがが自自ららのの命命

をを守守るるここととががででききたた（（「「釜釜石石のの出出来来

事事」」））。。当当時時中中学学生生だだっったた語語りり部部のの方方とと

震震災災当当時時のの避避難難経経路路をを歩歩ききななががらら、、防防

災災学学習習にに取取りり組組むむ姿姿勢勢ににつついいてて考考ええ

るる。。  

②② 明明治治、、昭昭和和のの三三陸陸大大津津波波にによよりり壊壊滅滅的的

なな被被害害をを受受けけたた田田老老地地区区。。そそのの後後、、完完

成成ししたた防防潮潮堤堤はは、、町町全全体体をを囲囲むむ総総延延長長

22、、443333mm、、高高ささ 1100mm でで、、「「万万里里のの長長城城」」

とと呼呼ばばれれてていいたた。。ししかかしし、、118811 人人のの死死

者者・・行行方方不不明明者者をを出出ししたた。。ここののとときき、、

田田老老地地区区住住民民にに何何がが起起ここっったたののかか。。イイ

ママジジンン（（想想像像））すするるここととでで、、｢｢津津波波ててんん

ででんんここ｣｣のの意意味味をを考考ええるる。。  

〔手順〕 
①① 震震災災当当時時のの新新聞聞をを掲掲示示しし、、修修学学旅旅行行でで

訪訪問問すするる釜釜石石市市とと宮宮古古市市がが東東日日本本大大震震

災災ででどどののよよううなな被被害害ににああっったたかか知知るる。。  

  

  
  
②② 自自分分たたちちがが修修学学旅旅行行でで歩歩くく鵜鵜住住居居小小学学

校校児児童童とと釜釜石石東東中中生生徒徒がが  、、震震災災当当時時、、

実実際際にに避避難難ししたた経経路路をを地地図図でで確確認認すす

るる。。ななぜぜ、、目目指指ししたた避避難難場場所所がが変変わわっっ

てていいっったたののかか、、当当時時のの中中学学生生のの考考ええをを

イイママジジンン（（想想像像））すするる。。  
③③ 小小学学生生とと中中学学生生がが避避難難ししてていいたた様様子子をを

写写ししたた写写真真をを提提示示。。フフォォトトラランンゲゲーージジ

のの手手法法をを取取りり入入れれ、、「「小小学学生生とと中中学学生生」」

河河北北新新報報  22001111 年年 33 月月 1144 日日  

80



 

 

「「子子どどももたたちちのの避避難難すするる様様子子をを立立ちち止止

ままっってて見見てていいるる大大人人」」「「車車でで子子どどももたたちち

ととはは反反対対方方向向にに走走るる車車のの運運転転手手」」ががそそ

れれぞぞれれどどののよよううななここととをを思思っったたりり、、話話

ししたたりりししてていいたたかか、、そそのの時時のの表表情情やや聞聞

ここええててくくるる声声ををイイママジジンン（（想想像像））しし、、

吹吹出出ししにに記記入入すするる。。  

 

 
 
④④ 鵜鵜住住居居地地区区でで津津波波のの犠犠牲牲ととななっったた 116622

人人がが避避難難ししたた「「防防災災セセンンタターー」」のの新新聞聞

記記事事をを提提示示。。ななぜぜ、、犠犠牲牲者者をを出出ししててしし

ままっったたののかか考考ええるる。。  

  

  
  
⑤⑤ 宮宮古古市市田田老老地地区区ににはは巨巨大大防防潮潮堤堤ががああっっ

たたがが、、多多くく住住民民がが津津波波のの犠犠牲牲ににななっったた

ののははどどううししててかか、、新新聞聞記記事事のの住住民民アアンン

ケケーートトかからら考考ええるる。。  

  

  
  
⑥⑥ 釜釜石石東東中中のの生生徒徒がが、、震震災災前前、、防防災災学学習習

でで学学んんだだ『『津津波波三三原原則則』』がが、、どどううししてて

自自分分たたちちのの命命、、他他者者のの命命をを守守るるこことととと

ななっったたののかか考考ええるる。。  
  

(2) 活動の振り返り 

【成果】 

 同同じじ場場所所ででああっっててもも、、「「助助かかっったた命命」」とと

「「失失わわれれたた命命」」ががあありり、、そそのの分分かかれれ道道とと

ななっったたののがが、、人人間間のの心心理理的的要要因因にによよるるもも

ののででああるるここととにに気気づづくくここととががででききたた。。  
 「「いいつつもも」」自自分分のの頭頭でで考考ええるるここととがが、、「「もも

ししもも」」のの時時にに、、自自分分やや他他者者のの命命をを守守るるここ

ととににつつななががるるここととががわわかかっったた。。  
【課題】 

 「「震震災災学学習習のの学学びび」」とと「「各各教教科科のの学学びび」」

をを結結びび、、99 年年間間のの義義務務教教育育のの中中でで、、横横断断的的

にに子子どどももたたちち防防災災をを学学べべるるカカリリキキュュララムム

がが必必要要ででああるる。。  
【生徒の振り返りから】 

 災災害害ををななくくすすここととははででききなないいけけれれどど、、被被

害害をを小小ささくくすするるここととででききるるここととががわわかかりり

ままししたた。。  

 
 

 

鵜住居小児童と釜石東中生徒の避難する方向と車の

進行方向がちがうことに着目。児童生徒が防災学習

で学んだ「津波三原則」について考えた。 

消防署出張所や研修室を備えた鵜住居地区の「防災

センター（震災後）」（朝日新聞 2024 年 3 月 10 日） 

「大津波警報や市町村からの呼びかけ後、避難しよ

うとおもったか」という質問に対して、「避難しなく

ても安全」と回答した人が 12％いたことを新聞から

考えた。（読売新聞オンライン） 
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１．はじめに 

  本本校校はは、、北北海海道道札札幌幌市市のの東東区区にに位位置置ししてておおりり、、各各

学学級級１１学学年年、、全全校校児児童童１１２２６６名名のの小小規規模模特特認認校校ででああ

るる。。ままたた、、令令和和５５年年度度にに札札幌幌市市初初のの義義務務教教育育学学校校「「札札

幌幌市市立立義義務務教教育育学学校校福福移移学学園園」」ととししてて新新たたななススタターー

トトをを切切りり、、今今年年度度でで開開校校３３年年目目をを迎迎ええたた。。学学校校教教育育

目目標標「「自自然然をを愛愛しし  互互いいにに認認めめ合合いい  未未来来をを切切りり拓拓

くく  児児童童生生徒徒のの育育成成〜〜９９年年間間のの連連続続ししたた学学びびをを通通

ししてて、、自自立立ししたた児児童童生生徒徒のの育育成成をを図図るる〜〜」」ののももとと、、

「「FFuukkuuiissmm（（自自立立ししたた人人ににななるる・・思思いいややりりののああるる人人

ににななるる・・発発信信ででききるる人人ににななるる））」」をを合合言言葉葉ににささままざざまま

なな活活動動にに取取りり組組んんででいいるる。。  

  

２.児童生徒の様子 

  本本校校はは、、義義務務教教育育学学校校でで小小規規模模特特認認校校ののたためめ、、ほほ

ぼぼ変変わわららぬぬメメンンババーーでで９９年年間間をを過過ごごすすここととににななるる。。

環環境境がが変変わわららなないいたためめ安安心心ししてて学学校校生生活活をを送送れれるる

一一方方でで、、ずずっっとと一一緒緒だだかかららここそそ集集団団ををよよりりよよくくししてて

いいここううとといいうう意意識識やや社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識

をを高高めめてていいくくここととがが難難ししいい実実態態ががああっったた。。ままたた、、情情

報報収収集集＝＝イインンタターーネネッットトとといいうう意意識識がが強強くく、、全全ててイイ

ンンタターーネネッットトでで解解決決ししよよううととすするる姿姿もも見見らられれたた。。そそ

ここでで、、新新聞聞をを活活用用すするるここととでで社社会会をを知知りり、、社社会会にに目目

をを向向けけ、、社社会会にに参参画画ししよよううととすするる子子どどももたたちちににななっっ

ててももららいいたたいいとといいうう思思いいとと、、様様々々なな方方法法をを用用いいてて情情

報報をを集集めめ、、集集めめたた情情報報をを取取捨捨選選択択ししてて活活用用ででききるる子子

どどももたたちちににななっっててももららいいたたいいとといいうう思思いいかからら、、NNIIEE

実実践践指指定定校校ととししてて取取組組ををススタターートトししたた。。今今ままででのの取取

組組をを通通ししてて、、少少ししずずつつ新新聞聞がが子子どどももたたちちににととっってて身身

近近ななももののににななりり、、いいろろいいろろなな学学年年でで新新聞聞がが活活用用さされれ

るるよよううににななっっててききたた。。そそここでで、、今今年年度度はは、、１１〜〜９９年年  

  

生生のの発発達達段段階階にに合合わわせせてて、、新新聞聞紙紙ををどどののよよううにに活活用用

ででききるるかか、、デデジジタタルル新新聞聞ををどどののよよううにに活活用用ででききるるかか

をを探探るるここととににししたた。。  

 

３．実践の内容 

（（１１））日日常常ででのの活活用用  

①①  新新聞聞にに触触れれるる「「場場のの設設定定」」〜〜新新聞聞ココーーナナーー〜〜  

  新新聞聞をを活活用用ししてていいくくたためめににはは、、ままずずはは新新聞聞にに触触れれ、、

新新聞聞がが子子どどももたたちちににととっってて身身近近ななももののににななるるこことと

がが大大切切だだとと思思いい、、３３年年前前にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置ししたた。。

今今年年度度はは、、そそのの新新聞聞ココーーナナーーををリリニニュューーアアルルしし、、たた

だだ新新聞聞をを置置いいてておおくくののででははななくく、、記記事事のの内内容容がが見見ええ

るるよよううににししたた。。ままたた、、設設置置場場所所もも教教室室前前ででははななくく、、

よよりり多多くくのの児児童童生生徒徒がが通通るる廊廊下下にに変変更更しし、、誰誰ももがが気気

軽軽にに新新聞聞をを持持っってて行行けけるるよよううににししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  新新聞聞にに触触れれるる「「場場のの設設定定」」〜〜フフククイイタタイイムムズズ〜〜  

学学校校司司書書ささんんとと連連携携しし、、多多くくのの児児童童生生徒徒がが利利用用すす

るる図図書書室室ににもも新新聞聞にに触触れれるる場場「「フフククイイタタイイムムズズ」」をを

設設けけたた。。記記事事のの読読みみ比比べべ、、６６年年生生がが選選ぶぶ今今日日のの新新聞聞

記記事事、、全全校校児児童童生生徒徒がが選選ぶぶみみんんななにに読読んんででほほししいい記記

事事、、４４ココママ漫漫画画ななどど、、多多くくののココーーナナーーをを作作るるここととでで、、

ささままざざままなな角角度度かからら新新聞聞にに触触れれるるここととががででききたた。。  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE実実践践報報告告  

義義務務教教育育学学校校ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用  

〜〜発発達達段段階階をを考考ええたたデデジジタタルルととアアナナロロググのの融融合合をを目目指指ししてて〜〜  

                        札札幌幌市市立立義義務務教教育育学学校校福福移移学学園園  教教諭諭  福福本本  勇勇太太  
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③③  新新聞聞にに触触れれるる「「時時間間のの確確保保」」〜〜新新聞聞記記事事紹紹介介〜〜  

  ６６年年生生はは、、毎毎朝朝、、日日直直のの当当番番活活動動ととししてて「「朝朝のの新新

聞聞記記事事紹紹介介」」にに取取りり組組んんだだ。。新新聞聞ココーーナナーーににああるる各各

社社のの新新聞聞のの中中かからら、、自自分分がが興興味味ををももっったた記記事事をを切切りり

抜抜いいててワワーーククシシーートトにに貼貼りり、、記記事事のの要要約約とと感感想想をを発発

表表しし合合ううここととでで、、一一年年ででたたくくささんんののニニュューーススにに出出会会

ううここととががででききたた。。発発表表後後はは、、図図書書室室のの「「フフククイイタタイイ

ムムズズ」」ににワワーーククシシーートトをを貼貼っってていいたただだきき、、全全校校でで共共

有有ででききるるよよううににししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））授授業業ででのの活活用用  

④④  ２２年年生生学学級級活活動動「「係係活活動動」」のの実実践践  

  ２２年年生生はは、、係係活活動動でで「「新新聞聞係係」」をを作作りり、、新新聞聞をを読読

むむだだけけででななくく、、新新聞聞でで情情報報をを発発信信すするる活活動動ををししたた。。

興興味味ののああるる新新聞聞記記事事のの切切りり抜抜ききをを集集めめててそそのの記記事事

のの魅魅力力をを伝伝ええたたりり、、図図書書館館にに新新聞聞係係ココーーナナーーをを設設置置

ししたたりりししてて全全校校にに向向けけてて発発信信ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑤⑤  ４４年年生生国国語語科科「「新新聞聞をを作作ろろうう」」＋＋社社会会科科「「ごごみみ

ははどどここへへ」」のの実実践践  

４４年年生生はは、、国国語語科科「「新新聞聞をを作作ろろうう」」のの学学習習でで新新聞聞

紙紙をを活活用用ししたた。。実実際際のの新新聞聞ををじじっっくくりりとと読読みみ、、書書いい

ててああるる内内容容やや工工夫夫をを見見付付けけ、、新新聞聞のの特特徴徴やや書書きき方方をを

学学んんだだ。。そそのの学学びびをを生生かかししてて社社会会科科「「ごごみみははどどここへへ」」

のの時時間間にに新新聞聞をを作作成成しし、、「「小小学学生生新新聞聞ググラランンププリリ」」にに

応応募募ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑥⑥  ５５年年生生国国語語科科「「新新聞聞をを読読ももうう」」のの実実践践  

  ５５年年生生はは、、国国語語科科「「新新聞聞をを読読ももうう」」のの学学習習でで新新聞聞

紙紙をを活活用用ししたた。。４４年年生生のの時時にに学学んんだだここととをを確確認認ししたた

ああとと、、複複数数のの新新聞聞社社のの記記事事をを読読みみ比比べべるるここととでで、、どど

んんなな違違いいががああるるののかか、、どどううししてて違違ううののかかをを考考ええ、、目目

的的にに応応じじてて読読むむここととがが大大切切ででああるるここととをを学学んんだだ。。そそ

のの学学びびをを生生かかししてて国国語語科科「「みみんんなながが使使いいややすすいいデデザザ

イインン」」のの時時間間にに新新聞聞をを作作成成しし、、「「小小学学生生新新聞聞ググラランンププ
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リリ」」にに応応募募ししたた。。  

⑦⑦  ６６年年生生総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「北北海海道道のの観観光光大大使使

ににななろろうう」」のの実実践践  

６６年年生生はは、、総総合合的的なな学学習習のの時時間間「「北北海海道道のの観観光光大大

使使ににななろろうう」」のの学学習習でで、、「「総総合合のの学学習習をを通通ししてて分分かかっっ

たた北北海海道道のの魅魅力力ををたたくくささんんのの人人たたちちにに発発信信ししたたいい」」

とといいうう思思いいかからら、、新新聞聞をを作作成成しし、、「「小小学学生生新新聞聞ググラランン

ププリリ」」にに応応募募ししたた。。４４年年生生、、５５年年生生ででのの学学びびがが、、「「新新

聞聞でで発発信信ししたたいい」」とといいうう思思いいにに繋繋ががりり、、新新聞聞作作りりにに

もも生生ききてていいたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

⑧⑧  ９９年年生生社社会会科科「「わわたたししたたちちとと国国際際社社会会のの諸諸課課題題」」

のの実実践践    

９９年年生生はは、、社社会会科科「「わわたたししたたちちとと国国際際社社会会のの諸諸課課

題題」」のの学学習習でで、、課課題題をを考考ええるる際際のの一一つつのの資資料料ととししてて

新新聞聞紙紙をを活活用用ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（３３））ままなな bbeellllのの活活用用  

①①  ６６年年生生「「NNIIEEタタイイムム」」  

６６年年生生はは、、週週にに一一度度、、朝朝のの時時間間にに「「NNIIEEタタイイムム」」をを

設設定定しし、、ままなな bbeellll をを開開いいてて今今日日のの一一面面やや気気ににななっっ

たた記記事事をを読読むむ時時間間をを確確保保ししたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  ４４年年生生社社会会科科「「地地域域のの伝伝統統とと文文化化」」のの実実践践  

４４年年生生はは、、社社会会科科「「地地域域のの伝伝統統とと文文化化」」のの学学習習のの

ままととめめでで、、ままなな bbeellllのの新新聞聞作作成成機機能能をを活活用用ししたた。。紙紙

のの新新聞聞ででははななくくデデジジタタルル新新聞聞ににししたたここととでで、、よよりり相相

手手にに伝伝わわるる新新聞聞ににししよよううとと何何度度もも内内容容をを修修正正しし、、納納

得得ののいいくく新新聞聞をを作作りり上上げげよよううととすするる子子どどももたたちちのの

姿姿がが見見らられれたた。。ままたた、、新新聞聞作作りりにに苦苦手手意意識識ををももっってて

いいるる子子もも自自分分にに合合っったた型型をを選選ぶぶここととががででききるるののでで、、

最最後後ままでで前前向向ききにに取取りり組組むむここととががででききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））成成果果  

①①  新新聞聞活活用用のの広広ががりり  

  ４４年年間間のの取取組組をを通通ししてて、、新新聞聞のの活活用用がが少少ししずずつつ学学

校校全全体体にに広広ががりり、、新新聞聞がが先先生生やや子子どどももたたちちににととっってて
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身身近近ななももののににななっったたここととでで、、日日常常のの中中でで当当たたりり前前のの

よよううにに新新聞聞をを活活用用すするる子子どどももたたちちのの姿姿やや授授業業のの中中

でで当当たたりり前前ののよよううにに新新聞聞をを活活用用すするる先先生生たたちちのの姿姿

がが見見らられれるるよよううににななっっててききたた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②  新新聞聞紙紙ももデデジジタタルル新新聞聞もも活活用用  

  ささままざざままなな学学年年、、教教科科でで実実践践ししててききたたここととでで、、発発

達達段段階階をを考考ええてて新新聞聞をを活活用用すするるととはは、、低低学学年年はは新新聞聞

紙紙でで、、高高学学年年ははデデジジタタルル新新聞聞ででとといいううここととでではは決決しし

ててなないいとといいううここととががよよくく分分かかっったた。。どどのの学学年年ににおおいい

ててもも、、「「デデジジタタルルかかアアナナロロググかか」」ででははななくく、、「「デデジジタタ

ルルももアアナナロロググもも」」とといいうう意意識識ををももつつここととがが大大切切ででああ

りり、、必必要要にに応応じじててどどちちららかかをを選選択択ししてて活活用用ししてていいくく

ここととでで、、デデジジタタルルととアアナナロロググをを使使いいここななすす子子どどももたた

ちちににななっってていいくくののだだとと感感じじたた。。学学年年がが上上ががるるににつつれれ

てて、、そそのの選選択択肢肢ででききるる場場面面がが増増ええてていいくくののだだとと思思うう。。  

③③  社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識のの高高ままりり  

  昨昨年年度度にに続続きき、、今今年年度度もも２２〜〜６６年年生生のの全全ててのの児児童童

がが「「小小学学生生新新聞聞ググラランンププリリ」」にに応応募募ししたた。。ままたた、、５５

年年生生はは、、国国語語のの学学習習でで学学びび、、考考ええたたここととをを発発信信ししよよ

ううとと「「ぶぶんんぶぶんん ttiimmee」」ににもも応応募募ししたた。。新新聞聞をを通通ししてて

社社会会にに興興味味ををももちち、、社社会会をを知知りり、、社社会会ににつついいてて考考ええ

るる機機会会がが増増ええたたここととでで、、学学校校のの中中でで学学びびをを完完結結すするる

ののででははななくく、、学学校校でで身身にに付付けけたたここととをを生生かかしし、、学学んん

だだここととやや考考ええたたここととをを地地域域やや札札幌幌市市のの方方々々にに発発信信

ししよよううととすするる子子どどももたたちちのの姿姿がが見見らられれるるよよううにになな

っったた。。「「自自分分たたちちににもも社社会会ののたためめににででききるるここととががああ

るる」」とと、、自自らら社社会会にに参参画画ししよよううととすするる意意識識がが高高ままっっ

ててききたたよよううにに感感じじるる。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

（（２２））課課題題  

①①  学学校校全全体体でで取取りり組組むむたためめののカカリリキキュュララムム整整理理  

  新新聞聞のの活活用用がが広広ががりり、、どどのの教教科科ののどどのの場場面面でで活活用用

ででききるるかかがが見見ええててききたたののはは成成果果だだがが、、そそれれはは先先生生方方

ががそそれれぞぞれれ取取りり組組んんででくくれれたたおおかかげげでであありり、、結結局局、、

各各学学年年でで新新聞聞をを活活用用ででききそそううななととききにに活活用用すするるとと

いいうう担担任任任任せせのの取取組組ににななっっててししままっったた。。学学校校全全体体でで

取取りり組組んんででいいけけるるよよううにに、、どどののよよううなな力力をを付付けけてていい

くくののかかをを明明確確ににしし、、そそののたためめににどどのの教教科科ののどどのの場場面面

でで新新聞聞をを活活用用ししてていいくくののかかをを考考ええ、、今今後後、、カカリリキキュュ

ララムムをを整整理理ししてていいききたたいい。。  

②②情情報報ススキキルル、、情情報報リリテテララシシーー、、情情報報モモララルルのの育育成成  

  社社会会参参画画をを意意識識ししてて新新聞聞をを活活用用ししててききたたがが、、ここれれ

かかららのの社社会会をを考考ええるるとと、、情情報報ススキキルル、、情情報報リリテテララシシ

ーー、、情情報報モモララルルのの育育成成もも欠欠かかすすここととははででききなないい。。新新

聞聞をを通通ししてて、、そそれれららををどどののよよううにに育育成成ししててくくののかか。。

ここちちららもも全全教教職職員員でで考考ええてていいききたたいい。。  

  

５５．．おおわわりりにに  

４４年年間間のの取取組組をを通通ししてて、、新新聞聞がが子子どどももたたちちににととっっ

ててもも先先生生たたちちににととっっててもも身身近近ななももののににななっっててききたた。。

紙紙ににはは紙紙ののよよささががあありり、、デデジジタタルルににははデデジジタタルルののよよ

ささががああるる。。紙紙ににももデデジジタタルルににもも触触れれるるここととでで、、そそれれ

ぞぞれれのの違違いいがが見見ええ、、よよささがが分分かかっっててくくるる。。最最近近はは、、

新新聞聞紙紙をを購購入入ししてていいなないい家家庭庭もも多多くく、、新新聞聞にに触触れれるる

機機会会ををいいたただだけけるる NIE のの取取組組はは大大変変有有難難いい。。そそれれぞぞ

れれのの違違いいをを理理解解しし、、「「デデジジタタルルももアアナナロロググもも」」とといいうう

意意識識ををももっっててここれれかかららもも積積極極的的にに新新聞聞をを活活用用ししてて

いいききたたいい。。   

85



 
 
 
 
 
 
  

１１．．ははじじめめにに  

 本本校校はは、、富富良良野野市市のの南南東東部部にに位位置置すするる広広大大なな自自然然

林林をを有有すするる東東京京大大学学北北海海道道演演習習林林にに隣隣接接すするる東東山山

地地区区にに開開設設さされれたた義義務務教教育育学学校校ででああるる。。令令和和４４年年４４

月月にに「「樹樹海海小小学学校校」」とと「「樹樹海海中中学学校校」」がが統統合合さされれ義義

務務教教育育学学校校ととししてて開開校校ししたた。。ＮＮＩＩＥＥ活活動動ににおおいいててはは、、

旧旧樹樹海海中中学学校校ででのの実実践践をを基基本本にに５５年年生生かからら９９年年生生

でで実実施施しし、、今今年年度度はは４４年年目目のの取取組組ととななるる。。新新聞聞をを活活

用用ししてて、、情情報報ににじじっっくくりり向向きき合合いい主主体体的的にに読読みみ解解くく

力力のの向向上上をを目目指指すすこことと、、ままたた、、社社会会にに興興味味ををももちち、、

そそれれををよよりりよよくくししてていいここううととすするる課課題題意意識識やや学学習習

意意欲欲をを高高めめるる活活動動にに努努めめたた。。  

  

２２．．児児童童生生徒徒のの実実態態ととＮＮＩＩＥＥ活活動動のの目目的的  

  本本校校はは、、前前期期課課程程１１６６名名、、後後期期課課程程８８名名、、ああわわせせ

てて２２４４名名のの小小規規模模校校ででああるる。。義義務務教教育育学学校校ででああるるここ

ととかからら１１年年生生かからら９９年年生生がが同同じじ学学びび舎舎でで生生活活ををとと

ももににしし、、行行事事やや総総合合的的なな学学習習のの時時間間等等でではは全全校校児児童童

生生徒徒でで活活動動すするる機機会会がが多多いいここととがが本本校校のの特特色色ででもも

ああるる。。少少人人数数ででああるるここととでで、、一一人人ひひととりりのの学学習習活活動動

がが十十分分にに確確保保さされれ、、授授業業ででのの発発言言やや発発表表すするる機機会会がが

多多いいたためめ、、堂堂々々とと発発表表ででききるる力力がが身身にに付付いいてていいるる。。  

  一一方方でで、、全全国国学学力力・・学学習習状状況況調調査査のの結結果果かからら、、「「ググ

ララフフやや文文章章ななどどのの複複数数のの情情報報かからら自自分分のの考考ええをを表表  

  

  

  

  

  

  

現現すするるこことと」」「「理理由由をを問問ううこことと、、理理由由をを記記述述すするるこことと」」

をを苦苦手手ととししてていいるるここととがが明明ららかかににななっったた。。そそここでで研研

究究主主題題をを「「自自分分のの考考ええをを表表現現しし、、共共にに深深めめ合合いい高高めめ

合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成～～主主体体的的なな学学びびをを目目指指ししたた指指

導導のの工工夫夫をを通通ししてて～～」」とと設設定定しし、、児児童童生生徒徒のの育育成成にに

努努めめてていいるる。。  

  主主体体的的にに自自分分のの考考ええをを表表出出すするるたためめのの基基本本的的なな

能能力力ととししてて、、「「読読むむこことと」」やや「「根根拠拠ととななるる情情報報をを収収集集

しし活活用用すするる能能力力」」がが必必要要ととななるる。。そそののたためめ本本校校でではは

各各教教科科のの授授業業だだけけででははななくく、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動をを朝朝活活動動にに

取取りり入入れれ、、読読解解力力、、表表現現力力、、情情報報活活用用能能力力のの向向上上をを

進進めめてていいるる。。  

児児童童生生徒徒はは、、北北海海道道ＮＮＩＩＥＥ推推進進協協議議会会かからら提提供供しし

てていいたただだいいてていいるる新新聞聞かからら、、見見出出ししをを見見たたりり、、記記事事

をを読読んんだだりりししななががらら、、興興味味やや関関心心ががああるる記記事事をを選選択択

ししてていいるる。。初初めめにに選選んんだだ理理由由（（根根拠拠））をを記記入入しし、、次次

にに記記事事ににつついいてて感感想想やや意意見見をを記記入入ししてていいるる。。翌翌週週にに

はは、、自自分分がが選選んんだだ記記事事とと感感想想をを発発表表ししてていいるる。。  

ここののよよううにに、、相相手手にに自自分分のの考考ええがが伝伝わわるるよよううにに文文

章章をを作作成成しし、、自自分分のの考考ええををわわかかりりややすすくく発発表表すするる力力

をを養養っってていいるる。。  

今今後後もも、、児児童童生生徒徒のの読読解解力力、、表表現現力力、、情情報報活活用用能能

力力のの向向上上ととととももにに、、社社会会へへのの関関心心をを高高めめ、、自自分分ごごとと

ととししてて考考ええをを深深めめるる活活動動ととししてて「「ＮＮＩＩＥＥ活活動動」」をを継継

続続ししてていいききたたいい。。  

 

 

 

２２００２２５５年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

        朝朝活活動動のの時時間間をを利利用用ししたたＮＮＩＩＥＥ活活動動  
      

                        富富良良野野市市立立樹樹海海学学校校  教教諭諭  佐佐藤藤  一一博博  

 

86



３３．．実実践践のの内内容容  

①①  取取りり組組むむ時時間間とと場場所所をを明明確確にに設設定定すするる。。  

 

 

 

 

 

１．

   

２．

  

３．

  

  

４．

  

  

  

  

  

  

  

５．

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【指導案】 

１１．．ねねららいい    ・・新新聞聞をを読読むむここととをを通通じじてて、、時時事事へへのの関関心心をを高高めめるるととととももにに、、情情報報をを取取捨捨選選択択すするる力力をを伸伸ばば

しし、、子子どどもものの思思考考力力やや読読解解力力をを養養うう。。  
２２．．対対象象学学年年  ・・中中等等ブブロロッックク（（５５～～７７年年））、、高高等等ブブロロッックク（（８８～～９９年年））  
３３．．活活動動日日時時  ・・毎毎週週木木曜曜日日のの朝朝のの学学習習時時（（８８：：００５５～～８８：：２２００））にに実実施施  
４４．．活活動動内内容容  ・・新新聞聞記記事事かからら興興味味ののああるる内内容容ににつついいててのの感感想想やや意意見見ををままととめめるる。。（（隔隔週週ＡＡ））  
                ワワーーククシシーートト「「朝朝のの新新聞聞」」ににままととめめるる。。→→ｉｉＰＰａａｄｄでで撮撮影影すするる。。  
              ・・前前週週ままととめめたた「「朝朝のの新新聞聞」」ににつついいてて発発表表しし、、意意見見をを交交流流すするる。。（（隔隔週週ＢＢ））  
                発発表表時時間間はは３３００秒秒程程度度。。→→発発表表後後、、ワワーーククシシーートト掲掲示示。。  
５５．．活活動動ののななががれれ  

  児児童童生生徒徒のの活活動動  教教師師のの活活動動  備備考考  

  
  
隔隔

週週

ＡＡ  

①①図図書書室室にに新新聞聞をを取取りりにに行行くく  
  ・・図図書書室室のの新新聞聞棚棚かからら新新聞聞をを選選  

びび教教室室へへ  
②②興興味味ののああるる記記事事をを選選びび、、感感想想やや意意

見見ををままととめめるる。。  
  ・・ワワーーククシシーートト「「朝朝のの新新聞聞」」にに記記

入入すするる。。  
③③発発表表準準備備・・片片付付けけ  
  ・・発発表表内内容容をを考考ええるる。。  
  ・・ワワーーククシシーートトとと新新聞聞ををｉｉＰＰａａｄｄ

でで撮撮影影すするる。。  
  ・・新新聞聞をを返返却却すするる。。  

①①一一面面やや、、気気ににななるる紙紙面面をを参参考考にに  
選選ぶぶよようう指指導導すするる。。  

  
②②学学年年のの発発達達段段階階やや個個人人のの興興味味にに  
合合わわせせてて、、記記事事選選びびやや記記入入方方法法  
ににつついいててアアドドババイイススすするる。。  

  
③③発発表表原原稿稿ななどどののアアドドババイイススををすす  
るる。。  

  

①①新新聞聞はは、、11 人人 11 部部をを持持っっ

てていいくく。。  
  
②②ワワーーククシシーートトのの枠枠内内にに

収収ままるるよよううにに記記入入すするる。。  
  
  
③③発発表表練練習習時時間間のの設設定定はは

ななしし。。各各自自でで準準備備すするる。。  

  
  
隔隔

週週

ＢＢ  

①①発発表表会会  
  ・・発発表表すするる。。→→質質問問にに答答ええるる。。  
  ・・発発表表をを聞聞くく。。→→質質問問すするる。。  
②②担担任任のの話話をを聞聞くく。。  
  
  
③③ワワーーククシシーートトをを掲掲示示すするる。。  

①①発発表表会会  
  ・・質質問問はは、、学学級級のの実実態態にに応応じじてて  
    実実施施すするる。。  
②②発発表表会会のの講講評評  
  ・・話話しし方方やや取取りり組組みみ方方ななどどににつつ

いいてて評評価価すするる。。  
③③ままととめめ  
・・ききれれいいにに掲掲示示さされれてていいるるかか確確

認認しし、、指指導導すするる。。  

①①発発表表すするるここととををねねららいい

ととすするるたためめ、、質質問問はは児児童童生生

徒徒のの実実態態にに応応じじてて実実施施。。  
②②担担任任以以外外ででもも可可能能。。  
  
  
③③個個人人ごごととににフファァイイリリンン

ググすするる。。  
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本本校校でではは、、年年間間をを通通ししてて朝朝８８：：００５５かからら８８：：２２００

のの１１５５分分間間をを「「朝朝活活動動」」とと位位置置付付けけ、、「「学学力力・・体体力力向向

上上」」のの基基礎礎ととななるる「「朝朝読読書書」」「「朝朝運運動動」」、、そそししてて「「ＮＮ

ＩＩＥＥ活活動動」」をを設設定定しし活活動動ししてていいるる。。  

ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、５５年年生生かからら９９年年生生がが２２週週間間をを１１ササ

イイククルルととししてて取取りり組組んんででいいるる。。１１週週目目でではは、、新新聞聞記記

事事をを読読んんでで、、ワワーーククシシーートトにに感感想想やや意意見見ををままととめめるる。。

２２週週目目はは、、ままととめめたた内内容容をを 3300秒秒程程度度でで発発表表すするる。。ここ

ののよよううにに、、発発表表練練習習のの時時間間ななどどはは設設けけずず、、児児童童生生徒徒

がが主主体体的的にに準準備備やや発発表表をを進進めめらられれるるよよううににししてていい  

るる。。  

②②  新新聞聞のの選選定定  

ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、前前記記のの通通

りり毎毎週週木木曜曜日日にに実実施施ししてて

いいるる。。限限らられれたた時時間間のの中中でで

活活動動をを円円滑滑ににすするるたためめにに、、

児児童童生生徒徒がが手手にに取取りりややすす

いい図図書書室室前前にに新新聞聞棚棚をを設設

置置しし、、新新聞聞をを身身近近にに感感じじるる環環境境をを整整ええてていいるる。。  

新新聞聞社社別別にに発発行行日日順順にに並並べべ、、一一面面記記事事のの取取りり上上げげ

方方のの違違いいやや時時事事情情報報等等をを一一目目でで比比較較ししややすすくくしし、、児児

童童生生徒徒がが興興味味ののああるる新新聞聞をを選選べべるるよよううににししてていいるる。。  
③③  ままととめめ作作業業  

  ＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、新新聞聞記記事事かからら興興味味ののああるる内内容容ににつつ

いいてて感感想想やや意意見見ををままととめめ、、ままととめめたた感感想想をを発発表表しし意意

見見をを交交換換ししてていいるる。。本本校校ののＮＮＩＩＥＥ活活動動はは、、11 年年をを通通

ししてて実実施施すするるたためめ、、継継続続ででききるるよようう無無理理ののなないい取取組組

ととししてて実実施施ししてていいるる。。そそののたためめ、、感感想想用用紙紙ははででききるる

限限りり簡簡素素ななももののととしし、、二二種種

類類のの感感想想用用紙紙かからら選選択択ししてて

記記述述量量をを調調整整ででききるるよよううにに

ししてていいるる。。   

 

 

 

 

 

 

④④  発発表表  

発発表表はは、、学学年年のの実実態態にに応応じじてて柔柔軟軟にに行行っってていいるる。。  

読読んんだだ新新聞聞ををモモニニタターーにに映映しし出出すすここととでで、、記記事事のの内内

容容をを共共有有ししななががらら発発表表ししてていいるる。。  

ままたた、、本本校校はは小小規規模模校校ののたためめ、、人人数数のの少少なないい学学年年

でではは他他学学年年とと合合同同でで実実施施すするるななどど、、多多様様なな意意見見がが交交

流流ででききるるよようう工工夫夫ししてて進進めめてていいるる。。  

発発表表後後はは、、時時間間のの関関係係でで意意見見交交換換のの時時間間をを確確保保すす

るるここととががででききなないいがが、、質質問問がが

ああれればば答答ええたたりり、、担担任任がが補補足足

説説明明をを加加ええたたりりししてて、、児児童童生生

徒徒のの好好奇奇心心をを育育んんででいいるる。。  

「「ままだだ解解決決ししてていいなないいいいじじめめがが２２３３．．９９％％ももああるる

ここととをを知知りり驚驚いいたた。。解解決決すするる方方法法がが早早くく見見つつかかっってて

ほほししいい。。いいじじめめをを他他人人事事ととせせずず、、真真剣剣にに考考ええてていいきき

たたいい。。」」「「『『多多孔孔性性金金属属有有機機体体』』のの発発見見はは、、地地球球温温暖暖化化

対対策策にに期期待待さされれてていいるる。。ささままざざままなな大大学学とと協協力力ししてて

長長年年研研究究ししててききたたここととがが評評価価さされれるるののははロロママンンがが

ああるるとと思思っったた。。」」（（児児童童生生徒徒のの感感想想よよりり））  

 

 

 

 

 

 

 

⑤⑤  掲掲示示・・記記録録  

発発表表後後はは、、他他のの学学年年ののままととめめもも交交流流ででききるるよようう、、

廊廊下下にに「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」をを設設置置ししてて掲掲示示ししてていいるる。。

ままたた、、過過去去のの自自分分のの記記事事をを読読みみ返返せせるるよよううににフファァイイ

リリンンググししててままととめめ、、次次年年度度にに引引きき継継

げげるるよよううににししてていいるる。。  
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⑥⑥  朝朝活活動動以以外外ででのの新新聞聞のの活活用用  

  朝朝活活動動ででのの取取組組だだけけででななくく、、国国語語科科のの授授業業やや他他教教

科科のの調調べべ学学習習ななどどででもも新新聞聞をを活活用用ででききるるよよううにに、、資資

料料のの整整備備をを行行っってていいるる。。特特にに本本校校でではは、、学学校校司司書書がが

精精力力的的にに環環境境整整備備やや指指導導にに関関わわっってていいるるたためめ、、ススムム

ーーズズなな取取組組をを進進めめるるここととががででききてていいるる。。  

国国語語科科のの授授業業でではは、、学学年年にに応応じじたた新新聞聞のの読読みみ方方やや

活活用用のの仕仕方方ににつついいてて指指導導をを行行っってていいるる。。社社説説やや投投書書

ななどどをを参参考考にに意意見見文文をを書書くくととききにに必必要要なな情情報報のの収収

集集やや書書きき方方をを学学習習ししたたりり、、新新聞聞のの構構成成をを学学習習しし自自分分

たたちちでで新新聞聞をを書書くく作作業業ををししたたりりししてていいるる。。  

他他教教科科ににおおいいててもも、、テテーーママにに沿沿っったた記記事事をを選選ぶぶアア

ドドババイイススやや、、過過去去のの新新聞聞記記事事ををススククララッッププ資資料料ににまま

ととめめてて提提供供すするるななどど、、学学校校司司書書とと連連携携ししななががらら児児童童

生生徒徒のの興興味味にに合合わわせせたた新新聞聞のの活活用用ををししてていいるる。。  

ままたた、、地地域域にに根根ざざししたた記記事事をを切切りり取取っってて掲掲示示ししたた

りり、、生生徒徒がが毎毎朝朝登登校校ししたたらら通通るるホホーールルにに新新聞聞をを置置いい

たたりりすするるここととでで、、新新聞聞にに対対すするる児児童童生生徒徒のの関関心心をを高高

めめてていいるる。。立立ちち止止ままっってて記記事事をを読読むむ姿姿やや、、ペペーージジをを

めめくくっってて新新聞聞をを読読んんででいいるる児児童童生生徒徒のの姿姿がが見見らられれ

るる。。 

 

４４．．成成果果とと課課題題  

①①成成果果  

  今今年年度度はは、、ここれれままででのの実実践践でで得得らられれたた成成果果ををももとと

にに、、ここれれままででのの実実践践内内容容をを継継承承ししつつつつ、、児児童童生生徒徒やや

担担任任のの負負担担ににななららずず継継続続ししてていいけけるる活活動動をを目目指指しし

ててききたた。。  

令令和和元元年年度度よよりりＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組みみ、、本本校校のの研研

究究主主題題ででああるる「「自自分分のの考考ええをを表表現現しし、、共共にに深深めめ合合いい

高高めめ合合うう児児童童生生徒徒のの育育成成」」にに大大ききなな成成果果がが得得らられれてて

いいるる。。特特にに、、自自ららのの考考ええをを発発表表すするる力力やや理理解解すするる力力

のの向向上上がが見見らられれたた。。ままたた、、現現在在のの社社会会情情勢勢へへのの関関心心

のの高高ままりりがが、、他他のの学学習習へへのの相相乗乗効効果果やや進進路路選選択択ののきき

っっかかけけととななっってていいるる。。  

活活動動内内容容をを２２週週間間（（ままととめめるる・・発発表表））にに分分けけてて行行

っってていいるるたためめ、、短短時時間間でで活活動動でできき、、負負担担のの少少なないい状状

態態ででのの継継続続がが可可能能ととななっってていいるる。。記記事事をを画画面面にに映映しし

発発表表すするるここととでで、、聞聞いいてていいるる児児童童生生徒徒もも記記事事のの内内容容

やや個個人人のの考考ええをを共共有有すするるここととががででききてていいるる。。ままたた、、

自自分分がが選選ばばななかかっったた記記事事をを知知るるここととでで、、未未知知のの世世界界

ととのの出出会会いいやや興興味味関関心心のの広広ががりりににつつななががっってていいるる。。  

ささららにに朝朝活活動動以以外外のの時時間間ににもも積積極極的的にに新新聞聞をを活活

用用ししたたりり、、ＮＮＩＩＥＥ活活動動のの成成果果やや新新聞聞のの掲掲示示をを行行っったた

りりすするるここととでで、、児児童童生生徒徒がが新新聞聞をを身身近近にに感感じじるるよようう

ににななっってていいるる。。  

②②課課題題  

  新新聞聞をを読読むむ時時間間がが限限らられれてていいるるたためめ、、朝朝活活動動のの時時

間間だだけけでではは比比較較読読みみををすするる機機会会がが確確保保ででききなないい。。情情

報報をを取取捨捨選選択択しし、、整整理理しし、、批批評評的的にに読読みみ取取るる「「情情報報

リリテテララシシーー」」をを身身ににつつけけるるたためめににはは、、国国語語科科ををははじじ

めめととししたた各各教教科科のの指指導導計計画画のの中中でで、、新新聞聞をを活活用用すするる

場場面面をを増増ややすす必必要要ががああるる。。  

  ままたた、、学学年年のの実実態態にに応応じじてて記記事事のの選選択択やや内内容容のの理理

解解にに学学級級担担任任ののササポポーートトがが必必要要なな場場面面ももああるる。。ささらら

にに、、漢漢字字のの読読みみやや語語句句のの意意味味のの理理解解ななどど、、記記事事のの内内

容容をを理理解解すするるたためめにに必必要要なな基基礎礎学学力力のの定定着着がが必必要要

なな児児童童生生徒徒ががいいるるたためめ、、段段階階にに応応じじたた丁丁寧寧なな指指導導やや

小小学学生生新新聞聞のの活活用用ななどど、、個個にに応応じじたた記記事事のの選選定定がが求求

めめらられれるる。。  

 

５５．．おおわわりりにに  

 開開校校以以来来継継続続ししてていいるるＮＮＩＩＥＥ活活動動をを通通ししてて、、児児童童

生生徒徒はは大大ききなな成成長長をを遂遂げげてていいるる。。社社会会のの出出来来事事にに関関

心心ををももちち、、気気ににななっったた出出来来事事ををささららにに詳詳ししくく調調べべるる

ななどど「「主主体体的的にに学学習習にに取取りり組組むむ意意欲欲とと学学習習習習慣慣のの確確

立立」」がが見見らられれてていいるる。。今今後後もも、、「「継継続続ででききるる活活動動」」とと

ししててＮＮＩＩＥＥ活活動動にに取取りり組組みみ、、教教育育にに新新聞聞をを取取りり入入れれ

ななががらら児児童童生生徒徒のの成成長長をを促促ししてていいききたたいいとと考考ええてて

いいるる。。  
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１．はじめに 

北北海海道道小小樽樽水水産産高高等等学学校校はは、、11990055（（明明治治 3388））

年年にに創創立立さされれ、、112200 年年のの歴歴史史とと伝伝統統をを誇誇るる水水

産産系系専専門門高高校校ででああるる。。本本校校はは「「海海洋洋漁漁業業科科」」

「「水水産産食食品品科科」」「「栽栽培培漁漁業業科科」」「「情情報報通通信信科科」」

のの４４学学科科をを設設置置しし、、実実習習船船をを用用いいたた航航海海やや食食

品品製製造造、、水水産産資資源源のの育育成成、、高高度度なな通通信信技技術術のの

習習得得ななどど、、職職業業高高校校ととししてて実実学学をを重重んんじじるる

「「体体験験型型教教育育」」をを教教育育のの柱柱ととししてていいるる。。  

  本本校校のの生生徒徒はは、、目目にに見見ええるる実実習習やや技技術術習習得得

ににはは高高いい意意欲欲をを示示すす一一方方でで、、抽抽象象的的なな概概念念をを

扱扱うう座座学学やや文文字字情情報報のの処処理理にに対対ししててはは苦苦手手

意意識識をを持持つつ傾傾向向がが強強いい。。ししかかしし、、卒卒業業後後にに水水

産産・・海海洋洋産産業業のの最最前前線線でで活活躍躍すするるププロロフフェェッッ

シショョナナルルととななるる彼彼ららににととっってて、、気気象象のの変変化化やや

国国際際情情勢勢、、流流通通経経済済のの動動向向とといいっったた「「社社会会のの

動動きき」」をを正正確確にに把把握握すするる力力はは不不可可欠欠なな資資質質でで

ああるる。。  

  情情報報通通信信技技術術のの発発展展にによよりり、、生生徒徒をを取取りり巻巻

くく情情報報環環境境ははススママーートトフフォォンンにによよるる断断片片的的

ななＳＳＮＮＳＳやや動動画画視視聴聴がが主主流流ととななっったた。。ししかかしし、、

海海とといいうう広広大大ななフフィィーールルドドやや複複雑雑なな流流通通社社

会会でで生生きき抜抜くくたためめににはは、、フフェェイイククニニュューーススをを

見見極極めめるる確確かかなな目目とと、、多多角角的的なな視視点点かからら物物事事

をを考考察察すするる思思考考力力がが求求めめらられれるる。。  

  そそここでで本本年年度度はは、、教教科科書書にに載載っってていいるる「「知知

識識」」とと実実習習でで学学ぶぶ「「技技術術」」をを、、現現在在進進行行形形のの

社社会会課課題題とと結結びびつつけけるるたためめののメメデディィアアととしし

てて「「新新聞聞」」をを位位置置づづけけたた。。国国語語科科ででのの基基礎礎的的

なな語語彙彙力力向向上上とと、、公公民民科科ででのの社社会会事事象象のの構構造造

的的理理解解をを両両輪輪ととすするるここととでで、、専専門門高高校校ででのの学学  

  

  

びびををよよりり確確かかななももののににすするるたためめののＮＮＩＩＥＥ実実

践践にに取取りり組組んんだだ。。  

  

２.児童（生徒）の様子 

  令令和和７７年年度度現現在在、、生生徒徒数数はは１１年年次次 110033 名名、、

２２年年次次 110077 名名、、３３年年次次 112211 名名のの合合計計 334433 名名でで

ああるる。。生生徒徒のの多多くくはは学学習習にに対対ししてて苦苦手手意意識識をを

持持つつ傾傾向向ががああるるがが、、実実習習やや体体験験型型のの活活動動にに対対

ししててはは高高いい関関心心をを示示しし、、積積極極的的にに取取りり組組むむ姿姿

がが日日常常的的にに見見らられれるる。。  

ととりりわわけけ、、興興味味をを持持っったたテテーーママににはは粘粘りり強強

くく取取りり組組むむ傾傾向向ががあありり、、そそのの有有効効なな手手段段ととしし

ててＮＮＩＩＥＥ（（教教育育にに新新聞聞をを））のの実実践践にに取取りり組組んん

ででききたた。。本本年年度度はは、、生生徒徒がが情情報報にに対対ししてて主主体体

的的かかつつ日日常常的的にに関関わわるるここととをを目目指指しし、、以以下下のの

３３つつのの柱柱でで実実践践をを展展開開ししたた。。  

           

３．実践の内容 

（１）実践のねらい 

  現現代代のの生生徒徒はは、、ＳＳＮＮＳＳややポポーータタルルササイイトトのの

トトピピッッククをを通通じじてて断断片片的的なな情情報報にに触触れれるる機機

会会ははああるるもものののの、、新新聞聞をを手手にに取取りり、、社社会会のの諸諸

課課題題をを構構造造的的にに捉捉ええるる機機会会はは極極めめてて少少なないい。。

本本校校でではは、、生生徒徒がが言言葉葉のの力力をを高高めめ社社会会をを読読みみ

解解くく力力をを養養ううたためめ、、国国語語科科・・公公民民科科でで NNIIEE をを

実実践践ししたた。。特特にに、、普普段段、、新新聞聞ややニニュューーススにに自自

らら触触れれなないい生生徒徒にに対対ししてて、、確確かかなな情情報報のの本本質質

をを見見極極めめるるメメデディィアア・・リリテテララシシーーやや、、一一つつのの

事事象象をを多多様様なな立立場場かからら考考察察すするる「「複複眼眼的的なな視視

点点」」をを育育むむここととをを強強くく意意識識ししたた。。  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        日日常常的的なな新新聞聞へへのの親親ししみみをを通通ししてて  
      

                北北海海道道小小樽樽水水産産高高等等学学校校  教教諭諭  阿阿部部  淳淳一一  
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（２）取組内容と生徒の変容 

①①国国語語科科ににおおけけるる取取組組  

□□「「脳脳トトレレ」」にによよるる語語彙彙力力向向上上  

授授業業内内でで実実施施すするる 1100 問問程程度度のの漢漢字字テテスストト

のの裏裏面面をを活活用用しし、、北北海海道道新新聞聞のの「「脳脳トトレレ」」（（四四

字字熟熟語語ししりりととりりややパパズズルル等等））をを「「漢漢字字ククイイズズ」」

ととししてて掲掲載載ししたたりり、、ココララムムやや新新聞聞記記事事ななどどをを

載載せせ、、教教科科書書以以外外のの文文章章にに触触れれるる機機会会をを作作っっ

たたりりししたた。。  

○○経経緯緯  

令令和和６６年年度度ままでではは、、授授業業のの導導入入ととししてて、、副副

教教材材をを利利用用ししててのの漢漢字字テテスストト（（1100 題題））をを実実施施

ししてていいたた。。正正確確にに丁丁寧寧にに書書くくここととをを狙狙いいととしし

てていいるるたためめ、、「「止止めめ、、ははねね」」のの指指示示やや画画数数ななどど

をを余余白白にに示示しし、、ミミススをを防防ぐぐよよううににししてていいたた。。

問問題題をを解解くく時時間間にに個個人人差差がが見見らられれるるたためめ、、漢漢

字字テテスストトのの裏裏面面にに北北海海道道新新聞聞のの「「卓卓上上四四季季」」

をを印印刷刷しし、、早早くく終終わわっったた生生徒徒がが退退屈屈ししなないいよよ

ううなな工工夫夫ををししててききたた。。ししかかしし、、年年々々、、生生徒徒のの

語語彙彙力力はは低低下下しし、、漢漢字字テテスストトにに真真剣剣にに取取りり組組

むむ生生徒徒がが減減少少ししててききてていいるるよよううにに感感じじらられれ

たた。。ままたた、、裏裏面面ののココララムムをを積積極極的的にに読読ももううとと

いいうう生生徒徒ももああままりり見見らられれななくくななっったたたためめ、、令令

和和 77 年年度度かかららはは言言葉葉にに興興味味をを示示すすよよううなな取取組組

にに変変ええててみみたた。。  

【【１１年年「「現現代代のの国国語語」」裏裏面面；；『『漢漢字字ククイイズズ』』】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【実実践践例例①①】】  

  漢漢字字テテスストトのの裏裏面面にに北北海海道道新新聞聞『『脳脳トトレレ』』

をを『『漢漢字字ククイイズズ』』ととししてて出出題題すするる。。  

・・方方法法  

漢漢字字テテスストトをを早早くく終終ええたた生生徒徒かからら順順次次取取

りり組組まませせ、、テテスストト終終了了後後、、ペペアア学学習習でで採採点点。。

最最後後にに全全体体ででククイイズズのの解解答答をを確確認認すするる時時

間間をを設設けけたた。。  

  

【【実実践践例例②②】】  

  漢漢字字テテスストトでで出出題題さされれてていいるる漢漢字字をを新新聞聞

記記事事のの中中かからら探探しし、、テテスストトのの裏裏面面にに印印刷刷すするる。。  

・・方方法法  

  漢漢字字やや熟熟語語がが記記事事のの中中ででどどののよよううにに使使用用

さされれてていいるるかかをを示示すす。。  

【【２２年年「「文文学学国国語語」」  

裏裏面面；；北北海海道道新新聞聞『『卓卓上上四四季季』』】】  

  

  

  

  

  

  

  

【【２２年年「「文文学学国国語語」」漢漢字字テテスストト】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

【【実実践践例例③③】】  

新新聞聞ののココララムムののよよううにに細細かかなな字字ががたたくくささ

んん並並んんででいいるるののをを見見るるここととにに抵抵抗抗をを示示すす生生

徒徒ももいいるるたためめ、、記記事事をを直直接接印印刷刷すするるののででははなな

「
サ
ク
シ
」
の
「
シ
」
は
歌
詞
の
「
詞
」

で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
と
、
得
点
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くく、、行行間間ををととりり、、読読みみややすすいい大大ききささのの字字でで打打

ちち直直すすよよううににししたた。。  

○○生生徒徒のの変変容容  

普普段段のの授授業業ににはは消消極極的的なな生生徒徒もも、、ここののククイイ

ズズににはは非非常常にに前前向向ききにに取取りり組組むむ姿姿がが見見らられれ

たた。。遊遊びびのの要要素素をを取取りり入入れれるるここととでで、、語語彙彙学学

習習へへのの心心理理的的障障壁壁をを取取りり除除きき、、日日常常的的なな活活字字

へへのの親親ししみみをを醸醸成成ししてていいるる。。  

  

□□「「ぶぶんんぶぶんんｔｔｉｉｍｍｅｅ」」へへのの投投稿稿  

長長期期休休業業中中のの課課題題ととししてて、、北北海海道道新新聞聞のの「「小小

中中高高生生のの文文ででつつくくるる新新聞聞   ぶぶんんぶぶんんｔｔｉｉｍｍ

ｅｅ」」へへのの投投稿稿をを実実施施ししたた。。  

生生徒徒はは自自身身のの生生活活体体験験やや関関心心事事をを、、新新聞聞とといい

うう限限らられれたた文文字字数数のの中中でで他他者者にに伝伝わわるるよようう

言言語語化化すするる作作業業にに取取りり組組んんだだ。。ここのの活活動動はは、、

単単ななるる作作文文技技術術のの向向上上にに留留ままららずず、、自自分分のの考考

ええがが公公共共ののメメデディィアアをを通通じじてて社社会会にに発発信信ささ

れれるる可可能能性性をを意意識識ささせせ、、社社会会参参画画へへのの端端緒緒をを

拓拓くく機機会会ととななっったた。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

②②公公民民科科ににおおけけるる取取組組  

□□「「ニニュューーススをを読読ももうう」」のの実実践践  

  公公民民科科のの授授業業でではは、、社社会会的的事事象象にに対対すするる見見

方方・・考考ええ方方をを深深めめるるたためめ、、ポポーータタルルササイイトトとと

新新聞聞記記事事をを連連携携ささせせ、、現現代代社社会会のの諸諸課課題題をを多多

面面的的･･多多角角的的にに考考察察すするるデデジジタタルルとと紙紙面面をを融融

合合ささせせたたワワーーククシシーートト活活動動をを年年間間でで４４～～５５

回回程程度度実実施施ししたた。。  

  

・・方方法法  

((11))ニニュューーススのの選選別別とと視視点点のの設設定定  

生生徒徒はは「「YYaahhoooo!!」」やや「「GGooooggllee」」等等ののポポーータタ

ルルササイイトトかからら、、以以下下のの三三つつのの視視点点ででニニュューースス

をを検検索索しし、、配配信信元元ででああるる新新聞聞社社のの詳詳細細記記事事にに

アアククセセススししたた。。  

・・国国内内政政治治：：国国会会･･内内閣閣･･法法律律にに関関すするる課課題題  

・・地地方方自自治治：：地地方方自自治治体体のの抱抱ええるる諸諸問問題題  

・・国国際際関関係係：：国国際際政政治治･･経経済済等等のの諸諸外外国国にに

おおけけるる課課題題  

ここれれらら三三つつのの視視点点かからら各各１１個個、、計計３３個個のの記記事事

をを選選定定ささせせるるここととでで、、興興味味のの偏偏りりをを防防ぎぎ、、社社

会会をを俯俯瞰瞰すするる視視点点をを持持たたせせたた。。  

  

((22))情情報報のの吟吟味味とと要要約約・・考考察察  

ポポーータタルルササイイトトかからら各各新新聞聞社社がが配配信信ししてて

いいるる元元のの記記事事ににアアククセセススささせせ、、配配信信日日時時やや配配

信信元元をを確確認認ししたた上上でで、、以以下下のの内内容容ををワワーーククシシ

ーートトににままととめめささせせたた。。  

  

  

（
北
海
道
新
聞 

２
０
２
５
年
１
１
月
１
２
日
） 
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・・概概要要：：記記事事のの要要点点をを客客観観的的ににままととめめるる。。  

（（要要約約力力のの育育成成））  

・・取取りり上上げげたた理理由由：：  

ななぜぜそそののニニュューーススがが自自分分ににととっってて、、

ああるるいいはは社社会会ににととっってて重重要要だだとと思思

っったたののかかをを自自覚覚ささせせるる。。  

・・自自分分のの考考ええ：：  

「「違違うう立立場場にに立立つつととどどううかか」」「「ななぜぜ

○○○○ななののかか」」とといいうう問問いいをを立立てて、、多多

角角的的にに考考察察しし、、自自分分のの考考ええをを論論理理的的

にに記記述述すするる（（複複眼眼的的なな視視点点のの育育成成））。。  

【【ワワーーククシシーートト】】  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

○○生生徒徒のの変変容容  

「「ニニュューーススをを読読ももうう」」のの実実践践をを通通じじてて生生徒徒

ににはは以以下下のの３３点点のの変変容容がが見見らられれたた。。  

ままずず、、ススママホホ中中心心のの受受動動的的なな情情報報収収集集かからら、、

設設定定さされれたた視視点点ににももととづづきき自自ららニニュューーススをを

「「選選択択」」すするる能能動動的的なな姿姿勢勢へへとと変変化化ししたた。。次次

にに、、年年間間をを通通じじたた要要約約活活動動にによよりり、、断断片片的的なな

情情報報ででははななくく物物事事のの背背景景やや構構造造をを捉捉ええるる論論

理理的的読読解解力力がが向向上上ししてていいっったた。。最最後後にに、、多多角角

的的なな問問いいにに答答ええるる過過程程でで、、一一面面的的なな善善悪悪のの判判

断断をを超超ええたた複複眼眼的的なな思思考考とと、、自自分分のの考考ええをを言言

語語化化すするる確確かかなな表表現現力力をを身身ににつつけけるるここととがが

ででききたた。。  

  

４．実践の成果と課題 

（１）成果 

  第第一一にに、、年年間間をを通通じじてて継継続続的的にに取取りり組組んんだだ

ここととでで、、当当初初はは自自分分のの興興味味ががああるる狭狭いい範範囲囲のの

テテーーママ（（エエンンタタメメ等等））にに偏偏りりががちちだだっったた生生徒徒

もも、、回回をを追追ううごごととにに政政治治やや地地方方自自治治、、国国際際情情

勢勢ななどど、、選選択択すするるニニュューーススのの幅幅にに広広ががりりがが見見

らられれるるよよううににななっったた。。ままたた、、ワワーーククシシーートトでで

「「視視点点」」をを設設定定ししたたここととにによよりり、、教教科科書書上上のの

知知識識がが実実社社会会ででどどののよよううにに機機能能ししてていいるるかか

をを実実感感ささせせるるここととががでできき、、一一つつのの事事象象をを多多角角

的的・・複複眼眼的的にに捉捉ええるる思思考考習習慣慣がが定定着着しし始始めめたた。。  

  第第二二にに、、「「脳脳トトレレ」」ななどどのの親親ししみみややすすいい素素材材

をを入入りり口口ににすするるここととでで、、新新聞聞にに対対すするる心心理理的的

ななハハーードドルルがが下下ががりり、、活活字字文文化化にに親親ししむむ生生徒徒

がが増増加加ししたた。。  

 

（２）課題 

今今後後のの課課題題はは、、情情報報のの「「信信頼頼性性」」のの検検証証でで

ああるる。。ネネッットト上上ののニニュューーススとと新新聞聞紙紙面面のの情情報報

をを比比較較しし、、メメデディィアア・・リリテテララシシーーををよよりり深深めめ

るる活活動動がが必必要要ででああるる。。ままたた、、生生徒徒がが選選んんだだ記記

事事ををククララスス全全体体でで共共有有・・議議論論すするる場場面面をを増増やや

すすここととでで、、他他者者のの多多様様なな意意見見にに触触れれ、、合合意意形形

成成をを目目指指すす態態度度のの育育成成ににもも注注力力ししてていいききたた

いい。。  

  今今年年度度はは、、国国語語科科とと公公民民科科ががそそれれぞぞれれのの科科

目目のの中中でで取取りり組組んんででききたたがが、、次次年年度度はは国国語語科科

でで養養っったた語語彙彙力力をを公公民民科科のの論論述述ににどどうう活活かか

ししてていいくくかか、、教教科科間間ののささららななるる連連携携をを模模索索しし

てていいききたたいい。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは札札幌幌市市清清田田区区北北野野にに位位置置すするる、、６６間間

口口((各各年年次次 224400 名名))のの全全日日制制普普通通科科のの高高等等学学校校

でで普普通通ココーーススととググロローーババルルココーーススがが設設置置ささ

れれてていいるる。。単単位位制制のの教教育育課課程程ととななっってておおりり、、

１１年年次次にに必必履履修修科科目目のの多多くくをを履履修修ししたた後後、、

２２・・３３年年次次ににはは生生徒徒そそれれぞぞれれがが進進路路やや興興味味・・

関関心心にに応応じじたた科科目目選選択択をを行行っってていいるる。。  

本本校校のの学学校校教教育育目目標標ににおおいいててはは、、「「ななおお、、もも

っっとと」」とといいうう言言葉葉ががキキーーワワーードドととななっってていいるる。。

本本校校のの学学校校案案内内パパンンフフレレッットト((22002255 年年度度入入学学

生生向向けけ))にに、、学学校校長長がが次次ののよよううにに記記ししてていいるる。。  

  

  「「ななおお、、ももっっとと」」はは本本校校のの学学校校教教育育のの目目標標

ににああるる、、本本校校ががととててもも大大事事ににししてていいるる言言葉葉でで

すす。。日日頃頃のの学学習習やや探探究究活活動動、、部部活活動動、、学学校校行行

事事にに取取りり組組みみ、、自自身身のの目目標標にに向向けけてて、、ななににごご

ととににもも「「ななおお、、ももっっとと」」とと立立ちち向向かかっってていいくく

「「ああななたた」」をを応応援援すするる学学校校、、そそれれがが清清田田高高校校

でですす。。そそののよよううなな想想いいををももつつ「「ああななたた」」にに、、

ぜぜひひ本本校校のの一一員員ににななっっててほほししいい。。本本校校ののよよきき

伝伝統統をを紡紡ぐぐ仲仲間間ににななっっててほほししいい。。  

  

  令令和和７７年年度度、、本本校校はは初初めめてて NNIIEE 実実践践指指定定校校

にに指指定定ししてていいたただだいいたた。。初初年年度度とといいううこことともも

あありり、、数数々々のの取取組組ににおおいいてて成成果果ももああれればば、、そそ

れれ以以上上にに課課題題もも残残さされれたたがが、、生生徒徒ににもも私私たたちち

教教職職員員ににもも活活字字文文化化のの必必要要性性をを改改めめてて知知るる

機機会会ととななっったた。。以以下下、、２２名名のの教教員員にによよるる実実践践

報報告告をを掲掲載載すするる。。  

 

                                         

２．実践の内容 

（（１１））保保健健（（１１年年））ででのの取取組組  

  １１年年生生のの保保健健でで「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」をを行行っっ

たた。。授授業業開開始始時時にに、、挙挙手手にによよりり「「新新聞聞をを購購読読

ししてていいるるかか」」「「自自分分はは新新聞聞をを読読んんででいいるるかか」」をを

確確認認ししたたととこころろ、、新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭がが

半半数数程程度度、、新新聞聞をを読読んんででいいるる生生徒徒ははほほととんんどど

いいななかかっったた。。  

  保保健健のの授授業業でで「「ままわわししよよみみ新新聞聞」」をを実実施施しし

たた理理由由はは、、①①新新聞聞をを手手にに取取るる機機会会がが少少なないい生生

徒徒にに新新聞聞にに触触れれててほほししいい、、②②新新聞聞ににはは健健康康やや

安安全全にに関関すするる情情報報がが数数多多くく掲掲載載さされれてておおりり、、

保保健健のの学学習習内内容容をを深深めめるるたためめにに非非常常にに効効果果

的的だだとと考考ええたたたためめででああるる。。  

  

【【手手順順１１】】  

  ２２人人１１組組でで 1100 分分程程度度新新聞聞をを読読むむ。。他他のの生生

徒徒にに紹紹介介ししたた

いいとと感感じじるる記記

事事をを２２つつピピッッ

ククアアッッププすするる。。

色色ののつついいたたペペ

ンンでで記記事事をを囲囲

むむ。。  

  

【【手手順順２２】】  

  ４４人人１１組組ででググルルーーププをを作作成成しし、、手手順順１１でで選選

択択ししたた記記事事ををググルルーーププ内内でで紹紹介介すするる。。記記事事のの

大大ままかかなな内内容容ととそそのの記記事事をを選選択択ししたた理理由由にに

つついいてて共共有有すするる。。  

  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

「「知知識識」」かからら「「自自分分事事」」へへ昇昇華華すするる NNIIEE 実実践践  
      

            市市立立札札幌幌清清田田高高等等学学校校  教教諭諭  藤藤井井  靖靖香香・・町町田田  一一也也  
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【【手手順順３３】】  

  そそれれぞぞれれ持持ちち寄寄っったた記記事事をを切切りり抜抜きき、、ググルル

ーーププ毎毎にに新新聞聞をを作作製製すするる。。オオリリジジナナルルのの新新聞聞

名名をを考考ええ、、レレイイアアウウトトやや構構成成をを行行うう。。作作成成過過

程程でで新新たたなな記記事事をを見見つつけけたた場場合合はは追追加加しし、、必必

要要にに応応じじてて

自自分分たたちちのの

ココメメンントトやや

イイララスストトをを

手手書書ききでで記記

入入ししたた。。  

  

 

【【手手順順４４】】  

  ググルルーーププごごととにに作作成成ししたた新新聞聞をを他他ののググルル

ーーププにに共共有有すするるたためめ、、１１分分程程度度ののププレレゼゼンンテテ

ーーシショョンンをを実実施施ししたた。。  

  

 

 

 

 

 

 

本本年年次次でではは防防災災学学習習をを８８月月かからら継継続続的的にに

行行っってていいるる。。８８月月にに自自衛衛隊隊のの方方ををおお招招ききししてて

救救助助やや避避難難所所のの実実態態、、防防災災とと地地域域活活動動ののつつなな

ががりりににつついいててごご講講話話いいたただだいいたた。。９９月月ににはは防防

災災のの日日にに合合わわせせてて、、家家族族でで避避難難所所にに行行くくこことと

をを想想定定ししたたロローールルププレレイインンググ、、1122 月月ににはは「「防防

災災・・救救命命講講習習」」（（心心肺肺蘇蘇生生法法・・止止血血法法・・避避難難所所

設設営営（（ダダンンボボーールルベベッッドド作作製製））））をを実実施施ししたた。。  

今今回回のの「「ままわわしし読読みみ新新聞聞」」はは結結果果ととししてて、、

1122 月月のの実実技技のの事事前前学学習習もも兼兼ねねるるここととととななっっ

たた。。1122 月月８８日日深深夜夜にに青青森森東東方方沖沖地地震震ががあありり、、

1122 月月 1100 日日のの新新聞聞紙紙面面はは地地震震やや避避難難にに関関すするる

ここととがが多多くく掲掲載載さされれてていいたた。。ままたた、、1122 日日ににはは

授授業業中中のの緊緊急急地地震震速速報報ががあありり、、生生徒徒たたちちはは防防

災災ににつついいてて自自分分ごごととととししてて深深くく考考ええるるききっっ

かかけけととななっったた。。  

  

今今回回はは、、新新聞聞をを活活用用ししたた授授業業をを行行ううここととをを

ごご理理解解いいたただだきき、、生生徒徒数数分分のの新新聞聞をを地地域域のの販販

売売店店ささんんににごご提提供供いいたただだいいたた。。  

新新聞聞ををああままりり目目ににすするる機機会会ののなないい生生徒徒たた

ちちはは新新聞聞記記事事おおよよびび広広告告にに興興味味をを示示ししてていい

たた。。生生徒徒たたちちがが想想像像ししてていいたたよよりりももははるるかかにに

多多くくのの情情報報がが載載っってておおりり「「新新聞聞っってて、、意意外外とと

おおももししろろいい」」とと感感じじたたよよううででああるる。。  

日日頃頃ススママーートトフフォォンンかからら情情報報をを得得るる機機会会

がが多多いいたためめ情情報報がが偏偏っってていいたたりり、、一一面面的的ででああ

るる可可能能性性ががああるる。。新新聞聞ははイインンタターーネネッットト検検索索

ととはは異異ななりり、、““一一見見自自分分にに関関係係ななささそそううなな情情

報報””をを視視野野にに入入れれるるここととががででききるる。。  

物物事事をを多多角角的的なな視視点点でで捉捉ええ、、授授業業ででのの学学びび

とと実実生生活活をを関関連連付付けけてて考考ええるる力力をを養養ううたためめ

ににもも、、今今後後もも無無理理ののなないい範範囲囲でで新新聞聞をを活活用用しし

てていいききたたいい。。  

 

（（２２））時時事事問問題題研研究究（（３３年年））ででのの取取組組    

【【探探究究のの土土台台作作りり  ――「「知知識識」」かからら「「自自分分事事」」

へへ】】  

  ３３年年次次のの学学校校設設定定科科目目「「時時事事問問題題研研究究」」にに

おおけけるる実実践践はは、、ままずず生生徒徒自自身身がが社社会会にに対対すするる

関関心心のの「「核核」」をを形形成成すするるここととかからら始始ままっったた。。  

  導導入入ににはは、、桐桐原原書書店店のの『『知知識識かからら思思考考へへ』』

をを活活用用ししたた。。生生徒徒はは「「国国際際」」「「政政治治・・経経済済」」なな
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どど本本書書のの九九つつのの章章立立ててかからら、、自自身身のの進進路路やや興興

味味にに基基づづいいててメメイインンテテーーママをを設設定定しし、、そそれれをを

基基にに「「自自作作ノノーートト」」をを作作成成ししたた。。ここれれはは単単なな

るる要要約約ででははななくく、、CChhrroommeebbooookk やや図図書書館館のの蔵蔵書書

をを用用いいてて調調査査しし、、自自身身のの知知識識ととししてて再再構構築築すす

るる作作業業ででああるる。。文文字字だだけけででななくく、、イイララスストトやや

信信頼頼ででききるる統統計計デデーータタをを貼貼りり付付けけるるななどど、、アア

ナナロロググととデデジジタタルルののハハイイブブリリッッドドなな編編集集作作

業業をを認認めめたた。。  

  ここののノノーートト作作りりにによよりり、、同同じじ「「国国際際」」分分野野

ででもも「「ウウククラライイナナ侵侵攻攻」」とと「「観観光光立立国国」」にに関関

心心がが分分かかれれるるななどど、、個個々々のの探探究究のの方方向向性性がが明明

確確化化さされれたた。。ここのの自自作作ノノーートトがが、、後後のの新新聞聞記記

事事選選びびににおおけけるる確確かかなな「「羅羅針針盤盤」」ととななっったたのの

ででああるる。。  

 

【【実実践践①①   定定点点観観測測とと中中間間発発表表   ――ススククララッッ

ププかかららププレレゼゼンンへへ】】  

  

  自自作作ノノーートトでで「「羅羅針針盤盤」」をを得得たた生生徒徒たたちちはは、、

五五月月とと六六月月のの計計二二回回、、実実際際のの新新聞聞をを用用いいたたスス

ククララッッププ活活動動へへ移移行行ししたた。。自自身身ののテテーーママにに合合

致致すするる記記事事をを選選定定しし、、要要約約とと意意見見をを記記述述すするる

課課題題ででああるる。。  

  ここここでではは、、二二回回目目のの記記事事選選定定時時にに「「一一回回目目

とと関関連連すするるもものの」」をを選選ぶぶ制制約約をを設設けけたた。。一一ヶヶ

月月のの経経過過にによよるる事事象象のの変変化化やや、、異異ななるる側側面面かか

ららのの視視点点をを意意識識ささせせ、、ニニュューーススをを「「点点」」でではは

ななくく文文脈脈ののああるる「「線線」」ととししてて捉捉ええささせせるるたためめ

ででああるる。。  

  以以下下、、「「少少子子化化」」にに関関心心をを持持っったた生生徒徒ののススクク

ララッッププ２２回回分分をを示示すす。。  

 

 

  一一学学期期のの総総括括ととししてて実実施施ししたた前前期期ププレレゼゼ

ンンテテーーシショョンンでではは、、自自作作ノノーートトのの基基礎礎知知識識とと

ススククララッッププのの知知見見をを統統合合ししてて発発表表ししたた。。他他者者

のの発発表表をを聞聞くくここととでで、、同同じじ新新聞聞かからら多多様様なな情情

報報がが得得らられれるるここととをを再再認認識識しし、、生生徒徒のの意意識識はは

「「情情報報のの受受信信」」かからら「「発発信信ののたためめのの根根拠拠収収集集」」
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へへとと変変容容しし始始めめたた。。  

 

【【実実践践②②  新新聞聞とといいうう「「異異文文化化」」ととのの遭遭遇遇  ――

メメデディィアア・・リリテテララシシーーのの萌萌芽芽】】  

  ここここでで、、生生徒徒のの実実態態とと新新聞聞へへのの反反応応ににつついい

てて触触れれてておおききたたいい。。日日頃頃かからら新新聞聞をを読読むむ生生徒徒

はは三三分分のの一一以以下下でであありり、、大大半半ににととっってて新新聞聞はは

「「見見たたここととははああるるがが読読ままなないい」」存存在在ででああっったた。。  

  ししかかしし、、ここのの「「新新聞聞離離れれ」」ししたた世世代代ゆゆええのの

反反応応がが授授業業をを活活性性化化ししたた。。彼彼ららはは記記事事ののみみなな

ららずず紙紙面面のの隅隅々々ににままでで注注目目しし、、「「おおくくややみみ欄欄

はは個個人人情情報報のの観観点点かからら問問題題なないいののかか」」「「モモノノ

ククロロ広広告告はは宣宣伝伝効効果果がが薄薄いいののででははなないいかか」」とと

いいっったた鋭鋭いい疑疑問問をを投投げげかかけけたたののででああるる。。  

  教教員員側側ははここれれをを単単ななるる知知識識不不足足ととせせずず、、デデ

ジジタタルル世世代代のの「「メメデディィアアにに対対すするる批批判判的的視視点点」」

のの萌萌芽芽ととししてて肯肯定定的的にに受受けけ止止めめたた。。ここううししたた

発発見見をを許許容容すするる場場をを作作るるここととでで、、生生徒徒はは次次第第

にに夢夢中中ににななっってて紙紙面面ををめめくくりり、、自自身身ののテテーーママ

にに沿沿っったた記記事事やや琴琴線線にに触触れれるる情情報報をを主主体体的的

にに選選択択しし、、新新聞聞とといいうう「「異異文文化化」」をを柔柔軟軟にに取取

りり込込んんででいいっったた。。  

  

【【実実践践③③   協協働働とと多多角角化化   ――ままわわしし読読みみ新新聞聞

とと二二紙紙読読みみ比比べべ】】  

 

  二二学学期期以以降降はは、、協協働働的的なな学学びびとと高高度度なな読読みみ

解解ききへへととスステテッッププアアッッププをを図図っったた。。  

  七七月月ににはは北北海海道道新新聞聞社社のの出出前前講講義義をを実実施施

しし、、そそのの知知見見をを活活かかししててググルルーーププでで「「ままわわしし

読読みみ新新聞聞」」をを作作成成ししたた。。授授業業時時数数のの制制約約にによよ

りり完完成成ににはは至至ららななかかっったたがが、、ここれれはは決決ししてて失失

敗敗ででははなないい。。どどのの記記事事ををトトッッププにに据据ええるるかか、、

レレイイアアウウトトははどどううああるるべべききかか。。白白熱熱ししたた議議論論

がが交交わわさされれたた「「ププロロセセスス」」そそののももののがが、、主主権権

者者教教育育ととししてて質質のの高高いい対対話話のの場場ととななっったたかか

ららででああるる。。  

  十十月月ににはは、、論論調調のの異異ななるる二二紙紙のの記記事事読読みみ比比

べべをを行行っったた。。同同じじ事事実実ででもも見見出出ししややリリーードド文文、、

主主張張がが異異ななるる事事実実にに直直面面しし、、生生徒徒たたちちははメメデデ

ィィアアのの意意図図をを客客観観的的にに読読みみ解解くくトトレレーーニニンン

ググをを積積んんだだ。。ここれれはは小小論論文文にに求求めめらられれるる多多面面

的的なな視視野野をを養養うう、、極極めめてて実実践践的的なな訓訓練練ととななっっ

たた。。  

【【総総括括とと展展望望  ――大大学学入入試試、、そそししててそそのの先先へへ】】  

  

  活活動動のの集集大大成成ととししてて後後期期ププレレゼゼンンテテーーシシ

ョョンンをを実実施施ししたた。。生生徒徒たたちちはは、、ノノーートト作作成成、、

ススククララッッププ、、協協働働学学習習をを経経てて深深めめたた研研究究成成果果

をを、、説説得得力力ののああるる言言葉葉でで語語っったた。。  

  本本校校ののよよううなな高高校校ににおおいいてて、、NNIIEE はは入入試試対対

策策ととししててのの即即効効性性がが期期待待さされれるる。。実実際際、、習習慣慣

的的なな新新聞聞閲閲覧覧とと発発表表をを経経たた生生徒徒たたちちはは、、小小論論

文文やや面面接接ににおおいいてて、、単単ななるる知知識識のの披披露露ににととどど

ままららずず、、自自分分のの言言葉葉でで社社会会問問題題をを論論じじるる力力をを

着着実実にに身身ににつつけけたた。。  

  当当初初「「おおくくややみみ欄欄」」にに戸戸惑惑っってていいたた生生徒徒たた

ちちがが、、一一年年をを通通じじてて新新聞聞をを「「社社会会をを知知るるたためめ

のの生生ききたたツツーールル」」ととししてて使使いいここななすすままででにに成成

長長ししたた。。彼彼ららがが身身ににつつけけたた力力はは、、大大学学合合格格のの

みみななららずず、、十十八八歳歳選選挙挙権権をを持持つつ主主権権者者ととししてて

社社会会をを生生きき抜抜くく基基盤盤ととななるるははずずででああるる。。今今後後

はは限限らられれたた時時数数のの中中でで、、いいかかにに「「書書くく」」活活動動

へへ接接続続ししてていいくくかかがが課課題題ととななるるだだろろうう。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、旭旭川川市市内内ににああるる開開校校 112277 周周年年をを迎迎

ええるる私私立立高高校校でですす。。前前身身はは旭旭川川大大学学高高等等学学校校

でで旭旭川川大大学学のの市市立立化化にに伴伴っってて法法人人分分離離しし、、

22002233 年年 44 月月にに旭旭川川志志峯峯高高等等学学校校ととししてて再再出出

発発ししままししたた。。従従前前ははオオリリンンピピッックク選選手手ややププロロ

野野球球選選手手をを多多数数輩輩出出すするるススポポーーツツやや吹吹奏奏楽楽

でで有有名名なな高高校校ででししたたがが、、旭旭川川志志峯峯高高等等学学校校とと

校校名名変変更更すするるとと同同時時にに学学びびをを再再度度見見直直しし、、

22002244 年年度度よよりりココーーススもも再再設設定定（（選選抜抜・・ググロローー

ババルル・・進進学学・・ラライイセセンンスス・・ススポポーーツツ教教育育））すす

るるここととでで「「学学びび××○○○○」」（（○○○○はは部部活活動動やや資資格格

取取得得、、ボボラランンテティィアア活活動動やや生生徒徒会会活活動動ななどど））

をを目目指指せせるる二二刀刀流流、、三三刀刀流流をを目目指指すすここととののでで

ききるる高高校校ととししてて再再出出発発ししままししたた。。進進路路ににおおいい

ててもも国国公公立立大大学学やや難難関関私私大大をを目目指指すす生生徒徒がが

増増加加傾傾向向ににあありり、、進進路路指指導導のの更更ななるる充充実実をを図図

っってていいまますす。。  

  

２.生徒の様子 

  本本校校はは、、多多様様なな意意欲欲ををももっったた生生徒徒がが集集ままるる

活活気気ああふふれれるる高高校校でですす。。学学習習・・進進路路・・探探究究・・

部部活活動動（（体体育育系系・・文文化化系系））・・ググロローーババルルななどど意意

欲欲的的にに自自身身のの峯峯（（目目標標））をを志志ししななががらら日日々々のの

高高校校生生活活をを生生きき生生ききととししてて過過ごごししてていいまますす。。  

  ままたた、、すすべべててののここととをを前前向向ききにに捉捉ええるるこことと

ががででききるるこことともも本本校校生生徒徒のの特特徴徴でであありり、、「「自自

省省・・努努力力・・創創造造」」のの校校訓訓ののももととでで、、高高校校３３年年

間間をを通通ししてて、、教教員員のの手手厚厚いい関関わわりりやや高高校校生生活活

をを通通じじてて着着実実なな成成長長がが見見らられれまますす。。  

  

  

 

３．実践の内容 

①①  進進路路指指導導ににおおけけるる新新聞聞活活用用のの背背景景  

  本本校校ににおおけけるる進進路路指指導導のの新新聞聞活活用用のの背背景景

ととししててはは 22002233 年年度度「「NNIIEE 第第 2222 回回上上川川地地区区セセ

ミミナナーーiinn 旭旭川川」」ににおおいいてて実実践践発発表表（（タタイイトトルル

「「進進路路指指導導ににおおけけるる新新聞聞活活用用」」））のの機機会会ををいい

たただだきき、、「「年年内内入入試試（（総総合合型型選選抜抜・・学学校校推推薦薦型型

選選抜抜））のの増増加加」」にに伴伴うう「「小小論論文文指指導導のの増増加加」」

ととししてて発発表表ささせせてていいたただだききままししたた。。受受験験期期をを

迎迎ええてて小小論論文文練練習習をを開開始始ししたた際際にに生生徒徒はは以以

下下のの３３つつのの課課題題（（①①文文章章やや題題意意をを読読めめなないい②②

適適切切なな表表現現ががででききなないい（（漢漢字字・・話話しし言言葉葉・・・・・・））

③③主主張張のの根根拠拠ととななるる社社会会的的事事実実とといいっったた知知

識識のの不不足足））にに直直面面すするるここととににななりりまますす。。そそのの

課課題題のの解解消消をを図図るる目目的的でで開開始始ししたたののがが「「新新聞聞

ノノーートト」」でですす。。本本校校でではは高高校校３３年年生生のの各各教教室室

ににおおいいてて、、北北海海道道新新聞聞様様のの『『高高校校のの教教室室にに新新

聞聞をを』』のの活活動動にによよっってて新新聞聞をを各各教教室室にに設設置置すす

るるここととががででききてていいまますす。。提提供供いいたただだいいてていいるる

新新聞聞をを活活用用ささせせてていいたただだきき、、生生徒徒がが小小論論文文練練

習習をを開開始始すするる際際にに直直面面すするる課課題題をを解解決決すすべべ

くく「「新新聞聞ノノーートト」」をを開開始始ししままししたた。。  

  

②②  新新聞聞ノノーートトのの取取りり組組みみ  

  「「新新聞聞ノノーートト」」ははノノーートトのの左左ペペーージジにに１１日日

１１記記事事をを取取りり上上げげてて貼貼付付しし、、右右ペペーージジにに知知らら

なないい用用語語のの調調べべ学学習習とと自自身身のの意意見見やや考考ええをを

小小論論文文形形式式でで記記載載ししてて提提出出ししててももららいいまますす。。

そそのの内内容容をを確確認認ししてて添添削削、、返返却却すするるここととをを繰繰

りり返返ししてていいききまますす。。指指導導をを継継続続ししてていいくくとと、、

３３つつのの課課題題にに挙挙げげたた「「①①文文章章やや題題意意をを読読めめなな

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

実実践践テテーーママ  「「新新聞聞ノノーートト」」のの進進化化をを目目指指ししてて  

                  ～～ララーーニニンンググココモモンンズズででのの挑挑戦戦～～  

                

旭旭川川志志峯峯高高等等学学校校  教教頭頭  井井上上  陽陽介介  
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いい」」にに関関ししててはは自自身身のの関関心心をを中中心心にに記記事事をを選選

択択ししてて読読むむここととでで、、文文章章（（長長文文））がが苦苦手手ででああ

っったた生生徒徒がが徐徐々々にに読読みみここととにに慣慣れれるるここととでで、、

小小論論文文のの題題意意やや提提示示さされれるる本本文文をを理理解解すするる

ここととががででききるるよよううににななりりまますす。。「「②②適適切切なな表表

現現ががででききなないい」」にに関関ししててはは小小論論文文指指導導とと併併行行

ししてて取取りり組組むむたためめ、、添添削削のの機機会会をを増増ややすすこことと

ががででききまますす。。以以下下がが添添削削ををししたた新新聞聞ノノーートトのの

例例ととななりりまますす。。表表現現やや漢漢字字間間違違いいのの指指摘摘をを繰繰

りり返返すすここととでで着着実実にに適適切切なな表表現現ががででききるるよよ

ううににななりりまますす。。 

「「③③適適切切なな表表現現ががででききなないい」」ににつついいててはは日日々々

新新聞聞をを継継続続ししてて読読むむここととでで社社会会的的事事実実をを多多

くく知知るるここととでで「「主主張張のの根根拠拠やや理理由由」」のの説説得得力力

がが向向上上しし自自信信ををももっってて小小論論文文をを書書けけるるよようう

ににななっっててききまますす。。  

  ここのの指指導導をを繰繰りり返返ししてていいくくここととでで嬉嬉ししいい

副副作作用用もも２２点点あありりままししたた。。１１つつ目目はは「「自自身身のの

目目指指すす業業界界のの社社会会的的課課題題をを把把握握ででききるる」」とといい

うう点点でですす。。ここののここととでで高高校校おおよよびび進進学学すするる上上

級級学学校校にに向向けけたた学学びびのの意意欲欲がが向向上上ししままししたた。。

２２つつ目目はは「「自自身身のの目目指指すす業業界界とと出出会会うう機機会会がが

得得らられれるる」」とといいうう点点でですす。。生生徒徒はは業業界界にに関関心心

をを強強くくももつつここととでで新新聞聞紙紙面面にに掲掲載載さされれたたイイ

ベベンントトにに参参加加すするる生生徒徒がが出出ててくくるるよよううにになな

りりままししたた。。  

③③   ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校のの選選定定ととララーーニニンンググ

ココモモンンズズででのの設設置置  

  「「新新聞聞ノノーートト」」のの取取りり組組みみにに関関すするる実実践践発発

表表のの機機会会ををいいたただだくくここととでで、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定

校校にに関関すするるおお話話ををいいたただだきき、、新新聞聞ををよよりり積積極極

的的にに活活用用ししたたいいとと考考ええ、、今今年年度度設設置置のの新新教教室室

「「ララーーニニンンググココモモンンズズ」」にに新新聞聞をを設設置置すするるここ

ととととししままししたた（（以以下下、、教教室室前前掲掲示示物物））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  ララーーニニンンググココモモンンズズはは図図書書室室ととししててのの機機

能能をを備備ええつつつつ、、昼昼休休みみやや放放課課後後にに勉勉強強ししたたりり、、

「「総総合合的的なな探探究究のの時時間間」」ににもも活活用用ででききるる自自由由

度度のの高高いい教教室室でですす。。提提供供いいたただだいいてていいるる新新聞聞

をを全全校校生生徒徒にに自自由由にに閲閲覧覧ででききるる環環境境ををつつくく

るるここととをを目目的的にに設設置置ししままししたた。。  

  以以下下のの写写真真ががララーーニニンンググココモモンンズズ前前のの様様

子子でで、、新新聞聞をを読読むむここととががででききるるここととををアアピピーー

ルルすするる掲掲示示物物もも準準備備ししままししたた。。  
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④④  今今年年度度のの挑挑戦戦  

  今今年年度度「「新新聞聞ノノーートト」」にに取取りり組組むむここととでで受受

験験にに挑挑んんだだ生生徒徒をを紹紹介介いいたたししまますす。。  

・・受受験験分分野野  私私立立大大学学工工学学部部建建築築学学科科  

・・入入試試方方式式  総総合合型型選選抜抜  

・・倍倍率率      22..44 倍倍  

・・入入試試内内容容  

１１次次選選考考（（書書類類選選考考））  

      事事前前提提出出小小論論文文・・学学修修計計画画書書  

    ２２次次選選考考（（講講義義型型試試験験・・面面接接））  

      講講義義をを受受講講ししたた上上ででののググルルーーププデディィ

ススカカッッシショョンン・・口口頭頭試試問問  

・・受受験験生生徒徒のの特特徴徴  

硬硬式式野野球球部部でで甲甲子子園園にに出出場場  

    明明るるくく前前向向ききででココミミュュニニケケーーシショョンン力力  

がが高高いい  

    部部活活動動がが忙忙ししくく勉勉強強やや進進路路のの対対策策がが充充  

分分ででははなないい  

  総総合合型型選選抜抜ににおおいいてて、、受受験験生生はは多多くくのの力力やや  

能能力力をを求求めめらられれまますす。。上上記記試試験験ににおおけけるる下下線線  

箇箇所所のの内内容容ととししてて「「新新聞聞ノノーートト」」がが有有効効ででああ  

るるとと判判断断しし、、生生徒徒とと相相談談ををししてて作作成成をを開開始始しし  

ししままししたた（（以以下下、、新新聞聞ノノーートトのの１１ペペーージジ））。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

北北海海道道新新聞聞  22002255 年年 99 月月 2211 日日社社説説  

  目目指指すす学学部部学学科科がが「「工工学学部部建建築築学学科科」」ででああ  

るるたためめ、、工工学学にに関関わわるる記記事事ををララーーニニンンググココモモ  

ンンズズ内内のの新新聞聞をを活活用用ししてて選選定定ししてて取取りり上上げげ  

てていいくくここととでで着着実実にに「「工工学学おおよよびび建建築築」」にに係係  

るる知知識識をを身身ににつつけけてていいききままししたた。。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上上記記がが新新聞聞ノノーートトのの右右ペペーージジをを拡拡大大ししたた

ももののでですす。。ここののよよううにに着着実実にに知知識識をを積積みみ重重ねね、、

添添削削をを繰繰りり返返すすここととでで１１次次選選考考にに向向けけたた書書

類類作作成成をを円円滑滑にに行行ううここととががででききままししたた。。ままたた、、

２２次次選選考考にに向向けけててはは講講義義をを受受講講ししててののググルル

ーーププデディィススカカッッシショョンンやや口口頭頭試試問問へへのの対対策策

をを目目指指すす必必要要ががあありり、、新新聞聞ノノーートトのの作作成成をを受受

験験前前日日ままでで継継続続すするるここととでで知知識識のの獲獲得得にに取取

りり組組みみままししたた。。  

  ままたた、、講講義義をを受受けけたた上上ででののググルルーーププデディィスス

カカッッシショョンンにに向向けけたた対対策策もも必必要要でであありり、、提提供供

いいたただだいいてていいるる新新聞聞ををももととにに題題材材をを作作成成しし

てて教教員員のの協協力力もも得得ななががららググルルーーププデディィススカカ

ッッシショョンンのの練練習習ににもも取取りり組組みみままししたた。。鮮鮮度度のの

高高いい新新聞聞のの情情報報ををももととにに練練習習にに取取りり組組むむここ

ととががででききたたたためめ、、集集団団討討論論をを入入試試にに取取りり入入れれ

るる大大学学がが多多くくななるる中中でで、、新新聞聞をを活活用用ししたた進進路路

指指導導のの新新たたなな可可能能性性をを見見出出すすここととががででききまま

ししたた。。  
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４．成果と課題 

（１）成果 

①①  生生徒徒はは目目標標大大学学にに無無事事にに合合格格！！  

対対策策すするる時時間間がが短短いい中中ででもも新新聞聞ノノーートトやや

新新聞聞記記事事をを活活用用ししててののググルルーーププデディィススカカッッ

シショョンン対対策策をを経経てて、、22..44 倍倍とと高高いい倍倍率率のの中中でで

もも無無事事にに合合格格をを勝勝ちち取取っっててくくれれままししたた。。  

  受受験験終終了了後後ににはは「「全全体体的的にに準準備備ししすすぎぎななくく

ららいいででききたたののででととててもも成成果果感感じじままししたた」」とといい

ううメメッッセセーージジををくくれれたたののでで、、十十分分なな準準備備ののもも

ととでで入入試試にに臨臨むむここととががででききたたよよううででししたた。。  

  

②②   新新聞聞ノノーートトはは多多彩彩なな新新聞聞をを提提供供いいたただだ

くくここととでで進進化化！！ 

今今ままでではは『『高高校校のの教教室室にに新新聞聞をを』』でで提提供供いい

たただだいいたた北北海海道道新新聞聞様様のの記記事事をを中中心心にに活活用用

ささせせてていいたただだいいてておおりりままししたたがが、、ＮＮＩＩＥＥ実実践践

指指定定校校にに認認定定いいたただだくくここととでで多多彩彩なな新新聞聞をを

読読むむここととががででききるるここととでで、、同同じじ事事象象ででもも「「記記

事事のの比比較較」」ががででききるるここととでで新新たたなな試試みみにに取取りり

組組むむここととががででききたたたためめ、、今今後後もも更更ななるる進進化化をを

目目指指ししてて実実践践にに取取りり組組んんででいいききまますす。。  

 

③③  集集団団討討論論対対策策ででのの活活用用ににつついいてて  

今今ままでではは「「新新聞聞ノノーートト」」ででのの活活用用ををししてておお

りりままししたたがが、、今今年年度度はは集集団団討討論論練練習習ののテテーーママ

ととししてて新新たたなな活活用用ををすするるここととががででききままししたた。。

現現在在、、大大学学受受験験でで増増加加ししつつつつああるる「「総総合合型型選選

抜抜」」ににおおいいててはは多多様様なな選選抜抜方方法法でで受受験験生生をを選選

抜抜ししまますす。。そそのの中中のの１１つつのの選選抜抜方方法法がが「「集集団団

討討論論（（ググルルーーププデディィススカカッッシショョンン））」」ににななりりまま

すす。。大大学学にによよりり集集団団討討論論のの実実施施方方法法はは異異ななりり

まますすがが、、大大学学のの分分野野にに関関係係ししたた文文章章をを読読んんだだ

上上でで、、ももししくくはは大大学学のの講講義義をを受受けけたた上上でで集集団団

討討論論をを行行ううここととがが一一般般的的でですす。。ここのの文文章章やや講講

義義にに代代わわるるももののととししてて、、新新聞聞のの記記事事をを活活用用ささ

せせてていいたただだくくここととでで集集団団討討論論練練習習をを円円滑滑にに

実実施施すするるここととががででききままししたた。。 

（２）課題 

  進進路路指指導導ににおおけけるる新新聞聞活活用用をを始始めめてて長長くく

ななりり、、着着実実にに進進化化はは実実感感ししてておおりりまますすがが、、以以

下下のの２２点点のの課課題題をを感感じじてていいまますす。。  

①①  新新聞聞活活用用のの全全体体化化  

  ここここままでで新新聞聞活活動動をを個個別別のの進進路路指指導導にに活活

用用ささせせてていいたただだいいてて一一定定のの成成果果をを修修めめてておお

りりまますすがが、、ララーーニニンンググココモモンンズズにに提提供供いいたただだ

いいたた新新聞聞をを設設置置ししてていいるるたためめ、、個個別別にに併併せせてて

よよりり全全体体指指導導にに活活用用すするる方方策策をを模模索索ししたたいい

とと考考ええてておおりりまますす。。  

 

②②  早早期期かかららのの取取りり組組みみ  

  今今回回取取りり上上げげたた生生徒徒はは部部活活動動でで忙忙ししくく、、３３

年年生生ににななっってて準準備備をを進進めめるるここととににななりりまましし

たた。。今今後後ははよよりり早早期期にに進進路路希希望望やや選選抜抜方方式式をを

見見定定めめてて、、よよりり充充実実ししたた新新聞聞ノノーートトをを作作成成しし

「「目目標標達達成成」」とと「「学学力力やや意意欲欲のの向向上上」」をを達達成成

ででききるる新新聞聞ノノーートトづづくくりりとと指指導導をを目目指指ししてて

いいききたたいいでですす。。  

 

５．おわりに 

  ももととももとと「「新新聞聞ノノーートト」」はは「「総総合合型型選選抜抜」」

やや「「学学校校推推薦薦型型選選抜抜」」のの受受験験生生がが受受験験すするる小小

論論文文指指導導ををよよりり効効果果的的かかつつ効効率率的的にに行行ううここ

ととをを目目指指ししてて取取りり組組みみ始始めめままししたた。。  

そそここかからら 22002233 年年度度「「NNIIEE 第第 2222 回回上上川川地地区区

セセミミナナーーiinn 旭旭川川」」ににおおいいてて実実践践発発表表のの機機会会をを

いいたただだきき「「新新聞聞ノノーートト」」のの意意義義やや取取りり組組みみ方方

をを再再考考すするる機機会会ををももつつここととでで、、新新たたなな取取りり組組

みみ方方をを考考ええるるききっっかかけけととででききままししたた。。  

  世世のの流流れれととししてて「「総総合合型型選選抜抜」」やや「「学学校校推推

薦薦型型選選抜抜」」がが増増加加傾傾向向ににああるるたためめ、、よよりり望望まま

ししいい小小論論文文指指導導ををすするるここととははどどのの高高校校ににおお

いいててもも求求めめらられれてていいまますす。。今今後後もも研研究究とと実実践践

をを重重ねね、、よよりり望望ままししいい小小論論文文指指導導をを目目指指ししてて

参参りりまますすののでで、、本本報報告告をを読読んんででいいたただだいいたた

方方々々のの忌忌憚憚ののなないい意意見見ををおお願願いいいいたたししまますす。。  
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１．はじめに 

  本本校校はは、、平平成成 2200 年年４４月月にに定定時時制制単単位位制制普普

通通科科ととししてて札札幌幌市市中中央央区区にに開開校校ししたた。。生生徒徒自自

ららがが授授業業をを選選択択ししてて時時間間割割をを作作成成すするる「「単単位位

制制」」ののカカリリキキュュララムムをを採採用用すするる、、「「普普通通科科」」・・

「「定定時時制制」」課課程程のの高高等等学学校校ででああるる。。生生徒徒はは午午

前前部部・・午午後後部部・・夜夜間間部部ののいいずずれれかかのの部部にに所所属属

すするる「「三三部部制制」」をを特特徴徴ととししてていいるる。。  

本本校校のの重重点点目目標標のの一一つつにに、、「「社社会会人人ととししてて

自自立立ししてていいけけるる生生徒徒をを育育ててるる」」とといいうう目目標標がが

あありり、、年年齢齢やや生生いい立立ちちななどどささままざざままなな背背景景をを

持持つつ生生徒徒がが学学ぶぶ本本校校はは、、すすべべててのの生生徒徒がが、、自自

立立とといいうう目目標標にに向向かかっってて充充実実ししたた学学校校生生活活

をを送送るるここととをを目目指指ししてていいるる。。札札幌幌市市ををははじじめめ

ととすするる「「地地域域社社会会」」でで活活動動さされれてていいるる人人材材やや

団団体体ににもも協協力力ししてていいたただだききななががらら、、教教育育環環境境

づづくくりりにに取取りり組組んんででいいるる。。  

 

２.児童（生徒）の様子 

  今今年年度度４４月月時時点点のの生生徒徒数数はは１１年年次次 228877 名名、、

２２年年次次 330077 名名、、３３年年次次 229988 名名、、４４年年次次 224411 名名、、

合合計計 11,,113333 名名ででああるる。。令令和和６６年年度度のの進進路路状状況況

でではは大大学学・・短短大大 3388％％、、専専門門学学校校 2222％％、、就就職職

4411％％、、そそのの他他 2222％％ででああっったた。。生生徒徒はは生生成成ＡＡＩＩ

をを活活用用すするる場場面面がが増増ええたたりり、、日日頃頃のの情情報報収収集集

ががＳＳＮＮＳＳにに偏偏っってていいたたりりすするるななどどのの状状況況をを

鑑鑑みみ、、得得たた情情報報がが正正ししいいももののななののかか見見極極めめるる

力力をを身身にに付付けけるる必必要要ががああるる。。そそののたためめ、、    

ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校にに申申請請しし、、日日々々のの教教育育活活動動

のの中中にに情情報報をを収収集集すするるメメデディィアアととししてて新新聞聞

をを取取りり入入れれ、、情情報報をを多多面面的的多多角角的的にに捉捉ええるる機機

会会をを増増ややししたたいいととののねねららいいががああっったた。。  

  

３．実践の内容 

（（１１））総総合合的的なな探探究究のの時時間間ででのの取取組組  

  ４４年年次次のの総総合合的的なな探探究究のの時時間間でではは２２００２２

４４年年度度ののＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告書書にに記記載載ししたた「「じじぶぶ

んん新新聞聞」」のの取取りり組組みみをを実実践践ししたた。。ここのの取取りり組組

みみのの目目的的やや作作成成手手順順、、生生徒徒のの様様子子ななどどににつついい

ててはは２２００２２４４年年度度ののＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告書書ををおお

読読みみいいたただだききたたいい。。  

  ２２年年次次のの総総合合的的なな探探究究のの時時間間でではは宿宿泊泊研研

修修とと横横断断しし『『観観光光公公害害（（オオーーババーーツツーーリリズズムム））

ででももたたららさされれたた小小樽樽市市（（宿宿泊泊研研修修先先））のの人人たた

ちちのの変変化化ととはは？？』』とといいうう探探究究学学習習にに取取りり組組んん

だだ。。課課題題設設定定とと情情報報収収集集のの学学習習段段階階ににおおいいてて

①①概概念念理理解解②②物物事事のの多多面面的的多多角角的的考考察察③③新新

聞聞記記事事情情報報収収集集とといいうう３３つつをを目目標標にに、、『『各各地地

ででははどどののよよううなな観観光光公公害害ががななぜぜ起起ききてていい

るる？？どどののよよううなな影影響響をを与与ええてていいるる？？』』とといいうう

課課題題にに取取りり組組んんだだ。。（（学学習習順順にに））①①イイタタリリアア・・

ベベネネチチアア市市②②山山梨梨県県富富士士山山、、京京都都市市祇祇園園、、鎌鎌

倉倉市市江江ノノ島島③③美美瑛瑛町町、、札札幌幌市市④④小小樽樽市市のの観観光光

公公害害のの現現状状とと対対策策ををググロローーカカルル（（ググロローーババルル

ととロローーカカルル））のの視視点点でで多多面面的的多多角角的的にに捉捉ええ、、

思思考考ツツーールルのの XX チチャャーートトにに整整理理分分析析ししててままとと

めめ、、課課題題にに対対すするる答答ええをを共共通通点点相相違違点点・・気気づづ

きき疑疑問問・・第第一一次次情情報報のの可可能能性性とと共共にに発発表表ししたた。。  

  

（（２２））総総合合実実践践（（商商業業））ででのの取取組組  

①①取取りり組組みみのの概概要要  

  教教科科・・科科目目：：商商業業・・総総合合実実践践  

  テテーーママ：：「「新新聞聞記記事事」」とと「「外外部部講講師師」」をを活活用用

しし、、食食品品ロロススのの現現状状ににつついいてて学学ぶぶ  

  目目的的：：食食品品ロロススのの実実態態やや社社会会問問題題にに対対すするる

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        実実践践テテーーママ  本本校校ににおおけけるる新新聞聞活活用用  
      

    市市立立札札幌幌大大通通高高等等学学校校  教教諭諭  石石山山  俊俊央央、、教教諭諭  内内田田  大大資資  
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企企業業のの取取りり組組みみをを知知るる。。社社会会課課題題ををビビジジネネスス

のの力力でで解解決決すするる方方策策をを学学びび、、自自分分たたちちにに取取りり

組組めめるるここととははなないいかか考考ええるる。。  

  目目標標：：経経済済社社会会のの健健全全でで持持続続的的なな発発展展をを担担

うう職職業業人人ととししてて必必要要なな資資質質・・能能力力をを育育成成すするる。。  

  実実施施時時間間：：９９００分分授授業業××２２回回（（前前編編・・後後編編））  

②②取取りり組組みみににつついいてて  

総総合合実実践践のの授授業業でではは新新聞聞記記事事とと食食品品卸卸のの

会会社社をを経経営営ししてていいるる外外部部講講師師にに協協力力ししててもも

ららいい食食品品ロロススのの現現状状ににつついいてて学学んんだだ。。  

取取りり組組みみのの目目的的はは、、卸卸売売業業・・小小売売業業のの食食品品

ロロススのの実実態態やや食食品品ロロススにに対対すするる企企業業のの対対策策

ににつついいてて話話をを聞聞きき、、社社会会問問題題にに対対すするる企企業業のの

取取りり組組みみをを知知るる。。ささららにに、、社社会会課課題題ををビビジジネネ

ススのの力力でで解解決決すするる方方策策をを学学びび、、自自分分たたちちにに取取

りり組組めめるるここととははなないいかかににつついいてて考考ええるるこことと

ででああるる。。  

  
北北海海道道新新聞聞 22002233 年年 1111 月月 44 日日  

取取りり組組みみはは前前編編（（9900 分分））とと後後編編（（9900 分分））にに

実実施施日日をを分分けけてて展展開開ししたた。。  

前前編編のの授授業業でではは新新聞聞記記事事かからら食食品品ロロススのの

現現状状をを学学んんだだ。。新新聞聞記記事事かかららはは食食品品ロロススのの定定

義義やや食食品品ロロスス発発生生量量のの推推移移、、食食品品ロロススのの内内訳訳、、

食食品品ロロススをを減減ららすすたためめのの取取りり組組みみななどどににつつ

いいてて情情報報をを得得たた。。中中ででもも札札幌幌市市がが食食品品ロロススのの

現現状状をを調調査査すするるたためめにに、、各各家家庭庭かからら出出さされれたた

ごごみみ袋袋をを開開封封しし、、捨捨ててらられれたたごごみみのの中中かかららどど

れれくくららいいのの量量のの食食品品ロロススががああるるかか調調査査ししてて

いいるる記記事事ににはは生生徒徒もも衝衝撃撃をを受受けけてていいたた。。  

  

北北海海道道新新聞聞 22002233 年年 1111 月月 44 日日  

記記事事かからら情情報報をを得得たた後後はは、、食食品品ロロススににつついい

てて生生徒徒個個々々がが情情報報収収集集しし、、調調べべたたここととをを整整

理理・・分分析析ししたた。。各各自自でで整整理理ししたた内内容容ををももととにに

ググルルーーププでで話話しし合合いい情情報報をを共共有有しし、、各各ググルルーー

ププのの代代表表はは話話しし合合っったた内内容容をを報報告告ししたた。。新新聞聞

記記事事はは家家庭庭系系のの食食品品ロロススがが主主なな内内容容ととししてて

取取りり上上げげらられれてておおりり、、事事業業系系のの食食品品ロロススががどど

ののよよううななももののななののかか疑疑問問をを抱抱くく生生徒徒ももいいたた。。  

後後編編のの授授業業（（9900 分分））でではは、、札札幌幌市市内内でで食食品品

卸卸のの会会社社をを経経営営すするる外外部部講講師師かからら講講話話をを受受

けけたた。。講講話話でではは事事業業系系かからら発発生生すするる食食品品ロロスス

のの現現状状やや課課題題点点、、民民間間とと行行政政がが連連携携しし食食品品ロロ

スス削削減減にに向向けけてて取取りり組組んんででいいるる状状況況をを聴聴くく

ここととががででききたた。。講講話話後後ははググルルーーププごごととにに食食品品

ロロスス解解消消にに向向けけたた案案をを考考ええ、、そそのの考考ええをを共共有有

ししたた。。外外部部講講師師かかららはは、、ココロロナナ禍禍にによよるる消消費費

のの縮縮小小にに伴伴うう、、生生産産物物超超過過にによよりり食食品品ロロススがが

発発生生しし、、そそれれをを減減少少ささせせるるたためめににススイイーーツツ店店

のの運運営営をを始始めめたたここととをを聞聞きき、、企企業業にによよるる食食品品

ロロスス削削減減にに向向けけたた具具体体的的なな取取りり組組みみをを知知るる

ここととががででききたた。。  

③③取取りり組組みみのの振振りり返返りり・・生生徒徒のの変変容容  

  取取組組後後のの生生徒徒のの感感想想ににはは「「企企業業がが食食品品ロロスス

をを減減ららすすたためめにに取取りり組組んんでで商商品品をを売売っってていい

ててもも、、買買っったた人人がが捨捨ててててししままええばば結結局局食食品品ロロ

ススににつつななががっっててししままううののでで、、消消費費者者ももどどううすす
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るるべべききかか考考ええななくくててははななららなないい」」「「おお店店でで

色色々々なな工工夫夫ををししつつつつ食食品品ロロススをを減減ららすす取取りり

組組みみををししてていいるるがが現現状状ででははたただだのの延延命命ににしし

かかななっってておおららずず、、加加工工ししたたももののをを捨捨ててててししまま

ううここととににななっってていいるる。。ここのの現現状状をを打打破破すするるたた

めめににはは一一人人一一人人がが自自覚覚ををももっってて行行動動すするるここ

ととがが大大事事」」「「講講師師のの話話をを聞聞いいててみみてて、、真真剣剣ににフフ

ーードドロロススのの問問題題ににつついいてて考考ええてて、、フフーードドロロスス

対対策策ををすするるたためめにに自自分分でで積積極極的的にに小小売売業業やや

ススイイーーツツ店店をを開開いいてていいててととててもも良良いいここととだだ

とと思思いいままししたた。。フフーードドロロススのの実実態態をを知知りり、、まま

だだフフーードドロロススのの量量がが多多いいとと感感じじたたののでで、、今今後後

はは着着実実ににフフーードドロロススのの取取りり組組みみをを実実践践ししたた

いいとと思思いいままししたた」」とといいっったた感感想想ががああっったた。。生生

徒徒はは食食品品ロロススにに対対すするる知知識識やや理理解解をを深深めめ、、食食

品品ロロススをを削削減減すするるとといいうう課課題題にに対対ししてて企企業業

とと共共にに消消費費者者ととししててもも意意識識やや行行動動をを改改善善ささ

せせるる必必要要ががああるるここととにに気気付付くくここととががででききたた。。  

  

（（３３））地地理理歴歴史史科科「「地地理理総総合合」」・・公公民民科科「「政政治治・・

経経済済」」ででのの取取組組  

ごご理理解解ししてていいたただだききたたいい点点がが２２点点ああるる。。  

１１．．目目的的・・目目標標ののたためめのの手手段段ととししてて活活用用  

持持続続可可能能なな社社会会のの創創りり手手、、自自律律的的学学習習者者にに

向向けけたた目目指指すすべべきき資資質質能能力力のの育育成成ののたためめのの

主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びびのの視視点点にに立立っったた

「「社社会会的的事事象象のの地地理理的的なな見見方方・・考考ええ方方、、社社会会

のの在在りり方方ににつついいててのの見見方方・・考考ええ方方をを働働かかせせ、、

現現代代のの日日本本とと世世界界のの諸諸課課題題・・諸諸事事象象のの探探究究」」

のの手手段段のの１１つつととししてて新新聞聞をを活活用用ししてていいるる。。まま

たた、、新新学学期期にに新新聞聞のの見見方方やや特特徴徴、、事事実実とと意意見見

のの区区別別ややメメデディィアアととのの関関係係をを学学習習しし、、教教科科書書

でではは対対応応ししききれれなないい現現代代社社会会のの急急速速変変化化にに

もも新新聞聞をを通通ししてて対対応応ででききるるよよううににししてていいるる。。  

２２．．複複数数（（66 社社以以上上））のの新新聞聞をを活活用用  

同同一一課課題題ででもも新新聞聞社社にによよっってて見見出出ししやや本本

文文ななどどのの内内容容やや情情報報量量、、写写真真ややデデーータタをを含含めめ

たたレレイイアアウウトト、、視視点点・・ススタタンンスス・・書書きき方方がが異異

ななるる。。そそののたためめ、、朝朝日日新新聞聞、、産産経経新新聞聞、、日日本本

経経済済新新聞聞、、北北海海道道新新聞聞、、毎毎日日新新聞聞、、読読売売新新聞聞

（（五五十十音音順順））計計 66 社社のの新新聞聞をを活活用用ししてていいるる（（イイ

ンンタターーネネッットト検検索索やや、、旅旅行行先先ででのの購購入入にによよるる

全全国国各各紙紙のの新新聞聞もも活活用用すするる。。前前任任校校でではは沖沖縄縄

県県やや日日高高ななどどのの地地方方紙紙もも活活用用））  

①①取取りり組組みみのの概概要要（（地地理理総総合合、、政政治治・・経経済済））  

共共通通目目標標はは「「現現代代のの諸諸課課題題・・諸諸事事象象（（のの探探

究究））をを通通ししてて、、概概念念やや理理論論のの理理解解深深化化・・習習得得」」

「「諸諸資資料料かからら社社会会のの在在りり方方やや課課題題のの解解決決にに

向向けけてて探探究究すするる際際にに必必要要なな情情報報をを適適切切かかつつ

効効果果的的にに収収集集しし読読みみ取取るる（（整整理理分分析析・・取取捨捨選選

択択））技技能能習習得得」」「「諸諸課課題題・・諸諸事事象象ににつついいてて（（のの

解解決決にに向向けけてて））多多面面的的・・多多角角的的にに追追究究・・探探究究

しし、、よよりりよよいい社社会会のの在在りり方方ににつついいてて自自分分のの考考

ええをを自自分分のの言言葉葉でで効効果果的的にに説説明明・・論論述述ででききるる

よよううににななるる」」ででああるる。。  

  

（（３３－－１１））地地理理歴歴史史科科：：地地理理総総合合  

①①統統計計地地図図（（主主題題図図））（（３３時時間間））  

諸諸課課題題のの概概念念理理解解、、多多面面的的・・多多角角的的なな探探究究、、

新新聞聞社社がが扱扱うう地地図図のの違違いいをを理理解解すするるたためめにに、、

授授業業でで身身にに付付けけたた地地図図にに関関すするる役役割割・・有有用用性性

やや収収集集・・読読取取・・ままととめめななどどのの基基礎礎的的基基本本的的技技

能能をを活活かかしし、、新新聞聞記記事事のの地地図図をを読読みみ取取っったた。。  

②②EEEEZZ・・気気候候変変動動・・各各国国のの生生活活（（各各２２時時間間））  

授授業業でで身身にに付付けけたた概概念念やや理理論論がが現現実実社社会会

でで起起ここっってていいるるここととのの理理解解、、諸諸課課題題のの多多面面的的

多多角角的的探探究究をを目目標標にに、、上上記記にに関関すするる新新聞聞記記事事

をを見見通通ししとと情情報報収収集集のの段段階階でで活活用用ししたた。。  

③③青青森森沖沖地地震震（（１１時時間間））  

22002255 年年 1122 月月 88 日日にに発発生生ししたた青青森森県県東東北北沖沖

地地震震にに対対すするる新新聞聞各各社社のの視視点点のの共共通通点点とと相相

違違点点をを理理解解すするるたためめにに新新聞聞６６社社（（前前述述））のの一一

面面とと社社説説のの読読みみ比比べべをを行行ななっったた。。66WW２２HH にに着着

目目しし事事実実とと意意見見をを見見分分けけ、、各各新新聞聞社社がが何何（（誰誰））

にに対対ししてて何何をを主主張張ししてていいるるののかか思思考考ツツーールル

をを活活用用ししてて個個人人ででままととめめてて発発表表ししたた。。ままたた、、
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大大地地形形とと防防災災減減災災のの学学習習ににおおいいてて、、メメカカニニズズ

ムムのの習習得得やや防防災災減減災災探探究究にに向向けけてて過過去去のの国国

内内外外のの地地震震にに関関すするる記記事事やや社社説説（（読読みみ比比べべ））

をを題題材材にに取取りり入入れれたた。。  

  

（（３３－－２２））公公民民科科：：政政治治・・経経済済  

  ①①第第 2277 回回参参議議院院選選挙挙、、独独占占禁禁止止法法とと公公正正

取取引引委委員員会会、、消消費費者者問問題題、、MM＆＆AA、、株株主主総総会会、、

所所得得税税・・宿宿泊泊税税、、補補正正予予算算、、国国内内外外 GGDDPP 速速報報、、

国国内内外外消消費費者者物物価価、、高高市市内内閣閣のの経経済済政政策策ななどど

多多数数（（内内容容にに応応じじてて時時数数はは異異ななるる））  

地地理理総総合合同同様様、、先先述述のの目目標標達達成成にに向向けけてて、、

66 社社のの新新聞聞記記事事のの読読みみ比比べべをを通通ししてて、、概概念念やや

理理論論のの理理解解深深化化とと活活用用、、必必要要なな情情報報をを適適切切かか

つつ効効果果的的にに収収集集しし読読取取、、諸諸課課題題のの多多面面的的多多角角

的的なな考考察察探探究究ののたためめのの思思考考ツツーールル活活用用ななどど

をを個個別別学学習習やや協協働働学学習習でで行行ななっったた。。  

③③取取りり組組みみのの振振りり返返りり・・生生徒徒のの変変容容  

「「今今のの時時代代だだけけでではは得得らられれなないい考考ええ方方やや

視視点点ががああるる」」「「SSNNSS にに頼頼ららずずにに活活字字にに触触れれ自自分分

のの目目でで考考ええるる」」「「授授業業でで世世のの中中のの出出来来事事をを理理

解解ででききるるよよううににななりり、、新新聞聞ににもも興興味味をを持持つつここ

ととががででききたた」」「「物物事事をを客客観観的的にに見見たたいいととききやや

メメデディィアアごごととのの視視点点のの違違いいをを理理解解すするるたためめ

にに活活用用ししたたいい」」「「確確実実なな情情報報をを獲獲得得すするるたためめ

にに活活用用ししたたいい」」「「原原因因やや背背景景がが表表やや図図とと一一緒緒

にに整整理理さされれてていいてて理理解解ででききるる」」とといいうう声声がが寄寄

せせらられれたた。。  

 

４．成果と課題 

（（１１））成成果果  

 各各実実践践内内容容のの成成果果ににつついいててはは、、３３．．実実践践内内

容容中中にに記記載載ささせせてていいたただだいいたた。。２２．．生生徒徒のの様様

子子ににもも記記載載ししたたがが、、日日常常のの生生活活のの中中でで新新聞聞をを

手手ににすするる機機会会がが少少なないい生生徒徒ににととっってて、、気気軽軽にに

新新聞聞をを手手にに取取るるここととがが出出来来るる環環境境はは望望まましし

いい。。生生徒徒はは日日常常生生活活のの中中ででススママーートトフフォォンンかか

らら情情報報をを得得るるここととがが多多いいたためめ、、取取得得ししてていいるる

情情報報がが偏偏っってていいたたりり、、必必ずずししもも正正ししいい情情報報でで

ははなないい可可能能性性ももああるる。。新新聞聞かからら得得らられれるる情情報報

はは信信憑憑性性がが高高くく、、幅幅広広いい分分野野ににつついいてて掲掲載載ささ

れれてていいるるたためめ、、新新聞聞かからら情情報報をを得得るるここととはは生生

徒徒のの情情報報リリテテララシシーーのの向向上上ににつつななががっったたとと

考考ええてていいるる。。  

 

（（２２））課課題題  

 課課題題ととししてて２２点点ああげげるる。。  

１１点点目目、、新新聞聞をを手手ににすするる生生徒徒のの数数をを増増ややしし

たたいい。。卒卒業業をを控控ええ、、進進路路活活動動がが盛盛んんなな生生徒徒はは

新新聞聞をを手手ににすするる機機会会がが比比較較的的多多いいがが、、新新聞聞をを

手手ににすするる機機会会がが多多いいととはは言言ええなないい。。図図書書室室やや

進進路路相相談談ススペペーーススにに行行けけばば新新聞聞ががああるるこことと

をを生生徒徒にに周周知知しし、、新新聞聞がが置置かかれれてていいるるここととのの

認認知知度度をを高高めめてていいききたたいい。。  

２２点点目目、、新新聞聞をを活活用用すするる機機会会をを増増ややすすたためめ

ににもも教教職職員員にに新新聞聞のの活活用用をを進進めめてていいききたたいい。。

授授業業やや特特別別活活動動、、進進路路相相談談ななどど様様々々なな場場面面でで

新新聞聞をを活活用用ししててももららいい、、生生徒徒ととととももにに指指導導すす

るる教教員員側側もも新新聞聞をを活活用用すするる場場面面をを増増ややししてて

いいききたたいい。。 

 

５．おわりに 

 ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定校校ととししてて二二年年間間のの活活動動しし、、

２２００２２５５年年度度ののＮＮＩＩＥＥ北北海海道道セセミミナナーーににおお

いいててはは実実践践表表彰彰校校ととししてて取取りり組組みみをを評評価価しし

てていいたただだいいたた。。実実践践指指定定校校ととししてて取取りり組組むむここ

ととにによよりり他他校校種種・・他他地地域域のの取取りり組組みみをを知知れれたた

ここととはは本本校校のの教教育育活活動動のの発発展展ににつつななががっったた。。

ままたた、、実実践践報報告告をを通通ししてて、、本本校校のの取取りり組組みみがが

他他校校のの取取りり組組みみにに少少ししででもも参参考考ににななるるこことと

ががああれればば幸幸いいででああるる。。  

今今後後もも各各教教科科ににおおけけるる授授業業やや進進路路活活動動、、生生

徒徒のの探探究究学学習習にに新新聞聞記記事事をを活活用用しし、、日日々々学学んん

ででいいるる内内容容とと世世のの中中ががどどののよよううににつつななががっっ

てていいるるののかか、、生生徒徒がが認認識識ででききるるよよううにに新新聞聞をを

教教育育活活動動にに取取りり入入れれてていいききたたいい。。 
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１．はじめに  

  本本校校はは、、平平成成８８年年にに１１００間間口口のの全全日日制制

普普通通科科高高校校ととししてて開開校校しし、、平平成成２２３３年年にに

単単位位制制をを導導入入ししたた。。そそのの後後のの生生徒徒数数のの減減

少少にに伴伴いい、、昨昨年年度度よよりり学学年年制制をを導導入入ししてて

いいるる。。現現在在、、２２間間口口ととななりり当当初初よよりりずずいい

ぶぶ んん 規規 模模 はは 縮縮 小小 しし たた 。。 そそ のの 変変 化化 にに 伴伴 いい 、、

部部 活活 動動 加加 入入 率率 もも 減減 りり 以以 前前 のの よよ うう なな 活活 気気

ががああままりり見見らられれななくくななりり、、だだいいぶぶ学学校校もも

静静かかににななっったた。。                                             

  実実践践指指定定校校ととししててはは２２年年目目ととななりり、、昨昨

年年 同同 様様 ３３ 年年 次次 のの 選選 択択 教教 科科 にに おお いい てて 実実 施施

ししたた。。   

 

２ .生徒の様子  

  どどちちららかかとと言言ええばば人人懐懐っっここいい、、素素直直なな

生生徒徒がが多多いい。。自自分分がが面面白白いいとと思思っったたこことと、、

でで きき るる とと 思思 っっ たた ここ とと にに はは とと ここ とと んん 向向 きき

合合うう様様子子がが随随所所ででみみらられれるる。。   

  たただだ、、学学習習のの習習慣慣ががつついいてていいなないい生生徒徒

はは多多くく、、学学習習すするるこことと自自体体ををままずず身身にに付付

けけ るる とと ここ ろろ かか らら のの 生生 徒徒 もも 少少 なな かか らら ずず いい

るる。。   

３３年年はは単単位位制制でで、、自自分分のの好好ききなな科科目目をを

選選ぶぶここととががででききるる。。ままたた、、昨昨今今のの少少子子化化

にに よよ るる 生生 徒徒 減減 少少 もも ああ いい まま っっ てて 全全 体体 にに 少少

人人数数のの科科目目もも多多いい。。ここののたためめ、、生生徒徒のの学学

力力にに見見合合っったた授授業業展展開開ももししややすすいい。。そそのの

年年度度にによよっってて生生徒徒のの興興味味関関心心もも違違いい、、どど   

  

  

うう いい っっ たた 生生 徒徒 がが そそ のの 授授 業業 をを 選選 択択 すす るる

ののかかはは開開講講ししててみみなないいととわわかかららなないい。。そそ

ののたためめ、、そそのの時時 々々のの生生徒徒のの興興味味関関心心等等にに

見見合合っったた授授業業展展開開がが必必要要ととももななるる。。   

  今今 回回 のの NNIIEE 実実 践践 にに はは 学学 校校 設設 定定 科科 目目 のの

「「実実用用国国語語」」でで行行っったた。。                   

 

３ .実践の内容   

昨昨年年度度はは別別のの科科目目でで行行いい継継続続ししてて、、とと

もも思思っったたがが、、前前述述ののよよううにに選選択択すするる生生徒徒

のの 状状 況況 がが 昨昨 年年 度度 とと ああ まま りり にに もも 違違 いい すす ぎぎ 、、

同同 じじ よよ うう にに 授授 業業 をを 展展 開開 すす るる ここ とと はは 難難 しし

くく、、ここちちららででのの実実践践ととななっったた。。   

実実 用用 国国 語語 はは 基基 本本 的的 にに 問問 題題 演演 習習 をを やや りり

つつ つつ 国国 語語 にに 関関 わわ るる 知知 識識 をを 深深 めめ るる もも のの でで 、、

国国語語、、特特にに言言葉葉そそののももののにに興興味味をを持持つつ生生

徒徒がが多多いい。。   

ししかかししななががらら、、新新聞聞でで使使わわれれるる言言葉葉とと

ななるるとと勝勝手手はは違違いい、、言言葉葉よよりりそそれれをを取取りり

巻巻くく社社会会のの状状況況ななどどのの説説明明がが必必要要でで、、問問

題題 演演 習習 のの よよ うう にに 興興 味味 をを 持持 つつ のの はは 難難 しし かか

っったた。。   

  

 

２２００２２５５年年度度   NNIIEE 実実践践報報告告   

新新聞聞ここととははじじめめ  

      

              北北海海道道札札幌幌白白陵陵高高等等学学校校   教教諭諭   土土永永   敬敬子子   
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そそここでで、、何何度度かかままわわしし読読みみ新新聞聞のの作作

成成をを行行いい、、ままずずはは新新聞聞ににふふれれるる経経験験をを

積積みみ重重ねねたた。。   

  

①①ままわわしし読読みみ新新聞聞   

昨昨年年度度ももままずずはは導導入入ととししてて行行っったた。。

同同じじ新新聞聞をを共共有有すするるとと、、自自然然とと話話題題にに

もも共共通通すするる部部分分ががでできき、、話話しし合合いいももよよ

りり進進みみややすすいい。。   

ししかかしし、、今今年年度度ははままずず、、新新聞聞をを読読

むむ、、とといいううここととがが難難ししくく、、見見出出ししだだけけ

をを眺眺めめるる、、写写真真ばばかかりり見見るる、、とといいっったた

ここととがが散散見見さされれ、、ココメメンントトととししててのの言言

葉葉ももななかかななかかででててここななかかっったた。。   

  

  

見見出出ししだだけけででははななくく、、リリーードドやや本本文文もも

読読むむこことと、、身身近近なな話話題題、、知知っってていいるるこことと

なな どど をを 抜抜 きき 出出 しし てて いい くく ここ とと なな どど をを 続続 けけ

るる ここ とと でで 少少 しし ずず つつ でで もも ココ メメ ンン トト なな どど はは

増増ええてていいっったた。。   

 

ででききれればば、、ここここかからら切切りり抜抜ききにに進進みみたた

かかっったたののででははああるるがが、、そそももそそもも予予定定ししてて

いいななかかっったた科科目目ででももあありり、、時時間間ををととるるのの

ががななかかななかか難難ししくく、、そそここままででのの活活動動ににはは

いいたたららななかかっったた。。   

  

  

  

②②   参参議議院院選選挙挙   

  参参議議院院選選挙挙にに向向けけてて、、日日本本新新聞聞協協会会かか

らら 投投 票票 権権 をを 持持 つつ ３３ 年年 生生 向向 けけ てて 選選 挙挙 前前 のの

３３週週間間４４紙紙がが届届けけらられれたた。。   
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  いいろろいいろろなな方方法法がが考考ええらられれたたがが、、でできき

れれ ばば 、、 一一 度度 にに 多多 くく のの 生生 徒徒 にに 、、 とと もも 思思 いい 、、

各各紙紙のの１１面面をを３３年年生生フフロロアアにに掲掲示示。。そそれれ

以以 外外 をを 見見 たた いい 場場 合合 はは 実実 践践 者者 のの とと ここ ろろ へへ 、、

とと生生徒徒にに話話ししたた。。   

  実実際際、、ああままりり投投票票権権をを持持つつ生生徒徒ももおおらら

ずず、、投投票票行行動動にに影影響響ががああっったたののかかはは定定かか

ででははなないいがが、、そそれれななりりにに世世間間のの話話題題がが大大

見見 出出 しし にに なな っっ てて いい るる のの をを 活活 字字 でで 見見 るる のの

はは そそ れれ なな りり のの 印印 象象 がが ああ っっ たた よよ うう だだ っっ たた 。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

投投票票日日ままででのの間間、、掲掲示示さされれてていいるる壁壁にに

かかななりりのの生生徒徒ががななんんととななくく注注目目すするる。。選選

挙挙ががああるる、、とといいううここととににつついいててのの周周知知にに

ははととててもも効効果果ががああっったた。。   

新新聞聞のの配配布布はは投投票票日日のの翌翌日日ななどどにに行行   

わわれれ、、おおかかげげでで結結果果をを生生徒徒ななりりにに総総括括しし   

てていいたた。。ささすすががにに、、選選挙挙結結果果ははいいろろいいろろ   

なな形形でで情情報報ととししてて知知っってておおりり、、各各紙紙ががいい   

ろろいいろろなな工工夫夫ををししてて報報じじてていいるるととこころろ   

はは、、感感じじたたよよううででああるる。。詳詳細細なな理理解解ががああ   

っったたかかははささてておおきき、、生生徒徒ががそそれれぞぞれれ新新聞聞   

をを見見つつつつココメメンントトををししてていいるるととこころろをを   

みみ るる とと 、、 効効 果果 はは 大大 きき かか っっ たた とと 思思 わわ れれ るる 。。  
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４．成果と課題  

 

（１）成果  

①①   ととににかかくく「「新新聞聞」」   

  情情報報ははススママホホかかららネネッットトでで、、にに「「新新聞聞

かかららもも」」ををいいれれてていいくくこことと。。１１面面のの大大見見

出出 しし にに 知知 っっ てて いい るる ここ とと がが かか かか れれ てて いい るる

とと、、まま、、気気ににななるる。。手手にに取取るる。。そそのの行行動動

にに結結びびつつくく生生徒徒ががででててききたた。。何何気気にに置置かか

れれ てて いい るる 新新 聞聞 をを 手手 にに 取取 るる 生生 徒徒 がが とと にに かか

くく増増ええたた。。   

      

②②   新新聞聞をを「「読読むむ」」こことと   

  手手 にに 取取 っっ てて もも なな かか なな かか 本本 文文 まま でで 読読 みみ

進進めめるるののはは時時間間ががかかかかるる。。そそうういいっったた時時

間間のの提提供供ははややははりり必必要要だだっったた。。   

  日日本本語語がが読読めめれればばよよいい、、とといいうう話話でではは

なな くく 、、 たた だだ 、、 そそ のの よよ うう なな ここ とと もも ああ っっ てて 、、

夏夏 のの 参参 院院 選選 のの 時時 配配 布布 ささ れれ たた ４４ 紙紙 のの １１ 面面

をを ３３ 年年 次次 のの 教教 室室 前前 にに 毎毎 日日 掲掲 示示 しし たた とと ここ

ろろ、、興興味味ををももつつ生生徒徒もも増増ええたた。。選選挙挙権権のの

ああるる生生徒徒はは少少ななかかっったたがが、、ままだだ選選挙挙権権のの

なないい生生徒徒がが「「選選挙挙権権ががああるるなならら投投票票にに行行

けけよよ」」とと他他のの生生徒徒にに促促ししてていいたた場場面面ももああ

りり、、少少しし身身近近ななももののにに感感じじたたとと思思うう。。   

 

（２）課題  

①   

ととににかかくく「「昨昨年年度度をを発発展展ささせせてて」」もも「「新新

しし いい ここ とと をを 何何 かか 」」 もも 全全 くく でで きき なな かか っっ たた 。。  

本本 来来 予予 定定 しし てて いい なな かか っっ たた 科科 目目 でで もも ああ

りり、、時時間間にに限限りりももああっったたがが、、準準備備ににももうう

一一 工工 夫夫 もも 二二 工工 夫夫 もも 必必 要要 でで ああ っっ たた 気気 がが すす

るる。。   

  

  

②    

  実実践践指指定定校校２２年年目目でで、、新新聞聞のの取取りり方方にに

ももっっとと工工夫夫がが必必要要だだっったた。。今今ままでで１１年年目目

をを２２回回ややっってていいてて、、２２紙紙くくるるののがが当当たたりり

前前ににななっってていいたた。。ももっっとと状状況況にに応応じじたた取取

りり方方をを考考ええるるべべききだだっったた。。   

  参参院院選選のの時時をを考考ええててもも、、複複数数紙紙ああるるほほ

ううがが生生徒徒のの目目ももひひききややすすいい。。興興味味ももひひきき

ややすすかかっったたかかももししれれなないい。。   

 

５．おわりに  

今今 年年 度度 はは かか なな りり 未未 消消 化化 のの 部部 分分 がが 多多 くく 、、

なな かか なな かか うう まま くく 取取 りり 組組 めめ なな かか っっ たた ここ とと

がが悔悔ややままれれるる。。たただだ、、 NNIIEE ででははなないいがが夏夏

のの参参院院選選のの祭祭ななどどをを見見るるとと、、新新聞聞へへのの関関

心心ははああるる程程度度持持たたせせらられれたたとと思思うう。。でできき

れれ ばば 今今 後後 もも っっ とと 活活 用用 しし たた 取取 りり 組組 みみ をを やや

っってていいききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは、、富富良良野野市市内内にに２２校校ああっったた富富良良野野高高

校校（（普普通通科科単単位位制制））とと富富良良野野緑緑峰峰高高校校（（職職業業

学学科科））がが今今年年度度４４月月にに統統合合しし、、「「北北海海道道富富良良野野

高高等等学学校校（（単単位位制制））」」ととししてて新新設設さされれたた。。  

《《全全校校生生徒徒数数：：４４６６３３名名》》  

〇〇１１年年次次：：普普通通科科３３学学級級  

園園芸芸観観光光デデザザイインン科科 11 学学級級  

電電気気情情報報シシスステテムム科科 11 学学級級  

〇〇２２年年次次：：普普通通科科４４学学級級  

園園芸芸科科学学科科 11 学学級級  

電電気気シシスステテムム科科 11 学学級級  

総総合合ビビジジネネスス科科１１学学級級  

〇〇３３年年次次：：普普通通科科３３学学級級  

園園芸芸科科学学科科 11 学学級級  

電電気気シシスステテムム科科 11 学学級級  

総総合合ビビジジネネスス科科１１学学級級  

  

【【本本校校のの実実践践】】  

  ＮＮＩＩＥＥ実実践践指指定定はは、、旧旧富富良良野野高高校校かからら継継続続

ししてて５５年年目目ととななるる。。１１年年目目かかららののテテーーママ「「新新

聞聞をを読読むむ、、活活かかすす」」をを継継続続、、発発展展ささせせ、、学学校校

全全体体やや複複数数のの教教科科ででささままざざままなな取取組組をを実実践践

ししたた。。  

《《学学校校全全体体のの取取組組》》  

○○新新聞聞ココララムムをを使使っったた朝朝学学習習((小小論論文文対対策策、、

時時事事問問題題対対策策))  

○○「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンンククーールル」」へへ

のの応応募募  

  

  

《《各各教教科科のの取取組組》》  

○○国国語語科科のの取取組組  

・・実実践践者者：：小小森森  猛猛  

・・科科  目目：：『『論論理理国国語語』』  

・・対対  象象：：２２年年次次普普通通科科  

・・内内  容容：：「「統統計計資資料料のの読読みみ取取りり」」をを目目的的  

ととししたた単単元元ででのの実実践践例例  

○○地地歴歴公公民民科科のの取取組組  

・・実実践践者者：：坂坂  大大祐祐  

・・科科  目目：：『『時時事事問問題題研研究究』』  

・・対対  象象：：３３年年次次選選択択者者  

・・内内  容容：：「「社社会会へへのの関関心心をを高高めめ、、問問題題解解  

決決にに向向けけてて考考ええるる力力をを身身ににつつけけ

るる」」ここととををねねららいいととすするる実実践践例例  

  以以下下、、ここのの２２教教科科のの実実践践をを紹紹介介すするる。。  

  

２２．．実実践践のの内内容容  

((１１))  国国語語科科のの取取組組：：『『論論理理国国語語』』  

【【授授業業のの計計画画とと展展開開】】  

〈〈計計画画〉〉   
『『論論理理国国語語』』のの統統計計資資料料のの読読みみ取取りりをを目目

的的ととししたた単単元元ととししてて計計８８時時間間のの計計画画ででのの

授授業業ででああるる。。学学習習指指導導要要領領「「読読むむこことと」」オオ

のの「「関関連連すするる文文章章やや資資料料をを基基にに、、書書きき手手のの

立立場場やや目目的的をを考考ええななががらら、、内内容容のの解解釈釈をを深深

めめるるこことと。。」」のの達達成成をを目目標標ととししたた。。   
〈〈展展開開〉〉  

１１次次  教教科科書書のの教教材材でではは本本文文のの内内容容をを補補

足足ししたた資資料料ととししててわわかかりりややすすいいもものの

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

        新新聞聞をを読読むむ、、活活かかすす（（５５年年目目のの取取組組））      

北北海海道道富富良良野野高高等等学学校校  教教諭諭  北北村村  智智裕裕（（地地理理歴歴史史・・公公民民科科））  

                                  教教諭諭  坂坂    大大祐祐（（地地理理歴歴史史・・公公民民科科））  

                            教教諭諭  小小森森    猛猛（（国国語語科科））  
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でで、、資資料料ででああるるググララフフ単単体体のの読読みみ取取

りりとと、、本本文文中中ににおおけけるるそそののググララフフのの

役役割割をを考考ええるるとといいうう基基本本的的なな読読解解のの

仕仕方方をを学学習習ししたた。。   
２２次次  ググララフフななどどのの資資料料ととはは視視覚覚的的ににわわ

かかりりややすすいいとといいううメメリリッットトががああるる反反

面面、、視視覚覚情情報報にに偏偏るるたためめ、、差差ががなないい

ののにに大大ききなな差差ががああるるよよううにに思思わわせせたた

りりすするるよよううなな詐詐欺欺的的なな資資料料のの使使いい方方

ももよよくく見見らられれるる。。そそうういいっったたこことともも

授授業業のの中中でで考考ええるる時時間間をを取取りりななががらら

進進めめるる。。   
３３次次   ささららにに発発展展ささせせてて新新聞聞社社のの考考ええやや

意意見見のの違違いいをを読読みみ取取りり、、ススラライイドドににまま

ととめめてて発発表表すするる。。   
【【今今回回のの実実践践ににつついいてて】】  

  展展開開のの３３次次がが今今回回のの実実践践報報告告ととななるる。。   
①①   授授業業でではは統統計計資資料料をを活活用用ししたた文文章章とと

いいううここととでで身身近近ににああるる新新聞聞をを教教材材ととしし

たた。。同同様様のの出出来来事事をを扱扱っってておおりり、、かかつつ資資

料料がが使使わわれれてていいるる記記事事をを複複数数のの新新聞聞かか

らら探探すす。。   
②②  そそのの記記事事をを熟熟読読しし、、ささららにに資資料料のの出出典典

元元をを調調べべ、、特特徴徴やや数数字字をを見見ててわわかかっったたここ

ととななどどををメメモモししてていいくく。。そそここかからら記記事事とと

照照ららしし合合わわせせてて読読みみ取取れれるるこことととと、、記記事事

ににななっってていいなないいここととををそそれれぞぞれれままととめめ

るる。。   

③③   新新聞聞社社ごごととのの考考ええをを推推測測ししななががらら自自

分分のの考考ええをを明明確確ににししてて、、そそれれををススラライイドド

ににままととめめるる。。   
今今回回のの指指導導目目標標ででははなないいがが全全体体でで発発

表表すするる機機会会（（左左下下写写真真））をを設設けけたた。。   
〈〈成成果果〉〉  

ググララフフをを意意識識ししななががららままととめめたた生生徒徒にに

つついいててはは、、そそののググララフフをを用用いいたた意意図図ままでで読読

みみ取取りりななががらら記記事事ととそそのの出出来来事事ににつついいてて

考考察察すするるここととががででききてていいたた。。ああわわせせてて新新聞聞

社社ががどどののよよううなな立立場場・・目目線線でで記記事事をを書書いいてて

いいるるののかかをを考考ええててままととめめるるここととががででききたた

生生徒徒もも見見らられれたた。。読読者者をを意意識識ししてていいるる新新聞聞

をを活活用用すするるここととでで、、ググララフフやや資資料料がが文文章章にに

与与ええるる効効果果をを感感じじ取取っってていいたたよよううにに思思うう。。  
〈〈課課題題〉〉  

ググララフフのの話話ははししたたがが、、どどううししててもも文文字字にに

引引っっ張張らられれててししままうう生生徒徒ががいいたたこことともも事事

実実ででああるる。。特特にに見見出出ししににととららわわれれ、、ささららにに

リリーードド文文やや本本文文だだけけをを注注視視すするる生生徒徒がが多多

くく、、ググララフフににつついいててももわわかかりりややすすいいたためめ字字

面面のの通通りりのの読読みみ取取りりににととどどままっっててししままうう

傾傾向向がが見見らられれたた。。今今後後はは資資料料をを使使うう側側のの視視

点点でで考考ええるる時時間間をを設設けけてて、、資資料料のの読読みみ取取りり

とと活活用用ににつついいてて考考ええささせせてていいききたたいい。。   
  
  
((２２))  地地歴歴公公民民科科のの取取組組::『『時時事事問問題題研研究究』』  

『『時時事事問問題題研研究究』』はは、、地地歴歴公公民民科科のの学学校校設設

定定科科目目ででああるる。。３３年年次次対対象象のの選選択択科科目目でで今今年年

度度はは 3355 名名のの履履修修者者ががいいるる。。社社会会へへのの関関心心をを

高高めめるるこことと、、自自ららテテーーママをを設設定定ししてて調調査査活活動動

をを行行うう中中でで、、問問題題解解決決にに向向けけてて前前向向ききにに考考ええ

るる力力をを身身ににつつけけるるここととををねねららいいととししてていいるる。。

新新聞聞をを利利用用ししたた授授業業をを行行うう場場合合はは、、読読むむこことと

へへのの抵抵抗抗感感・・負負担担感感をを和和ららげげるるたためめ、、生生徒徒達達

がが考考ええややすすいい身身近近なな話話題題やや、、賛賛否否がが分分かかれれるる

問問題題ななどどをを扱扱ううこことともも必必要要とと考考ええてていいるる。。  
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以以下下、、ここれれららをを意意識識ししたた授授業業内内容容をを紹紹介介すす

るる。。  

ⅠⅠ  「「問問いい」」をを設設定定すするる  

〈〈手手順順〉〉  

①①  個個人人ででのの活活動動  

・・外外国国人人ををめめぐぐるる問問題題のの背背景景をを読読みみ取取

りり、、自自分分ななりりのの疑疑問問点点ををワワーーククシシーー

トトにに記記入入。。  

・・問問いいのの解解決決にに向向けけてて、、各各自自でで調調査査。。  

②②  班班内内交交流流  

・・４４～～５５名名でで班班をを構構成成しし、、意意見見交交流流をを

行行いい、、班班ととししててのの意意見見ををままととめめるる。。  

③③  全全体体交交流流  

・・発発表表時時間間はは３３分分。。  

・・各各班班代代表表者者がが発発表表。。  

④④  ままととめめ  

・・関関連連ののニニュューースス動動画画をを視視聴聴しし、、具具体体

的的なな対対策策をを丁丁寧寧にに議議論論すするる必必要要性性をを

説説明明すするる。。  

「「22002255 年年 1100 月月 2277 日日  北北海海道道新新聞聞」」   

〈〈留留意意点点〉〉  

①①  意意見見交交流流のの際際はは、、他他人人のの意意見見をを否否定定

ししなないいこことと、、自自分分のの考考ええとと異異ななるる考考ええ

をを知知るるここととがが大大切切ででああるるとと伝伝ええるる。。  

②②  記記事事のの内内容容はは、、地地元元のの富富良良野野ででもも起起

ここりりううるる（（起起ききてていいるる））問問題題ととししてて捉捉

ええるるここととをを指指摘摘すするる。。  

ⅡⅡ  「「見見出出しし」」をを考考案案すするる  

７７月月のの参参議議院院選選挙挙でで初初めめててのの投投票票をを行行っっ

たた生生徒徒ががおおりり、、既既得得知知識識のの復復習習もも兼兼ねねてて実実

施施ししたた。。  

〈〈手手順順・・留留意意点点〉〉  

①①  「「主主見見出出しし」」とと「「袖袖見見出出しし」」ににつついい

てて解解説説すするる。。  

②②  記記事事をを読読まませせたた後後、、「「主主見見出出しし」」とと

「「袖袖見見出出しし」」をを考考ええささせせるる。。  

③③  実実際際のの見見出出ししをを確確認認しし、、自自分分のの案案とと

比比較較すするるここととでで、、記記事事のの核核心心部部分分へへのの

理理解解をを深深めめらられれるるとと考考ええるる。。  

「「22002255 年年 1100 月月 1111 日日  読読売売新新聞聞」」   

ⅢⅢ－－１１  ココララムム欄欄のの活活用用～～そそのの１１  

北北海海道道新新聞聞「「卓卓上上四四季季」」をを利利用用。。以以下下のの

ココララムムはは、、地地元元ででああるる富富良良野野をを舞舞台台ににししたた

テテレレビビドドララママ「「北北のの国国かからら」」第第 11 話話のの場場面面

をを紹紹介介すするるここととかからら始始ままるる内内容容だだっったた。。本本

ドドララママはは「「富富良良野野」」のの名名をを全全国国区区ににししたた作作

品品ででははああるるがが、、放放送送開開始始かからら4400年年以以上上がが経経

過過ししてておおりり、、ドドララママののタタイイトトルル程程度度ししかか知知

ららなないい生生徒徒がが多多いいののがが実実状状ででああるる。。記記事事をを

通通ししてて地地元元のの魅魅力力をを再再認認識識すするる機機会会ににななれれ

ばばとと考考ええたた。。  

「「22002255 年年 1100 月月 1166 日日  北北海海道道新新聞聞」」   
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〈〈手手順順・・留留意意点点〉〉  

①①  記記事事をを音音読読。。11 行行読読んんだだらら次次のの生生徒徒がが

再再びび 11 行行読読むむとといいうう作作業業をを繰繰りり返返すす。。  

②②  文文章章でで表表現現さされれてていいるる富富良良野野のの風風景景

やや登登場場人人物物のの様様子子をを想想像像、、発発表表ささせせ

てて、、生生徒徒達達のの発発言言はは板板書書しし、、そそのの内内容容

をを全全員員でで共共有有すするる。。  

③③  記記事事でで紹紹介介さされれてていいるる場場面面をを実実際際のの

ドドララママのの映映像像でで1100分分程程度度視視聴聴すするる。。  

④④  文文字字でで表表現現さされれたた情情景景とと実実際際のの映映像像

ととのの共共通通点点やや、、自自分分たたちちががイイメメーージジしし

たた内内容容ととのの違違いいににつついいてて感感想想をを交交流流  

⑤⑤  ここののココララムムととほほぼぼ同同時時期期にに発発表表さされれ

たた、、「「市市区区町町村村魅魅力力度度ラランンキキンンググ」」ににおお

いいてて、、富富良良野野市市がが毎毎年年上上位位ででああるるこことと

もも伝伝ええてていいるる。。  

ⅢⅢ－－２２  ココララムム欄欄のの活活用用～～そそのの２２  

（（過過去去のの「「朝朝学学習習」」ででのの取取組組））  

〈〈手手順順〉〉  

①①  ココピピーーししたた記記事事をを配配布布（（前前日日にに配配布布

ししてておおくくこことともも可可能能））、、11 行行読読んんだだらら次次

のの生生徒徒がが読読むむとといいうう作作業業をを繰繰りり返返すす。。  

②②  読読めめなないい漢漢字字やや読読みみ間間違違いいはは、、そそのの

都都度度教教員員がが訂訂正正・・指指摘摘すするる。。  

〈〈留留意意点点ななどど〉〉  

①①  席席がが離離れれてていいるる生生徒徒ににもも聞聞ここええるるよよ

ううにに、、大大ききなな声声でで、、ゆゆっっくくりり読読むむこことと

をを心心懸懸けけるるよようう伝伝ええるる。。  

②②  漢漢字字をを読読めめなないいななどどはは恥恥ずずかかししいいここ

ととででははななくく、、わわかかららなないいままままのの方方がが恥恥

ずずかかししいいとと声声ををかかけけるるここととにに努努めめるる。。  

③③  年年間間をを通通ししてて実実施施すするるここととでで、、多多くく

のの慣慣用用句句、、ここととわわざざ、、漢漢字字にに触触れれるるここ

ととががででききるる。。  

④④  最最新新のの時時事事をを話話題題ととししてておおりり、、面面接接

試試験験やや小小論論文文対対策策ににもも有有効効ででああるる。。  

⑤⑤  配配布布かからら音音読読終終了了ままでで 55 分分弱弱でで、、教教

員員生生徒徒共共にに負負担担感感ななくく継継続続すするるここととがが

可可能能ででああるる。。  

⑥⑥  新新聞聞をを切切りり取取りり、、ココピピーーししてて配配布布すす

るるだだけけでで、、スストトッッククもも容容易易ででああるる。。  

〈〈今今後後のの課課題題〉〉  

①①  一一定定期期間間（（1100～～1155 回回））経経過過のの度度にに、、

漢漢字字のの読読みみ取取りりテテスストトをを行行いい、、定定着着度度

確確認認のの機機会会をを設設定定すするる。。  

②②  音音読読後後にに、、そそのの記記事事ににふふささわわししいいタタ

イイトトルルをを考考案案すするる。。  

③③  国国語語科科やや地地歴歴公公民民科科とと連連携携しし、、長長期期

休休業業のの課課題題ととししてて、、印印象象にに残残っったた記記事事

ににつついいてて調調べべ、、ままととめめるる。。  

  

  

３３．．おおわわりりにに  

  今今年年度度、、夏夏休休みみのの課課題題ととししてて全全校校生生徒徒でで取取

りり組組んんだだ「「第第 1166 回回いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞

ココンンククーールル」」（（日日本本新新聞聞協協会会主主催催））でではは、、３３年年

連連続続でで優優秀秀学学校校賞賞にに選選ばばれれたた。。  

ここののココンンククーールルのの目目的的ににああるる、、新新聞聞をを読読むむ

ここととでで  

○○社社会会へへのの関関心心のの広広ががりりをを促促すす  

○○社社会会のの課課題題へへのの｢｢気気付付きき｣｣をを促促すす  

○○家家族族･･友友だだちちととののココミミュュニニケケーーシショョンンをを

促促すす  

○○考考ええをを深深めめるる姿姿勢勢をを促促すす  

○○考考ええををままととめめてて表表現現すするる力力をを培培うう  

ここととはは、、将将来来をを担担うう高高校校生生ににととっってて必必要要なな要要

素素ででああるる。。  

  ささららにに、、生生徒徒ににはは、、新新聞聞等等のの諸諸資資料料かかららささ

ままざざままなな情情報報をを適適切切かかつつ効効果果的的にに調調べべままとと

めめるる技技能能をを身身にに付付けけるるととととももにに、、地地域域やや社社会会

にに目目をを向向けけ、、そそここかかららささままざざままなな課課題題をを見見つつ

けけ、、そそれれをを解解決決すするるたためめにに行行動動ををすするる力力をを育育

んんででももららいいたたいい。。  

  本本校校ののＮＮＩＩＥＥ実実践践ののテテーーママででああるる「「新新聞聞をを

読読むむ、、活活かかすす」」をを今今後後もも継継続続・・発発展展ささせせてていい

ききたたいい。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは系系列列にに北北海海道道科科学学大大学学（（工工学学部部・・保保健健

医医療療学学部部・・薬薬学学部部・・未未来来デデザザイインン学学部部））をを有有すす

るる私私立立高高校校ででああるる。。33年年前前のの22002233年年44月月かからら大大

学学所所在在地地ででああるる手手稲稲前前田田キキャャンンパパススへへ移移転転しし、、

大大学学とと同同じじキキャャンンパパススのの強強みみをを活活かかしし、、日日常常的的

にに大大学学教教育育やや大大学学生生にに出出会会ううここととががででききるる「「高高

大大一一体体教教育育」」ががススタターートトししたた。。昨昨年年度度かからら、、系系

列列校校推推薦薦でで系系列列大大学学にに進進学学すするる生生徒徒はは33年年後後期期

でで大大学学のの授授業業をを先先取取りりすするる「「ココンンカカレレンントトププロロ

ググララムム」」ががススタターートトししたた。。ままたた、、33 年年目目のの今今年年

ははここれれままでで以以上上にに大大学学ととのの交交流流がが充充実実しし、、高高校校

だだけけででははででききなないい放放課課後後のの「「ももののづづくくりり」」ややププ

ロロググララミミンンググ教教室室、、部部活活動動のの連連携携ななどど、、生生徒徒のの

成成長長をを促促すす取取りり組組みみがが充充実実ししつつつつああるる。。ままたた、、

地地域域のの子子どどももたたちち向向けけのの高高校校生生、、大大学学生生がが協協力力

ししてて行行うう取取りり組組みみななどどもも検検討討さされれてておおりり、、地地域域

ををキキャャンンパパススににししたた学学びびのの充充実実がが今今後後もも予予定定

さされれてていいるる。。  

今今年年度度ははNNIIEE実実践践66年年目目ととななりり、、昨昨年年度度にに引引

きき続続きき、、朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活用用をを実実践践しし

たた。。ままたた、、33 階階のの職職員員室室とと進進路路室室のの間間ののススペペーー

ススににNNIIEEのの新新聞聞をを含含めめ、、常常時時33紙紙をを閲閲覧覧ででききるる

ララッッククととススペペーーススをを常常設設ししたた。。ままたた、、図図書書局局員員

のの協協力力をを得得てて、、【【社社会会総総合合】】、、【【教教育育//環環境境】】、、【【医医

療療//技技術術//ススポポーーツツ】】のの33カカテテゴゴリリーーにに分分けけたた新新

聞聞ススククララッッププフファァイイルルをを作作成成しし、、常常設設ししてていいるる。。    

今今回回はは22学学年年のの朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活用用

のの実実践践事事例例とと今今年年かからら新新設設ししたた、、新新聞聞ココーーナナーー

              

  

  

のの取取りり組組みみににつついいてて報報告告すするる。。                                  

  

２２．．朝朝ののＳＳＨＨＲＲににおおけけるる新新聞聞活活用用実実践践    

※※本本校校生生徒徒はは全全員員、、学学校校指指定定iiPPaadd保保有有  

（（１１））内内  容容  

朝朝のの授授業業前前のの時時間間（（88：：3300～～88：：4455））にに教教員員がが

選選んんだだ新新聞聞記記事事をを毎毎日日生生徒徒にに配配信信ししてていいるる。。新新

聞聞ははででききるる限限りり、、生生徒徒のの興興味味をを引引くくよよううにに、、身身

近近なな話話題題ややススポポーーツツ、、政政治治・・経経済済ななどど、、堅堅いい内内

容容ばばかかりりににななららなないいよよううにに、、工工夫夫ししててセセレレククトト

ししてていいるる。。時時折折、、芸芸能能記記事事やや44ココママ漫漫画画ななどどもも

取取りり入入れれ、、「「今今日日ははどどんんなな記記事事がが出出てていいるるだだろろ

うう？？」」とと関関心心をを持持っっててくくれれるるここととがが一一番番大大切切だだ

とと考考ええてていいるる。。ままたた、、朝朝ののススタターートトのの際際にに新新聞聞

記記事事にに触触れれるるここととにによよりり、、落落ちち着着いいたた雰雰囲囲気気でで

11 時時間間目目にに入入れれるるこことともも魅魅力力ででああるる。。本本校校でではは

22年年次次にに11年年間間をを通通ししたた探探究究活活動動をを行行っってておおりり、、

そそのの探探究究テテーーママののヒヒンントトやや手手助助けけににななるる記記事事

ももセセレレククトトししてていいるる。。  

生生徒徒ののiiPPaaddにに毎毎朝朝配配信信  

  

２２００２２５５年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

「「新新聞聞をを活活用用ししたた学学びびのの実実践践」」  
～～ＳＳＨＨＲＲででのの新新聞聞記記事事のの活活用用とと新新聞聞ココーーナナーーのの設設置置をを通通ししたた生生徒徒のの日日常常にに新新聞聞をを取取りり入入れれたた実実践践報報告告～～  

  

北北海海道道科科学学大大学学高高等等学学校校  教教頭頭  山山下下  卓卓  
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（（２２））目目  的的    

ここのの取取りり組組みみのの主主なな目目的的はは①①読読むむ力力をを向向上上

ささせせるる。。  ②②新新聞聞をを通通しし世世のの中中のの動動ききににつついいてて

知知りり、、様様々々なな立立場場かかららのの物物のの見見方方ににつついいてて考考ええ

るる。。  ③③11年年間間をを通通ししてて行行っってていいるる探探究究活活動動ののヒヒ

ンントトをを見見つつけけるる。。ここのの33点点ででああるる。。ままたた、、生生徒徒

にによよっっててはは、、何何気気なないい記記事事ををききっっかかけけにに、、更更にに

そそのの記記事事をを掘掘りり下下げげてて、、探探究究活活動動にに還還元元ししたたりり、、

進進路路選選択択ののききっっかかけけににななっったた記記事事にに出出会会っったた

りりとといいうう様様々々ななププララススのの面面やや副副次次的的なな効効果果がが

見見らられれてていいるる。。特特にに今今年年度度はは某某大大学学のの公公募募推推薦薦

のの課課題題ととししてて、、「「自自分分のの進進むむ学学部部にに関関すするる新新聞聞

記記事事をを１１つつ取取りり上上げげ、、要要約約しし、、自自分分のの意意見見をを述述

べべるる」」とといいううももののがが課課せせらられれたた。。該該当当生生徒徒はは日日

頃頃かからら新新聞聞をを目目ににしし、、注注目目ししたた記記事事はは保保存存ししてて

いいたたたためめ、、課課題題にに対対ししてて余余裕裕ををももっってて向向きき合合ええ

たたとといいうう事事案案ももああっったた。。  

        

（（３３））生生徒徒のの様様子子・・効効果果ななどど  

入入学学後後かからら継継続続的的ににここのの取取りり組組みみをを始始めめてて

いいるるたためめ、、「「新新聞聞をを読読むむ」」ここととにに多多くくのの生生徒徒がが慣慣

れれ、、学学校校でで新新聞聞記記事事をを読読むむここととががああたたりり前前ととなな

っってていいるる生生徒徒がが増増ええてていいるる。。ままたた、、（（２２））ででもも触触

れれてていいるるがが、、記記事事ををききっっかかけけにに単単純純にに「「知知ららなな

いいここととをを知知るるここととががででききたた」」かからら一一歩歩踏踏みみ込込みみ、、

「「ここののニニュューーススのの背背景景をを知知りりたたいい」」「「ここののニニュュ

ーーススのの将将来来へへのの影影響響をを考考ええたたいい」」とといいううレレベベルル

でで新新聞聞記記事事をを読読むむここととががででききるる生生徒徒もも増増ええてて

ききてていいるる。。学学校校がが読読むむここととをを押押しし付付けけるるののでではは

ななくく、、新新聞聞記記事事にに触触れれるる「「時時間間」」やや「「場場」」をを提提

供供すするるここととにによよりり、、自自然然とと読読むむここととががああたたりり前前

ににななりり、、ここのの場場だだけけのの機機会会にに限限ららずず、、自自宅宅等等でで

もも興興味味をを持持っってて新新聞聞記記事事にに注注目目ししててほほししいいとと

考考ええてていいるる。。今今後後もも、、情情報報をを入入手手すするる媒媒体体ととしし

てて、、気気軽軽なな((真真偽偽不不明明なな怪怪ししいい記記事事もも多多いいがが))イイ

ンンタターーネネッットトややSSNNSSかかららのの情情報報だだけけにに頼頼るるののでで

ははななくく、、新新聞聞ななどど様様々々なな媒媒体体かからら情情報報をを入入手手しし、、

正正ししくく知知りり、、正正ししいい判判断断ににつつななげげてていいくくここととがが

重重要要だだとと考考ええるる。。ままたた、、新新聞聞各各社社がが「「自自然然災災害害」」

やや「「戦戦争争」」ななどどををテテーーママにに、、振振りり返返るるべべききタタイイ

ミミンンググでで適適切切なな記記事事をを取取りり上上げげてていいるるたためめ、、生生

徒徒ににととっってて非非常常にに参参考考ににななるる記記事事をを各各新新聞聞社社

かからら入入手手ででききるるこことともも魅魅力力ででああるる。。  

  

（（朝朝新新聞聞一一例例））  

以以下下ののよよううなな新新聞聞切切りり抜抜ききをを担担当当者者がが毎毎日日 22～～

33 枚枚程程度度配配信信ししてていいるる。。生生徒徒はは印印象象にに残残っったた記記

事事をを選選びび、、感感想想ややココメメンントト、、記記事事のの要要約約ななどどをを

毎毎日日提提出出ししてていいるる。。担担任任はは簡簡単単ななココメメンントトやや感感

想想をを個個別別にに返返信信ししてていいるる。。  

※※アアププリリ((ロロイイロロノノーートト))でで配配信信  

  

22学学年年事事例例①①  

北北海海道道新新聞聞  22002255年年55月月2200日日  

((配配信信切切りり抜抜きき一一部部抜抜粋粋))  

  

生生徒徒かかららのの感感想想・・ココメメンントト（（一一部部抜抜粋粋））  

「「国国民民のの感感覚覚ととずずれれてていいるる不不適適切切なな政政治治家家のの

発発言言にに悲悲ししくくななっったた。。苦苦ししいい状状況況のの消消費費者者のの立立

場場をを考考ええるるととあありり得得なないい発発言言ででああるる。。選選挙挙でで信信

頼頼ででききるる政政治治家家をを選選ぶぶここととがが大大事事ででああるる。。」」  

  

「「雪雪ままつつりりははイイベベンントトととししてて楽楽ししみみででももあありり、、

観観光光面面ででもも大大ききなな存存在在ででああるる。。ここれれままでで関関わわっっ

ててくくれれたた自自衛衛隊隊がが訓訓練練重重視視でで削削減減さされれるるとといい

ううここととはは、、そそれれだだけけ日日本本をを取取りり巻巻くく環環境境がが悪悪化化

ししてていいるるとと考考ええささせせらられれたた。。」」  
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北北海海道道新新聞聞  22002255年年1100月月77日日  

((配配信信切切りり抜抜きき一一部部抜抜粋粋))  

  

生生徒徒かかららのの感感想想・・ココメメンントト（（一一部部抜抜粋粋））  

「「研研究究のの成成果果ががノノーーベベルル賞賞とといいうう結結果果ととななりり

感感動動でですす。。ここここかかららよよりり一一層層、、医医学学のの発発展展ににつつ

ななががっってていいくくとと思思いいまますす。。私私ののよよううななアアレレルルギギ

ーー疾疾患患のの治治療療やや臓臓器器移移植植のの進進歩歩ななどどにに新新たたなな

道道がが開開かかれれるるとと思思ううののでで期期待待ししてていいまますす。。」」  

  

「「私私立立高高校校のの無無償償化化はは賛賛成成でですす。。自自分分のの行行ききたた

いい学学校校をを経経済済的的なな面面でで諦諦めめるるここととももああっったたとと

思思ううののでで選選択択肢肢がが広広ががるるとと思思いいまますす。。勉勉強強すすれれ

ばばすするるほほどど選選択択肢肢がが広広ががるるとと考考ええれればば、、努努力力すす

るる人人がが報報わわれれてていいいいななとと思思いいままししたた。。」」  

  

北北海海道道新新聞聞  22002255年年1100月月1144日日  配配信信  

((配配信信切切りり抜抜きき一一部部抜抜粋粋))  

※※修修学学旅旅行行前前はは沖沖縄縄ででのの平平和和学学習習にに向向けけてて、、戦戦

争争にに関関わわるる記記事事をを集集中中的的にに掲掲載載  

  

  

生生徒徒かかららのの感感想想・・ココメメンントト（（一一部部抜抜粋粋））  

「「戦戦後後 8800 年年のの節節目目がが過過ぎぎててもも、、戦戦争争をを忘忘れれなな

いいたためめにに、、過過去去のの戦戦争争報報道道をを続続けけてていいっっててほほしし

いい。。修修学学旅旅行行のの沖沖縄縄でではは戦戦争争ににつついいてて現現地地ででしし

っっかかりりとと学学びび、、深深くく考考ええたたいい。。」」  

  

「「広広島島がが被被曝曝ししててかからら 8800 年年をを迎迎ええるる今今、、私私たた

ちちははももうう一一度度戦戦争争ににつついいてて考考ええるるべべききだだとと思思

うう。。時時代代がが進進むむににつつれれ、、戦戦争争をを知知ららなないい人人がが増増

ええ、、戦戦争争へへのの恐恐怖怖心心がが薄薄れれてていいくくここととがが非非常常にに

怖怖いいとと思思っったた。。」」  

  

３３．．新新聞聞ココーーナナーー((ララッックク・・ススククララッッププフフ

ァァイイルル・・閲閲覧覧ススペペーースス))のの新新設設  

  

今今年年度度かからら新新聞聞記記事事のの配配信信以以外外ににもも、、新新聞聞にに

目目をを触触れれるる機機会会をを増増ややそそううとと考考ええ、、生生徒徒のの出出入入

りりのの多多いい職職員員室室前前にに新新聞聞ララッッククとと閲閲覧覧ススペペーー

ススをを常常設設しし、、いいつつででもも33日日分分のの33紙紙をを閲閲覧覧すするる

ここととがが可可能能ででああるる。。ままだだままだだ閲閲覧覧者者はは少少なないいがが、、

今今後後はは新新聞聞をを活活用用ししたたイイベベンントトをを企企画画しし、、「「新新

聞聞ががああるる日日常常」」をを定定着着ささせせたたいいとと考考ええてていいるる。。

ままたた、、図図書書局局員員がが協協力力ししてて記記事事をを33カカテテゴゴリリーー

にに分分けけ、、ススククララッッププをを作作成成ししフファァイイリリンンググししてて

いいるる。。好好ききななジジャャンンルルのの記記事事をを気気軽軽にに読読むむこことと

やや探探究究活活動動のの情情報報収収集集のの一一助助ととななっってていいるる。。  

  

新新聞聞用用ララッックク((33紙紙33日日分分//ススククララッッププフファァイイルル））  
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ススククララッッププフファァイイルル記記事事例例  

ジジャャンンルル【【社社会会総総合合】】  

読読売売新新聞聞  22002255年年 44月月77日日  

((フファァイイルルかからら抜抜粋粋))  

 

ジジャャンンルル【【教教育育//環環境境】】  

朝朝日日新新聞聞  22002255年年1100月月11日日  

((フファァイイルルかからら抜抜粋粋))  

 

  

  

  

  

４４．．終終わわりりにに  

  本本校校でではは総総合合的的なな探探究究のの時時間間をを中中心心にに、、主主体体

的的なな学学びびにに積積極極的的にに取取りり組組んんででおおりり、、IICCTT やや新新

聞聞ななどど様様々々ななツツーールルをを活活用用すするるここととにによよりり、、

様様々々なな学学びびのの可可能能性性ががああるるここととをを感感じじるるこことと

ががででききたた。。今今後後もも学学校校ととししてて、、生生徒徒のの主主体体的的なな

学学びびをを促促すす活活動動のの場場づづくくりりをを継継続続的的・・計計画画的的にに

行行っってていいききたたいい。。ままたた、、新新聞聞のの配配信信をを通通しし、、「「読読

んんでで理理解解すするる」」力力をを育育むむここととははももちちろろんん、、真真偽偽

不不明明なな様様々々なな情情報報がが溢溢れれるる現現代代ににおおいいてて、、ここれれ

かからら社社会会にに巣巣立立つつ高高校校生生ににおおいいててはは、、正正ししいい情情

報報かからら正正ししいい行行動動ににつつななげげるる入入りり口口ととししてて「「新新

聞聞」」はは欠欠かかせせなないいももののででああるるここととをを実実感感ししたた。。

今今後後もも生生徒徒のの成成長長をを促促すす大大切切ななツツーールルととししてて、、

よよりり良良いい取取りり組組みみをを継継続続しし、、新新聞聞をを活活用用ししたた教教

育育活活動動をを更更にに模模索索ししてていいききたたいい。。  
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１ はじめに 

本本校校はは１１～～３３年年次次各各８８学学級級（（計計２２４４学学級級））、、

全全校校生生徒徒９９３３００名名のの全全日日制制普普通通科科単単位位制制高高校校

ででああるる。。昨昨年年、、本本校校はは創創立立５５００年年目目をを迎迎ええたた。。

５５００周周年年をを節節目目にに、、生生徒徒ははああららたためめてて学学校校のの歩歩

みみをを認認識識すするるととととももにに、、校校訓訓のの「「継継続続はは力力ななりり」」

のの伝伝統統をを受受けけ継継ぎぎ、、「「文文武武両両道道」」のの学学校校生生活活にに

邁邁進進しし、、ここれれかからら進進むむ実実社社会会のの現現実実にに立立ちち向向かか

うう決決意意をを新新たたににししたた。。  
本本校校ののほほととんんどどのの生生徒徒はは大大学学進進学学をを目目指指しし

てていいるる。。そそののたためめ、、進進路路実実現現ののたためめのの講講習習がが放放

課課後後やや休休日日、、長長期期休休業業中中にに実実施施さされれてていいるる。。まま

たた、、キキャャリリアア教教育育ににもも力力をを入入れれてておおりり、、１１年年次次

でではは６６００をを超超ええるる事事業業所所へへ訪訪問問すするるイインンタターー

ンンシシッッププミミッッシショョンン、、２２年年次次でではは各各大大学学かからら講講

師師をを招招きき１１００をを超超ええるる講講座座をを４４週週ににわわたたりりひひ

ららくく「「学学びび探探究究ゼゼミミ」」がが行行わわれれてていいるる。。ささららにに、、

部部活活動動もも活活発発でで加加入入率率はは８８割割をを超超ええ、、ここれれままでで

にに全全国国大大会会出出場場のの経経験験ががああるる部部活活動動もも数数多多くく

ああるる。。ここののよよううにに授授業業以以外外ででのの活活動動もも盛盛んんなな学学

校校のの中中でで、、生生徒徒はは忙忙ししくくもも充充実実ししたた毎毎日日をを過過ごご

ししてていいるる。。  
 
２ 実践の経緯 

 本本校校はは１１１１年年前前かかららＮＮＩＩＥＥのの実実践践指指定定をを受受

けけ、、当当初初はは「「情情報報」」担担当当のの教教諭諭がが単単独独でで新新聞聞をを

活活用用ししたた授授業業実実践践をを行行っってていいたた。。実実践践指指定定２２年年

目目かかららはは社社会会科科（（本本校校でではは地地理理歴歴史史科科とと公公民民科科

がが社社会会科科ととししてて教教科科をを運運営営））もも加加わわりり、、社社会会科科

でではは１１００年年目目のの取取りり組組みみととななるる。。  
新新聞聞をを活活用用すするるねねららいいととししててはは、、①①新新聞聞にに触触

れれるる機機会会をを提提供供ししてて社社会会のの出出来来事事へへのの関関心心をを  
高高めめ、、ここれれかからら生生ききてていいくく社社会会にに対対すするるイイメメーー

ジジをを持持たたせせるるこことと、、②②新新聞聞記記事事をを題題材材ととししたた言言

語語活活動動をを通通ししてて、、資資料料活活用用のの技技能能やや思思考考力力・・判判

断断力力・・表表現現力力をを身身ににつつけけささせせるるここととででああるる。。  
  ここののねねららいいをを実実現現すするる上上でで最最もも心心ががけけてていい

るるここととはは、、今今回回のの実実践践報報告告のの表表題題ににももななっってていい

るる「「日日常常的的・・継継続続的的」」なな新新聞聞活活用用とといいうう視視点点でで

ああるる。。本本校校ででははここれれをを可可能能ととすするるたためめにに、、日日ごご

ろろかかららででききるるだだけけ時時間間やや労労力力ををかかけけずずにに、、無無理理

せせずず実実施施ででききるる内内容容でで実実践践をを行行っっててききたた。。従従っっ

てて、、報報告告すするる実実践践はは例例年年ととほほぼぼ同同じじ内内容容でであありり、、

取取組組ととししててはは不不十十分分なな点点ももああろろううかかとと思思ううがが、、

継継続続ででききるる実実践践ととししてて紹紹介介ししたたいい。。  
  
３ 実践の概要 

（１）「３分間スピーチ」 

「「３３分分間間ススピピーーチチ」」はは、、２２年年次次「「公公共共」」のの授授業業

ににおおいいてて実実施施ししてていいるる。。  
  実実施施はは、、①①ああららかかじじめめ生生徒徒全全員員ににワワーーククシシーー

トト（（ＡＡ４４、、１１枚枚））をを配配布布ししてておおくく、、②②生生徒徒はは各各

自自、、気気ににななっったた新新聞聞記記事事をを一一つつ選選びびワワーーククシシーー

トトのの各各項項目目にに記記入入すするる、、③③ワワーーククシシーートトののウウララ

面面にに選選んんだだ新新聞聞記記事事をを切切りり抜抜いいてて貼貼るる、、④④１１時時

間間でで１１人人ずずつつ、、ククララススメメーートトのの前前でで発発表表すするる、、

とといいうう手手順順でで行行わわれれてていいるる。。  
ワワーーククシシーートトにに記記入入すするる内内容容はは「「新新聞聞記記事事のの

テテーーママ（（見見出出しし））」」「「記記事事のの要要約約」」「「読読んんでで理理解解

ででききたたこことと」」「「読読んんででわわかかららなないい言言葉葉」」（（調調べべたた

結結果果をを書書きき込込むむ））「「自自分分のの意意見見、、感感想想」」でであありり、、

生生徒徒ははここれれららをを、、読読みみ上上げげるる形形でで発発表表すするる。。  
取取りり上上げげるる記記事事はは政政治治、、経経済済、、社社会会問問題題かからら

選選ぶぶよよううにに伝伝ええ、、芸芸能能ややススポポーーツツのの記記事事はは避避けけ  
るるここととととししてていいるる。。新新聞聞をを購購読読ししてていいなないい家家庭庭

のの場場合合ににははココンンビビニニエエンンスススストトアアななどどでで買買うう

２２００２２５５年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  

「「日日常常的的・・継継続続的的」」なな新新聞聞活活用用のの取取りり組組みみ  
北北海海道道札札幌幌手手稲稲高高等等学学校校  教教諭諭  嶋嶋崎崎俊俊樹樹（（野野﨑﨑大大三三  倉倉部部英英利利子子）） 
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かか、、担担当当教教師師のの下下、、学学校校でで購購入入ししてていいるる新新聞聞、、

ああるるいいははイインンタターーネネッットトでで配配信信さされれるる記記事事なな

どどをを利利用用すするるここととととししてていいるる。。たただだしし、、イインンタタ

ーーネネッットトのの記記事事をを利利用用すするる場場合合はは新新聞聞社社やや通通

信信社社でで発発信信ししてていいるる信信用用度度のの高高いいももののをを利利用用

すするるよようう指指導導ししてていいるる。。  
授授業業者者はは、、生生徒徒のの発発表表がが終終わわるるとと簡簡単単なな解解説説

ややココメメンントトをを加加ええるる。。授授業業者者ののココメメンントトをを含含めめ

てて授授業業ののははじじめめのの１１００分分程程度度をを使使いい、、そそのの後後、、

通通常常のの授授業業にに入入っってていいくく。。  

かかつつててはは１１年年次次のの「「現現代代社社会会」」のの授授業業でで行行っっ

てていいたたがが、、現現在在のの本本校校のの教教育育課課程程でではは１１年年次次にに

おおいいてて公公民民科科のの授授業業がが無無いいたためめ、、２２年年次次のの必必履履

修修科科目目「「公公共共」」ににおおいいてて実実践践すするるここととににななっったた。。  
最最近近はは新新聞聞をを購購読読ししてていいるる家家庭庭がが減減りり、、新新

聞聞をを手手ににすするる機機会会がが少少ななくくななっったた。。ししかかしし、、

ここのの１１回回のの発発表表ののたためめにに新新聞聞をを買買っったたりり探探しし

たたりりししななけけれればばななららななくくななっったたたためめにに、、むむしし

ろろ質質のの高高いい記記事事をを選選ぶぶよよううににななりり、、発発表表ままでで

のの取取りり組組みみがが丁丁寧寧ににななっったたよよううにに思思わわれれるる。。  

言言ううままででもも無無くく、、「「３３分分間間ススピピーーチチ」」ははススピピ

ーーチチややワワーーククシシーートトのの記記入入をを通通ししてて探探究究的的なな

活活動動がが行行わわれれるるここととににななるる。。読読解解力力やや表表現現力力

をを養養ううここととががででききるるだだけけででははななくく、、他他のの生生徒徒

やや教教師師のの意意見見をを聞聞くくここととでで思思考考をを深深めめるるこことと

ががでできき、、本本校校のの新新聞聞活活用用のの中中心心ととななるる大大切切なな

取取りり組組みみででああるるとと言言ええるる。。ななおお、、副副次次的的でではは

ああるるがが、、教教師師はは当当日日ままででわわかかららなないいススピピーーチチ

内内容容ににココメメンントトすするるここととににななるるののでで、、教教師師自自

身身のの指指導導力力向向上上ににもも役役立立っってていいるる。。  

（２）「新聞コンクール」への応募 
  １１年年次次ででのの新新聞聞活活用用のの機機会会をを得得るるたためめ、、日日本本

新新聞聞協協会会主主催催のの「「いいっっししょょにに読読ももうう！！新新聞聞ココンン

ククーールル」」へへのの応応募募をを行行っってていいるる。。地地理理歴歴史史科科のの

授授業業のの中中でで、、今今年年度度もも１１年年次次のの夏夏休休みみのの宿宿題題とと

ししてて参参加加ささせせたた。。１１年年次次のの生生徒徒全全員員にによよるる応応募募

がが５５年年目目ととななりり、、今今年年もも本本校校はは学学校校奨奨励励賞賞ををはは

じじめめ個個人人のの賞賞ををいいたただだいいたた。。日日常常のの学学習習のの取取りり

組組みみがが外外部部にに評評価価さされれるるここととはは、、生生徒徒ににととっってて

学学習習へへのの大大ききなな励励みみととななっってていいるる。。  
「「新新聞聞ココンンククーールル」」のの特特徴徴はは、、家家族族やや友友達達にに

記記事事のの意意見見をを聞聞いいてて記記入入すするる欄欄ががああるるここととでで

ああるる。。そそれれはは、、家家族族やや友友人人ととののココミミュュニニケケーーシシ

ョョンンのの場場面面やや、、新新聞聞にに触触れれるる機機会会をを増増ややすすこことと

ががででききるるだだけけででななくく、、多多様様なな意意見見をを知知りり、、思思考考

をを多多面面的的にに広広げげるる機機会会ををももたたららししてていいるる。。家家族族

やや友友達達とといいうう親親ししいい相相手手がが議議論論ををすするる相相手手でで

あありり、、記記載載すするる文文章章量量ももささほほどど多多くくなないいここととかか

らら、、生生徒徒ににはは取取りり組組みみややすすいい企企画画ととななっってていいるる。。  

北海道新聞 
2025 年 4 月 20
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〈表彰状授与 記念撮影〉 

 

 
〈取組内容の報告および校長との面談〉 

 

（３）「ＮＩＥコーナー」 
新新聞聞そそののももののにに触触れれるる機機会会をを日日常常的的にに提提供供

すするるたためめ、、例例年年どどおおりり１１年年次次のの階階のの水水飲飲みみ場場にに

「「ＮＮＩＩＥＥココーーナナーー」」とと題題ししてて配配達達さされれたた新新聞聞のの

閲閲覧覧ススペペーーススをを設設けけたた。。毎毎日日、、複複数数紙紙のの記記事事をを

比比較較ででききるるよよううにに、、必必ずず月月２２紙紙購購読読しし、、掲掲示示にに

もも「「○○○○新新聞聞とと□□□□新新聞聞  二二紙紙読読みみ比比べべ」」とといい

うう言言葉葉をを入入れれてて情情報報をを比比較較検検討討すするるリリテテララシシ

ーーをを意意識識ささせせてていいるる。。  
  今今年年度度もも引引きき続続きき憲憲法法記記念念日日のの社社説説やや世世論論

調調査査をを比比較較すするる特特別別展展示示をを実実施施ししたた。。ままたた、、

終終戦戦のの日日ににはは、、新新聞聞各各社社のの特特集集ととととももにに現現在在

ででもも続続くく戦戦争争やや紛紛争争のの実実際際をを取取材材ししたた記記事事をを

掲掲示示しし、、日日本本のの戦戦争争にに対対すするる意意識識とと世世界界のの現現

実実をを対対比比ででききるるよよううにに工工夫夫ししたた。。今今年年はは特特にに

「「北北海海道道新新聞聞」」がが 11994455年年 88月月 1155日日のの状状況況

をを、、現現代代のの新新聞聞にに再再現現ししたた特特集集ががあありり、、当当時時

のの状状況況やや日日本本国国民民のの意意識識をを推推察察ささせせるるここととがが

ででききるる掲掲示示ががででききたた。。  
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（４）その他の新聞の活用 

  国国語語科科がが１１・・２２年年次次のの朝朝学学習習のの一一環環ととししてて、、

社社説説ややココララムムをを両両面面にに印印刷刷ししたたププリリンントトをを作作

成成しし、、生生徒徒にに配配布布ししてていいるる。。ままたた、、新新聞聞へへのの投投

稿稿をを学学習習指指導導にに利利用用ししてていいるる実実践践ももああるる。。読読解解

力力やや記記述述力力がが一一層層重重視視さされれるる大大学学受受験験ににおおいい

ててももそそのの力力がが試試さされれるるここととがが多多くく、、実実践践的的なな場場

面面ででもも培培わわれれたた力力がが役役立立っってていいるる。。  
 
４ 成果と課題 

（１）日常的・継続的な活動と授業実践 

本本校校公公民民科科ででののＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは、、年年間間をを通通しし

てて無無理理ななくく取取りり組組めめるる内内容容ののももののをを意意識識ししてて

実実施施ししててききたた。。新新教教育育課課程程ににななりり、、本本校校のの教教育育

課課程程のの関関係係上上、、社社会会科科のの１１科科目目をを数数人人でで担担当当すす

るるここととがが多多くくななっったたがが、、「「３３分分間間ススピピーーチチ」」「「新新

聞聞ココンンククーールル」」ににつついいててはは、、教教員員間間のの合合意意とと協協

力力にによよりり継継続続ししてて実実施施すするるここととががででききたた。。新新聞聞

がが身身近近ににあありり、、生生徒徒がが手手にに取取っってて読読みみ込込んんだだ経経

験験がが、、授授業業展展開開ににおおけけるる新新聞聞のの活活用用のの垣垣根根をを低低

くくしし、、授授業業ににおおいいててリリアアルルタタイイムムなな話話題題をを新新聞聞

をを使使っっててココンンパパククトトにに伝伝ええらられれたたとといいうう利利点点

もも感感じじらられれたた。。  
  

（２）課題 

①社会参加のための継続的な新聞活用 

 「「３３分分間間ススピピーーチチ」」やや「「新新聞聞ココンンククーールル」」なな

どどはは、、一一時時的的なな機機会会にに過過ぎぎなないい。。「「ＮＮＩＩＥＥココーー

ナナーー」」にに毎毎日日そそのの日日のの新新聞聞をを並並べべてていいるるがが、、残残

念念ななががらら開開かかれれたた形形跡跡ののなないい日日ももああるる。。  
新新聞聞のの持持つつ情情報報のの信信頼頼性性やや多多様様性性、、継継続続性性をを

利利用用ししてて、、ままももななくく成成人人すするる高高校校生生にに幅幅広広くく社社

会会にに関関心心をを持持ちち続続けけ、、社社会会をを形形成成すするる個個人人ととしし

てて、、いいかかにに情情報報をを得得続続けけよよううととすするる意意志志をを定定着着

ささせせるるかかががここれれかかららもも課課題題ととななるる。。  
  
  
  
  

②メディア情報リテラシー教育のあり方 

 ＳＳＮＮＳＳのの発発達達にによよるる情情報報のの氾氾濫濫やや、、むむききだだしし  
のの個個人人のの意意見見表表出出がが世世論論のの形形成成やや人人間間関関係係のの

構構築築にに大大ききなな影影響響をを及及ぼぼしし、、市市民民社社会会ののあありり方方

にに変変革革ををももたたららししてていいるる。。ここれれららはは、、身身近近なな国国

内内のの選選挙挙結結果果へへのの影影響響やや、、国国際際紛紛争争やや戦戦争争ににもも

関関係係ししてていいるるここととはは、、今今日日明明ららかかででああるる。。  
ここれれかかららのの社社会会をを形形成成すするる生生徒徒たたちちにに、、単単なな

るる情情報報獲獲得得技技術術ややモモララルルととししててのの情情報報教教育育だだ

けけででははななくく、、情情報報のの信信頼頼性性のの見見極極めめやや、、どどののよよ

ううにに情情報報をを活活用用ししてて自自身身のの生生活活やや社社会会をを向向上上

ささせせてていいくくかかをを、、具具体体的的にに教教育育すするるここととがが重重要要

ととななるる。。そそののたためめにに、、既既存存ののメメデディィアアのの利利点点をを

いいかかにに活活用用ししてていいくくかかがが、、今今後後のの課課題題とといいええるる。。  
 

５ おわりに 

 本本校校ににおおけけるるＮＮＩＩＥＥのの実実践践はは、、日日常常的的・・継継続続

的的なな取取りり組組みみででああるるここととをを基基本本ととししててききたた。。ここ

れれかかららもも課課題題にに取取りり組組んんでで工工夫夫をを続続けけてていいきき

たたいいがが、、そそのの際際ににもも本本校校教教員員やや生生徒徒のの現現状状ををよよ

くく理理解解ししてて、、どどのの教教員員やや生生徒徒ににととっっててもも継継続続でで

ききるる実実践践ででああるるここととがが重重要要だだとと考考ええるる。。  
一一方方でで、、同同様様のの取取りり組組みみははここれれままででのの指指導導のの

域域をを出出てていいなないいとといいうう側側面面ももああるる。。課課題題ににももああ

るるよよううにに、、メメデディィアアとと教教育育ののあありり方方はは今今後後重重要要

ななテテーーママととななるる。。次次年年度度以以降降、、本本校校でではは、、ここれれ

ままででのの指指導導のの目目的的ややねねららいいをを振振りり返返りりつつつつ、、新新

聞聞活活用用だだけけににととららわわれれなないい新新ししいい持持続続可可能能でで

有有効効なな学学習習方方法法もも探探っってていいききたたいいとと考考ええてていい

るる。。  
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１１．．ははじじめめにに  

本本校校はは、、広広域域通通信信制制、、単単位位制制のの普普通通科科   
高高等等学学校校でであありり、、帯帯広広学学習習セセンンタターーはは全全   
国国ににああるる学学習習拠拠点点のの１１つつととししてて２２００１１００   
年年にに帯帯広広経経済済セセンンタターービビルル内内にに開開設設、、２２   
００１１６６年年にに現現在在地地にに移移転転ししたた。。   

今今年年度度、、選選択択授授業業のの「「宇宇宙宙」」（（１１～～３３   
年年生生混混成成））のの時時間間でで「「新新聞聞記記事事をを利利用用しし   
たた学学習習」」にに取取りり組組んんだだ。。   
  

２２..生生徒徒のの様様子子  

生生徒徒はは帯帯広広市市内内ののほほかか十十勝勝管管内内町町村村やや日日

高高、、釧釧根根地地域域、、道道外外かかららもも入入学学しし、、約約３３００００

名名がが在在籍籍ししてていいるる。。   
登登校校型型通通信信制制ととししてて「「街街全全体体がが学学びびのの場場」」

をを掲掲げげてて、、生生徒徒たたちちはは帯帯広広神神社社祭祭やや重重要要文文化化

財財施施設設のの活活用用、、街街おおここしし活活動動、、氷氷ままつつりりななどど、、

地地域域ののささままざざままなな場場面面ににそそれれぞぞれれのの関関心心やや

特特技技をを活活かかししてて参参加加ししてていいるる。。  

  ままたた本本校校でではは高高等等学学校校卒卒業業にに必必要要なな科科目目、、

単単位位をを修修得得すするる「「必必修修授授業業」」にに加加ええてて生生徒徒のの

興興味味、、関関心心にに応応じじたた「「選選択択授授業業」」をを設設けけるるここ

ととでで「「卒卒業業要要件件をを満満たたすす最最低低時時間間、、単単位位」」のの

取取得得ににととどどままららずず、、毎毎日日登登校校ししててささままざざままなな

学学習習やや相相互互のの交交流流をを通通じじたた豊豊かかなな人人間間性性のの

涵涵養養、、幅幅広広いい知知識識、、技技能能をを身身ににつつけけらられれるるよよ

ううににししてていいるる。。   
今今回回、、実実践践ししたた選選択択授授業業「「宇宇宙宙」」ももそそのの１１

つつでで、、宇宇宙宙にに関関心心ををももつつ生生徒徒がが集集ままりり、、そそれれ

ぞぞれれのの視視点点かからら広広くく宇宇宙宙にに関関すするるここととをを自自

分分たたちちでで「「調調べべ、、ままととめめ、、発発表表すするる」」活活動動をを

８８～～１１００時時限限ののササイイククルルでで行行っってていいるる。。ここれれ

ままででにに取取りり上上げげらられれたたテテーーママはは「「ブブララッッククホホ

ーールル、、ホホワワイイトトホホーールル」」、、「「宇宇宙宙のの歴歴史史」」、、「「占占

星星術術」」、、「「謎謎のの天天体体」」、、「「宇宇宙宙食食」」ななどど多多岐岐ににわわ   

  

  
  

  
  

たたっってていいるる。。   
  

３３．．実実践践のの内内容容  

（（１１））学学習習ののテテーーママ  十十勝勝とと「「宇宇宙宙」」  

（（２２））学学習習ののねねららいい  ①①「「宇宇宙宙」」はは遠遠くく、、広広

大大なな世世界界ををイイメメーージジししががちちだだがが、、身身近近ななととここ

ろろでで行行わわれれてていいるる取取りり組組みみをを知知りり、、地地域域のの将将

来来をを考考ええるる。。②②科科学学技技術術のの展展開開はは社社会会的的なな背背

景景、、環環境境とと関関連連すするるここととをを身身近近なな例例かからら考考ええ

るる。。   
（（３３））学学習習時時間間  ５５００分分、、１１ココママ   
１１５５分分：：「「宇宇宙宙」」にに関関ししてて十十勝勝ででははどどののよよううなな

取取りり組組みみががああるるかか調調べべるる。。   
３３５５分分：：新新聞聞記記事事をを読読んんでで「「宇宇宙宙」」にに関関すするる

地地域域のの取取りり組組みみとと将将来来ににつついいてて考考ええるる。。   
（（４４））学学習習展展開開  ①①十十勝勝管管内内市市町町村村ににああるる施施

設設やや内内容容、、地地域域のの取取りり組組みみをを調調べべるる。。   
②②地地域域紙紙のの十十勝勝毎毎日日新新聞聞がが２２００２２５５年年１１００

月月１１３３日日かからら１１８８日日ままでで連連載載ししたた「「大大樹樹町町のの

宇宇宙宙ののままちちづづくくりり」」をを読読みみ、、科科学学技技術術とと地地域域

社社会会のの関関係係をを考考ええるる。。   
  
４４．．成成果果とと課課題題  

（（１１））生生徒徒たたちちががススママーートトフフォォンンななどどでで市市町町

村村広広報報誌誌やや新新聞聞記記事事、、関関連連団団体体ののホホーームムペペーー

２２００２２５５年年度度  ＮＮＩＩＥＥ実実践践報報告告  
  

新新聞聞記記事事をを利利用用ししたた授授業業づづくくりり  
  

星星槎槎国国際際高高等等学学校校帯帯広広学学習習セセンンタターー  教教諭諭  高高橋橋知知行行  
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ジジななどどかからら次次ののよよううなな事事柄柄をを調調べべだだししたた。。   
帯帯広広市市：：○○児児童童会会館館ににププララネネタタリリウウムムががああ

りり、、季季節節のの星星座座ななどどがが上上映映さされれてていいるる。。児児童童

会会館館屋屋上上ののドドーームムにに天天体体望望遠遠鏡鏡ががあありり、、時時々々

星星のの観観察察会会がが催催さされれてていいるる。。児児童童会会館館でではは小小

学学生生のの宿宿泊泊学学習習もも行行わわれれてていいるるののでで多多くくのの

子子どどももたたちちがが利利用用ししてていいるる。。○○宇宇宙宙ササミミッットト

をを開開催催ししたた。。（（ととかかちち航航空空宇宇宙宙産産業業基基地地誘誘致致

期期成成会会））○○川川西西地地区区のの長長芋芋をを使使っったた食食品品がが宇宇

宙宙食食にに採採用用さされれたた。。   
大大樹樹町町：：○○多多目目的的航航空空公公園園にに宇宇宙宙航航空空研研究究

開開発発機機構構（（ＪＪＡＡＸＸＡＡ））のの施施設設ががあありり、、気気球球のの

実実験験ななどどがが行行わわれれてていいるる。。○○イインンタターースステテララ

テテククノノロロジジズズ（（ＩＩＳＳＴＴ））のの施施設設ががあありり、、ロロケケ

ッットトのの製製作作やや打打ちち上上げげををししてていいるる。。○○北北海海道道

ススペペーーススポポーートト（（ＨＨＯＯＳＳＰＰＯＯ））ににはは大大学学やや外外

国国かかららももロロケケッットトのの打打ちち上上げげにに来来てていいるる。。〇〇

今今ままででにに打打ちち上上げげたたロロケケッットトのの模模型型やや固固形形

燃燃料料ななどどのの展展示示施施設設ががああるる。。   
陸陸別別町町 ::○○銀銀河河のの森森天天文文台台でで天天体体観観測測がが行行   
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002255..1100..1133  
  

わわれれ、、時時々々天天体体望望遠遠鏡鏡をを使使っったた観観察察会会がが催催ささ

れれてていいるる。。○○名名古古屋屋大大学学がが電電離離層層ややオオーーロロララ

のの観観測測ををししてていいるる。。低低緯緯度度オオーーロロララがが話話題題にに

ななっってていいるる。。○○電電離離層層のの変変化化がが激激ししいいとと GGPPSS
ななどどにに影影響響すするるののでで宇宇宙宙天天気気予予報報ががああるる。。   

清清水水町町：：○○牛牛肉肉ややミミニニトトママトトをを使使っったた宇宇宙宙

食食のの製製造造施施設設ががああるる。。   
浦浦幌幌町町：：○○約約６６，，００００００万万年年前前にに巨巨大大隕隕石石

がが地地球球にに落落下下ししたたととききにに飛飛散散ししたた物物がが堆堆積積

ししててででききたたイイリリジジウウムムをを多多くく含含むむ地地層層をを観観

察察ででききるる。。   
「「宇宇宙宙」」とといいううキキーーワワーードドかからら改改めめてて管管内内市市

町町村村をを見見直直ししてて身身近近ににああるる施施設設ややそそここでで行行

わわれれてていいるる事事業業やや研研究究をを知知るるここととががででききたた。。

児児童童会会館館ははななじじみみののああるる施施設設だだがが、、宇宇宙宙食食のの

製製造造施施設設がが近近隣隣のの小小ささなな会会社社ででああっったたりり、、教教

科科書書にに出出ててくくるる巨巨大大隕隕石石由由来来のの地地層層がが近近くく

のの町町でで露露出出ししてていいるるここととななどどはは新新鮮鮮なな知知見見   
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ととななっったた。。   
（（２２））十十勝勝毎毎日日新新聞聞のの記記事事をを読読んんだだ生生徒徒たたちち

かかららはは、、   
・・大大樹樹町町ががロロケケッットト打打ちち上上げげをを目目指指ししてて 4400  
年年前前かからら取取りり組組んんででいいたたここととにに驚驚いいたた。。   
・・歴歴代代町町長長がが継継続続ししてて取取りり組組めめたたののはは町町民民のの

活活動動がが続続いいたたかかららででははなないいかか。。   
・・太太平平洋洋にに面面ししてて開開けけてていいるる地地理理的的条条件件がが良良

かかっったた。。   
・・漁漁業業協協同同組組合合ななどど地地域域団団体体がが協協力力ししてていいるる。。  
・・ロロケケッットト打打ちち上上げげににはは失失敗敗ががつつききももののだだがが、、

「「目目的的ををももっったた挑挑戦戦にに失失敗敗ははなないい」」とといいうう言言

葉葉がが良良かかっったた。。   
・・ロロケケッットト製製造造ににはは部部品品をを作作るる工工場場ななどどもも必必

要要ななののでで関関連連企企業業がが増増ええるるののででははなないいかか。。   
・・企企業業がが増増ええれればば就就職職先先もも増増ええるるかかももししれれなな

いい、、地地元元でで働働けけるるととこころろががああるるとと嬉嬉ししいい。。   
・・本本州州のの高高校校生生がが修修学学旅旅行行でで来来てていいるる。。   
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・・見見学学者者へへのの記記念念品品をを住住民民がが手手作作りりししてていいるる

ののはは素素朴朴ででいいいい。。   
・・モモデデルルロロケケッットトをを打打ちち上上げげててみみたたいい。。   
・・町町長長のの「「町町にに夢夢のの一一つつぐぐららいいななけけれればば」」とと

いいうう言言葉葉はは過過疎疎化化がが進進むむななかかでで大大切切ななこことと

をを言言っってていいるる気気ががししたた。。   
・・企企業業がが来来てて、、人人口口減減少少がが鈍鈍っってていいるる。。   
・・発発射射場場ががロロケケッットトのの打打ちち上上げげだだけけででななくく子子

どどもものの教教育育やや企企業業誘誘致致ななどど町町全全体体のの活活動動にに

つつななががっってていいるる。。   
・・火火薬薬をを使使ううモモデデルルロロケケッットトをを飛飛ばばすすののはは資資

格格ななどどのの条条件件ががああるるののだだろろううかか。。   
・・大大樹樹町町はは牛牛がが多多いいけけれれどどロロケケッットトのの打打ちち上上

げげはは影影響響ししなないいののだだろろううかか。。   
・・十十勝勝でではは人人口口がが減減っってていいるるがが、、他他のの町町ははどど

んんななここととををししてていいるるののだだろろううかか。。   
ななどどのの感感想想がが寄寄せせらられれたた。。   

大大樹樹町町のの取取りり組組みみはは時時流流ににああわわせせたたもものの

ででははななくく、、４４００年年のの長長いい時時間間ををかかけけてて地地道道にに

積積みみ重重ねねててききたた活活動動ががロロケケッットト打打ちち上上げげとと

いいうう目目にに見見ええるる形形ににななっってて注注目目さされれるるよようう   
  

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

十十勝勝毎毎日日新新聞聞  22002255..1100..1166  

124



ににななっったたももののでであありり、、科科学学技技術術とと地地域域課課題題にに

対対すするる先先見見性性、、事事業業のの持持続続性性のの大大切切ささをを学学んん

だだ。。ままたた、、今今後後のの発発展展ににはは一一つつのの町町のの事事業業かか

らら脱脱皮皮ししてて多多くくのの研研究究機機関関やや企企業業ななどどととのの

連連携携がが必必要要ととななるるここととをを学学んんだだ。。   
（（３３））課課題題  選選択択授授業業「「宇宇宙宙」」ののななかかでで地地域域

のの関関連連施施設設ななどどをを調調べべ、、大大樹樹町町のの取取りり組組みみをを

取取りり上上げげたた新新聞聞記記事事をを通通じじてて地地域域のの社社会会課課

題題へへのの視視点点ののひひととつつをを考考ええるるここととをを試試みみたた。。  
記記事事がが４４００年年間間のの取取りり組組みみををわわかかりりややすすくく

要要約約ししてていいたたののでで１１時時限限にに設設定定ししたたがが、、将将来来

像像、、他他のの地地域域へへのの波波及及ままでで進進めめるるににはは時時間間不不

足足ででああっったた。。ままたた、、余余裕裕ののああるる時時間間設設定定ににしし

てて大大樹樹町町でで事事業業にに取取りり組組んんででいいるる当当事事者者のの

話話をを聴聴くく機機会会をを設設けけるるここととががででききれればば、、よよりり

充充実実ししたた内内容容ににななっったたののででははなないいかかとと考考ええ

てていいるる。。   
  
５５．．ままととめめ   

科科学学技技術術とと地地域域社社会会のの関関係係性性をを考考ええるる素素

材材ととししてて、、大大樹樹町町のの「「宇宇宙宙」」にに関関すするる取取りり組組

みみをを取取りり上上げげたた。。科科学学技技術術のの発発展展はは人人間間社社会会

にに多多大大なな貢貢献献ををししててききたたがが、、一一方方でで武武器器ににもも

ななりりううるるとといいうう負負のの側側面面ももああるる。。近近年年、、地地球球

温温暖暖化化防防止止へへのの取取りり組組みみととししてて二二酸酸化化炭炭素素   
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のの排排出出削削減減、、地地中中埋埋設設、、ああるるいいはは風風力力、、太太陽陽

光光ななどどのの自自然然エエネネルルギギーーをを利利用用すするる動動ききがが

活活発発ににななりり、、多多くくのの企企業業がが参参画画ししてて各各地地でで発発

電電施施設設がが設設けけらられれてていいるる。。ななかかににはは、、釧釧路路湿湿

原原国国立立公公園園隣隣接接地地域域ででののメメガガソソーーララーー発発電電

所所建建設設ののよよううにに地地域域社社会会ととのの合合意意形形成成がが十十

分分ととはは言言いい難難いい例例ももああるる。。   
自自然然科科学学のの分分野野でではは知知的的探探求求やや利利便便性性のの

追追求求ななどど新新知知見見、、新新技技術術にに関関すするる研研究究、、開開発発

はは一一段段とと加加速速すするるとと考考ええらられれるるがが、、社社会会的的にに

有有効効活活用用すするるににはは、、社社会会のの現現在在ののニニーーズズやや流流

行行だだけけででななくく、、そそれれをを使使っったた後後ははどどううすするるのの

かか（（廃廃棄棄のの問問題題））、、そそれれをを使使うう社社会会ははどどんんなな社社

会会ににななるるののかか（（将将来来像像））ななどどもも考考ええるるここととがが

大大切切なな要要素素ににななるる。。   
  そそののよよううなな観観点点でで大大樹樹町町のの取取りり組組みみをを考考

ええるるとと、、人人口口減減少少・・産産業業のの衰衰退退ななどどのの地地域域課課

題題にに対対ししてて「「夢夢」」ののよよううなな「「宇宇宙宙」」ををキキーーワワ

ーードドにに４４００年年のの長長期期ににわわたたっってて住住民民ととのの合合

意意にに基基づづいいてて事事業業をを継継続続ししててききたたここととはは科科

学学技技術術とと社社会会ととのの関関係係をを示示唆唆ししてていいるるとと考考

ええらられれるる。。   
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22002255 年年度度    札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  NNIIEE 実実践践報報告告 

NNIIEE ワワーーククシシーートトをを活活用用ししたた小小論論文文作作成成 

札札幌幌新新陽陽高高等等学学校校  教教諭諭  櫻櫻庭庭  彩彩寧寧    

 

１１．．ははじじめめにに  

  本本校校はは札札幌幌市市南南区区ににああるる私私立立学学校校ででああ

るる。。現現在在、、全全校校生生徒徒はは 666688名名。。22002222年年度度よよ

りり単単位位制制にに移移行行しし、、ここれれままででののココーースス制制

「「特特進進ココーースス」」「「進進学学ココーースス」」「「総総合合ココーー

スス」」「「探探究究ココーースス」」のの学学びびのの良良ささをを生生かかししたた

「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入ししたた。。  

  そそれれぞぞれれののココンンパパススのの授授業業のの中中でではは、、演演

習習にに力力をを入入れれたたりり、、知知識識のの定定着着をを目目指指ししたた

りり、、探探究究的的にに学学びびにに向向かかっったたりりななどど、、そそれれ

ぞぞれれでで学学習習のの場場がが設設定定さされれてていいるる。。  

  単単位位制制にに移移行行すするるとと同同時時にに、、「「縦縦割割りり」」がが

意意識識さされれたた「「ハハウウスス制制度度」」もも導導入入さされれたた。。

全全校校生生徒徒がが「「BBlluuee・・GGrreeeenn・・RReedd・・YYeellllooww」」

のの 44 ハハウウススにに分分かかれれ、、学学校校祭祭やや体体育育祭祭ははハハ

ウウススごごととにに競競いい合合うう。。日日常常のの HHRRもも、、混混合合

でで行行わわれれるる瞬瞬間間ががあありり、、３３年年生生のの進進路路活活動動

のの様様子子をを下下級級生生がが聞聞いいてていいたたりり、、１１年年生生のの

初初めめててのの学学校校行行事事にに上上級級生生ががアアドドババイイススしし

たたりり、、思思いい出出をを語語っったたりりななどど、、学学年年をを超超ええ

たた交交流流のの場場ががああるる。。ままたた、、22・・33年年次次のの一一部部

授授業業はは学学年年ををままたたいいでで合合同同でで行行わわれれてていいるる

たためめ、、相相互互でで学学びび合合うう瞬瞬間間ががああるる。。他他にに

もも、、学学校校行行事事ででははハハウウスス内内のの他他学学年年・・他他年年

齢齢とと交交流流すするるここととががああるる。。そそれれららをを通通じじ、、

多多様様なな人人ととのの出出会会いいをを経経験験ささせせるる狙狙いいががああ

るる。。  

  新新陽陽高高校校はは 22003300ビビジジョョンン「「人人物物多多様様性性」」

をを掲掲げげ、、多多様様なな生生徒徒一一人人ひひととりりにに合合っったた

「「学学びび方方」」をを選選択択ででききるるよよううににななりり、、そそれれ

をを実実現現ででききるるよよううなな環環境境のの整整備備をを図図っったた。。  

 

▲▲画画像像  校校舎舎のの入入りり口口ににははススロローーガガンンがが掲掲げげらられれ

てていいるる  

  

２２．．ココンンパパスス制制ににつついいてて  

  22002222年年 44月月かからら単単位位制制がが始始ままりり、、自自身身のの

学学びび方方をを示示すす「「ココンンパパスス制制度度」」をを導導入入しし

たた。。  

「「アアカカデデミミアア（（アアドドババンンスス//ジジェェネネリリッッ

クク））：：大大学学のの授授業業やや研研究究ななどどでで高高度度なな専専門門性性

のの高高いい学学習習にに必必要要なな能能力力がが身身にに付付くく学学びび方方  

※※アアドドババンンススががよよりり高高度度」」  

「「ククエエスストト：：探探究究的的なな活活動動をを通通ししてて新新ししいい

価価値値をを創創造造すするる力力がが身身にに付付くく学学びび方方」」  

「「パパイイオオニニアア：：基基礎礎学学力力のの定定着着をを目目指指すすとと

ととももにに自自分分のの得得意意分分野野がが見見つつかかるる学学びび方方」」

のの３３つつののココンンパパススをを設設定定。。  
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  本本校校入入学学時時にに決決めめたたココンンパパススでで 11 年年間間学学

びび、、22年年次次以以降降はは自自身身でで自自由由にに時時間間割割をを設設

計計すするるここととがが可可能能ととななっってていいるる。。  

  今今回回のの授授業業実実践践ににつついいててはは、、本本校校のの 33 年年

生生対対象象のの学学校校設設定定科科目目「「実実践践国国語語」」ににてて行行

っったた。。  

  

３３．．実実践践のの背背景景  

  22002222年年度度よよりり新新教教育育課課程程ととななりり、、共共通通テテ

スストトのの出出題題ににつついいててはは現現代代文文がが一一つつ追追加加ささ

れれるるここととがが示示さされれてていいたた。。受受験験対対策策でで言言ええ

ばば、、知知識識とと日日常常をを繋繋げげるる仕仕掛掛けけがが必必要要ととなな

りり、、ままたた、、受受験験突突破破のの技技術術ととししてて時時間間配配分分

やや解解きき方方のの指指導導がが必必要要ととななるる。。  

  共共通通テテスストトでで追追加加さされれたた現現代代文文のの問問題題にに

つついいてて、、「「実実用用的的なな文文章章」」がが加加わわっったたここととでで

図図表表のの読読みみ取取りりがが求求めめらられれてていいたた。。今今年年度度

のの共共通通テテスストトかかららはは、、文文章章のの構構成成をを意意識識すす

るる問問題題ででああっったたたためめ、、そそれれららをを思思考考すするるここ

ととがが必必要要ととななるる。。  

  そそししててそそのの礎礎ととななるる基基礎礎学学力力のの定定着着やや、、

「「考考ええるるこことと（（思思考考すするるこことと））」」「「書書くくここ

とと」」へへのの抵抵抗抗感感をを減減ららすすたためめにに、、ワワーーククでで

のの学学習習をを検検討討ししたた。。  

  本本校校はは定定期期テテスストトをを廃廃止止しし、、単単元元ごごととのの

テテスストトのの実実施施やや小小テテスストトをを行行っってて知知識識のの定定

着着をを確確認認ししてていいるるがが、、意意図図的的にに教教員員がが記記述述

問問題題ややそそのの解解きき方方をを指指導導ししななけけれればば、、解解くく

こことと自自体体をを諦諦めめててししままうう生生徒徒ががいいるるこことともも

事事実実ででああるる。。  

  そそののよよううなな、、学学びびをを諦諦めめててししままっったた生生

徒徒、、諦諦めめそそううなな生生徒徒をを支支援援ししななががららもも、、受受

験験やや進進学学をを考考ええてていいるる生生徒徒たたちちのの成成長長ををもも

促促ししたたいいとと考考ええたた。。  

  

４４．．対対象象生生徒徒  

  先先ににもも述述べべたたよよううにに、、今今回回のの授授業業実実践践にに

つついいててはは、、本本校校のの 33年年生生対対象象のの学学校校設設定定科科

目目「「実実践践国国語語」」ににてて行行っったた。。  

  学学校校設設定定科科目目「「実実践践国国語語」」ににつついいててはは、、

法法定定科科目目「「文文学学国国語語」」「「論論理理国国語語」」「「古古典典探探

究究」」「「国国語語表表現現」」ととああわわせせてて設設定定さされれてておお

りり、、そそれれぞぞれれをを受受講講すするるかか否否かかをを 22年年次次秋秋

時時点点でで選選択択ししてていいるる。。よよっってて、、希希望望者者ががここ

のの実実践践国国語語のの授授業業をを選選択択すするるここととととななるる。。  

  選選択択ししたた者者のの中中ににはは、、総総合合型型選選抜抜やや推推薦薦

入入試試（（公公募募・・指指定定校校））にに向向けけてて志志望望理理由由書書

やや自自己己推推薦薦文文、、面面接接のの対対策策をを行行いいたたいいとと目目

的的がが明明確確なな生生徒徒ががいいるる一一方方でで、、「「国国語語がが好好きき

だだかからら」」「「他他のの授授業業をを選選ぶぶななららここれれかかなな」」

（（消消去去法法ででのの選選択択））、、「「空空ききココママ」」をを埋埋めめるる

たためめとといいうう正正直直なな理理由由かからら受受講講選選択択をを行行なな

っってていいたた者者ももいいたた。。  

  国国語語のの学学力力にに差差ががああるるここととははももちちろろんんのの

こことと、、加加ええてて学学習習にに向向きき合合うう意意欲欲がが多多様様とと

ななりり、、動動機機づづけけがが必必要要なな生生徒徒もも所所属属ししてていい

たた。。  

  ししかかしし、、他他ののククララススとと比比較較すするるとと、、受受講講

人人数数ににつついいててはは少少ななくく、、学学びびにに向向きき合合うう体体

力力のの少少なないい生生徒徒もも、、机机間間巡巡視視のの際際にに支支援援しし

ややすすいいののががここのの授授業業のの特特徴徴ででああるる。。発発展展的的

なな課課題題にに対対ししててもも、、班班員員同同士士でで確確認認やや教教ええ

ああいいががさされれてていいたたりり、、不不明明点点はは教教員員にに確確認認

ししよよううととすするる姿姿勢勢がが見見らられれるるたためめ、、ククララスス

全全体体ととししてて、、意意欲欲的的にに取取りり組組むむ姿姿勢勢がが見見らら

れれるる。。  
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５５..実実践践内内容容  

  ワワーーククににつついいててはは、、北北海海道道新新聞聞社社がが提提供供

ししてていいるる「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」をを活活用用しし

ななががらら、、課課題題をを提提供供ししたた。。  

  「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」はは、、北北海海道道新新聞聞

でで掲掲載載さされれたた記記事事をを元元にに作作成成さされれてておおりり、、

1100分分間間程程度度でで取取りり組組まませせるるここととががででききるる。。

ままたた、、記記事事にに関関連連すするる問問題題がが設設けけらられれてていい

るる。。模模範範解解答答もも準準備備さされれてていいるるたためめ、、そそれれ

とと自自身身のの回回答答をを照照ららしし合合わわせせるるここととでで、、正正

ししくく読読めめてていいるるかかのの確確認認をを行行ううここととががでできき

るる。。  

  ここのの学学習習をを行行うう際際にに、、使使用用記記事事ををテテーーママ

にに則則っってて選選択択しし、、ワワーーククシシーートトにに取取りり組組んん

ででかからら小小論論文文のの作作成成をを進進めめるるここととにに取取りり組組

んんだだ。。  

  

①①（（教教員員））テテーーママのの設設定定  

文文章章作作成成のの抵抵抗抗感感をを減減ららすすたためめにに、、身身近近なな

話話題題のの「「熊熊」」ををヒヒンントトにに「「安安全全・・安安心心をを確確

保保ししたたううええでで人人ととヒヒググママのの共共生生をを目目指指すすたた

めめにに必必要要ななこことと」」とと設設定定。。  

  

②②（（教教員員））記記事事のの選選択択  

「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」のの HHPPににててキキーーワワ

ーードド検検索索をを行行いい、、４４記記事事をを選選択択、、印印刷刷ししてて

配配布布  

▼▼選選択択ししたたもものの  

・・「「ヒヒググママのの生生態態・・注注意意点点学学ぶぶ」」22002244年年 1100

月月 2222日日（（火火））朝朝刊刊  旭旭川川上上川川版版  1188ペペーー

ジジ  

・・「「室室蘭蘭ででククママ目目撃撃」」22002233 年年 55月月 1144日日

（（日日））朝朝刊刊  全全道道版版  2266ペペーージジ  

・・「「狩狩猟猟免免許許交交付付増増加加」」22002233年年 55 月月 1122日日

（（金金））朝朝刊刊  全全道道版版  11ペペーージジ  

・・「「人人慣慣れれククママ札札幌幌ににもも」」22002255 年年 99月月 2288日日

（（日日））朝朝刊刊  全全道道版版  11ペペーージジ  

（（今今後後いいつつででもも生生徒徒がが見見直直せせるるよよううにに、、

ccllaassssrroooommをを通通じじてて、、PPDDFFデデーータタのの配配信信もも

行行っったた））  

▲▲画画像像「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」AA44〜〜AA33 ササイイズズでで印印

刷刷しし、、生生徒徒にに配配布布すするる  

  

③③（（授授業業））ワワーーククへへのの取取りり組組みみ  

  一一人人ひひととりりがが個個人人ででワワーーククシシーートトにに取取りり

組組むむ。。解解答答欄欄ににもも記記載載ををすするるよよううにに指指示示すす

るる。。  

  取取りり組組みみのの中中盤盤、、手手ののととままるる生生徒徒へへのの支支

援援ととととももにに、、周周辺辺のの生生徒徒とと相相談談ししななががらら取取

りり組組んんでで良良いいここととをを指指示示すするる。。  

  教教室室全全体体のの取取りり組組みみのの終終わわりりがが見見ええててきき

たたらら、、新新聞聞記記事事のの音音読読ととととももにに解解答答のの確確認認

をを行行いい、、記記事事ののどどここにに答答ええのの根根拠拠ととななるる情情

報報ががああっったたかかをを確確認認ささせせるる。。  
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④④（（授授業業））小小論論文文のの骨骨子子作作りり  

今今回回、、テテーーママはは「「安安全全・・安安心心をを確確保保ししたた

ううええでで人人ととヒヒググママのの共共生生をを目目指指すすたためめにに必必

要要ななこことと」」とと示示ししたた。。抽抽象象度度がが高高いいたためめ、、

「「個個人人でで取取りり組組めめるるこことと」」「「市市町町村村等等のの行行政政

がが行行ええるるこことと」」ななどど、、生生徒徒にに、、どどののよよううなな

文文章章をを作作るるかか想想像像ささせせるる。。  

  新新聞聞記記事事のの情情報報をを根根拠拠ににししてて良良いいとと伝伝

ええ、、小小論論文文のの「「型型」」ととししてて書書くく練練習習をを行行

うう。。受受験験をを考考ええてていいるる生生徒徒ににつついいててはは、、解解

決決策策やや意意見見文文のの作作成成にに向向けけ、、「「主主張張」」とと「「根根

拠拠・・例例示示」」をを複複数数取取りり上上げげるる練練習習をを行行ななっっ

たた。。  

▲▲画画像像  小小論論文文のの骨骨子子をを作作成成すするる際際にに配配布布  

⑤⑤原原稿稿用用紙紙にに書書きき上上げげるる  

  実実際際のの小小論論文文をを想想定定しし、、構構成成ししたたももののをを

元元にに原原稿稿用用紙紙にに書書きき、、提提出出。。骨骨子子のの作作成成のの

中中でで根根拠拠等等のの情情報報ををままととめめるるここととでで、、原原稿稿

用用紙紙へへ書書きき上上げげるるここととへへのの抵抵抗抗をを極極力力減減らら

すす工工夫夫ををししたた。。  

  

６６．．最最後後にに  

  普普段段ははイインンタターーネネッットト（（授授業業時時はは

CChhrroommeebbooookkをを使使用用））をを用用いいてて、、情情報報のの収収集集

ややレレポポーートトのの作作成成をを行行っってていいるる生生徒徒たたちちだだ

がが、、今今回回のの学学習習でで自自身身でで情情報報をを読読みみ、、整整理理

しし、、表表現現すするるここととががででききたた。。既既知知のの情情報報とと

結結びびつつけけななががらら、、新新ししいい情情報報をを得得てて、、視視野野

をを広広げげるるききっっかかけけににででききたたとと考考ええるる。。  

  ままたた、、ここれれをを基基礎礎ととししてて、、小小論論文文やや長長文文

のの意意見見文文のの作作成成にに繋繋げげらられれるる。。読読みみのの題題材材

をを、、ワワーーククシシーートトかからら新新聞聞にに変変更更しし、、自自身身

でで新新聞聞のの記記事事のの中中かからら関関連連すするる記記事事をを取取りり

上上げげ、、そそれれににつついいてて同同様様のの取取りり組組みみをを行行

うう。。そそのの活活動動のの中中ででググルルーーププででのの情情報報交交換換

やや、、自自身身ででままととめめたた文文章章とと新新聞聞記記事事ををセセッッ

トトでで他他者者にに見見せせ、、相相互互にに評評価価すするるこことともも可可

能能ででああるるとと感感じじたた。。  

  

参参考考  

「「道道新新ででワワーーククシシーートト」」  

（（北北海海道道新新聞聞社社））  

hhttttppss::////nniiee..hhookkkkaaiiddoo--

nnpp..ccoo..jjpp//wwoorrkksshheeeett
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１１  ははじじめめにに  

本本校校はは、、日日本本最最北北のの離離島島・・礼礼文文島島のの南南部部にに位位置置

すするる香香深深地地区区ににあありり、、目目のの前前にに広広ががるる日日本本海海とと雄雄

大大なな利利尻尻富富士士をを望望むむ、、自自然然豊豊かかなな環環境境にに恵恵ままれれてて

いいるる。。本本校校はは全全校校児児童童３３８８名名でで、、３３・・４４年年、、５５・・  

６６年年のの複複式式編編成成をを伴伴うう小小規規模模校校ででああるる。。  

離離島島ににおおけけるる情情報報のの入入手手はは、、かかつつててはは物物理理的的なな

距距離離がが大大ききなな壁壁ででああっったた。。IICCTT 機機器器のの普普及及にによよりり

デデジジタタルル情情報報ののススピピーードドはは本本土土とと変変わわららななくくななっっ

たた一一方方、、紙紙媒媒体体ととししててのの新新聞聞はは今今ななおお離離島島ななららでで

ははのの制制約約下下ににああるる。。本本島島かかららフフェェリリーーでで運運ばばれれるる

新新聞聞はは、、ダダイイヤヤのの関関係係でで到到着着がが正正午午前前後後ととななりり、、

いいわわゆゆるる「「朝朝刊刊」」がが届届くくののはは昼昼休休みみやや午午後後のの授授業業

時時間間ででああるる。。ままたた、、時時化化（（ししけけ））にによよるるフフェェリリーー  

欠欠航航のの際際ににはは、、新新聞聞がが 11 日日以以上上届届かかなないい事事態態もも珍珍

ししくくなないい。。たただだ本本町町ののよよううなな地地方方・・離離島島部部でではは、、  

新新聞聞はは今今ななおお地地域域のの冠冠婚婚葬葬祭祭やや産産業業ニニュューーススをを知知

るるたためめのの重重要要なな情情報報源源ととししてて高高齢齢層層をを中中心心にに支支ええ

らられれてていいるる。。  

ここののよよううなな「「情情報報のの空空白白」」をを日日常常的的にに経経験験すするる

地地域域だだかかららここそそ、、届届いいたた新新聞聞がが伝伝ええるる社社会会のの動動きき

をを「「待待ちちわわびびてて読読むむ」」ここととのの価価値値をを再再発発見見しし、、地地域域

やや小小規規模模校校のの課課題題をを社社会会とと結結びびつつけけてて考考ええるる NNIIEE

のの実実践践ににはは大大ききなな教教育育的的意意義義ががああるるとと考考ええ、、本本実実

践践にに取取りり組組んんだだ。。  

  

  

  

  

  

  

  

  

22  児児童童のの様様子子  

ままずず初初めめにに、、小小規規模模校校ににおおけけるる教教育育的的課課題題とと

「「言言語語環環境境」」ににつついいてて述述べべるる。。  

本本校校ののよよううなな離離島島のの小小規規模模校校ににおおいいててはは、、一一人人

ひひととりりにに寄寄りり添添っったたききめめ細細かかなな指指導導がが可可能能ででああるる

一一方方、、児児童童間間のの人人間間関関係係がが固固定定化化さされれややすすくく、、日日

常常のの会会話話がが「「ああ・・ううんんのの呼呼吸吸」」でで成成立立ししててししままうう  

傾傾向向ががああるる。。ここののたためめ、、初初見見のの相相手手やや社社会会にに対対しし

てて、、自自分分のの考考ええをを客客観観的的・・論論理理的的にに説説明明すするる「「言言

語語的的なな必必要要感感」」がが育育ちちににくくいいとといいうう課課題題ががああるる。。

ここのの言言語語環環境境のの固固定定化化がが、、複複雑雑なな社社会会情情勢勢をを読読みみ

解解くく際際のの粘粘りり強強いい思思考考のの持持続続をを妨妨げげるる一一因因ととななっっ  

てていいるる。。  

ままたた、、本本校校のの研研究究仮仮説説にに対対すするる PPDDCCAAササイイククルルにに

基基づづいいてて本本年年度度実実施施ししたた RReeaaddiinngg--tteesstt のの結結果果をを精精

査査すするるとと、、本本校校児児童童のの読読解解力力のの特特性性がが以以下下のの数数値値

ととししてて顕顕著著にに表表れれたた。。

  

((11))「「語語彙彙力力・・読読解解力力」」ににおおけけるる土土台台形形成成のの必必要要性性  
学学年年がが上上ががるるににつつれれ、、指指示示語語やや省省略略さされれたた主主語語

をを特特定定すするる「「文文法法力力」」ににおおいいてて、、複複雑雑なな文文構構造造にに

ななるるとと正正答答率率がが乖乖離離ししてていいくく傾傾向向がが見見らられれるる。。  

((22))「「読読字字力力」」おおよよびび「「読読解解力力」」のの課課題題（（高高学学年年））    
文文章章かからら直直接接的的にに読読みみ取取れれるる「「読読字字力力」」のの正正答答

率率にに対対しし、、書書かかれれてていいなないい背背景景やや意意図図をを読読みみ取取

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

離離島島・・小小規規模模校校のの課課題題をを基基にに読読解解力力をを伸伸ばばすす NNIIEE  
礼礼文文町町立立礼礼文文小小学学校校  教教諭諭  加加藤藤  育育海海  

130



るる「「読読解解力力」」のの正正答答率率ととのの乖乖離離がが見見らられれるる。。  

((33))「「語語彙彙力力」」とと情情報報のの処処理理速速度度    
全全体体のの傾傾向向ととししてて、、短短いい文文のの処処理理はは可可能能だだがが、、

複複数数のの条条件件をを含含むむ文文章章やや、、社社会会的的なな専専門門語語彙彙をを含含

むむ文文章章のの読読解解ににおおいいてて、、正正ししくく認認識識ででききなないい児児童童

がが一一定定数数存存在在ししてていいるる。。  

ここれれららのの数数値値的的課課題題をを解解決決すするるたためめ、、本本校校でではは

学学校校研研究究主主題題ででああるる「「新新ししいい時時代代をを生生きき抜抜くく力力をを

ももっったた子子どどもものの育育成成  ～～読読解解力力とと言言語語力力をを伸伸ばばしし、、

対対話話的的でで深深いい学学びびのの実実践践をを通通ししてて～～」」のの実実現現にに向向

けけ、、NNIIEEをを全全教教科科ににおおけけるる言言語語活活動動のの基基盤盤ととししてて  

位位置置づづけけてていいるる。。  

  

３３  実実践践のの内内容容  

（（１１））主主体体的的にに手手にに取取るる「「読読書書 SSNNSS」」のの活活用用  

８８月月にに行行わわれれたた NNIIEE北北海海道道夏夏季季セセミミナナーーででもも他他

のの実実践践校校のの教教諭諭とと情情報報交交換換をを行行っったたがが、、図図書書館館等等

にに新新聞聞ココーーナナーーをを設設置置しし、、児児童童がが自自由由にに読読めめるるよよ

ううににししたたととししててもも、、実実践践指指定定校校ののよよううなな習習慣慣付付いい  

てていいなないい学学校校でで新新聞聞をを手手にに取取るる児児童童はは一一定定数数にに限限

らられれるるここととがが実実情情ででああろろうう。。そそももそそもも家家庭庭でで新新聞聞

ななどどをを読読むむ習習慣慣ののなないい児児童童がが大大半半をを占占めめるるたためめ、、

ああるるいいはは漁漁業業従従事事者者ななどどでで朝朝のの始始業業がが早早いい、、新新聞聞

のの地地理理的的なな問問題題（（先先述述のの通通りり））ななどどがが複複合合的的にに絡絡

んんででいいるるとと考考ええたた。。  

そそののたためめ、、段段階階をを設設定定しし徐徐々々にに新新聞聞にに親親ししむむしし

くくみみをを整整ええたた。。不不可可欠欠なな要要素素はは「「保保護護者者ととのの連連

携携」」とと「「他他者者ととののピピアアレレビビュューー的的視視点点」」ででああるる。。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

TTeeaammssをを活活用用ししたたククロローーズズドドなな SSNNSS環環境境でで他他者者にに発発

信信ささせせるるここととでで、、相相手手意意識識をを持持っったた主主体体性性をを引引きき

出出ししたた。。特特筆筆すすべべききはは児児童童がが気気付付いいたた記記事事のの多多様様

性性だだ。。「「AA君君のの記記事事をを BBささんんがが要要約約ししたたらら違違うう感感想想

をを持持っったた」」とといいうう発発言言はは、、新新聞聞のの持持つつ多多面面性性にに気気

付付いいたた指指導導要要領領解解説説のの目目標標をを達達成成すするる好好事事例例ととなな

っったた。。                                                                    

（（２２））RReeaaddiinngg--tteesstt のの分分析析にに基基づづくく新新聞聞ワワーークク活活用用  
先先述述のの通通りり、、礼礼文文小小学学校校ににおおけけるるアアセセススメメンントト

（（RReeaaddiinngg--tteesstt））のの分分析析結結果果かかららはは、、児児童童のの学学習習  

状状況況ににつついいてて二二つつのの顕顕著著なな課課題題がが浮浮かかびび上上ががっっ

たた。。一一つつはは、、文文構構造造がが複複雑雑ににななるるほほどど正正答答率率がが低低

下下すするるとといいうう「「文文法法力力」」のの課課題題でであありり、、ももうう一一つつ

はは、、初初見見のの長長文文をを読読みみ解解くく際際、、自自分分がが既既にに持持っってて  

いいるる知知識識とと提提示示さされれたた情情報報をを結結びびつつけけ、、論論理理的的にに

考考察察すするる力力がが弱弱いいとといいうう傾傾向向ででああるる。。  

ここれれららのの課課題題をを解解決決しし、、必必要要なな資資質質・・能能力力をを確確

実実にに向向上上ささせせるるたためめのの具具体体的的なな手手立立ててととししてて、、本本  

校校でではは新新聞聞社社発発行行ののワワーーククシシーートトとと自自校校作作成成ののワワ

ーーククシシーートトをを織織りり交交ぜぜななががらら導導入入・・活活用用ししてていい

るる。。  

 
 
 
 

レベル１ 

★担任による新聞記事のピックアップ配信 

（Microsoft TEAMS を活用した SNS 発信） 

レベル２ 

★放課後に新聞を持ち帰り、保護者と読む。 

気になった記事を自宅からピックアップ配信 

（Microsoft TEAMS を活用した SNS 配信） 

レベル３ 

★朝読書（１０分間）での記事の要約配信 

  記事に対するピアレビューをコメント機能で実施 

（Microsoft TEAMS を活用。他学年や本校教職員と

のシームレス・タイムレスなやりとりを実現） 
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AA33判判両両面面印印刷刷でで毎毎週週配配布布しし、、土土日日のの家家庭庭学学習習課課

題題ととししてて保保護護者者ににもも参参加加をを呼呼びび掛掛けけたた。。表表面面はは

「「事事実実関関係係のの精精読読」」、、裏裏面面はは「「根根拠拠をを引引用用ししたた論論理理

的的記記述述」」をを中中心心にに構構成成しし、、情情報報のの断断片片をを既既有有知知識識

とと統統合合すするるトトレレーーニニンンググをを意意図図ししたた。。  回回収収後後はは添添

削削をを経経てて廊廊下下にに掲掲示示しし、、成成長長のの足足跡跡をを可可視視化化しし

たた。。保保護護者者懇懇談談会会でではは「「親親子子のの会会話話がが増増ええたた」」「「二二

人人三三脚脚でで取取りり組組ももううとといいうう気気持持ちちににななっったた」」等等のの

声声がが上上ががりり、、学学校校にに留留ままららなないい「「家家庭庭とと一一体体ととなな

っったた学学びびののササイイククルル」」へへとと昇昇華華さされれ、、ここううししたた学学

校校とと家家庭庭がが連連携携ししたた継継続続的的なな取取りり組組みみはは、、保保護護者者

意意識識のの変変容容とといいうう面面ででもも大大ききなな成成果果をを上上げげてていい

るる。。  

 
 
 
 
 

（（３３））思思考考をを深深めめ、、交交流流をを広広げげるる「「シシンンブブリリオオババトト
ルル」」のの展展開開  ――IICCTTをを活活用用ししたた協協働働的的なな知知のの創創造造――  

RReeaaddiinngg--tteessttのの結結果果かからら明明ららかかににななっったた「「複複数数

のの情情報報をを結結びびつつけけ、、論論理理的的にに考考察察すするる力力」」のの育育成成

をを加加速速ささせせるるたためめ、、本本校校でではは今今年年度度のの NNIIEE全全国国大大

会会でで提提案案さされれたた「「シシンンブブリリオオババトトルル」」をを導導入入しし、、

独独自自のの実実践践的的追追試試をを展展開開ししたた。。  

本本実実践践のの最最大大のの特特徴徴はは、、単単ななるる書書評評ゲゲーームムととしし

ててのの「「ビビブブリリオオババトトルル」」のの枠枠組組みみをを越越ええ、、文文部部科科

学学省省がが学学習習指指導導要要領領解解説説（（総総則則編編））でで提提唱唱すするる

「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい学学びび」」をを IICCTTにによよっってて具具

現現化化ししたた点点ににああるる。。具具体体的的ににはは、、ロロイイロロノノーートトをを

用用いいてて記記事事のの構構成成要要素素ををカカーードド化化・・構構造造化化しし、、自自

ららのの思思考考ププロロセセススをを可可視視化化ささせせ、、TTEEAAMMSSででもも動動画画デデ

ーータタををももととににピピアアレレビビュューーににつつななげげたた。。ここれれはは、、

国国語語科科解解説説ににおおいいてて重重視視さされれるる「「情情報報のの関関係係付付

けけ」」やや「「構構造造的的・・精精査査的的なな理理解解」」をを、、デデジジタタルルツツ

ーールルのの活活用用にによよっってて個個別別最最適適化化ささせせたたププロロセセススとと

言言ええるる。。  

ささららにに、、評評価価のの在在りり方方ににつついいててもも、、従従来来のの勝勝敗敗

をを目目的的ととししたた投投票票ででははななくく、、互互いいのの推推薦薦にに対対すするる

「「ピピアアレレビビュューー（（相相互互評評価価））」」へへ転転換換ししたた。。児児童童はは

記記事事のの価価値値をを「「根根拠拠」」ととととももにに提提示示しし、、他他者者かからら

のの多多角角的的ななフフィィーードドババッッククをを受受けけるる。。ここのの過過程程

はは、、同同解解説説がが求求めめるる「「自自分分のの考考ええをを形形成成しし、、共共有有

すするる言言語語活活動動」」そそののももののでであありり、、感感覚覚的的なな「「面面白白

いい」」をを、、論論理理的的なな裏裏付付けけをを持持っったた「「説説得得力力ののああるる

意意見見」」へへとと昇昇華華ささせせるる重重要要なな質質的的変変容容をを促促ししてていい

るる。。  

 
 
 
 
 
 
 
（（４４））小小規規模模校校のの課課題題をを克克服服すするる「「新新ししいい考考ええのの
表表出出」」にに向向けけたた新新聞聞活活用用  
――――身身近近なな「「転転売売」」問問題題をを題題材材ととししたた多多角角的的思思考考
のの形形成成――――  
小小規規模模校校やや複複式式学学級級ににおおいいてて、、学学習習集集団団のの固固定定

化化にによよるる「「意意見見のの同同質質化化」」はは、、思思考考のの深深化化をを阻阻むむ

構構造造的的なな課課題題ででああるる。。本本校校でではは、、ここのの課課題題をを打打破破

すするるたためめにに新新聞聞記記事事をを「「教教室室外外のの多多様様なな価価値値観観」」

ととししてて導導入入しし、、児児童童のの思思考考をを揺揺ささぶぶるる実実践践をを展展開開

ししたた。。題題材材ととししたたののはは、、22002255 年年 99月月１１１１日日付付朝朝日日

小小学学生生新新聞聞のの「「『『転転売売』』悪悪いいこことと？？」」とといいうう記記事事でで

ああるる。。ここのの記記事事はは、、児児童童にに馴馴染染みみのの深深いい「「ママッックク

ののハハッッピピーーセセッットト」」やや、、「「NNiinntteennddoo  SSwwiittcchh  22」」とと

いいっったた、、児児童童がが当当事事者者意意識識をを持持ちちややすすいい具具体体的的なな

事事例例をを扱扱っったたももののででああるる。。  

 

 
 
 
 
 

朝日小学生新聞 2025/9/11 
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ここここでで大大切切ななののはは教教科科横横断断的的視視点点ででああるる。。文文部部

科科学学省省のの『『小小学学校校学学習習指指導導要要領領解解説説  社社会会編編』』でで

はは、、「「社社会会的的事事象象をを多多角角的的にに考考ええるる際際、、消消費費者者のの視視

点点やや事事業業者者のの視視点点ななどど、、異異ななるる立立場場かからら考考察察すするる

こことと」」のの重重要要性性がが示示さされれてていいるる。。ままたた、、道道徳徳科科のの

解解説説ににおおいいててもも、、「「社社会会ののききままりりのの意意義義をを理理解解しし、、

多多角角的的なな視視点点かからら物物事事をを考考ええ、、判判断断すするる力力のの育育

成成」」がが求求めめらられれてていいるる。。本本実実践践はは、、新新聞聞記記事事とといい

うう「「生生ききたた教教材材」」をを媒媒介介にに、、ここれれらら複複数数のの教教科科のの

ねねららいいをを横横断断的的にに達達成成すするるここととをを目目指指ししたたももののでで

ああるる。。「「ハハッッピピーーセセッットトのの付付録録がが本本当当にに欲欲ししいい人人にに

届届かかなないいののははななぜぜかか」」「「法法的的にに禁禁止止さされれてていいななけけれれ

ばば何何ををししててもも良良いいののかか」」とといいっったた問問いいにに対対しし、、児児

童童はは記記事事内内のの事事実実をを根根拠拠にに論論理理をを組組みみ立立ててたた。。ここ

れれはは、、アアセセススメメンントトでで課課題題ととななっったた「「既既有有のの知知識識

とと情情報報をを結結びびつつけけてて論論理理的的にに考考察察すするる力力」」をを、、高高

度度にに活活用用すするる場場ととななっったた。。  

（（５５））地地域域メメデディィアアをを介介ししたた「「表表現現のの社社会会化化」」  ――
日日刊刊宗宗谷谷へへのの投投書書とと自自己己有有用用感感のの向向上上――  

小小規規模模校校ににおおけけるる言言語語活活動動のの課課題題ととししてて、、校校内内  

ででののピピアアレレビビュューー（（相相互互評評価価））をを繰繰りり返返すすううちち

にに、、読読みみ手手がが固固定定化化さされれ、、評評価価やや反反応応がが予予見見可可能能

ななももののととななっっててししままうう「「評評価価のの物物理理的的限限界界」」がが  

挙挙げげらられれるる。。本本校校でではは、、ここのの限限界界をを突突破破しし、、児児童童

のの表表現現意意欲欲ををささららにに高高めめるるたためめのの出出口口戦戦略略ととしし

てて、、地地域域紙紙「「日日刊刊宗宗谷谷」」のの俳俳句句・・川川柳柳ココーーナナーーへへ

のの投投書書活活動動をを展展開開ししたた。。特特筆筆すすべべききはは、、ここのの投投書書

活活動動がが児児童童自自身身ののアアイイデデアアかからら生生ままれれたた点点ででああ

るる。。校校内内ででののピピアアレレビビュューーにに留留ままららずず、、「「自自分分たたちち

のの作作品品ををよよりり多多くくのの人人にに届届けけたたいい」」とといいうう児児童童のの

主主体体的的なな願願いいはは、、ままささにに「「主主体体的的・・対対話話的的でで深深いい

学学びび」」がが実実社社会会へへとと拡拡張張ししたた姿姿とと言言ええるる。。限限らられれ

たた学学級級人人数数のの中中ででのの交交流流かからら、、地地域域住住民民とといいうう広広

大大なな「「読読みみ手手」」へへとと対対象象をを広広げげるるここととでで、、児児童童はは

「「どどううすすれればば地地域域のの人人にに情情景景がが伝伝わわるるかか」」とといいうう

推推敲敲のの視視点点ををよよりり鋭鋭くく研研ぎぎ澄澄まませせたた学学習習ととななっっ

たた。。  

 

４４  おおわわりりにに    

本本実実践践はは、、礼礼文文小小学学校校ににおおけけるる児児童童のの資資質質・・能能

力力をを、、デデーータタにに基基づづくく客客観観的的なな分分析析かからら出出発発しし、、

新新聞聞とといいうう多多面面的的ななメメデディィアアをを手手段段ととししてていいかかにに  

高高めめてていいくくかかをを探探究究ししたた一一つつのの軌軌跡跡ででああるる。。  

振振りり返返れればば、、本本取取りり組組みみのの起起点点はは RReeaaddiinngg--tteesstt

とといいううエエビビデデンンススにに基基づづいいたた「「課課題題のの把把握握」」ににああ

っったた。。文文法法力力やや論論理理的的考考察察力力とといいうう具具体体的的なな課課題題

にに対対しし、、家家庭庭とと連連携携ししたた「「新新聞聞ワワーーククシシーートト」」にに

よよっってて「「基基礎礎のの構構築築」」をを図図りり、、日日常常的的なな精精読読とと根根

拠拠ああるる記記述述のの習習慣慣をを根根付付かかせせたた。。  

ささららにに、、IICCTTをを活活用用ししたた「「シシンンブブリリオオババトトルル」」でで

はは、、ロロイイロロノノーートトにによよるる思思考考のの可可視視化化とと TTeeaammssにに

よよるる異異学学年年交交流流をを組組みみ合合わわせせるるここととでで、、少少人人数数とと

いいうう物物理理的的制制約約をを越越ええたた「「思思考考のの深深化化」」をを実実現現しし

たた。。ままたた、、最最新新のの時時事事問問題題をを題題材材ととししたたパパネネルルデデ

ィィススカカッッシショョンンはは、、小小規規模模校校特特有有のの「「意意見見のの同同質質

化化」」とといいうう壁壁をを突突きき崩崩しし、、多多角角的的かかつつ新新ししいい考考ええ

をを表表出出ささせせるる「「視視点点のの多多角角化化」」をを可可能能ににししたた。。  

そそししてて、、本本実実践践のの到到達達点点ととななっったたののがが、、児児童童自自

ららののアアイイデデアアかからら始始ままっったた「「日日刊刊宗宗谷谷」」へへのの投投書書

活活動動ででああるる。。校校内内ののピピアアレレビビュューーとといいうう限限定定的的なな

評評価価のの場場かからら、、地地域域社社会会とといいうう広広大大なな発発信信のの場場へへ

とと飛飛びび出出ししたたここととはは、、表表現現すするるここととのの喜喜びびをを実実感感

ささせせ、、確確かかなな「「社社会会ととのの接接続続」」とと自自己己有有用用感感ををもも

たたららししたた。。  

本本実実践践がが示示ししたたののはは、、新新聞聞とといいうう「「社社会会をを映映すす

鏡鏡」」をを、、受受けけ取取るる（（受受信信））だだけけででななくく、、発発信信すするる

（（発発信信））ププララッットトフフォォーームムととししてて機機能能ささせせるるこことと

でで、、小小規規模模校校のの「「少少人人数数ゆゆええのの限限界界」」をを、、むむししろろ

「「地地域域にに支支ええらられれたた豊豊かかなな学学びび」」とといいうう強強みみへへとと

転転換換ででききるるとといいうう可可能能性性ででああるる。。本本校校はは今今後後もも、、

新新聞聞をを教教科科横横断断的的なな資資質質能能力力をを向向上上すするる手手段段ととしし  

てて効効果果的的にに活活用用しし、、児児童童一一人人ひひととりりのの資資質質・・能能力力

をを最最大大限限にに引引きき出出すす個個別別最最適適なな学学びびとと協協働働的的なな学学

びびをを追追求求ししてていいききたたいい。。  

 
日刊宗谷新聞 2025/10/30 
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１１．．ははじじめめにに  

    

  本本校校はは、、北北海海道道釧釧路路市市ににああるる、、全全校校児児童童 333355

名名のの中中規規模模校校ででああるる。。【【子子どどもものの「「考考ええをを紡紡ぐぐ

力力」」「「絆絆をを紡紡ぐぐ力力」」「「未未来来をを紡紡ぐぐ力力」」「「命命をを紡紡ぐぐ

力力」」のの育育成成】】をを令令和和 77 年年度度のの重重点点ととしし、、教教育育

活活動動をを進進めめてていいるる。。ままたた、、今今年年度度はは、、「「自自己己をを

調調整整しし、、自自律律的的にに自自らら学学ぶぶ子子どどもものの育育成成」」をを

校校内内研研究究のの研研究究主主題題ととししたた。。課課題題解解決決型型のの研研

修修ススタタイイルルををととりり、、自自ららのの課課題題意意識識にに基基づづいい

たた部部会会にに所所属属ししてて、、授授業業改改善善ののポポイインントトをを明明

確確ににしし、、単単元元のの構構成成やや授授業業実実践践をを互互いいにに参参

観観・・協協議議しし合合ううここととをを軸軸にに研研修修をを重重ねね、、教教師師

一一人人一一人人のの授授業業力力向向上上をを目目指指ししてていいるる。。  

  

  

  

  

  

  情情報報化化がが急急速速にに進進展展しし、、多多様様なな情情報報がが氾氾濫濫

すするる現現代代社社会会ににおおいいてて、、子子どどももたたちちがが主主体体的的

にに情情報報をを取取捨捨選選択択しし、、多多角角的的にに物物事事をを考考察察しし、、

自自ららのの考考ええをを形形成成・・表表現現すするる力力はは、、まますすまますす

重重要要ととななっってていいるる。。新新聞聞はは、、信信頼頼性性のの高高いい情情

報報源源ででああるるとと同同時時にに、、社社会会のの多多様様なな出出来来事事をを

体体系系的的にに伝伝達達すするる優優れれたた教教材材ででああるる。。本本校校でで

はは、、ここのの新新聞聞をを教教育育活活動動にに積積極極的的にに取取りり入入れれ

るる NNIIEE（（NNeewwssppaappeerr  iinn  EEdduuccaattiioonn））実実践践をを通通

ししてて、、児児童童がが社社会会的的なな事事象象にに関関心心をを持持ちち、、自自

ららのの課課題題ととししてて捉捉ええるる意意識識をを醸醸成成すするるこことと

をを目目指指ししたた。。   

 

２２..本本校校のの実実態態とと実実践践のの目目的的  

  本本校校でではは、、ここれれままででもも新新聞聞記記事事をを授授業業やや

朝朝のの会会でで取取りり扱扱ううななどどのの取取りり組組みみがが行行わわれれ

ててききたた。。ししかかしし、、そそのの実実践践ににはは温温度度差差ががああ

りり、、学学校校全全体体ととししててのの体体系系的的なな取取りり組組みみにに

はは至至っってていいななかかっったた。。そそここでで、、本本年年度度はは

「「社社会会的的なな事事象象にに対対すするる関関心心とと課課題題意意識識のの

醸醸成成」」をを全全校校共共通通ののテテーーママととししてて設設定定しし、、

NNIIEE のの実実践践をを学学校校運運営営のの柱柱のの一一つつにに据据ええるるここ

ととととししたた。。  

  

  

  

実実践践のの目目的的はは、、以以下下のの通通りりででああるる。。  

１１．．新新聞聞をを活活用用すするるここととをを通通ししてて、、児児童童

がが世世のの中中のの出出来来事事をを知知りり、、知知識識をを増増やや

すすとと共共にに、、多多様様なな事事象象へへのの興興味味・・関関心心

をを高高めめ、、自自ららのの見見識識をを広広げげるるこことと。。  

２２．．新新聞聞記記事事とといいうう良良質質ななテテキキスストトにに触触

れれるるここととをを通通ししてて、、「「読読むむ・・書書くく・・話話

すす・・聞聞くく」」とといいっったた言言語語能能力力のの総総合合的的

なな向向上上をを図図るるこことと。。  

３３．．社社会会のの出出来来事事をを「「自自分分ごごとと」」ととししてて

捉捉ええ、、背背景景ににああるる課課題題をを多多角角的的にに考考ええ

るる態態度度をを育育成成すするるこことと。。  

２２００２２５５年年度度  NNIIEE 実実践践報報告告  

    社社会会的的なな事事象象にに対対すするる関関心心とと課課題題意意識識のの醸醸成成  
      

                  釧釧路路市市立立清清明明小小学学校校  主主幹幹教教諭諭  橋橋本本  雄雄介介  
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３３．．実実践践のの内内容容  

  

①①  新新聞聞環環境境のの整整備備  

  児児童童がが日日常常的的にに新新聞聞にに触触れれらられれるる環環境境づづ

くくりりがが、、社社会会へへのの関関心心をを持持つつ第第一一歩歩ででああるる

とと考考ええ、、ハハーードド面面のの整整備備かからら着着手手ししたた。。休休

みみ時時間間にに自自然然とと新新聞聞がが目目にに入入るるよようう、、児児童童

のの動動線線をを考考慮慮ししてて、、図図書書室室ギギャャララリリーーにに手手

作作りりのの新新聞聞閲閲覧覧台台をを設設置置ししたた。。そそここににはは、、

高高学学年年向向けけのの一一般般紙紙、、低低・・中中学学年年向向けけのの

「「子子どどもも新新聞聞」」をを配配備備しし、、学学年年のの発発達達段段階階

にに応応じじたたニニーーズズにに応応ええらられれるるよようう工工夫夫しし

たた。。  

ままたた、、教教職職員員がが分分担担しし、、教教育育的的価価値値のの高高

いい記記事事（（例例：：SSDDGGss にに関関連連すするる記記事事、、地地域域のの

課課題題をを扱扱っったた記記事事））をを継継続続的的ににススククララッッププ

ししたた。。ここれれららはは「「環環境境」」「「科科学学」」「「ススポポーー

ツツ」」「「地地域域のの話話題題」」ななどどののカカテテゴゴリリーー別別にに

分分類類ししてて、、各各学学年年のの授授業業やや自自主主学学習習のの貴貴重重

なな素素材材ととししてて活活用用ししてていいるる。。  

  

  

  

  

②②  新新聞聞ククイイズズ・・清清明明のの子子のの活活躍躍  

  新新聞聞へへのの関関心心をを高高めめるるたためめのの能能動動的的なな「「仕仕

掛掛けけ」」ととししてて、、校校内内にに専専用用ココーーナナーーをを常常設設

ししたた。。ここここでではは、、「「〇〇〇〇国国でで開開かかれれたた国国際際

会会議議のの名名前前はは？？」」「「最最近近発発見見さされれたた新新種種のの

昆昆虫虫のの名名前前はは？？」」とといいっったた具具体体的的ななククイイズズ

をを出出題題ししたた。。休休みみ時時間間ににはは多多くくのの児児童童がが集集

ままりり、、答答ええをを探探ししてて記記事事をを読読みみ込込むむ姿姿がが見見

らられれたた。。  

  

  

  

  

  

  

  ままたた、、ススポポーーツツやや文文化化活活動動でで活活躍躍ししたた本本

校校児児童童のの記記事事をを大大ききくく掲掲示示すするるここととでで、、児児

童童のの自自己己肯肯定定感感をを高高めめるるとと共共にに、、新新聞聞情情報報

がが自自分分たたちちのの生生活活とと密密接接にに関関連連ししてていいるるここ

ととをを実実感感ささせせ、、社社会会のの出出来来事事ををよよりり身身近近なな

ももののととししてて捉捉ええらられれるるよようう工工夫夫ししてていいるる。。  
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③③  参参観観日日ででのの NNIIEE のの取取組組  

 本本年年度度、、参参観観日日ににおおいいてて 44 年年生生のの NNIIEE のの授授

業業をを公公開開ししたた。。ここのの時時間間はは、、本本校校がが全全校校でで

進進めめるる NNIIEE のの取取りり組組みみのの「「キキッッククオオフフ」」とと

ししてて、、児児童童とと保保護護者者のの双双方方にに「「NNIIEE ととはは何何

かか」」「「ななぜぜ今今、、新新聞聞をを読読むむ力力がが必必要要ななのの

かか」」をを知知っっててももららうう機機会会ととししてて明明確確にに位位置置

づづけけたた。。単単ななるる授授業業公公開開ででははななくく、、新新聞聞記記

事事をを教教材材ととししてて読読みみ、、そそここにに何何がが書書かかれれてて

いいるるかか（（事事実実））ををママーーカカーーでで色色分分けけししてて捉捉

ええ、、そそれれにに対対すするる自自分分のの考考ええ（（感感想想・・意意

見見））ををワワーーククシシーートトにに書書きき出出すすとといいうう、、一一

連連のの基基本本的的なな活活動動をを具具体体的的にに紹紹介介ししたた。。  

  ここれれにによよりり、、本本校校のの NNIIEE のの取取りり組組みみのの全全

体体像像をを保保護護者者にに理理解解ししててももららううとと共共にに、、

「「家家庭庭ででももぜぜひひ新新聞聞をを話話題題ににししててほほししいい」」

とといいううメメッッセセーージジをを伝伝ええるる、、重重要要ななオオリリエエ

ンンテテーーシショョンンのの時時間間ととななっったた。。  

  

④④ススククララッッププ記記事事かからら事事実実とと感感想想をを  

ままととめめるる、、家家庭庭学学習習のの継継続続実実践践  

  

新新聞聞記記事事をを読読みみ解解きき、、自自ららのの考考ええをを論論理理的的

にに構構築築すするる力力をを養養ううたためめ、、ススククララッッププ記記事事をを

活活用用ししたたワワーーククシシーートト学学習習をを導導入入ししたた。。ここのの

活活動動でで最最もも重重視視ししたたののはは、、児児童童がが記記事事をを読読みみ、、

「「記記事事にに書書かかれれてていいるる事事実実（（55WW11HH））」」とと、、「「そそ  

れれにに対対すするる自自分分のの感感想想・・意意見見」」をを明明確確にに区区別別

ししてて記記述述すするるここととででああるる。。ここれれはは、、社社会会的的なな

事事象象をを客客観観的的にに把把握握しし、、感感情情論論ででははなないい論論理理

的的なな意意見見形形成成をを行行うう上上でで不不可可欠欠ななススキキルルでで

ああるる。。専専用用ののワワーーククシシーートトににはは「「事事実実をを書書きき

出出すす欄欄」」とと「「どどうう思思っったたかか、、ななぜぜそそうう思思っったた

かかをを自自由由にに書書くく欄欄」」をを設設けけ、、思思考考ののププロロセセスス

をを可可視視化化ししたた。。ここのの活活動動はは家家庭庭学学習習（（自自主主学学

習習））のの一一環環ととししててもも推推奨奨しし、、家家庭庭ででのの児児童童とと

保保護護者者ととのの対対話話ののききっっかかけけととななるるこことともも期期

待待ししたた。。  

⑤⑤新新聞聞をを活活用用ししたた委委員員会会活活動動  

児児童童のの主主体体的的なな活活動動ででああるる委委員員会会活活動動にに

おおいいてて、、新新聞聞のの活活用用をを意意図図的的にに推推進進ししたた。。

特特にに文文化化委委員員会会ががそそのの中中心心的的役役割割をを担担いい、、

委委員員会会活活動動のの時時間間にに、、配配備備さされれたた新新聞聞各各紙紙

かからら注注目目記記事事をを選選定定すするる話話しし合合いい活活動動をを取取

りり入入れれたた。。選選定定ししたた記記事事はは、、ココーーナナーーのの企企

画画・・運運営営にに活活用用しし、、ククイイズズ形形式式ににししたたりり、、

低低学学年年ににもも分分かかりりややすすくく伝伝ええるる工工夫夫ををししたた

りりししたた。。児児童童がが単単ななるる情情報報のの受受けけ手手ととししてて

ののみみななららずず、、発発信信者者側側ととししてて新新聞聞にに関関わわるる

機機会会をを創創出出すするるここととでで、、記記事事内内容容へへのの理理解解

をを深深めめるるとと同同時時にに、、社社会会的的なな事事象象にに対対すするる

興興味味関関心心をを育育むむここととををねねららっったた。。  

 

 

136



  

４４．．成成果果とと課課題題  

  

①①成成果果  

  成成果果ととししてて、、ままずず全全教教職職員員がが「「社社会会的的なな

事事象象にに対対すするる関関心心とと課課題題意意識識のの醸醸成成」」とといい

うう NNIIEE のの目目的的をを共共通通理理解解しし、、各各学学年年のの発発達達

段段階階やや児児童童のの実実態態にに基基づづいいたた計計画画ののももとと、、

体体系系的的かかつつ継継続続的的にに実実践践ででききたたここととがが挙挙げげ

らられれるる。。  

ままたた、、日日常常的的にに新新聞聞にに触触れれるる環環境境がが整整備備

さされれたたここととでで、、「「ニニュューーススでで見見たた」」とと社社会会

のの出出来来事事をを話話題題ににすするる児児童童がが増増加加しし、、事事実実

とと感感想想をを分分けけてて記記述述すするる訓訓練練をを通通ししてて、、物物

事事をを客客観観的的にに捉捉ええるる視視点点やや論論理理的的にに記記述述すす

るる力力がが育育ままれれつつつつああるる。。ここううししたた取取りり組組みみ

がが、、授授業業参参観観ででのの実実践践公公開開やや委委員員会会活活動動とと

のの連連携携にによよりり、、学学校校全全体体のの文文化化ととししてて定定着着

しし始始めめたた点点もも大大ききなな成成果果ででああるる。。  

  

②②課課題題  

  一一方方でで、、いいくくつつかかのの課課題題もも明明ららかかににななっったた。。

最最もも重重要要なな課課題題はは、、新新聞聞をを「「読読むむ」」活活動動かからら

一一歩歩進進めめ、、児児童童のの思思考考力力、、判判断断力力、、表表現現力力をを

よよりり一一層層高高めめるるたためめのの「「新新聞聞をを活活用用ししたた効効果果

的的なな授授業業実実践践」」をを、、今今後後ささららにに深深化化ささせせてていい

くくここととででああるる。。ままたた、、日日々々更更新新さされれるる膨膨大大なな

情情報報のの中中かからら教教育育的的価価値値のの高高いい記記事事をを選選定定・・

教教材材化化すするるににはは時時間間をを要要すするるたためめ、、多多忙忙なな業業

務務のの中中でで教教員員がが継継続続的的にに教教材材研研究究をを行行ええるる

校校内内体体制制のの工工夫夫もも求求めめらられれるる。。加加ええてて、、特特にに

高高学学年年ににおおいいてて、、一一つつのの事事象象にに対対ししてて多多様様なな

視視点点やや意意見見がが存存在在すするるここととにに気気づづかかせせ、、多多角角

的的にに考考察察ささせせるる指指導導をを一一層層充充実実ささせせるる必必要要

性性ががああるる。。  

  

５５おおわわりりにに  

  本本校校のの NNIIEE 実実践践はは、、児児童童がが社社会会ととつつなながが

るる「「窓窓」」ととししてて、、新新聞聞のの価価値値をを再再認認識識すするる

機機会会ととななっったた。。環環境境整整備備かからら始始ままりり、、授授業業

実実践践、、家家庭庭学学習習、、委委員員会会活活動動へへとと取取りり組組みみ

をを広広げげるる中中でで、、児児童童のの社社会会へへのの関関心心はは着着実実

にに高高ままりりつつつつああるる。。今今後後はは、、明明ららかかににななっっ

たた課課題題、、特特にに「「効効果果的的なな授授業業実実践践」」のの深深化化

にに向向けけ、、教教員員間間のの授授業業研研究究やや研研修修をを一一層層充充

実実ささせせてていいくく所所存存ででああるる。。新新聞聞とといいうう生生きき

たた教教材材をを最最大大限限にに活活用用しし、、未未来来のの創創りり手手でで

ああるる子子どどももたたちちのの「「社社会会的的なな事事象象にに対対すするる

関関心心とと課課題題意意識識」」をを育育むむたためめ、、今今後後もも組組織織

的的・・継継続続的的なな実実践践をを推推進進ししてていいくく。。  
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22002255年年 1122 月月初初旬旬、、NNIIEE実実践践指指定定校校ででああるる函函

館館市市立立南南茅茅部部中中学学校校ににおおいいてて、、新新潟潟県県上上越越市市立立

中中郷郷中中学学校校ととののオオンンラライインン交交流流学学習習のの授授業業がが

公公開開さされれままししたた。。本本授授業業はは、、両両校校がが総総合合的的なな学学

習習のの時時間間にに位位置置付付けけるる地地域域学学習習ととししてて、、地地域域のの

福福祉祉施施設設・・公公共共施施設設のの見見学学やや仕仕事事体体験験等等をを通通しし

てて地地域域のの課課題題やや将将来来像像ににつついいてて考考察察しし、、交交流流をを

通通じじてて生生徒徒のの思思考考ををささららにに深深めめるるここととをを目目的的

にに実実施施さされれたたももののでですす。。  

生生徒徒たたちちはは、、道道新新「「ままななベベルル」」のの新新聞聞作作成成機機

能能をを活活用用しし、、自自分分のの気気付付ききやや考考ええをを紙紙面面ににままとと

めめ上上げげままししたた。。事事前前にに両両校校でで記記事事をを読読みみ合合っったた

ここととでで、、当当日日のの交交流流でではは、、相相手手のの記記事事をを踏踏ままええ

たた問問いいやや意意見見がが自自然然とと生生ままれれ、、思思考考がが深深ままっってて

いいくく様様子子がが印印象象的的ででししたた。。体体験験をを““書書くく””とといい

ううププロロセセススをを挟挟むむここととでで、、単単ななるる記記録録ととししててでで

ははななくく、、考考察察やや自自己己表表現現へへとと学学びびがが豊豊かかにに広広がが

っってていいくく「「新新聞聞」」とといいうう媒媒体体のの力力をを改改めめてて感感じじ

るる機機会会ととももななりりままししたた。。今今後後はは、、IICCTTのの効効果果的的

なな活活用用にによよりり、、限限らられれたた時時間間のの中中ででもも新新聞聞作作成成

のの教教育育的的効効果果をを最最大大限限にに生生かかすす授授業業ののささららなな

るる充充実実がが期期待待さされれまますす。。  

ままたた、、22002266年年 11月月にに開開催催さされれたた、、「「22002255全全道道

NNIIEEアアドドババイイザザーー研研修修会会」」でではは、、教教育育現現場場ににおおけけ

るる生生成成 AAII 活活用用のの課課題題がが中中心心的的なな議議題題ととななりりまま

ししたた。。全全道道かからら参参加加ししたた NNIIEEアアドドババイイザザーーかからら  

  

  

  

  

  

  

                                                    

  

はは、、「「学学生生・・生生徒徒がが自自分分のの文文章章ににここだだわわりりををもも

たたずず、、すすぐぐにに生生成成 AAII にによよるる文文章章にに頼頼っっててししまま

うう」」ここととへへのの危危機機感感やや、、「「義義務務教教育育でではは、、ままずず児児

童童・・生生徒徒がが自自らら文文章章をを書書くく力力をを身身ににつつけけるるこことと

がが重重要要でであありり、、安安易易なな AAII 依依存存ににはは慎慎重重ででああるる

べべききでではは」」とといいっったた意意見見ななどどがが交交わわさされれままししたた。。

次次期期学学習習指指導導要要領領ででもも生生成成 AAII のの活活用用がが位位置置付付

けけらられれてておおりり、、すすででにに全全国国のの小小中中学学校校ににはは生生成成

AAII 活活用用モモデデルル校校がが設設置置さされれ、、先先進進的的なな取取りり組組

みみがが進進めめらられれてていいまますす。。教教師師がが AAII ととどどうう向向きき

合合いい、、どどののよよううにに子子どどももたたちちへへ学学びびととししてて位位置置

付付けけてていいくくののかか、、いいよよいいよよ本本格格的的にに問問わわれれるる時時

代代がが到到来来ししてていいまますす。。  

22002255 年年度度 NNIIEE 実実践践報報告告書書でではは、、記記事事デデーータタ

ベベーーススのの活活用用、、図図書書館館資資料料ととししてて新新聞聞をを位位置置付付

けけたた取取組組ななどど、、多多様様なな実実践践がが紹紹介介さされれてていいまますす。。

どどのの実実践践かかららもも、、先先生生方方がが子子どどももたたちちのの学学びびをを

支支ええるるたためめにに試試行行錯錯誤誤をを重重ねねててききたた熱熱意意がが伝伝

わわっっててききまますす。。  

本本報報告告書書がが各各学学校校ででのの授授業業実実践践のの一一助助ととなな

りり、、児児童童生生徒徒のの資資質質・・能能力力のの育育成成にに寄寄与与すするるここ

ととをを願願っってていいまますす。。      
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